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【意　　匠】 S-13 基礎，１，２階伏図 1/100 【建築電気】

A-1 全体平面図 1/500 S-14 ３，４，Ｒ階伏図 1/100 AE-1 建築電気設備工事 特記仕様書(1) -

A-2 建築工事特記仕様書（１） ― S-15 軸組図（１） 1/100 AE-2 建築電気設備工事 特記仕様書(2) -

A-3 建築工事特記仕様書（２） ― S-16 軸組図（２） 1/100 AE-3 構内配電線路・通信線路図 1/500

A-4 建築工事特記仕様書（３） ― S-17 基礎，基礎梁リスト 1/30 AE-4 断面図(参考) 1/100

A-5 建築工事特記仕様書（４） ― S-18 柱リスト 1/30 AE-5 照明器具参考姿図 -

A-6 建築工事特記仕様書（５） ― S-19 大梁，小梁リスト 1/30 AE-6 特高受変電室棟 電灯設備(照明)配線図(1) 1/100

A-7 建築工事特記仕様書（６） ― S-20 壁，スラブリスト 1/30 AE-7 特高受変電室棟 電灯設備(照明)配線図(2) 1/100

A-8 建築工事特記仕様書（７） ― S-21 クレーンレール取り付け詳細図 1/10 AE-8 特高受変電室棟 電灯設備(幹線・ｺﾝｾﾝﾄ)配線図(1) 1/100

A-9 建築工事特記仕様書（８） ― S-22 架構配筋詳細図 1/50 AE-9 特高受変電室棟 電灯設備(幹線・ｺﾝｾﾝﾄ)配線図(2) 1/100

A-10 仕上表 1/100 AE-10 特高受変電室棟 動力設備配線図(1) 1/100

A-11 求積図 1/100 【建築解体】 AE-11 特高受変電室棟 動力設備配線図(2) 1/100

A-12 法規チェックリスト 1/100 D-1 撤去全体配置図 1/500 AE-12 幹線設備系統図 -

A-13 平面図（1） 1/100 D-2 解体特記仕様書(1) ― AE-13 主幹盤 単線結線図 -

A-14 平面図（2） 1/100 D-3 解体特記仕様書(2) ― AE-14 分電盤 単線結線図 -

A-15 断面図 1/100 D-4 危険物屋内貯蔵所　平面図・立面図 1/25 AE-15 制御盤 単線結線図 -

A-16 立面図 1/100 D-5 危険物屋内貯蔵所　軸組図(1) 1/25 AE-16 主幹盤・制御盤 参考姿図 -

A-17 平面詳細図（１） 1/50 D-6 危険物屋内貯蔵所　軸組図(2) 1/25 AE-17 特高受変電室棟 雷保護設備配線図 1/100

A-18 平面詳細図（２） 1/50 D-7 車庫　平面図 1/50 AE-18 特高受変電室棟 雷保護設備 機器詳細図 -

A-19 平面詳細図（３） 1/50 D-8 車庫　立面図 1/50 AE-19 構内交換設備系統図 -

A-20 断面詳細図（１） 1/60 D-9 車庫　断面図 1/50 AE-20 特高受変電室棟 構内交換設備配線図(1) 1/100

A-21 断面詳細図（２） 1/60 D-10 車庫　伏図(1) 1/50 AE-21 特高受変電室棟 構内交換設備配線図(2) 1/100

A-22 部分詳細図 1/20，40 D-11 車庫　伏図(2) 1/50 AE-22 既設管理棟 構内交換設備配線図 1/100

A-23 基準詳細図 1/5，10 D-12 車庫　軸組図 1/50 AE-23 全体配置図(撤去・仮設工事) 1/500

A-24 展開図（１） 1/100 D-13 車庫　基礎リスト・柱リスト 1/30 AE-24 特高変電所  電気設備配線図(撤去) 1/100

A-25 展開図（２） 1/100 D-14 車庫　詳細図(1) 1/30 AE-25 倉庫 電気設備配線図(撤去) 1/50

A-26 展開図（３） 1/100 D-15 車庫　詳細図(2) 1/30 AE-26 車庫・危険物屋内貯蔵所 電気設備配線図(撤去) 1/50

A-27 天井伏図 1/100 D-16 支障物（植栽・埋設管） 1/75 AE-27 全体平面図 仮設電源・NTT移設（今回） 1/500

A-28 建具表 1/100 AE-28 特高変電所地下1階～2階 平面図（今回） 1/100

A-29 建具納まり図 1/100 【建築機械】 AE-29 特高変電所3階、4階、RF階 平面図（今回） 1/100

A-30 外構図 1/100 AM-1 建築機械設備　特記仕様書(1) - AE-30 管理棟1階平面図（今回） 1/100

A-32 仮設計画図 1/100 AM-2 建築機械設備　特記仕様書(2) - AE-31 全体平面図 NTT移設（撤去） 1/500

A-33 仮設（山留）平面図 1/50 AM-3 建築機械設備　特記仕様書(3) -

A-34 仮設（山留）断面図（１） 1/50 AM-4 建築機械設備　浄化槽特記仕様書 -

A-35 仮設（山留）断面図（２） 1/50 AM-5 全体配置図 1/500

AM-6 特高受変電棟　換気設備　機器表 -

AM-7 特高受変電室棟　換気設備　平面図(1) 1/100

【構　　造】 AM-8 特高受変電室棟　換気設備　平面図(2) 1/100

S-1 構造関係特記仕様書（１） ― AM-9 特高受変電室棟　換気設備　断面図 1/100

S-2 構造関係特記仕様書（２） ― AM-10 衛生設備　屋外配管図（改修後） 1/100

S-3 構造関係特記仕様書（３） ― AM-11 衛生設備　浄化槽詳細参考図（1）（改修後） 1/20

S-4 構造関係共通事項（その１） ― AM-12 衛生設備　浄化槽詳細参考図（2）（改修後） 1/20

S-5 構造関係共通事項（その２） ― AM-13 衛生設備　浄化槽詳細参考図（3）（改修後） -

S-6 構造関係共通事項（その３） ― AM-14 衛生設備　屋外配管図（改修前） 1/100

S-7 構造関係共通事項（その４） ― AM-15 仮設計画図（参考図） 1/500

S-8 構造関係共通事項（その５） ―

S-9 回転貫入鋼管杭工法設計施工標準（１） ―

S-10 回転貫入鋼管杭工法設計施工標準（２） ―

S-11 回転貫入鋼管杭工法　機械式継手工法 ―

S-12 杭伏図 1/100

図　　面　　目　　録
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　ならない。

・工事着手日までの間は、工事の施工（現場事務所等の設置、資機材等の発注及び工場製作等を含む）を行っては
　ならない。
・前金払は、工事着手日の10日前までは請求できない。
・工事実績情報システムへの登録に際しては、主任（監理）技術者及び現場代理人の従事期間は、工事着手日を

　フレックス工期契約制度

留意事項

工事名称：

・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設工事請負契約書第11条に基づく現場代理人の設置を要しない。

・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設業法第26条に基づく主任技術者又は監理技術者の設置を

・受注者は、工事着手日を明らかにするため、契約締結後７日以内に工事着手日通知書を発注者に届け出なければ

特　　　　記　　　　事　　　　項

1.監督職員事務所〇

〇 〇 〇 〇 〇〇

〇〇 〇※ ※

〇 〇〇 〇※ ※

構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）

構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）

〇

　　　　　　

〇

〇

・監督職員用のスペース　：

　

・備品等の種類及び数量
〇
〇

〇 〇 〇
〇

〇　　　書棚、　 図面架、　 見本棚、　 机及びいす、　　更衣ロッカー（　）、

　規模(㎡）：　　10程度、　20程度、　 35程度、　65程度、　100程度、　 （　　）程度

〇 〇

2.工事用水

3.工事用電力

5.仮設通路

7.仮設足場

1.埋め戻し
　及び盛り土

〇※仮囲い　　成型鋼板（H=　　  m、L=　　  m）

6.交通誘導員

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出入口　　シートゲート　　（W=　　　　m、H=　　　　m）

4.仮囲い等
　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ゴム長靴（　）、　　雨合羽（　）、　 ヘルメット（　）、　　墜落制止用器具（　）

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 (2.3.1)

木の機能を有する足場とすること。
また、別紙2「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 (2.2.4)

　処理
2.建設発生土の

なお、別契約の関係業者がある場合は、当該業者に無償で使用させること。

　　構外搬出適切処理（別記-1による）
　　構内指示の場所に堆積、　 構内指示の場所に敷き均し、  （ 　　　　　　　　　　　 ）〇 〇〇
〇

※〇　　　標準仕様書表3.2.1による
　　　　 A 種　適用場所（　　　　　　　）

　　　　 D 種　適用場所（　　　　　　　）
　　　　 C 種　適用場所（　　　　　　　）、土質（　　　　）、受渡場所（　　　　　　）

　 　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (3.2.5)

・材料及び工法　：

　　　材料（　　　　　　　　　　　　　 ）、工法（　　　　　　　　　　　　　 　　　 ）〇

〇
〇

〇
〇

　　次の 1) 又は 2)に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の3) 又は4) に該当する

 階数 構造建物名称 建築面積(m2)延べ面積(m2) 備考

　1.工事場所

　2.敷地面積

　3.主要用途

　4.建物概要

Ⅰ.工事概要

　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板､壁紙、接着剤、保温材、
　　　緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1.4.1）

　　　しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの
　　　放散量｣の区分に応じた材料を使用する。

8.環境への配慮
(1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると
　　共に、次の 1) から 4) を満たすものとする。
　1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、

　　3)　工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

3.電気保安技術者
　ただし、自家用電気工作物の場合は1.3.3の他、次によるものとする。

Ⅱ.建築工事仕様

　5.工作物、外構等

　　3）特記事項に記載の（　　）内表示番号は標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

1.適用基準等

〇
〇
〇

建築工事安全施工技術指針　（平成27年）
建設工事公衆災害防止対策要綱　（令和元年）

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　の登録
2.工事実績情報 本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万以上となる場合には、工事実績情報システム

〇

　　1)　工事受注時　　　　　契約締結後10日以内
　　2)　登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内

　　1）項目は、●のついたものを適用する。

　　5）建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項については、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説
　　　（令和3年版）一般社団法人　公共建築協会」による。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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　　2）特記事項は、●のついたものを適用する。（●印が付かない場合は※印の付いたものを適用する）

建築工事標準詳細図　（令和4年版）

千葉県福祉のまちづくり条例　施設整備マニュアル　（平成30年）

建築物解体工事共通仕様書　（令和4年版）

営繕工事写真撮影要領　（令和5年版）

デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（国営建技第14号　令和5年3月1日）

〇

　3.特記仕様

　　　図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書による。

　もって登録するものとする。（工事契約日から工事着手日の前日までを除くこととする。）

　1.共通仕様

2.提出様式

本工事で用いる提出書類の様式は、「県発注・営繕工事関連提出書類一覧」(下記URL)によるほか、
監督職員の指示による。　https://www.pref.chiba.lg.jp/eizen/jigyousha/kenchiku/teishutsu.html

猛暑による作業不能日数

ⅲ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、

作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））
がⅰ）の日数から著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

●本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７
時の間にWBGT値が３１以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均したもの。

　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和7年版」（以下、「標仕」という。）

　　4） G 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12 年法律第100 号)」に基づく

　　　　おける判断の基準を満たすものを示す。
　　　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和7年1月28日変更閣議決定）」に定める特定調達物品に

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　（令和7年度版）

公共建築木造工事標準仕様書　（令和7年版）

（コリンズ）に、基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員
の確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続き
により登録するとともに、登録内容確認書の写しを提出する。　　　　　　　　　　　(1.1.4)

〇事業用電気工作物（自家用電気工作物）、　　 一般電気工作物　　　             (1.3.3)

「４　地業工事」、「５　鉄筋工事」、「６　コンクリート工事」、「７　鉄骨工事」は、
構造関係特記仕様書による。

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

４～

７

　ブロック造

1.補強
　コンクリート

〇

2.コンクリート

　及び塀
　ブロック帳壁

〇

3.ALCパネル〇

4.押出成形
　セメント板
　（ECP）

〇

 モデュール
 呼び寸法(mm)
長さ 高さ

　　　による区分
 断面形状及び圧縮強さ

   (mm)
 正味厚さ

 化粧の有無

無、　有
無、　有

　適用箇所 　備考

・ブロックの種類　：

〇
〇

〇
〇

〇
〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.2.2,3,5,7,8)

 モデュール
 呼び寸法(mm)
長さ 高さ

　　　による区分
 断面形状及び圧縮強さ

   (mm)
 正味厚さ

 化粧の有無

無、　有
無、　有型枠状ブロック 20
無、　有

　備考
適用箇所 

表8.3.1
以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(8.3.2～4)

〇
〇
〇

〇 〇
〇
〇

〇
〇

・ブロックの種類　：

・モルタルの調合（容積比）　:
※〇 〇

〇※〇・各部の配筋　：　　図示、　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇 〇

・各部の配筋　：　　図示、　（　　　　　　）

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (8.4.2～5)

・壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　：　　図示、　（　　　　　　）

※〇
※〇

※〇
〇

〇
〇

〇
※〇

・塀の厚さ(mm)　：
　壁の高さが2m以下　　120、　（　　　　　　　　　　　　　）
　壁の高さが2m超え　　150、　（　　　　　　　　　　　　　）

※〇 〇　　　標準仕様書表8.2.1による、　　セメント（　　　　　）：砂（　　　　　）

・まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する

・モルタルの調合（容積比）　:

・ALCパネルの区分等　：

〇
〇

一般
コーナー

平
意匠

〇
〇

単位荷重(N/㎡)
正荷重 負荷重

厚さ 構法の
種別

耐火性能

A種
B種

〇
〇

長さ
図示に

幅及び

よる
なし
1

〇
〇

(mm)

〇

〇
〇

C種
D種
E種

〇 間仕切
壁用

〇 外壁用

〇

〇

屋根用

床用

〇
〇

一般
コーナー

　－

　－ 　－

平
意匠

〇
〇

　－

　－ 　－
図示に
よる

図示に
よる
図示に
よる

なし
1

〇
〇

〇
〇

0.5

1
2

※〇 F種

区分
 (時間)

・パネルの相互の接合部に充填する耐火目地材　：  （　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇

〇 〇 〇

〇
〇

〇

〇

※〇

※〇

　地震力に対する安全性
 設計用震度 帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能
設計用水平
震度（KH）

1.0

設計用鉛直
震度（KV）

0.5
等を含む）が定める値とする。
材料については、関連基準（製造者等により構成される協会等が定める指針
所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められていない
なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。
設計用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。
ただし、所定の応力度以内にあることの確認が困難な場合は、試験等により
有害な残留ひずみが生じないこと。
設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度内にあり、

　構造体の層間変形に対する追従性
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能 層間変形角

1/100
1/200

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

 パネルの種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (8.5.2～5)

〇
〇
〇
〇
〇
〇

・ECPの種類等　：

　　形状　F：フラットパネル、D：デザインパネル、T：タイルベースパネル

F
D
T
F
D
T

パネル
間仕切壁〇

外壁パネル〇

形状 幅(mm）
50、

  厚さ(mm）
60、

50、

50、 60、
50、

60

60

〇
〇

〇
〇 〇

〇

〇
〇 〇

〇
60

60

600

600

※〇

※〇

〇

〇

工法の種別

A種
B種

B種
C種

〇
〇

〇
〇

　備考

・パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、
　並びにパネルと他部材との取り合い部の目地幅(mm)　：　　10～20、　（　　　　　　　 ）
・外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填　：　　適用する、　　適用しない

〇※〇

※〇 〇
〇 〇

・パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　）

〇 〇 〇

〇
〇

〇

〇

※〇

※〇

　地震力に対する安全性

設計用水平
 設計用震度 帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度内にあり、
有害な残留ひずみが生じないこと。
ただし、所定の応力度以内にあることの確認が困難な場合は、試験等により
設計用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。
なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。
所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められていない
材料については、関連基準（製造者等により構成される協会等が定める指針
等を含む）が定める値とする。

0.5
震度（KV）
設計用鉛直

1.0
震度（KH）

　構造体の層間変形に対する追従性

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと
1/100
1/200

 層間変形角 帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能

・外壁パネル、間仕切りパネルにおける耐震性能　：

※ 〇〇・パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　）

　　　標準仕様書表8.2.1による　　　セメント（　　　　　）：砂（　　　　　）

※空洞ブロックC(16)

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の耐風圧性能
・外壁パネル、間仕切りパネルにおける耐震性能　：

・外壁、屋根パネルの構法における耐風圧性能　：

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の耐風圧性能

〇・パネル相互の目地幅（mm)：　※長辺（　　　　mm）、※ 短辺（　　　　mm）〇

・目地仕上げ　：　　押し目地仕上げ、　　化粧目地仕上げ

・範囲　：　　図示、　（　　　　　　　　）※〇 〇

・外壁パネルの工法における耐風圧性能　：

※
※

　やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を
　確認した資料を提出する。

・耐火構造以外の目地及び隙間の処理　：　　　パネル製造所の仕様、　（　　　　　　　 ）
・出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm) :　　 15mm程度、　（　　　　　　　 　　 ）〇

〇
〇

〇

短辺
長辺
短辺
長辺

を設ける場合

を設ける場合

切断後のパネルの
残り部分の幅

パネルに孔あけ

パネルに欠き込み

　　孔あけ及び欠き込みの大きさ

パネル幅の1/2以下、かつ、300mm以下

パネル幅の1/2以下、かつ、300mm以下
500mm以下

500mm以下
150mm以下
300mm以下
300mm以下
300mm以下

長辺の目地幅
短辺の目地幅

※※
※※

〇 〇
〇 〇

10mm以上、　（　　　　　　）
15mm以上、　（　　　　　　）

15mm以上、　（　　　　　 　）
15mm以上、　（　　　　　　 ）

〇
〇

〇
〇

パネル幅
900mm以下の場合 900mmを超える場合
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19.環境対策

　　施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

トラック、ダンプカー等を工事現場に立ち入らせないこと。
受注者は、工事の施工にあたっては、不法・違法無線局（不法パーソナル無線）を設置した

　飛散防止対策マニュアル」に基づき施行する。
・本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。
・受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等を

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく
　環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び

　こと。」）に留意すること。
　容器は可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配慮されている

・特定粉じん排出等作業（法定外建築物・作業を含む）は、「建築物の解体等に係る石綿

　 指定対象工事
本工事は、低入札価格調査制度調査対象工事(以下「調査対象工事」という)に該当した
場合は、千葉県建設工事検査要綱（検査の区分を規定）及び中間検査実施細則（中間検査
実施区分を規定）の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間検査を実施する。

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目、または地域

　1) 調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として

　　 職員が指定する。なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。
　2) 中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を
　　 行うが、給付の対象としない。

　　 2ケ月に1回、及び主要工種を考慮し施工上の変化点等で行うが、実施時期は監督

社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式
により提出することができる。

（1）本工事は、電子納品の対象工事である。

完成図面
図面（A1版）見開き製本

部数

サイズ
　A4 版

完成写真
　2 箇所

撮影箇所

保全に
関する資料

　　箇所
 2 部

　 部

　 部

　 部

　 部

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇〇

〇 〇

 1 部

 1 部

 1 部

（3）工事完成検査後は、速やかに、電子媒体1部と「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」
　　 をセンターに送付すること。またその後、センターから発行される「千葉県電子媒体
　　 （副本）受領書」を監督職員に提出すること。なお、電子成果品は工事請負契約書
　　 第45条の対象とし、電子データに不備が確認された場合は、受注者は修正作業を行わ
　　 なければならない。

工事関係図書 本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

図面（A1版）折りたたみ製本
仕様提出図書等

工事完成時の提出図書等は以下のものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.8.1～3)
　 提出図書等

（4）「ガイドライン」の解釈に疑義がある場合は、監督職員と協議の上で決定すること。

　　 から発行される「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」を、携行すること。
（2）工事完成検査時には、（公財）千葉県建設技術センター（以下、センターという。）

　　 1月」（以下、「ガイドライン」という。）に基づいて行う。
　 　電子納品は、「千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】令和4年

　　貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用しては
　　ならない。

　 データ

・設計図CADデータ　：※　貸与する、　　貸与しない〇 〇

・受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と、円滑な工事施工を図る
　こと。
・建設機械は、排ガス対策車及び、低騒音型を使用すること。

27.完成時の

26.電子納品

25.設計図CAD

24.創意工夫等

23.中間検査の

22.中間検査

21.施工図等の取扱

20.工事現場管理

　4)　1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアル
　　　デヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
　　　使用したものとする。

　2)　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
　　　使用する。
　3)　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等
　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

(2) 設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、「規制対象外」とは

　　材料を指す。

　　　発散建築材料以外の材料
　1)　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　2)　建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　3)　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
　4)　建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

〇 10.技能士

仮設工事 とび作業〇
鉄筋工事 鉄筋組立作業
コンクリート工事 型枠施工 コンクリート圧送工事作業

構造物鉄工事作業 とび作業鉄骨工事
コンクリートブロック、
ALCパネル、
押出成形セメント板工事

コンクリートブロック工事作業   
ALCパネル工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業　
ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　

塩化ビンル系シート防水工事作業
セメント系防水工事作業
改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業
FRP防水工事作業 シーリング防水工事作業
石張り作業
タイル張り作業
大工工事作業
内外装板金作業
鋼製下地工事作業
左官作業

アスファルト防水工事作業

防水工事

金属工事
左官工事

屋根及びとい工事
木工事
タイル工事
石工事

建具工事
ビル用サッシ施工作業
自動ドア施工作業
金属製カーテンウォール工事作業

カーテンウォール工事
ビル用サッシ施工作業
建築塗装作業塗装工事
カーペット系床仕上作業
プラスチック系床仕上げ工事作業
ボード仕上げ工事作業

内装工事

排水工事 建築配管作業
溶融ペイントハンドマーカー工事作業　
加熱ペイントハンドマーカー工事作業

舗装工事

造園工事作業植栽工事

〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇 内外装板金作業　

ガラス工事作業

ガラス工事作業

壁装作業

適用工事種別 技　能　検　定　作　業
現場常駐報告書を提出すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 (1.5.2)

　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　　　①品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　　　②生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　　　③安定的な供給が可能であること
　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

9.材料の品質等
(1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び
　　性能を有するものとする。
(2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を
　　使用する場合は監督職員の承諾を受ける。
(3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法
　　とする。
(4) 本工事に使用する材料のうち、(5) に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項
　　を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職

　　でない。
　　員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限り

　　　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること
(5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料
　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、
　　乾式保護材、既調合モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、
　　クローザ類、自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、
　　オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、
　　移動間仕切、トイレブース、天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、
　　トップライト、ポリマーセメントモルタル、鋳鉄製ふた

                            　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 (1.4.2)

〇〇 11.総合試運転
　 調整

行うこと。手すり先送り方式は不可とする。

枠組足場の設置に当たっては、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省
令和5年 12月）により、手すり先行工法の種類は、別紙1「手すり先行工法による足場の組立
て等の作業に関する基準」の2(1)手すり据置き方式、又は(2)手すり先行専用足場方式により

　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　          (3.2.3)

〇

　 濃度測定

　測定はパッシブ型採集機器により行う。

　測定数値が厚生労働省指針値を超えた場合は、換気後再測定し報告書を提出すること。

　着工前の測定　　　
　測定対象室
　測定箇所数

行う行わない、〇

〇

〇
〇
〇

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇　　　パラジクロロベンゼン(用途が学校の場合、上記項目に追加する。)

本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に、「その日の
　うち（24時間以内）」に回答するよう対応することである。
ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、
回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。
　1)　受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら
　　　施工すること。
　2)　受注者は工事施行中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較
　　　照査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて
　　　監督職員へ報告すること。

　 レスポンス

　 取合い
設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全円滑に実施することを目的と
　する「工事関係者連絡会議」を設置すること。
・発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力す
　ること。

コンクリート圧縮試験及び鉄筋の引張等試験については、公益財団法人千葉県建設技術
センター等の試験機関で実施すること。

　 違法運行の防止
工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。
　1）積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　2）さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　3）過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受けるなど、
　　 過積載を助長することのないようにすること。
　4）取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等

　5）建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたって、下請事業者及び骨材等納入者の
　　 を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

　　 利益を不当に害することのないようにすること。
　6）以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

別記-1による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.11)

施工範囲は別記-2（工事区分表）による。

　　※ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　図示、
　図示、

12.化学物質の ・施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測定し、報告すること。　　 (1.5.10)

13.ワンデー

14.材料試験

15.発生材の処理

16.設備工事との

17.安全対策

18.過積載による

　総合試運転調整を行う場合は、関連工事等に協力すること。
　　行わない〇

　　行う（適用箇所：　　火災報知設備と連動する防火設備等、　　　　　　　　　）(1.5.7)〇

キャビネ判

建築物等の利用に関する説明書 機器取扱い説明書
機器性能試験成績書 官公署届出書類

〇

〇

　 部〇
電子納品による電子成果品

28.施設点検

　関する説明書作成の手引き」に基づき作成すること。

総合試運転調整報告書
　建築物等の利用に関する説明書は「建築物等の利用に

　対象とする燃料の抜取調査に対しては、監督職員の指示により協力しなければならない。

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

建築工事特記仕様書（１）　R7.11

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ａ－２ー

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

●

佐倉市角来２２２２

41,417.46㎡

水道施設

特高受変電棟 RC造 ４階

● ●
●
●
●

●

●

● ●

・

4.工事電力設備の
　保安責任者

5.保険 本工事の完成引渡まで工事目的物及び工事材料を火災保険、建設工事保険その他の保険
に附すること。

6.設計GL

・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.3.5)

　2)　保険金額　　請負代金全額
　1)　被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

7.施工条件

　3)　保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間
なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものの写しを直ちに監督
職員に提出する。

※ 図示、　　 設計GL = 現状GL〇〇

　工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県企業局工業用水道事業に係る自家用電気
　工作物保安規定第十一条により千葉工業用水道事務所長の任命する監督職員の指示に
　従い保安業務を行う。

●

●

●

●

　支障が無いようにすること。
・施設を使用しながらの工事になるため既存浄化槽の更新を先行して行い、施設の運営に

●

●

〇

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ・回数　　：（　１　）回
・実施時期：（　杭施工完了時、捨てコン、杭芯ズレ測定後　）

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●  3 部

●

〇

●
　A2 版●

●
●

●
●

●

● 本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、1年目及び2年目に関係者（千葉工業、
用水道事務所、工事監理事務所、施設管理者、受注者）による施設点検（不具合の有無を
確認し、その処置について協議）を行うので、当課からの依頼により施設点検に立会い協力
するものとする。

● ●

●

●

● ●　　鋼板敷き（長さ6.0m、幅1.5m、厚さ22mm、28枚）

● 配置人数　：（　41　）人
配置期間　：（　根切施工期間・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設日・大型車両による施工資材搬入日　）
配置場所　：（　佐倉浄水場出入口　）

●

●３
　
土
　
工
　
事

　　　※ B 種　適用場所（　図示　　　　）

●

工事用電力設備の保安責任者は使用区域を変更しようとする場合において保安監督者（電気
監督職員）に「自家用電気工作物使用区域変更届出書」を提出すること。

〇適用する（工事の着手期限日 令和８年１２月１８日　、工事の終期日 令和１１年２月２８日）、　　適用しない

ⅰ）作業不能日数：44日間（工期の始期は令和8年12月18日【着手期限】で算定）
ⅱ）上記ⅰ）は、環境省が公表する関東地方_千葉県_佐倉地点におけるWBGT値（気温、湿度、日射・輻射を考慮し

た暑さ指数）過去５年分（2021年～2025年）について、本工事の工期に対応する期間（行政機関の休日に関する

環境省が公表する関東地方_千葉県_佐倉地点におけるWBGT値が３１以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全

〇
●

　　　　　キャスターゲート（W=　　　　m、H=　　　　m）
　　　　　（　ｶﾗｰｺｰﾝ･ｺｰﾝﾊﾞｰ13m、18.5m　　　　　　　　　　　　　　　　）

177.79㎡ 722.51㎡



項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

1.アスファルト
　防水

９
　
防
　
水
　
工
　
事

９
　
防
　
水
　
工
　
事

屋根保護防水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.2.2～5)(表 9.2.3～9)

石
　
工
　
事

10

〇

〇
〇
〇

A-1
A-2
A-3

種  別
※〇

　絶縁用シート
ポリスチレンフィルム厚さ
0.15mm以上又はフラット
ヤーンクロス70g/㎡程度

〇
〇

B-1
B-2

　　　　断熱材 G

JIS A 9521に基づく押出ポリ
スチレンフォーム断熱材3種
bA(スキン層付き)
厚さ　　　mm

施工箇所

〇
〇

AI-1
AI-2
AI-3

〇
〇

BI-1
BI-2

※〇

〇

フラットヤーンクロス
70g/㎡程度

・改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　：

※〇
〇

〇

※〇
〇

　　　用途による区分　　　　　（　　　　　　）
　　　材料構成による区分　　　 R種
　　　厚さ　　　　　　　 　　 （　　　　　　）㎜以上

　　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　　標準仕様書表9.2.3から表9.2.4による

・部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　：
※〇

※〇
〇

〇

〇
　　　用途による区分　　　　　（　　　　　　）
　　　材料構成による区分　　　 R種
　　　厚さ　　　　　　　 　　 （　　　　　　）㎜以上

　　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　　標準仕様書表9.2.5から表9.2.6による

・立上り部への断熱材及び絶縁用シート　：
　　　設置しない、　　設置する※〇 〇
・平場の保護コンクリートの厚さ　：

・立上り部の保護方法　：

※
※
〇
〇

　こて仕上げ　　　　 水下　80mm以上、　（　　　　　　 　）
　床タイル張り　　　 水下　60mm以上、　（　　　　　　　 ）

〇
〇

〇　　　乾式保護材（品質・性能及び試験方法は、建築材料等品質性能表による）

　　　コンクリート押え
　　　モルタル押え（屋内）

〇

〇

※〇　　　れんが押え（　　 JIS R 1250、　　　　　　　　　　 ）〇
　　　窯業系パネルⅠ類　厚さ（　　　　）mm、幅（　　　　）mm

屋根露出防水
・防水層の種別　：

適用する
適用する

高日射反射
率防水 G
〇
〇

アスファルト※〇
　使用量

ルーフィング
類の製造所の
仕様

〇

アスファルト※〇
ルーフィング
類の製造所の
仕様

〇

　種類
〇
〇 D-2

D-1

　　　仕上塗料
種別

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　：

※〇
〇

〇
・部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　：

※〇

※〇
〇

　　　用途による区分　　　　　（　　　　　　）
　　　材料構成による区分　　　 R種
　　　厚さ　　　　　　　 　　 （　　　　　　）㎜以上

※〇
〇

〇

〇
　　　用途による区分　　　　　（　　　　　　）
　　　材料構成による区分　　　 R種
　　　厚さ　　　　　　　 　　 （　　　　　　）㎜以上

※〇 〇

・絶縁断熱工法のルーフドレイン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　：

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　標準仕様書表9.2.8による

・絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　：

※〇　種類　　　　アスファルトルーフィング類の製造所の指定、　（　　　　　　　　　　　）
　設置数量　　アスファルトルーフィング類の製造所の指定、　（　　　個）

〇
※〇 〇

屋内防水

種別
E-1
E-2

施工箇所
〇
〇

・防水層の種別　：

※設ける（　  図示、　　　　　　　　）、　　設けない・保護層　： 〇 〇 〇〇
・E-1の工程3を行う部位　：
　　　貯水槽、浴槽等常時水に接する部位
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※〇
〇

・防水層の下地のモルタル塗り　：

※

※

※適用する（施工範囲：　 図示、　　　　　　　　　　）、 適用しない

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種

アルミニウム製　L-30*15*2.0mm程度、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・防水層の下地の立上り　：

※・屋根排水溝　： 〇〇 図示、　（　　　　　　　　　　　　 ）

・立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法　：

　シート防水

2.改質
　アスファルト

〇

DI-1〇

DI-2〇

適用する〇

適用する〇

　施工箇所

1.施工

石
　
工
　
事

10 〇
※ 〇〇・石材の割付け :　　図示、　（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(10.2.2、3)(10.3.2、3)3.外壁湿式工法〇

〇

2.石材等〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (10.2.1、3)(表10.2.1、2)

施工箇所  岩石の種類 備考

床石〇

・天然石　：

備考

平もの1.5～12

施工箇所

両面 役もの
※

 寸法
 よる区分
 形状に

 による区分
 仕上げ面

 (mm) の種類
表面仕上げ

片面 

種石の
大きさ(mm)種類

種石の

花こう岩
大理石 〇 〇

〇〇〇〇
〇

備考
 よる区分
 寸法に

1.5～12

施工箇所
の種類
表面仕上げ

400型
300型※

種石の
大きさ(mm)種類

種石の

※
花こう岩
大理石 〇

〇〇〇
〇 〇

（　　　　　　　　　）専門工事業者の指定する製品、※ 〇〇

・テラゾブロック　：

・テラゾタイル　：

※

寸法(㎜)
形状及び

の種類
表面仕上げ

※〇 図示

バフ仕上げ
の有無

　裏打ち処理材、金物の固定に使用する充填材料等　：
・取付け用モルタル、既調合の目地用モルタル、浸透性吸水防止剤、石裏面処理材、

4.内壁空積工法〇

※

（　　　　　　　　　）
L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

※

※

L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

SS400　M12、

樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

適用する、 適用しない
適用する、 適用しない

あと施工アンカー工法

・石裏面処理　　：
・裏打ち処理　　：
・下地ごしらえ　：

　　　　　形状及び寸法　：
〇

〇
〇

〇
〇

・アンカーの材質及び径　：
（　　　　　　　　　）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・受金物　材質　　　　　：　　SUS304、　（　　　　   　）

・ドレインパイプの材質　：
・あと施工アンカーの材質、寸法等　：

・目地　：
※
〇
〇

※〇
　　　　　　　　シーリング材　　　　　　　適用する、　　適用しない
　一般目地　　　目地幅(mm)　　　　　　　　6mm以上、　　（　　　　　　　　　）〇

〇

〇 〇・石材の厚さ　※図示　　　　（　　　　　mm）

あと施工アンカー　横筋横流し工法 

流し筋工法

6.床及び階段の
　石張り

〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10.6.2、3)

〇  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)

　　　　　形状及び寸法　　L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm
　　　　　　　　　　　　　L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

※
〇
〇

〇 〇・受金物　材質　　　　　　SUS304、 　（　　　　　　　　　　　　 ）

・乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等　：
※〇
〇

　　　標準仕様書 表10.2.4による（方式　　スライド方式、　　ロッキング方式）〇 〇
　　　図示

〇 〇・石材の厚さ　※図示　　　　（　　　　　mm）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (10.2.2)(10.4.2、3)

※
〇

〇

〇

・あと施工アンカーの材質、寸法等　：　　（　　　　　　　　　　　）
〇
〇

・石裏面処理　　：　 適用する、　適用しない
・裏打ち処理　　：　 適用する、　適用しない

〇
〇

　　　　　　　　　　 あと施工アンカー工法
・目地　：

※
〇
〇

※〇 〇

　一般目地　　　目地幅(mm)　　　　　　　　6mm以上、　　　（　　　　　　　　　）
　　　　　　　　シーリング材　　　　　　　適用する、　　　適用しない

〇
〇

・下地ごしらえ　：   あと施工アンカー・横筋流し工法 　

　伸縮調整目地　位置　　　　　　　　　　　6m程度ごと、　　図示

5.外壁乾式工法
〇 〇・石材の厚さ　※図示　　　　（　　　　　mm）

・あと施工アンカーの材質及び寸法等　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
※ 〇〇・だぼ用の穴の位置　：  標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による、  （　　　　　　　　    　 ）

・外壁の工法　：
・裏打ち処理　： 適用する、 適用しない〇 〇

〇 〇
※〇・目地　：　目地幅(mm)　　　8mm以上、　（　　　　　　）〇

〇 〇・石材の厚さ　※図示　　　　（　床　　　mm、階段　　　mm　）
・浸透性吸収防水剤

・石裏面処理

・裏打ち処理

〇

・伸縮調整目地　位置
　　　　　　　　シーリング材

標準仕様書10.6.2(5)(ｲ）図示、
適用しない適用する、〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

　石張り
〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (10.2.2) (10.7.1、3)7.笠木、甲板等の

・一般目地　　　目地幅(mm)　　　屋外　　 ※ 4以上、　 （ 　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　屋内　　 ※ 3～6 、　 （ 　　　　　　　　　　　　）

　(床石張り)　　適用する　　　適用しない 〇

　(床石張り)　　適用する　　　適用しない 〇 〇

〇

　(床石張り)　　適用する　　　適用しない 

　(階段張り)　　適用する　　　適用しない 〇 〇

〇 〇

〇〇・取付け工法　：　　外壁湿式工法、　　乾式工法
・特殊部位用金物　：

※〇
※〇
※〇
※〇

〇
〇
〇

　材質　　　　　　　　　ステンレス(SUS304)　　　 　 、　（　　　　　　　　　　　）〇※〇

・乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等　：
　　　標準仕様書表10.2.4に準ずる（方式　　スライド方式、　 ロッキング方式）、　 図示※〇 〇 〇 〇

〇・あと施工アンカーの材質、寸法等　：　 （　　　　　　　　　　　　　）
〇 〇

　　　　　　　　 ）
・石裏面処理　：　　　　適用する、　適用しない

　寸法等　　引金物　　　標準仕様書10.2.2(3)による　 、　（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　だぼ　　　　標準仕様書10.2.2(3)による　 、　（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　かすがい　　標準仕様書10.2.2(3)による　 、　（　　　　　　　　　　　）

〇 〇・石材の厚さ　※図示　　　　（　　　　　mm）

〇70㎜程度、　（　　　　　　　　　　　　）・乾式工法の場合の取付け代　：〇
適用する、 適用しない〇 〇

　　　　　　　　　シーリング材　　　　　　　適用する、　　適用しない
※〇

※〇　　伸縮調整目地　位置　　　　　　　　　　　標準仕様書表11.1.1による、　　図示
〇 〇

〇

〇

　　一般目地　　　目地幅　　　　　　　　　　6mm以上　、 　（　　　　　　　　　　）
　湿式工法の場合
・目地　：

11
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1.伸縮調整目地
　及びひび割れ
　誘発目地

※
※

・位置　：　　標準仕様書表11.1.1による、　　図示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (11.1.3)(表11.1.1)

　タイル張り
　モルタルによる

施工箇所
種類

うわぐすり
吸水率による区分

形状寸法(mm)

役物
色
耐凍害性
耐滑り性

備考

 標準 　　特注

 有 　　　無
 有 　　　無

 有 　　　無
 標準 　　特注
 有 　　　無

 有 　　　無
 標準 　　特注

 有 　　　無
 有 　　　無

 有 　　　無
 標準 　　特注

 有 　　　無
 有 　　　無

 有 　　　無

種類
施工箇所

うわぐすり

形状寸法(mm)

役物
色
耐凍害性

 標準 　　特注

 有 　　　無
 有 　　　無

 有 　　　無
 標準 　　特注

 有 　　　無
 有 　　　無

 有 　　　無
 標準 　　特注

 有 　　　無
 有 　　　無

 有 　　　無
 標準 　　特注

 有 　　　無
 有 　　　無

 有 　　　無

　よるタイル張り

 有 　　　無

再生材料 G  適用する  適用する  適用する  適用する
 Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ  Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ  Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ  Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ

・タイルの形状、寸法等　：　標準的な曲がりの役物は一体成形とする

吸水率による区分
再生材料 G  適用する  適用する  適用する  適用する

 Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ  Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ  Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ  Ⅰ　Ⅱ 　Ⅲ

・タイルの形状、寸法等　：　標準的な曲がりの役物は一体成形とする

備考

耐滑り性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11.1.4)

3.セメント

  モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、
・既調合モルタル　：

  混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。
　　（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表による）

・下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　：
※

・壁タイル張りの工法　：
目荒し工法（高圧水洗処理）、　　MCR工法、　（　　　　　　　）

  内装タイル以外のユニットタイル　　　マスク張り、　　モザイクタイル張り 

・既調合目地材　：
　　（品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表による）

  外装タイル　　　密着張り、　　改良圧着張り　
  内装タイル　　　密着張り、　　改良圧着張り

　伸縮調整目地　　　　変成シリコーン系シーリング材、　（　　　　　　　　）
　その他の目地　　　　変成シリコーン系シーリング材、　（　　　　　　　　）

※
※
※
※

・下地調整塗りを行うコンクリート素地面の処理　：

・目地のシーリング材　：
　打継ぎ目地　　　　　ポリウレタン系シーリング材　、　（　　　　　　　　）
　ひび割れ誘発目地　　ポリウレタン系シーリング材　、　（　　　　　　　　）

MCR工法、　　目荒し工法（高圧水洗処理）、　　（　　　　　　　　　　）

※・内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　： 　Ｆ☆☆☆☆　　　（　　）

・外装タイルの目地詰め
※　行う　　　　　行わない

・防水層の種別　：

断熱材 G

標準仕様書

種類：

厚(mm)：

　　　標準仕様書表9.2.7及び表9.2.8による

※〇
〇

〇

※〇

※〇
〇

　　　用途による区分　　　　　（　　　　　　）
　　　材料構成による区分　　　 R種

※〇
〇

〇
　　　用途による区分　　　　　（　　　　　　）
　　　材料構成による区分　　　 R種

　　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　　標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

・粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ　：

・改質アスファルトシートの種類及び厚さ　：

　　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　　標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による

・防水層の種別　：

標準仕様書
〇 ASI-T1

適用する

高日射反射
率防水 G
〇

仕様

※〇 改質アス
ファルト
シートの
製造所の
仕様

※〇 改質アス
ファルト
シートの
製造所の

〇 AS-T1
〇 AS-T2
〇 AS-T3
〇 AS-T4
〇 AS-J1

改質アスファ
ルトシートの
製造所の仕様

設ける

設けない

〇

〇

適用する〇
適用する〇
適用する〇
適用する〇

適用する〇
〇 〇

種別
施工
箇所

防湿用
シート

 断熱材 G
仕上塗料

種類 使用量

種類：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (9.3.2,3)(表 9.3.1～3)
屋根露出防水

厚(mm)：

〇 ASI-J1 適用する〇

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 (10.1.3)

・石材裏面の補強用モルタル　：

・目地寸法　：　　標準仕様書9.7.3による、　 （　　　　　　　）

2.見本焼き
　試験施工 見本焼き：

試験張り：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11.2.2、6)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (11.3.2～5)

9.2.2(9)

〇

・防水層の種別　：
屋外防水

3.合成高分子系
　ルーフィング
　シート防水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.4.2～4)(表 9.4.1～3)

可塑剤移行
種別

施工
箇所

防止シート
の材質

　　　仕上塗料

　種類 　使用量

高日射反射
率防水 G

適用する〇〇 S-F2

〇 S-F1 適用する〇

適用する〇〇

〇 適用する〇S-M1

S-M2

〇 適用する〇SI-F1

断熱材 G

種類：

標準仕様書
9.4.2(3)ｴb

〇 適用する〇

適用する〇〇

発泡ポリ

シート
エチレン

※〇

〇

SI-M1

SI-M2

〇 SI-F2 適用する〇

種類：

標準仕様書
9.4.2(3)ｴa

※〇 〇

〇 設置する、　　設置しない〇
・SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム　：

屋内防水

　　　　　　　　　　　　保護層
・防水層の種類　：

立上り部の保護モルタル塗り厚さ平場のモルタル塗り厚
施工箇所種別

〇 S-C1 mm ※〇 7mm以下、 〇

〇
※〇
※〇

〇

〇※
〇

　　　標準仕様書表9.4.1、表9.4.2、及び表9.4.3による　
　　　JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

　　目地割　　　　目地割2㎡程度、最大目地間隔3mm程度、　　（　　　　　　　　　）
　　目地の種類　　押し目地、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ルーフィングシートの製造所の仕様
種類（　　　　　　　）、設置装置（　　　　　　個）

※
〇
〇

※

〇

〇

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　 1.15、　1.3）倍の風圧力に対応した工法

行う（　　 図示、　　　　　　　　　　　　）、　　行わない

行う（　　 図示、　　　　　　　　　　　　）、　　行わない

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇〇

・防水層の種別　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.3)(表 9.5.1、2)4.塗膜防水
高日射反射
率防水 G

保護層

主材料の製〇 主材料の製
使用量種類

〇※

種別 　施工箇所
　　　仕上塗料

〇 〇
適用する〇

〇

〇

〇

〇
屋内防水※

※ 地下外壁防水

Y-2

Y-1

X-2

〇

〇

〇
〇 適用しない

適用する※

X-1〇

主材料の製主材料の製 〇※

〇 〇
適用する〇

〇
〇

　　設置数量　　主材料の製造所の指定、　（　　　個）
　　種類　　　　主材料の製造所の指定、　（　　　　　　　　　　）

〇※
〇※

・ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量　：

5.ケイ酸質系
　塗布防水 施工箇所

〇
種別

※〇
〇

コンクリート打放し仕上げ（表6.2.4 B種）、   （　　　　　　　　　）
コンクリート打放し仕上げ（表6.2.4 B種）、   （　　　　　　　　　）

・下地処理　：

〇

〇 〇
〇

※

　天井部　：
　壁　　　：

※
〇※

・防水層の下地　：

備考
C-SUI
C-SUP

　　コンクリートの打継ぎ箇所の処理　：
打継ぎ部分に対し、幅30㎜及び深さ30㎜程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、

　下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による。

シーリング材の種類（記号）　　　　　　施工箇所

6.シーリング ・シーリングの種類　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(9.7.2～5)(表 9.7.1)

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇〇

〇 〇図示、

水洗い清掃し、ケイ酸質系塗布防水材の製造所の仕様により、ポリマーセメント 
モルタルを充填する。 

　ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォール目地の
　場合のシーリングは17章による。

・シーリング材の目地寸法　：

〇
〇 〇〇

〇・接着試験　： ※ 引張接着性試験簡易接着性試験、
※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による、　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　）

〇 〇・仕上げを行わない施工箇所　：　※図示、　　（　　　　　　　　　　）

　　標準仕様書9.6.4(2)の(ｲ)、(ｳ) 以外の下地処理
図示、

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
の製造所
の仕様

※〇

〇

厚(mm)：

厚(mm)：

・防水層の種別　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.6.1、3、4)(表9.6.1)

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類　：

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ　：

固定金具の材質及び寸法形状　：

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量　：

接着工法の場合のPCコンクリート部材下地の目地処理　：

PCコンクリート下地の入隅部の増張り（種別　S-F1、SI-F1の場合） 　：

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け　：

厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼鈑又はそれらの鋼板の片面若しくは
両面に樹脂を積層加工したもの

7.保証年限

　　受注者は、防水施工業者及び材料メーカーと連名で年限保証する。

〇

※

〇
〇

・絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量　：

※〇
※〇　　設置数量　　改質アスファルトシートの製造所の指定、　（　　　個）

　　種類　　　　改質アスファルトシートの製造所の指定、　（　　　　　　　　　　　　）

※〇
〇　　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ　：

〇　　　用途による区分　　　　　（　　　　　　）
※〇　　　材料構成による区分　　　 R種

　　　標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による

〇〇
・立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法　：
　※　アルミニウム製　L-30*15*2.0mm程度、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　厚さ　　　　　　　 　　 （　　　　　　）㎜以上

　　　厚さ　　　　　　　 　　 （　　　　　　）㎜以上

　　　厚さ　　　　　　　 　　 （　　　　　　）㎜以上

　　　種類（　　　　　　　　　）、厚さ（　　　　　　）mm以上

9.3.2(3)ｳ

　　塗膜防水　　　 5年　（X-1工法は、10年）

※〇

　伸縮調整目地　位置　　　　　　　　　　　標準仕様書表11.1.1による、　　図示

　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　　幅・深さとも10mm以上、　　図示

〇

〇
　　　　　　　　シーリング材の種類　　　　標準仕様書表9.7.1による、　　図示〇※〇

〇 〇　　　　　　　　シーリング材の目地寸法 ※ 幅・深さとも10mm以上、　図示
　　　　　　　　シーリング材の種類　　　　標準仕様書表9.7.1による、　　図示〇※〇

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法〇

　　　　　　シーリング材の種類　　　　標準仕様書表9.7.1による、　　図示〇※〇
　　　　　　シーリング材の目地寸法 ※ 幅・深さとも8mm以上、　図示〇 〇

〇 〇　　　　　　　　シーリング材の目地寸法 ※ 幅・深さとも10mm以上、　図示
　　　　　　　　シーリング材の種類　　　　標準仕様書表9.7.1による、　　図示〇※〇

〇　　　　　　受け金物　　図示による、　　（　　　　　　　　　　　）

※〇
　乾式工法の場合
　　目地材　　　　　8mm以上、　　（　　　　）〇
　　シーリング材の種類　　　　標準仕様書表9.7.1による、　　図示
　　シーリング材の目地寸法 ※ 幅・深さとも8mm以上、　図示

〇※〇
〇 〇

※〇 〇　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　　幅、深さとも10mm以上　　、　　図示
　　　　　　　　　シーリング材の種類　　　　標準仕様書表9.7.1による、　　図示〇※〇

・SI-F1、SI-F2、SI-M1及びSI-M2の仕様置　：
　　　非歩行仕様、　　軽歩行仕様

造所の仕様

造所の仕様

造所の仕様

造所の仕様

　行う（施工箇所：　　　　　　　　　　　）　　行わない

　行う（　範囲、仕様等は図示　　）　　　　　　行わない

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇 4.有機系接着剤に

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇
〇〇

〇

〇 〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇 〇

〇
〇
〇 〇

〇
〇
〇 〇

〇
〇
〇 〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇〇

〇
〇
〇
〇

〇〇

〇
〇

〇〇

　　アスファルト防水　　10年
　　合成高分子系ルーフィングシート防水　　10年、　　15年〇〇

工事名
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　適用箇所　：　　図示による、　　（　　　　　　　　　　）〇 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　(12.2.1)

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

12

木
　
工
　
事

12 13

屋
根
及
び
と
い
工
事

1.長尺金属板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.2.2、3)

心木なし瓦棒葺 
立平葺
蟻掛葺
横葺

 施工箇所
 板及びコイル
 の種類

 厚さ
 (mm)

屋根葺形式  備考

・下葺材料　：　　アスファルトルーフィング 940　
　　　　　　　　　改質アスファルトルーフィング下葺材

〇

〇
〇
〇
〇

〇〇
〇
〇

JIS G 3322の※
屋根用コイル

〇

〇

〇

〇
〇

しない
する

〇
〇

しない
する

間伐材等
の適用

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

施工箇所
(mm)
厚さ 表裏面の状態

による区分
曲げ強さ
による区分 による区分

難燃性
による区分

による区分
難燃性

〇

施工箇所
(mm)
厚さ

※ 5.5

単板の
樹種名

〇
〇

板面の品質
 接着
の程度

※ 1類
2類〇

〇 広葉樹　 2等以上、　 1等〇
〇

※
※
〇
〇針葉樹　 C-D以上、

防虫処理
 の適用
する〇

〇 しない

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

する〇
〇 しない

施工箇所
(mm)
厚さ

※ ※

等級

12 2級以上
1級〇 〇

〇 〇

単板の
樹種名

板面の

※※

 接着
の程度  品質

C-D以上1類
特類 〇

〇
〇

〇

防虫処理
 の適用
する〇

〇 しない

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

する〇
〇 しない

施工箇所
(mm)
厚さ  接着

の程度
※ 1類

特類〇

〇

単板の樹種名
防虫処理
 の適用
する〇

〇 しない

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

する〇
〇 しない

施工箇所
(mm)
厚さ

化粧板に使用する単板の樹種名
 接着
の程度

※ 1類
2類〇

〇

防虫処理
 の適用
する〇

〇 しない

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

する〇
〇 しない

施工箇所
 接着
の程度

※ 1類
2類〇

〇

防虫処理
 の適用
する〇

〇 しない

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

する〇
〇 しない

施工箇所
(mm)
厚さ

13タイプ15※ ※

表裏面の状態
による区分

〇 〇
〇 〇

曲げ強さ
による区分

P又はM※
〇
〇

耐水性
による区分

施工箇所
(mm)
寸法

品名

〇〇 〇

〇

〇※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　(12.2.2)

適用部位　　　 （　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理　：

〇

〇〇
〇 〇

〇〇〇

処理の方法
JIS K 1571に適合又は同等品

K2、　　K3、　　K4

・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理 　　

※ ※

〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (12.3.1、2)
・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材　：

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理　：
適用部位　　　 （　　　　　　　　　　　　）〇

〇〇〇
保存処理性能区分
K2、　　K3、　　K4

適用部位　　　 （　　　　　　　　　　　　）〇
・合板等の加圧注入処理の適用

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法
※・雪止め　：　　設置する（設置箇所：　図示、　　　　　　　　　　　　　　）〇
〇 〇

〇
〇

〇

・工法　：

〇〇
・横葺きの場合のけらば納め
　　　つかみ込み納め　　けらば包み納め 

・造作材の化粧面の釘打ち
　※　適用する（　※隠し釘打ち　　〇　　　　　）　　　　適用しない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12.2.2)　(表12.2.3～表12.2.5)・諸金物の形状、寸法及び材質
　※　標準仕様書12.2.2(2)(ｱ)による

　　Ｆ☆☆☆☆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12.2.2、3)・接着剤（木れんが用接着を含む）のホルムアルデヒド放散量　：　

・JAS 0360 に基づく構造用パネル　：

2.折板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.2.2)(13.3.2、3)(表 13.2.1)

合金板製
アルミニウム
鋼板製※

無し
30分有り

無し

 耐火
 性能

 軒先
 面戸板

 厚さ
 (mm) 区分

 材料による

（　）種

 施工
 箇所

形式

はぜ締め形
かん合形 

重ね形 

〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇

〇※

3.粘土瓦葺

 施工箇所
種類

しない
する

 雪止め瓦
 の採用

 よる区分  よる区分  よる区分
 産地 大きさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.4.2、3)

 の種類
 役物瓦

 製法に  形状に  寸法に

しない
する

・JIS A 5208に基づく凍害試験等　：　　行わない、　行う

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇※
〇〇※

〇
〇

〇
〇

※
※

〇

〇・瓦桟木　　　　：　材質　　杉、　 ひのき、　（　　　　　　　）

〇
・棟補強用心材　：　材質　　杉、　 ひのき、　（　　　　　　　）
        　　　　　　寸法　　幅21×高さ15(mm)、　 （　　　　　　　　　）

             　　　 寸法　　幅40×高さ30(mm)、　 （　　　　　　　　　）

　　　　　　　　設置しない〇

　　　　　　　　　行わない
〇
〇

・断熱材張り　　行う（種別.　　　　　　　　　 、厚さ(mm).　　、防火　性能.　　時間）

・工法　：
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法〇 〇 〇

〇 〇
　折板のけらば納め　

※ 〇〇

　耐雪性能に対応した工法の適用 
　　　適用する　　　　適用しない

保存
処理

(mm)
厚さ

化粧加工の方法
単板の
樹種名

適用部材

適用部材 薬剤の種類
薬剤の製造所の仕様による

　　　　　　　　　（　　 一般タイプ、　 複層基材タイプ、　　粘着層付タイプ）〇

※〇

・棟補強等に使用する金物等　：

・工法　：
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法〇〇〇

〇※〇

　材質　　ステンレス製、　　亜鉛めっき処理を行った鋼製〇〇
〇

〇
〇 のし積み棟

・瓦桟木の留付け工法　　図示、　（　　　　　　　　）
・棟の工法　　標準仕様書13.4.3(4)による、　 　7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟 

〇〇
・面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合
　　　　　モルタル　　　　　瓦葺き用しっくい 

4.とい 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.5.2、3)(表 13.5.1～4)

〇
・といその他の材種　：

・とい受金物　：

・鋼管製といの防露巻き ：

　　　適用しない 
※ ※

・ルーフドレン 
種別

ろく屋根用（　　縦型、　横型）

〇
〇

〇

〇〇

※
※
〇
〇 〇

※〇
※〇
※〇

〇
〇
〇

※〇
※〇
※〇

〇
〇
〇

　材種　　　　　表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）、　（　　　　　　　　）
　形状　　　　　表13.5.2による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　取付け間隔　　表13.5.2による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・足金物　：
　材種　　　　　表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）、　（　　　　　　　　）
　形状　　　　　表13.5.2による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　取付け間隔　　表13.5.2による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・多雪地域の場合の軒どいの取付間隔　：　　0.5m以下　、　（　　　　　　　　　　　　）〇

　　　適用する（工法　　標準仕様書表13.5.4による、　　　　　　　　　　　　　　　　） 

〇
　　 配管用鋼管、　 硬質ポリ塩化ビニル管、　 ルーフドレイン、　

〇〇　　 表面処理鋼板（　　表面及び裏面の塗膜の種類：　　　　　　　　耐酸被覆鋼板　）

・防露材のホルムアルデヒド放散量　　：　　Ｆ☆☆☆☆、　（　　　　　　　　　　　　）

　形状、寸法、留め付け等　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・瓦緊結用釘及びねじ

　種類（　　　　　　）　径（　　　　　　）　長さ（　　　　　　）

木
　
工
　
事

施工箇所 表面の化粧加工
(mm)

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

しない
14%以下※ する

含水率

しない
14%以下※ する

 の適用
防虫処理

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

〇

〇 有り（加工　　天然木加工、
　　　　　　　塗装加工　　）
無し（　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

〇 有り（加工　　天然木加工、
　　　　　　　塗装加工　　）
無し（　　　　　　　　　　）

〇
〇

施工箇所
（強度等級）
  曲げ性能

品名
（使用環境）
　接着性能

樹種
(mm)
寸法

種別
の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材　：

・JAS 3079 に基づく直交集成板　G　：

寸法

　積層材 G
〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　(12.2.1)

施工箇所 表面の化粧加工

〇
〇

しない
する

 の適用
防虫処理

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

・JAS 0701 に基づく造作用単板積層材　：

(mm)
品名

寸法

〇〇

〇 〇有り（加工　　天然木加工
〇 塗装加工　）

〇無し（等級　　1等、　2等、　3等）〇

〇
〇

しない
する する

しない
〇
〇

〇〇

〇 〇有り（加工　　天然木加工
〇 塗装加工　）

〇〇 無し（等級　　1等、　2等、　3等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(12.2.1)〇

施工箇所

※ 1等
2等

見付け材面
  の品質

※ 1等
2等

〇

〇

〇

〇

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

施工箇所
 化粧薄板寸法

(mm) の厚さ(mm)
※ 1等

2等

見付け材面
  の品質

〇
〇

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

見付け材面

見付け材面品名

施工箇所
の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

  (mm)
寸法

※

※

含水率

15%以下

15%以下
〇

〇

〇

〇

施工箇所
の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

  の品質の厚さ(mm)(mm)
寸法  化粧薄板 見付け材面

※

含水率

15%以下
〇
〇

※ 1等
2等〇

〇 する
しない

〇
〇

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

見付け材面の品質樹種名

する
しない

〇
〇

※ 15%以下
〇
〇

〇
〇

〇

施工箇所

施工箇所

見え掛り
面

見え掛り
面以外

施工箇所

施工箇所
の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材：

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

・JAS 1083（製材）以外の製材

〇 1.表面仕上げ 見え掛り面の表面仕上げの程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12.1.4)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（12.2.1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

　　適用箇所　：　　図示による、　　（　　　　　　　　　）

　　適用箇所　：　　図示による、　　（　　　　　　　　　）

　　適用箇所　：　　図示による、　　（　　　　　　　　　）

　　超自動機械かんな

　　サンダー

　　プレーナ―加工仕上げ※〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

材料のホルムアルデヒド放散量　：　※　Ｆ☆☆☆☆　　　〇（　　　　　　　　　）

2級※

2級※

〇

〇

〇

〇

※

※ 小節以上

上小節
〇

〇

〇

〇

※ 1等

※ 1等

〇

〇

〇

〇

寸法
(mm)

寸法
(mm)

寸法
(mm)

寸法
(mm)

材面の品質

※

※

造作材
（　　A種、　　B種）

造作材
（　　A種、　　B種）

〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇

樹種名

樹種名

樹種名

 等級
（材料の品質）

 等級
（材料の品質）

（材料の品質）
 等級

B種
※ A種

B種
※ A種

〇
〇

〇
〇

〇

〇

※〇
B種
A種

B種
A種

〇
〇

〇
〇

※〇

B種
※ A種

B種
※ A種

B種
※ A種

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

※

B種
※ 10%以下

B種

10%以下
A種

A種

〇

〇
〇

〇

〇
〇

含水率

含水率

含水率

含水率

する
しない

する
しない

〇
〇

〇
〇

防虫処理
 の適用

保存処理

保存処理

保存処理

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

の適用
間伐材等

する
しない

〇
〇

する
しない

〇
〇

・JAS 1152（集成材）に基づく造作用集成材　：

・JAS 1152（集成材）に基づく化粧ばり造作用集成材　：

・JAS 1152（集成材）以外の造作用集成材　：

・JAS 1152（集成材）以外の化粧ばり造作用集成材　：

品名 樹種名
寸法
(mm)

樹種名
 

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹種名

・JAS 0233（合板）に基づく普通合板 G　：

・JAS 0233（合板）に基づく構造用合板 G　：

・JAS 0233（合板）に基づく化粧ばり構造用合板 G　：

・JAS 0233（合板）に基づく天然木化粧用合板 G　：

・JAS 0233（合板）に基づく特殊加工化粧合板 G　：

品名

・JIS A 5908（パーティクルボード）に基づくパーティクルボード G　：

耐水性

〇 ・不燃材料                                                                　(12.3.3)
　適用箇所　：　　図示による、　　（　　　　　　　　　　）
・準不燃材料

・難燃材料

〇 〇

　適用箇所　：　　図示による、　　（　　　　　　　　　　）〇 〇

〇

〇

〇

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　(12.4.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　(12.5.1)

〇

〇

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
　※杉又は松　　
・床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
　※杉又は松　　

・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

〇

〇

〇

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　(12.6.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　(12.7.1)

〇
・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
　※ひのき　　

・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

〇

〇　※杉又は松　　〇

2.施工一般

3.製材 G

4.造作用集成材 G

5.造作用単板

6.合板等

7.接合具等

8.防腐・防蟻処理

10.内部間仕切軸組

12.床板張り

13.壁及び天井下地

11.窓、出入口
   その他

   及び床組

塗膜の耐久性の種類、
めっき付着量

山高、山ﾋﾟｯﾁ
 耐力に
 よる区分

による区分
 山高 山ﾋﾟｯﾁ

〇
〇

〇・材料　：　板及びコイルの種類　　※JIS G 3322の屋根用、　　（　　　　　　　） 　　　

　　　けらば包みによる方法、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

   　   　　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量　　（　　　　　　　　　　　　　） 

バルコニー用〇

バルコニー中継用〇

施工箇所
※〇
〇

〇
〇

〇
〇

呼び

　　差し込み式

　　差し込み式

・JIS A 5905（繊維板）に基づくMDF G　：

9.不燃処理木材等

　　ねじ込み式

　　ねじ込み式

　　ねじ込み式

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー
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Ａ－４

●

●

● ● 屋上

●

100A



〇 〇 〇
〇　　　通気構法　（　　二層下地　　　　　単層下地　）〇 〇

　戸の開閉方式　　　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

14

金
属
工
事
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9.ステンレス製
　建具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)

 　　　　　　　                 適用しない 
  外部に面する建具の耐風圧性　　S-4、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　　 ）
 　　　　　　　　　　　　　   　S-5、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　　 ）
 　　　　　　　　　　　　 　  　S-6、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　　 ）

  簡易気密型ドアセット 　       適用する（建具符号（　　建具表による、　　　　　  ）〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇16

建
具
工
事

4.アルミニウム
　製建具

16
・性能値等　：

〇

11.建具用金物
・金物の種類・見え掛り部の材質等　：

〇※

※

※ 〇

〇

〇

〇

〇　　　標準仕様書表16.8.3による、　 建具表による ※〇

　　　標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による、　（　　　           　　　　　）

　　　標準仕様書表16.8.2及び適用は建具表による、　（　　　           　　　　　）
・金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　：

・樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　：

・木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　：
　　　標準仕様書 表16.8.4による、　　建具表による

12.鍵  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.8.4)

・鍵箱　　　　　：　　有り、　　無し 

・マスターキー　：　　製作する（　　　　　　　　　　　）、　　製作しない 
※
※ 〇

〇

13.自動ドア開閉〇

〇
〇

・クローザ類　：
　（品質・性能及び試験方法）建築材料等品質性能表による

・錠前類（シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠）　：
　（品質・性能及び試験方法）建築材料等品質性能表による

・握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　：
　　　建具表による、　　図示〇 〇

※ 〇〇
・木製建具に使用する戸車及びレール　：
　　　標準仕様書 表16.8.5による、　　建具表による

・その他の鍵　　：　　各室 3本 1組（室名名札付き）、　（　　　　　　　　　　　　　）〇

〇 〇 〇　　　遮音性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）

　　　断熱性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）〇 〇 〇

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。
　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　　　建具符号（ 　建具表による、　　　　　　）〇 〇

　　　設計用水平震度（KH）　　1.0、　（　　　　　）
　　　設計用鉛直震度（KV）　　0.5、　（　　　　　）

〇
〇

※〇
※〇

　　　耐震ドア（面内変形追随性の等級(　　)、建具符号（ 　建具表による、　　　 　 ))〇 〇〇

　防音ドア、防音サッシとする場合

　断熱ドア、断熱サッシ G とする場合

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　重量がある扉

・材料、形状及び仕上げ、工法　：

10.木製建具 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.7.2～4)

・建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　：
※ 〇

〇※

〇
〇

〇

・かまち戸　：

・ふすま　：
〇 〇

〇
〇〇

〇  張りの種別（　 Ⅰ型、　 Ⅱ型） 　　

※〇
  かまち樹種　（　　　　　　　　）、鏡板樹種　（　　　　　　　　）〇 〇

※ 〇〇

〇 普通合板 G

　表面材の合板の種類
・フラッシュ戸　：

　表面板の厚さ　：　　表16.7.6による、　（　　　　　　　　　　　）

　ステンレス鋼板の曲げ加工　　　普通曲げ、　　角出し曲げ 

※〇 〇
〇 〇※〇

※ 〇〇
〇※ 〇〇

　鋼板　　　　　　SUS304・SUS430JIL・SUS443JI、　（　　　　　　　　　　　　　　   ）

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　　HL程度、　　No.2B程度、　（　　　　　　　   ）
　表面仕上げ　　　HL仕上げ、　　鏡面仕上げ、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  見込み寸法　　36mm、　　建具表による、　 （　　　　　　　　　 ）

備考合板の種類

  縁仕上  　塗り縁、　　生地縁（素地）、　　生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

・戸ぶすま　：

・紙張り障子　：

〇 〇 〇
〇 〇

〇〇

  見込み寸法　　19.5mm、　　建具表による、　（　　　　　　　　　　）

〇〇  見込み寸法　　30.0mm、　　建具表による、　（　　　　　　　　　　）

※

※

※
・枠、くつずりの材料　：　　建具表による、　（　　　　　　　　　　）〇〇

  見込み寸法　　30.0mm、　　建具表による、　（　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇

  上張り（押入等の裏側以外）  　鳥の子、　　新鳥の子又はビニル紙程度　
  上張り（押入等の裏側）  　雲花紙程度

耐電圧
耐久性（サイクル）

温度上昇

種類・開閉方式
温度上昇
防錆

耐久性（サイクル）
電源

電源防滴
耐電圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (16.9.2、3)
・性能　：
　引き戸用駆動装置

防錆

防錆

電源

・機構　：
〇

〇 〇
〇

耐電圧

※〇

※〇

※〇 〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

　引き戸検出装置　　　　光線(反射)センター、　　熱線センサー、　　音波センサー、

　及び
　アルミニウム
　合金の表面処理

色合い等（シルバー、アンバー、ブロンズ、ブラック系、ステンカラー、特注色）

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

 

AB-1種
AB-2種
AC-1種
AC-2種
BA-1種
BA-2種
BB-1種
BB-2種
BC-1種
BC-2種
C種

種別 色合い等 施工箇所（成形板、笠木、建具以外）

・陽極酸化皮膜の着色方法　：　　二次電解着色、　 三次電解着色〇〇※

　亜鉛めっき 表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

施工箇所（手すり、タラップ以外）種別
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

A種
B種
C種
D種
E種
F種

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　　　　　　屋内（　　19形、　 25形）
・野縁等の種類　：　屋外（　　25形、　 19形）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.4.2～4)(表14.4.1)
　天井下地

・屋外の軒天井、ピロティ天井等の工法　：

  野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　図示、　（　　　　　　　　）

  補強方法　　　図示、　 （　　　　　　　　）

〇
〇
〇

※
※

※

〇〇〇
〇 〇

〇

〇
〇

〇

　周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　　図示、　（　　　　　　　　）

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合　：
　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　図示、　（　　　　　　　　）〇

〇
〇

〇

1.アルミニウム

2.鉄鋼の

3.軽量鉄骨

〇　範囲　　　　　図示、　 （　　　　　　　　）

　補強方法　　　図示、　 （　　　　　　　　）

・天井のふところが3.0mを超える場合　：

・天井下地材における耐震性を考慮した補強　：
　補強方法　　　図示、　 （　　　　　　　　）

　補強箇所　　　図示、　 （　　　　　　　　）

　特定天井の設計用震度及びクリアランス

※

※
※

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

・特定天井　：

クリアランス
(mm)震度（KH）

階室名
設計用水平

震度（KV）
設計用鉛直

　　　　　クリップの接合部の衝撃試験」により確認されたものを使用する。

　　　標準仕様書14.5.4(5)による、　（　　　　　　　　）

　種別　　　　　グリッドタイプ

　範囲　　　　　図示、　 （　　　　　　　　）
　補強方法

　　以下の1)～4)のとおりとする。
　　　1)　野縁受けは、相互にジョイントを差し込んだ上でねじ留め。
　　　2)　野縁や野縁受けの隣り合うジョイントの位置は、互いに 1m 以上離し、
　　　　　千鳥状に配置。

　　　　　天井に用いられるもの、または、耐風圧クリップ相当の緊結度合を「新たな特定

　　　　　なお、当該クリップは、JIS A 6517によらなくてもよいものとする。

　範囲　　　　　図示、　 （　　　　　　　　）

　耐震性
　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。
　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

・スタッド、ランナーの種類　：
　　　標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類、　　図示 
・スタッドの高さが5.0mを超える場合　：　　図示、　（　　　　　　　　）
・出入口及びこれに準ずる開口部の補強　：

〇

〇 〇

〇 〇

※

〇

〇

〇※
※

※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.6.2,3)

・取付け用下地　：　　標準仕様書14.4による、　　図示 
・表面処理　　　：　　図示、　（　　　　　　）
・種別　　　　　：　　図示、　（　　　　　　）※

〇
〇

〇
〇

〇
・伸縮調整継手　：　　設ける（施工箇所　　図示、　（　　　　　　　　　　））

〇

　笠木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法〇〇

・種類　　　：　　250形、　　300形、　　350形　　

・笠木の固定金具の工法等　：

〇 〇

　　　　　　　　　　　設けない 

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇 〇

　色合等　　　　　標準色（　　アンバー、　ブロンズ、　ブラック系、　ステンカラー）〇 〇 〇 〇 〇
　　　　　　　　　特注色（　　　　　　　　　　　　）〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (14.5.3,4)(表14.5.1)

　　　　　（平成28年7月版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所他）の「付録1

　　　4)　野縁と野縁受けの接合に用いるクリップは、特定天井告示第3第3項に適合する

　　　3)　野縁受けと吊ボルトの接合に用いるハンガーは、ねじ留め等の措置（開き止め）
　　　　　を講じる。

※〇
※〇

　　　層間変形角　　　　　　　1/100、　　1/200、　　（　　　　　）〇 〇 〇

・特定天井以外の在来工法による吊り天井のうち天井材の落下により著しい影響が

・システム天井　：

　　　設計用水平震度（KH）　　1.0　、　（　　　　　）
　　　設計用鉛直震度（KV）　　0.5　、　（　　　　　）

〇
〇

　　検証ルート（　　　　）
　　特定天井告示（平成25年国土交通省告示第771号）による特定天井の設計用震度

　ある室のもの（緊結吊天井）　：

　　　　　天井の技術基準（天井と周囲の壁等との間に隙間を設けない仕様の追加）の解説

4.軽量鉄骨壁下地

5.金属成形板張り

6.アルミニウム製

15

左
官
工
事

〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　 (15.2.4)1.ラス系下地

〇

〇

・下地の種類

　　　直張り構法（　　ラスモルタル下地　　　　ラスシートモルタル下地　）
〇　　　図示による（外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気構法を行う場合）

・材料

〇

〇 〇
〇

　ラス材及び補強用平ラス
　　種類記号（　※Ｋ　　　　　　　　　　　　　）
　　種類及び単位面積当たりの質量
　　　　二層下地通気構法
　　　　　波形ラス（Ｗ700）　　　　こぶラス（Ｋ800）　　　　力骨付きラス（ＢＰ700）

〇
〇　　　　単層下地通気構法

〇　　　　（　　　　　　　　　）

〇 〇
　ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分

建
具
工
事

〇

〇

                                                                  　　　　(15.2.5)

〇 〇

〇

2.せっこうボード 
その他のボード下地 ・せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

　種類（　GB-R　　　GB-L　　　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　
・木質系セメント板の種類及び厚さ
　種類（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　 (15.2.6)3.こまい下地
〇〇・建築基準法に基づく耐力壁の指定　　なし　　　　　あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　 (15.2.7)〇 4.木ずり下地
・材料

〇〇

※ 〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (15.6.2)

〇
・仕上塗材の種類　：
　薄付け仕上塗材

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

外装薄塗材 Si
可とう形外装薄塗材 Si

可とう形外装薄塗材 E
外装薄塗材 E

防水形外装薄塗材 E
外装薄塗材 S
内装薄塗材 C
内装薄塗材 L
内装薄塗材 Si
内装薄塗材 E
内装薄塗材 W

さざ波状
平たん状 

砂壁状じゅらく

凹凸状（　　吹付け、　 こて塗り） 

ゆず肌状（　　吹付け、　 ローラー塗り）

京壁状じゅらく 

仕上げの形状

吸放湿性　　適用する、　 適用しない 　

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇
〇 〇着色骨材砂壁状（　 吹付け、　こて塗り）

工法

　　　仕上げの形状及び工法等防火材料
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

種類（呼び名）

　　　仕上げの形状及び工法等防火材料種類（呼び名）
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

外装厚塗材 C
外装厚塗材 Si
外装厚塗材 E
内装厚塗材 C
内装厚塗材 L
内装厚塗材 G
内装厚塗材 Si
内装厚塗材 E

仕上げの形状
吹放し、　　凸部処理、　　 平たん状 
凹凸状、　　ひき起こし、　 かき落とし

工法等
〇 〇
〇 〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

吸放湿性 　　適用する、　 適用しない 　
上塗材 　　　適用する、　 適用しない 　

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

複層塗材 CE
可とう形複層塗材 CE
複層塗材 Si
複層塗材 E
複層塗材 RE
防水形複層塗材 CE
防水形複層塗材 E
防水形複層塗材 RE
防水形複層塗材 RS

　厚付け仕上塗材

　複層仕上塗材
　　　仕上げの形状及び工法等防火材料種類（呼び名）
仕上げの形状

工法等
ゆず肌状、　 凸部処理、　 凹凸状〇 〇

　耐候性　　耐候形３種、
　上塗材 

※

※
※
※

  　溶媒　　水系、　 溶剤系、　 弱溶剤系
 　 樹脂　　アクリル系、
  　外観　　つやあり、　 つやなし、
　　　　　　メタリック

〇 〇

〇
〇

〇

〇〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

吹付用軽量塗材
こて塗用軽量塗材

〇
〇

〇
〇

防火材料種類（呼び名）
　軽量骨材仕上塗材

〇※・既製目地材　：　　設ける（施工箇所（　　　　  　 ）、形状（　 図示、　　　　　　）〇
　　　　　　　　　　設けない 

・モルタル　　：　　現場調合材料、　 既調合材料（　　　　　　　　　　 ）〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(15.3.2、5)

〇

　　　　　　　　　　適用する、　 適用しない
・外装タイル張り下地等の下地モルタル等塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験　：

〇〇

〇
〇

・防水剤　：　品質・性能及び試験方法は建築材料等品質性能表による

　　　　　　　　　　設けない 
　　　　　　　　　　　　　（種類　　　　押し目地、　　　　　　　　　　）　　　　　　　〇

〇
※
※

5.モルタル塗り

・床の目地　　：　　設ける（目地割り　　2㎡程度（最大目地間隔3m程度）、　　　　　 ）

6.仕上塗材仕上げ
・建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　：　　Ｆ☆☆☆☆、　（　　　　　）

　塗料塗り
〇 7.マスチック

〇 8.しっくい塗り

　　　　　　　　標準仕様書15.10.1による場合以外の下地への適用（　　　　　　　）〇
・下地の種類　（　　　　　　　　　　）〇

〇
・材料
　　　　　　　　標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)、(ｲ)による

〇〇
〇 （　　　　　　　　　　　　　　　）

・調合及び塗厚
〇〇
〇〇

〇〇

色しっくい　：　　適用する 　 　適用しない

　吹付け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (15.12.2、3)

※
※

〇
〇〇

〇 〇 〇

〇
〇
〇

9.ロックウール
・ロックウールのホルムアルデヒド放散量　：　　Ｆ☆☆☆☆、　（　　　　　　　　）

・吹付け厚さ(mm)　：　　図示、　 25、　（　　　　）
・接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　：　　Ｆ☆☆☆☆、　（　　　　　　　　）

16 1.防火戸 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.1.3)
建具表による、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

〇 2.見本の製作等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.1.4)
〇・建具見本の製作　　：　　行う（建具符号：　　　　）、　　行わない〇

・建具見本の程度　　：　　工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

　　　          　　　　　行わない

〇
〇
〇
〇

                  　　　　納まり等が分かる程度のもの
・特殊な建具の仮組　：　　行う（建具符号：図示）

建
具
工
事

4.アルミニウム
　製建具

〇
〇
〇

　　　A種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）
　　　B種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）
　　　C種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）
　　　D種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）
　　　E種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

〇
〇
〇
〇
〇

・性能値等　：

　外部に面する建具の種別

〇
3.防犯建物部品 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.1.6)

〇 〇 〇
〇

適用する（　　建具表による、　　図示）、　　適用しない 

　アルミニウムの表面処理　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　　HL程度、　　No.2B程度、　（　　　　　　　 ）

〇 〇 〇　　　遮音性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）

　　　断熱性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）〇 〇 〇

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。
　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　　　建具符号（ 　建具表による、　　　　　　）〇 〇

〇　枠の見込み寸法　　 建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　            　      着色　　標準色、　　特注色

　          　        着色　　標準色、　　特注色

〇
〇

〇
〇

〇
〇

  　外部に面する建具　種別　　BB-1種、　　BB-2種（標準仕様書 表14.2.1）

  　屋内の建具　　　　種別　　BC-1種、　　BC-2種（標準仕様書 表14.2.1）

※〇 〇　ステンレス鋼板（　　SUS304、SUS430JIL又はSUS443JI、　　　　　　　　　　　　　　 ）

　水切り板、ぜん板　　　図示、　　（　　　　　　　　　　）

〇※ 〇〇
※〇

〇※〇

・材料、形状及び仕上げ、工法　：

　　　設計用水平震度（KH）　　1.0、　（　　　　　）
　　　設計用鉛直震度（KV）　　0.5、　（　　　　　）

〇
〇

※〇
※〇

　　　耐震ドア（面内変形追随性の等級(　　)、建具符号（ 　建具表による、　　　 　 ))〇 〇〇

　防音ドア、防音サッシとする場合

　断熱ドア、断熱サッシ G とする場合

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉
・耐震性能（特定室等及び避難経路の扉）　：

　重量がある扉

　結露水の処理方法　　　排水式、　　（　　　　　　　　　　）〇

〇〇　木下地の場合の内付け建具　　適用する　　　適用しない

ステンレス(SUS304)線材

5.網戸等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.2.3)
材質

16～18メッシュ 0.25mm以上

網目線径

ガラス繊維入り合成樹脂製 
ステンレス(SUS316)製 

防虫網

防鳥網 1.5mm 網目寸法15mm

種類

〇

〇
〇

〇 〇

合成樹脂製 ※
※ ※

〇
〇 〇

　断熱ドア、断熱サッシ G
〇 〇〇 〇 〇　　　断熱性の等級　　 H-4種、　   H-5種、　   H-6種、　   H-7種、　   H-8種

6.樹脂製建具

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇 〇　　　　　　　 　 建具符号（　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇
〇
〇
〇
〇

　　　A種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
　　　B種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
　　　C種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
　　　D種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

〇 〇
〇 〇
〇 〇
〇 〇
〇 〇

・性能値等　：

　外部に面する建具の種別　：

　　耐風圧性の等級（　　　　　　　　）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　）
　　気密性の等級　（　　　　　　　　）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　）
　　水密性の等級　（　　　　　　　　）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　）

〇
〇
〇

〇 〇〇

　　　E種（建具符号　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
　防音ドア、防音サッシ

・材料、形状及び仕上げ、工法　：
　ガラス　　　　　　　　複層ガラス、　  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　枠の見込み寸法　　　　建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　表面色　　　　　　　　標準色、　　　　　特注色 
　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　　HL程度、　　No.2B程度、　（　　　　　　　 ）
　水切り板、ぜん板　　　図示、　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※〇 〇
〇
〇

〇
〇

〇※ 〇〇
※〇 〇

〇 〇　　　　　　　 　 建具符号（　　建具表による、　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 〇〇
　外部に面する建具の日射熱取得性の等級
　　　　　　　　　　　 N-1種、　   N-2種、　   N-3種

〇〇　木下地の場合の内付け建具　　適用する　　　適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.2.2) (16.4.2～4) (表16.4.2)7.鋼製建具

 　　　　　　　                 適用しない 
  外部に面する建具の耐風圧性　　S-4、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　　 ）

 　　　　　　　　　　　　 　  　S-6、建具符号（　　建具表による、　　　　　　　　 ）

  簡易気密型ドアセット 　       適用する（建具符号（　　建具表による、　　　　　  ）
〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇
・性能値等　：

〇 〇

〇
〇

※〇
※〇

〇 〇〇

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。
　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　　　建具符号（ 　建具表による、　　　　　　）

　　　設計用水平震度（KH）　　1.0、　（　　　　　）
　　　設計用鉛直震度（KV）　　0.5、　（　　　　　）

　　　耐震ドア（面内変形追随性の等級(　　)、建具符号（ 　建具表による、　　　 　 ))
　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　重量がある扉

〇 〇 〇

〇 〇 〇

　防音ドア、防音サッシとする場合
　　　遮音性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）
　断熱ドア、断熱サッシ G とする場合
　　　断熱性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）

〇 〇〇※　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　　HL程度、　　No.2B程度、　（　　　　　　　 ）

・大型建具　：　　適用しない（表16.4.2による）
　　　　　　　　　適用する（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）

※〇

・材料、形状及び仕上げ　：
※ 〇〇

※〇
　　　　　　　　　（　　　　　　（使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

　ステンレス鋼板　　　SUS304・SUS430JIL・SUS443JI、　（　　　　　　　　　　　　 ）
  鋼板の厚さ　　　標準仕様書表16.4.2による、

〇

〇 〇　標準型鋼製建具の形式及び寸法　　　※建具表による、　（　　　　　　　　　　　　）

・建具材の加工、組立時の含水率　：　　A種、　（　　　　　　　　　　）

　　　Ｆ☆☆☆☆、　（　　　　　　　）

表面材の品質等

天然木化粧合板 G

特殊加工化粧合板 G

〇

〇 化粧加工の方法 

樹種名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

表面性能（　　　　    　　　　　　）タイプ
〇 〇（　 オーバーレイ、　 プリント、　 塗装）〇

〇 ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨ
ﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(ＭＤＦ）

表裏面の状態による区分（　　　　　　　　）
曲げ強さによる区分（　　　　　　　　　　）
接着剤による区分（　　　　　　　　　　　）
難燃性による区分（　　　　　　　　　　　）

　車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(14.2.1)(表14.2.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.2.2) (表14.2.2)

　　標準仕様書14.4.2～14.4.4に加えて、天井下地材における耐震性を考慮した補強は、

　　　遮音性の等級　　 T-1種、　   T-2種

・耐震性能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.2.2、4、5) (表14.2.1)(表16.2.1、2)

・耐震性能

 　装置

　性能等　　標準仕様書表16.9.1による、　以下による

適用する　適用しない〇 〇

　性能等　　標準仕様書表16.9.2による、　以下による

　性能等　　標準仕様書表16.9.3による、　以下による
放射無線周波電磁界耐性

　引き戸用検出装置

〇 〇適用する　適用しない

〇 〇適用する　適用しない

　凍結防止装置　　　　　適用する（建具表による）、　　適用しない〇〇

　の種類　　　　　　　　光電センサー、　　電波センサー、　　

〇
〇

押しボタンスイッチ、
タッチスイッチ（　無線式　　　光電式　）〇 〇

車椅子使用者用便房スイッチ（　大形押しボタン　　　非接触　）〇 〇

〇
〇
〇

〇

　　　　　リブラスＣ（ＲＣ800）にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス

　　※ＬＳ４（耐力壁の場合）　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　ステープルの形状及び寸法

　　　Ｌ925ＴＳ以上（リブラスＣ（ＲＣ800）の場合）
　　　Ｌ1019ＪＳ以上（波型ラス（Ｗ700）の場合）

〇
〇

　　木ずり用小幅板の材種　　　※ 杉（心去り材）　　　（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (15.7.2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　     　  (15.10.1～4)

〇
・既調合しっくいの上塗り仕上げ工法
　　　なで切り仕上げ、　　　　パターン仕上げ、　　　　押え仕上げ

・標準仕様書15.7.2による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.3.2～5)(表16.3.1～3)

・性能値等　：
8.鋼製軽量建具〇

 　　　　　　　                 適用しない 
  簡易気密型ドアセット 　       適用する（建具符号（　　建具表による、　　　　　  ）〇

〇
〇 〇

〇 〇 〇　　　遮音性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）
　防音ドア、防音サッシとする場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.2.2)(16.5.2～4)(16.5.6)(表16.5.1)

　防音性能を求める場合

　　　断熱性の等級（　　　　　 ）、建具符号（　　建具表による、　　　　　　 　　　）〇 〇 〇
　断熱ドア、断熱サッシ G とする場合

〇 〇

〇
〇

※〇
※〇

〇 〇〇

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。
　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　　　建具符号（ 　建具表による、　　　　　　）

　　　設計用水平震度（KH）　　1.0、　（　　　　　）
　　　設計用鉛直震度（KV）　　0.5、　（　　　　　）

　　　耐震ドア（面内変形追随性の等級(　　)、建具符号（ 　建具表による、　　　 　 ))
　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　重量がある扉

〇　召合せ、縦小口包み板の材質　　　鋼板、　　建具表による
　　　　　　　　　 ステンレス鋼鈑（　　SUS304、SUS430JIL又はSUS443JI、　　　　　　）

・材料、形状及び仕上げ　：

〇
〇〇※〇

　鋼板　　　 　　　亜鉛めっき鋼板、　 ビニル被膜鋼板、　カラー鋼板、　〇〇 〇

※〇
　　　　　　　　　（　　　　　　（使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　））〇

〇 〇〇※　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　　HL程度、　　No.2B程度、　（　　　　　　　 ）
　標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法　　　※建具表による、　（　　　　　　　　　　　　）〇 〇

・耐震性能

  鋼板の厚さ　　　標準仕様書表16.5.1による

〇 〇　　　建具符号　　　建具表による、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　防音充填材　　グラスウール、　　ロックウール〇 〇

〇板面の品質（　※広葉樹1等　　　　　　　　）
接着の程度（　　１類、　　２類）〇 〇

接着の程度（　　１類、　　２類）〇 〇

接着の程度（　　１類、　　２類）〇 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.8.2,3)（表16.8.1～5）

耐水性による区分（　　　　　　　　　　　）

　　既調合しっくい　　※標準仕様書15.10.3(1)による　　　　（　　　　　　　）
　　現場調合しっくい　※標準仕様書15.10.3(2)による　　　　（　　　　　　　）

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー

建築工事特記仕様書（４）　R7.11

Ａ－５

●
●

●・表面処理　：　　種別　（　BB-1　）種　

●

●

●

●

●

●

●
● 砂壁状（　　ローラー塗り）●

●

●

●
●

●

●
●

●

〇
● ●

●

●

●
●

●

●

●

● ●

〇
●

〇
〇
〇

●
●
●

　　耐風圧性の等級（　 S-5  　　　　）、建具符号（　　建具表による、　　AW-1　　　）
　　気密性の等級　（　 A-3　　　　　）、建具符号（　　建具表による、　　AW-1　　　）
　　水密性の等級　（　 W-4  　　　　）、建具符号（　　建具表による、　　AW-1　　　）

● 　　　　　　　　　　　　　   　S-5、建具符号（　　建具表による、　　SD1～6　　　 ）

●

●

●
●



・取付け　：
　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差　

辺長
版厚
ねじれ、反り
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1.接着剤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.2.2)

・施工箇所の下地セメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別　：

〇
〇

〇〇　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ）

〇※

　コンクリート　　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・ガラスの取付け材料　：　シーリング　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
・断熱材 G の種類　　 ：　（ 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ）
・耐火目地材の種類　　：　（ 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　　　　　網目寸法　 （　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　　　　　　　　スランプ　　　　　　　12㎝　、　（　　　　　　　　　　　　 ）
〇
〇

　　　　　　　　　　　　気乾単位容積質量

・材料　：
　適用は以下によるほか、カーテンウォール図による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(17.3.2～5)(表17.3.1,2)

　　　　　　　　　　　　　構造ガスケット　形状・寸法等　　図示、　（　 　 　　　　 ）〇
・先付けの材料　：
　　　表面仕上げ材　　 セラミックタイル
　　　　　　　　　　　 石材（　　花こう岩、　　大理石、　　　　　　　　　　　　　　）

　ウォール

　補強鉄線　　　　径(mm)　　　3.2、　　4.0、　　5.0、　　6.0 　

※
※

〇※
〇※

※
〇

〇
〇

〇
〇〇〇

〇 〇

〇 〇
〇 〇 〇 〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇

〇

　　　　　　　　　　　　　　普通コンクリートの場合　2.1t/m3 を超え2.5t/m3 未満

　　　　　　　　　　　　単位水量の最大値　　　185㎏/m3、（　　　　　　　　　　　　 ）
　鉄筋　　　 　 　種類記号　　SD295A（　　　　　　）、　（　　　　　　　    　　   ）〇

3.PCカーテン

　　　　　　　　　　　　　 （  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　）

※
※
※

〇
〇
〇

〇※

〇
・化粧目地モルタルの色　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
   　　　   形状　　 はしご形状複筋及び単筋、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・壁用金属枠及び補強材の材料、形状　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　 ） 
・力骨　：　材質　　 ステンレス鋼(SUS304)、 （　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　寸法　　 径5.5mm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇

〇
〇

〇

(ｳ)(a)②
表16.4.5(2)
標準仕様書

(ｳ)(a)②
表16.4.5(2)
標準仕様書

〇

※〇
内側 

〇

※〇
外側

～25
15

～15
8※〇

〇
〇 図示

25
幅10～
ごとに

※〇 6m以下
曲面積み 目地(mm)

伸縮調整
平積み

無し

有り〇

※〇

防火
性能

〇

色調厚さ

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

320×160

250×125

320×320

200×200

160×160
正方形

長方形
95

80

95

95 
125

95 
125

乳白
クリア
乳白
クリア
乳白
クリア
乳白
クリア
乳白
クリア
乳白
クリア

80125×125

目地幅(mm)
  呼び寸法

  形状
  表面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.14.5)19.ガラスブロック

〇

〇・シーリング材の種類（目地）　：　（　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　）

対角線長の差
開口部内法寸法

先付け金物の位置面の凹凸
曲がり

〇※
〇※
〇※
〇※

〇※
〇※
〇※
〇※

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

±3mm　、 0～+5mm、
±2mm　、 ±2mm　、
0～+5mm、 0～+3mm、
0～+3mm、 0～+5mm、

・形状及び仕上げ　：
　製品の見え掛り部の寸法許容値

・接着剤の可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）　：　添付されていないものとする。

16

建
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・地震力に対する安全性　：

材料については、関連基準（製造者等により構成される協会等が定める

　　　　　層間変形角1/300に対して、ほとんど補修の必要がなく、継続使用に耐えること。

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

〇

〇

0.5

1.0〇※

〇※
震度（KV）
設計用鉛直

震度（KH）
設計用水平

なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力度が所定の応力度内にあり、

〇
〇

1/200
1/100

 層間変形角
　構造体の層間変形に対する追従性

帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能

ただし、所定の応力度以内にあることの確認が困難な場合は、試験等により
設計用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。

 設計用震度 帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部材）の性能

指針等を含む）が定める値とする。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められていない

〇17 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(17.1.3) (17.2.2) (17.3.2)

80
70
60

耐温度差性(℃)気密性 遮音性 断熱性 耐火性能 

1時間
30分〇

〇

〇
〇
〇

4m以下 たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること

〇 〇 〇 〇
〇

1.取付方法、
　性能等 　適用は以下によるほか、カーテンウォール図による

・取付方法　：　　層間方式、　　柱・梁方式、　 方立方式、　　スパンドレル方式、

・性能　：
　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

水密性

・耐風圧性能　：

支点間距離(h) 　　　　　　　　　　耐風圧性能

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法
・主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）　：

〇 〇 〇

〇

4mを超える 〇
〇

有害な残留ひずみが生じないこと。

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

※
※
〇
〇

　　　　　　　　　　　　形状　　 図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　寸法　　 図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・金属製化粧カバー　：　材質　　 ステンレス製、　　アルミニウム製〇

〇
〇

〇
・シーリングの種類　（　　ＳＲ－１　　　　ＰＳ－１）〇 〇

〇・木下地の場合のアンカー等の取付け間隔　　※図示　、〇（　　　　　　）

　　　ガラスブロック製造所の仕様による、　　図示〇

〇〇〇　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　1、　1.15、　 1.3）倍の風圧力に対応した工法
・工法　：

※〇

・性能の確認方法及び判定方法　：
　※ 性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける〇

〇
〇

※〇
※〇

　　水平方向　　　　　　　　　　　　　　 ±25㎜、　  （　　　　　　　　　　　　　　）
　　鉛直方向　　　　　　　　　　　　　　 ±10㎜、　  （　　　　　　　　　　　　　　）

　　目地の幅　　 　　　 　　　　　   　　±3㎜、 　  （　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇
〇
〇

　　各階の基準墨から各部材までの距離 　　±3㎜、 　  （　　　　　　　　　　　　　　）

　　目地の芯の通り 　  　　　　　　  　　0～＋2㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　）
　　目地両側の段差 　   　　　　　　 　　0～＋2㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　）

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差　

・シーリング材の種類（目地）　：　（ 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇・断熱材 G の種類　　 ：　（　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・ガラスの取付け材料　：　シーリング　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
〇
〇

〇
※
※
※
※

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

〇
〇
〇
〇

　　　　　　　　　　　　種別　　　標準仕様書 表14.2.1による

　適用は以下によるほか、カーテンウォール図による。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

※

※

　　　ステンレス鋼材

　　　アルミニウム材　　規格等　　標準仕様書16.2.3による

・取付け　：
〇

〇
〇
〇

〇

　ガラス溝の寸法、形状等　　カーテンウォールの製造所の仕様、　（　　　　　　　　　 ）
　見え掛かり部の仕上げ　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　製品の寸法許容差　　　　　標準仕様書 表17.2.1.による、　（　　　　　　　　　　　 ）
・形状及び仕上げ　：

・金属系材料の種類　：

　　　　　　　　　　　　映像調整　　行う、　　行わない
　　　　　　　　　　　　着色　　　　標準色、　　特注色

　　　鋼材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (17.2.2、3、5)
　ウォール
2.メタルカーテン

・ガラスの取付け方法　：
　ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法

〇 〇　　※ ４辺支持　　　　　（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　品質　設計基準強度(Fc)　　　30N/mm2、 （　　　　　　　　　　　　 ）

・PCカーテンウォールの仕上げ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)（　　　　　　　 ）

〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (18.1.3)

            　　　仕上げ表による〇

〇
〇
〇 〇

1.材料

種別

・防火材料　：　　屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

2.素地ごしらえ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18.2.2～7)

A種、　B種
B種、　A種
C種、　A種、　 B種

18
〇※

〇※

〇※
〇※
〇※

下地面等

木部

鉄鋼面

・屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　：　　Ｆ☆☆☆☆、 （　　　　　　）

〇 〇A種、　B種

不透明塗料塗りの場合
透明塗りの場合

〇〇※ 〇
DP以外
DPのみ B種、　A種、　 C種

4.塗装

〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

種別
A種、　B種
B種、　A種
B種、　A種

B種、　A種
B種、　A種

つや有合成樹脂
エマルション

合成樹脂調合
ペイント
塗り (SOP) 

耐候性塗料塗り
(DP)

ペイント塗り
(EP-G)

塗装

押出成形セメント板面
コンクリート面及び
亜鉛めっき鋼面 
鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 
鉄鋼面 
木部屋内 
木部屋外 

クリヤラッカー塗り(CL) 
アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) 

〇※
〇※
〇※

〇※
〇※

　　　 C種

〇
〇

　　　－

塗料の種類

上塗り等級(　　)級
上塗り等級(　　)級

　　　－
　　　－

　　　－
　　　－

　　　－
　　　－

(表18.4.3)

(表18.7.1)

(表18.7.2)

・接着剤のホルムアルデヒド放散量　：　　Ｆ☆☆☆☆ 、　（　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　帯電性　　　　　適用する、　　適用しない〇〇

〇

 ブロック等の突起の形状

 G ・織じゅうたん　：
〇

FS（複層ビニル床シート）
〇

〇
　シート G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.2.2、3)
種類の記号

・目地処理をする場合の工法　：　　熱溶接工法、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇

柄物

無地
マーブル柄 

2.0

厚さ(mm)色柄

〇

〇
〇
〇

備考

〇※ 〇※

　タイル G
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.2.2)

種類の記号
KT（コンポジションビニル床タイル）
TT（単層ビニル床タイル）
FT（複層ビニル床タイル）
FOA（置敷きビニル床タイル）
FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

色柄

300×300
450×450
500×500

2.0
2.5
3.0

厚さ(mm) 備考
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

寸法(mm)
〇※

柄物
無地〇

〇

〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.2.2)

帯電防止床タイル
帯電防止床シート

シートの種類
厚さ・寸法
(mm)、形状

性能 種類

耐動荷重性床シート
防滑性床シート
防滑性床タイル

〇
〇

〇
〇
〇

視聴覚障害者用床タイル〇  ・寸法及びその配列は
 JIS T 9251による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.2.2)

・厚さ(mm)　：　　1.5以上、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.2.2)
・種類　　　：　　単層、　　積層
・色柄　　　：　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・寸法(mm)　：　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇・厚さ(mm)　：　　3.0、　　4.5、　　6.0、　　9.0 

〇※
〇※

〇
〇
〇 〇・高さ(mm)　：　　60、　75、　100、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ウェルトンカーペット
ダブルフェースカーペット
アキスミンスターカーペット

カットパイル
パイル形状

ループパイル
カット、ループ併用

〇
〇
〇

〇
〇
〇

織り方

　色柄　　　　　　模様のない無地、   （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※ 〇

〇※　下敷き材　　反毛フェルト（JIS L 3204第2種2号、呼び厚さ8mm）、　（　　　　　　  ）
　縦じゅうたんの接合方法　　ヒートボンド工法、　（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇
〇〇

・タフテッドカーペット　：
パイル

ルーフパイル
カットパイル

長さ(mm)
工法

〇
〇

帯電性
の適用

備考パイル形状

する〇

〇 カット、ループ併用
グリッパー工法〇

〇 しない
(　　　　　　)

全面接着工法〇

　下敷き材（グリッパー工法の場合）
　　反毛フェルト（JIS L 3204第2種2号、呼び厚さ8mm）、　（　　　　　　 　　　　　）〇〇※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.3.2、3)(表 19.3.1)

2.下地の工法

3.ビニル床

4.ビニル床

5.特殊機能床材

6.ビニル幅木

7.ゴム床タイル　

8.カーペット敷き

・タイルカーペット　：

ループパイル

カットパイル

カット・ループ併用

第一種
第二種

パイル形状 種別 備考
総厚さ
 (mm)

500×500

寸法
(mm)

施工箇所

6.5

〇

〇

〇 〇 〇
第一種
第二種

500×500 6.5
〇 〇 〇

第一種
第二種

500×500 6.5
〇 〇 〇

〇

〇

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　市松敷き、　　模様流し、　（　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　模様流し、　　市松敷き、　（　　　　　　）

〇
〇

〇
〇

〇※

〇※
〇※

〇※

〇※
〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

　見切り、押え金物　　　　　　材質（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ）
 　　　　　　　　 　　        種類（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ）
 　　　　　　　　 　　        形状等　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※ 〇

       種別 
厚膜型塗床材 
（弾性ウレタン
　樹脂系塗床）
厚膜型塗床材
（エポキシ
　樹脂系塗床）
薄膜型塗床材
（エポキシ
　樹脂系塗床）

 （JIS K 5970） 
 （防塵塗料塗り）

アクリル樹脂塗床

〇

〇

〇

　　   工法

　表面仕上げ

工程
　塗布量(kg/㎡)

　　　平滑、　　防滑 
　溶剤

　　　標準色、

樹脂モルタル工法

よる
製造所の指定に

仕上げの種類
平滑仕上げ
防滑仕上げ
つや消し仕上げ

平滑仕上げ
防滑仕上げ

平滑仕上げ

　　　0.25kg/㎡以上

　　　無溶剤系

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

施工箇所

〇

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.4.2、3)(表 19.4.4、5)

　  　水性、　　溶剤系、

　仕上げ色

薄膜流しのべ工法
厚膜流しのべ工法

9.合成樹脂塗床

・塗料のホルムアルデヒド放散量　：　　Ｆ☆☆☆☆ 、　（　　　　　　　　　　　　　 ）

・目地部の横力骨の納まり 　：

〇
〇
〇
〇

※
※
※
※

〇
〇
〇

〇

〇※
〇※

〇
〇

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

　　鉛直方向　　　　　　　　　　　　　　 ±10㎜、　  （　　　　　　　　　　　　　　）
　　水平方向　　　　　　　　　　　　　　 ±25㎜、　  （　　　　　　　　　　　　　　）

　　目地の幅　　 　　　 　　　　　   　　±5㎜、 　  （　　　　　　　　　　　　　　）
　　目地の芯の通り 　  　　　　　　  　　0～＋3㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　）
　　目地両側の段差 　   　　　　　　 　　0～＋4㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　）
　　各階の基準墨から各部材までの距離 　　±5㎜、 　  （　　　　　　　　　　　　　　）
　ガラスの取付け方法

ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水機能の設置
及びガラスの封着処理の強化を行う 

・製作
　PC版の配筋　　図示による〇※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18.4.1～18.12.2)

〇 A種、　B種、

※

・材質の種類：　　軟質、　　  硬質 

　パイル糸の種類　　標準仕様書表19.3.1による（　 A種、　 B種、　 C種）※〇 〇 〇 〇
〇

つづりぬい

〇
〇　　　ゴンドラ用ガイドレール（                              　　　　　　　　　　   ）

　　　建具枠（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇

　　　　　　　　　　　　　構造ガスケット　材質・形状・寸法等　　図示、　（　 　 　 ）〇※〇

　　　図示による

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

塗
装
工
事

〇
〇

B種、　A種
B種、　A種

〇※
〇※

モルタル面及びプラスター面
コンクリート面（DP以外）、ALCパネル面

〇 〇
〇
〇

A種、　B種
A種、　B種
B種、　A種

〇※
〇※

せっこうボード面
及びその他ボード面

目地：継目処理工法
目地：継目処理工法以外

〇〇※コンクリート面（DPのみ） A種、　B種
押出成形セメント板面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等以外）
亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等） 〇※ B種

3.錆止め塗料塗り 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18.3.2、3)
下地面等 工程の種別さび止め塗料の種別

ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ
ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ
ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ
ＳＯＰ

ＤＰ

〇※

〇※

〇※

〇※

〇〇※　 A種、　B種
標準仕様書
表18.3.4

〇〇※　 A種、　B種
〇〇※

〇〇※　 A種、　B種

〇〇※　 A種、　B種

標準仕様書
表18.3.4

標準仕様書

標準仕様書

　 B種、　A種

〇〇※　 B種、　A種

〇〇※　 B種、　A種

表18.3.6

表18.3.6

鉄鋼面

亜鉛めっき

鋼面

部分

見え隠れ
部分

等
鋼製建具

鋼製建具

以外 

見え掛り

〇

〇

〇

〇

As種
1回目　　　Cs種
2、3回目　 Ds種
Bs種、　As種

As種
1回目　　　Cs種
2、3回目　 Ds種
Bs種、　As種
Az種、　Bz種

Bz種

Cz種
Bz種、　Az種

Bz種

ＥＰ－Ｇ Cz種 〇〇※　 B種、　A種

モルタル面、プラスター面、

〇B種、　A種屋内の鉄鋼面
その他ボード面等
せっこうボード面、

〇※

　　　－

　　　－

〇B種、　A種合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 〇※ 　　　－

　　　－

〇B種、　A種ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 〇※ 　　　－

〇B種、　A種木材保護塗料塗り(WP) 〇※ 　　　－

〇

〇
ステイン塗り

ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ
塗り

ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

〇

〇
〇

〇

・クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 ：

　　　適用しない
〇 〇　　　適用する(着色剤：　　溶剤系着色剤　　　油性染料着色剤)

　　　適用しない
　　　適用する
・ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 ：

・オイルステン塗りの工程等 ：
　※製造所の仕様による

(表18.8.2)
(表18.8.4)

木部
亜鉛メッキ鋼面

　　　－
　　　－

コンクリート面、
押出成形セメント板面、

〇B種、　A種〇※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (19.2.3)
・標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　：　　図示　、　（　　　　　　　　 ）※ 〇〇

備考

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.12.2～4)16.軽量シャッター〇

15.重量シャッター  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.11.2、3)

　　　屋内用防火シャッター
　　　防煙シャッター

・シャッターの種類　：

〇
〇
〇

〇
〇 〇※・開閉方式による種類　：　　手動式、　　電動式（手動併用） 

　ステンレス鋼板　　 SUS304、SUS430JIL又はSUS443JI、 （　　　　　　　　　　）

〇

〇
・スラット及びシャッターケース用鋼板　：

※

　スイッチボックス類のふたの材質　：
〇※

　めっきの付着量　　 Z12またはF12、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

　　　　　　　建設省告示第2563号）に定める基準に適合するもの

・障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置箇所　：

　　　　　b)　「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」（昭和48年12月28日

〇〇・管理用シャッターのシャッターケース　：　　設ける、　　設けない　　※
　ただし、外壁用防火シャッター、屋内用防火シャッター及び防炎シャッターには設けること

　機構　　a)　危害防止装置

　　　建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇　　　建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇※ 〇・開閉方式による種類　：　　電動式（手動併用）、　　手動式

・急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所　：

・危害防止機構を設けた屋内用防火シャッターもしくは防煙シャッターの設置箇所
〇 〇　　　建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

　鋼板の種類　　　 　JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯) 
　　　　　　　　　　 JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

・ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる

・耐風圧強度　　　　　：　 （　　　　　　　）N/㎡ 

　　　外壁用防火シャッター（耐風圧強度 (           ) N/㎡ ）

・外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度　：　　（　　　　　　　　）N/㎡ 

※〇 〇

〇※ 〇

〇※
※

めっき鋼板ローヘッド形 
チェーン式

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

による区分
収納形式開閉方式 

による区分

電動式

バランス式 

バーチカル形
ハイリフト形 

鋼板
ステンレス

溶融亜鉛スタンダード形 
     の材質 

 50
 75

※

〇 17.オーバーヘッド
 　ドア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.13.2、3)

アルミニウムタイプ 
ファイバーグラス
タイプ 

セクション材料 
による区分 

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇 スチールタイプ 

耐風圧性能
　の区分

125
100

ガイドレール 

18.ガラス

〇
・合わせガラス　：
　　　建具表による、　 図示〇※

ステンレス鋼板　　 SUS304、SUS430JIL又はSUS443JI、 （　　　　　　　　　　）

〇〇※

※ 〇〇

平面合わせガラス、　 曲面合わせガラス〇〇

Ⅰ類、　 Ⅱ-1類、　 Ⅱ-2類、　 Ⅲ類〇 〇 〇 〇

・強化ガラス　：

材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、

※〇 〇

〇 〇

形状による種類

ショットバック衝撃特性による種類
落球衝撃はく離特性及び

破片の状態及び
ショットバック衝撃特性による種類

Ⅰ類、　 Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス　：
板ガラスの種類、厚さによる種類 ※〇 〇
性能による種類 〇 〇1類、　  2類

・複層ガラス　：

※〇 〇

〇断熱性による区分 〇T1、　 T2、　 T3、　 T4、　 T5、　 T6〇 〇 〇 〇
日射取得性、日射遮蔽性 G、　　S

空気　　 、　アルゴン
〇
〇

〇
〇

・熱線反射ガラス　：

日射熱遮へい性による区分
※〇

1種、　 2種、　 3種〇 〇 〇
A種、　 B種耐久性による区分（日射熱遮蔽性が2種の場合）

建具表による、　　　 図示

建具表による、　　　 図示

建具表による、　　　 図示

建具表による、　　　 図示

建具表による、　図示〇

〇 〇

　　　建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・適用は以下によるほか、ガラスの種類・厚さは建具表及び図面による。

　　　　
・倍強度ガラス　：

※〇 建具表による、　図示〇

ガラス溝の大きさ(mm)

鋼製及び鋼製軽量
シーリング材 建具の製造所の仕様による

図示
建具の製造所の仕様による
図示

シーリング材 
ステンレス製〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

　建具の種類
・ガラスの留め材及び溝の大きさ　：

ガラス留め材

・構造体の層間変形角に対する追従性　：

〇 〇　　　1/100、　 1/200、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　以下の構造体の層間変形角に対して、破損、脱落が生じないよう取り付けられている
　ものとする。

〇※ グレイジングチャンネル
アルミニウム製

建具の製造所の仕様による
図示〇

〇
〇

〇
〇
〇

樹脂製
建具の製造所の仕様による
図示

・障害物感知装置を設けた電動式オーバーヘッドドアの設置場所　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   （9.7）(16.14.2～4) (図16.14.1)

・フロート板ガラスの品種、厚さの呼びによる種類　　　　建具表による、　 図示
・型板ガラスの厚さによる種類　　　　　　　建具表による、　 図示〇※ 〇
・網入板ガラス、線入板ガラスの鋼、線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類

シーリング材 

　 グレイジングチャンネル

〇 〇
・障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置個所　：

・急降下停止装置を設けた電動式シャッターの設置個所　：
〇 〇

　　　　　　　　　　めっき付着量（　　AZ90　　　、　　　　　　　　　　　　　)
・スラットの形状：　インターロッキング形、　　オーバーラッピング形 

・スラットの材質：　JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 
　　　　　　　　　　めっき付着量（　　Z06又はF06、　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)

〇

〇
〇

※ 〇

〇〇※
〇

〇

合わせガラスの合計厚さ、特性による種類

形状による種類、材料板ガラスの種類
厚さの呼びによる種類、特性による種類

材料板ガラスによる種類及び厚さの組合せ
複層ガラスの厚さ

封入気体の種類

材料板ガラスの種類、厚さによる種類

材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類

　 グレイジングガスケット

　　　建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　建具表による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

耐衝撃性開閉繰返し
制動区間閉じ速度の調整
手動閉じ力手動開き力

〇〇※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(16.10.3)(表16.10.1)
 　引戸装置
14.自閉式上吊り〇

　性能等　　表16.10.1による、　以下による
・引戸装置

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー

建築工事特記仕様書（５）　R7.11

Ａ－６

●

●　　　管理用シャッター（耐風圧強度 ( 2,000     )N/㎡ ）

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

1階倉庫床、巾木
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　張り G

・フェノールフォームを使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　：

11.煙突ライニング〇

※
※

※

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

・単層フローリング　：
〇

　　　樹種
　　　厚さ、大きさ
　　　仕上塗装
　　　間伐材等の適用

　　　工法
なら
標準仕様書表19.5.1による、

適用する、　　適用しない
塗装品、　　　無塗装品

〇

　　　樹種
　　　厚さ、大きさ
　　　仕上塗装
　　　間伐材等の適用

　　　工法
なら
標準仕様書表19.5.1による、

適用する、　　適用しない
塗装品、　　　無塗装品

接着工法

・複合フローリング　：
〇

なら

適用する、　　適用しない
塗装品、　　　無塗装品

　　　天然木化粧複合フローリング

　　　樹種

　　　仕上塗装
　　　間伐材等の適用

　　　工法

　　　種別（表19.5.2）

釘留め工法（　　根太張り、　　直張り）、　　接着工法

・接着工法の場合の裏面緩衝材　：　　合成樹脂発泡シート、　（　　　　　　　　　　　）

〇 〇 〇 〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇 〇 〇 〇

〇〇

〇
〇

※〇
※〇

※〇
※〇
※〇

〇
〇

〇
〇

20
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ユ
ニ
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釘止め工法（　　根太張り、　　直張り）、　　接着工法

　　　フローリングブロック 1等

19

内
装
工
事

　　　フローリングボード1等

〇
〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.6.2)(表 19.6.1)

※〇　　　　　　　　　　　　ウレタン樹脂ワニス塗り
・現場塗装仕上げ　：　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A種、　　B種、　　C種

・フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　：　　　F☆☆☆☆、　（　　　　）

・遮音シール材　　　　　　　：　　適用する

 　　　　　　　　 　　　　　　　　適用しない

〇
〇

〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　シーリング材、　　ジョイントコンパウンド）〇

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合
〇※

〇
〇

〇
〇

・合板類の張付け　　　　　　：　　B種 、　　A種　
・せっこうボードの目地工法　：　　仕上げ表による、 （　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇
〇

突付け工法のエッジの種類
目透かし工法のエッジの種類

　ベベルエッジ　　　　スクェアエッジ
　ベベルエッジ　　　　スクェアエッジ

〇
〇※〇

防火性能壁紙の種類
〇 〇紙、　繊維、　プラスチック、〇
〇 〇

不燃、　　準不燃
難燃〇

〇〇
備考

〇 〇紙、　繊維、　プラスチック、〇
〇 〇

不燃、　　準不燃
難燃〇

〇〇

〇 〇紙、　繊維、　プラスチック、〇
〇 〇

不燃、　　準不燃
難燃〇

〇〇

　　施工箇所

・モルタル、プラスター面の素地ごしらえ　：　　B種、　 A種
・コンクリート面の素地ごしらえ　　　　　：　　B種、　 A種

〇
〇

※〇
※〇

〇

※〇

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材
施工箇所種類

〇

〇
〇 押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし)

厚さ(mm)

図示

・ホルムアルデヒド放散量　：　　Ｆ☆☆☆☆、　 （　　　　　　　　　　　　　　　）

無機質、　塩化ビニル

無機質、　塩化ビニル

無機質、　塩化ビニル

・断熱材打込み工法　：
　　　Ｆ☆☆☆☆、　（　　　　　　　　　　　　　　　）

フェノールフォーム断熱材
硬質ウレタンフォーム断熱材〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇

・断熱材現場発泡工法　：
　断熱材の種類　　A種1、　　A種1H
　厚さ（mm）　　　25、　　30、　（　　　　　　　　　）
　施工箇所　　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　）
・現場発泡断熱材　：
　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

（　　2種bA　　　3種bA　　　3種bC　　3種bD　）〇 〇 〇〇

500×500

20 1.フリーアクセス
　フロア

置敷式
支柱調整式

施工箇所

寸法(mm)

構法

高さ(mm)
耐震性能

3,000N、　　5,000N
1.0G、　　　0.6G

帯電防止床タイル
タイルカーペット

所定荷重

表面仕上材

備考

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇 〇
〇〇

〇
〇
〇

500×500

置敷式
支柱調整式

3,000N、　　5,000N
1.0G、　　　0.6G

帯電防止床タイル
タイルカーペット

〇
〇
〇
〇
〇

〇 〇
〇〇

〇
〇
〇

500×500

置敷式
支柱調整式

3,000N、　　5,000N
1.0G、　　　0.6G

帯電防止床タイル
タイルカーペット

〇
〇
〇
〇
〇

〇 〇
〇〇

〇
〇
〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.2)

　　　標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による
・寸法精度　：

※〇
〇

　　　フリーアクセスフロアの高さ　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

〇 〇・帯電防止性能　：　　評価値（Ｕ値）≧0.6以上　　　評価値（Ｕ値）≧1.2以上
・感電防止性能　： ※　漏えい抵抗（Ｒ）≧1×10＾6Ω　　　〇

〇

〇

防火性能

〇 2.可動間仕切 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(20.2.3)

構造形式

構成基材の種類

・ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落とし　：
　　　標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質
・表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能　：

※〇

※〇

※〇

・パネル内に取付ける建具 ：　　あり（　　図示、　　　　　　　　　　　　）、　　なし 〇〇〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

表面仕上げ材
(パネル表面仕上げ)

不燃、

パネル
スタッド

スタッド式（内蔵）、　　スタッド式(露出）、　　パネル式
スタッドパネル式

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇0、　　12、　 20、　 28、　 36
〇

メラミン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付、　　壁紙張り

遮音性(dB/500Hz)

・パネル材のホルムアルデヒド放散量　：　　　F☆☆☆☆

〇
〇
〇

〇

〇
〇

3.移動間仕切 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(20.2.4)

圧接装置の操作方法
総厚さ(mm)

鋼板、

焼付塗装、　　壁紙張り、
36未満、　　　36以上

〇
〇

〇
〇

〇

〇
手動式、　　　電動式、　　部分電動式
プッシュ式、　ハンドル式、

〇
〇

〇

〇
走行方法
操作方法による種別

材質

仕上げ
パネル表面材

平行方向移動式、　 二方向移動式

・パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　：　標準仕様書19章による
・ハンガーレールの取付け下地の補強　：
　　　取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となる
    　ように補強する
　　　図示〇

※〇

遮音性(dB/500Hz)
　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

4.トイレブース 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.5)
表面材の種類
脚部 形状

メラミン樹脂系化粧板、　　ポリエステル樹脂系化粧板
幅木タイプ、

形状

材質
アルミニウム製、　　ステンレス製、
表面材と同材　、　　製造所の仕様ドアエッジ

※〇
〇

〇
〇
〇 〇

〇
〇

〇
〇

〇

・パネル材のホルムアルデヒド放散量　：　　JIS A 6512によりＦ☆☆☆☆以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

※〇
〇

　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

※
　　　　　　　　　鋼製　　　　　　　　（表面処理　　溶融亜鉛めっき種別（　　　　））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(20.2.6、12)

材種
クリアラッカー

備考取付箇所表面仕上げ 直径(mm)
〇 〇

〇

〇

ビニル製ハンドレール
〇 〇

〇

・手すりの握り部分

〇

※〇
・ハンガーレール　：

・ランナー　：

〇

※〇

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ランナーを取り付けた状態で、パネル重量の5倍以上の荷重を、パネル1枚に使用する

　　　パネル重量の5倍以上の荷重を、パネル1枚に使用するランナー数で除した値に対して、

    　ランナー数で除した値に対して、耐力及び変形量が使用上支障のないものとする

　　　耐力及び変形量が使用上支障のないものとする

〇
・パネルをランナーに取り付ける部品 　：

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

6.階段滑り止め

材質
工法

端部フラットエンド
取付け

接着工法、　　埋込み工法

あり、　　なし

材種

滑り止め材

〇 〇 〇

〇
〇〇 〇

〇

〇

ゴム　、　　合成樹脂、　 （　　　　　　　　　　　　　　　）
※〇

ステンレス製、　　黄銅製押出型材、　　アルミニウム製押出型材、

　 G
区分
種類
色

　ホワイトボード

ホワイトボード

黒板
焼付け　　　、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緑　　　　　、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※〇
※〇
※〇

〇

〇

取付箇所
寸法(mm)
厚さ(mm)

図示、
5 　、※〇

〇

〇 〇
〇

・衝突防止表示　：

〇
〇
〇
〇

7.黒板及び

8.鏡

9.表示

5.手すり

　　　　　　　　　アルミニウム　表面処理（ ※標準仕様書 表14.2.1による種別（　　　種）
　　　　　　　　　色合等　　標準色（　　　）　　　　特注色（　　　）

　形状、寸法　　　30φ　　　　、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　材質　　　　　　ステンレス製、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・案内用図記号　：　JIS Z 8210による

・その他の表示　：　図示による

〇
〇

〇
〇

10.タラップ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(20.2.12)

　　　　　　　　　　　鋼製　　　　　　　（表面処理　　溶融亜鉛めっき種別（　　　　））

〇 〇　設置場所　　 ※ 図示　　　（　　　　　　　　　　）

※〇・誘導標識、非常用進入口等の表示　：　　消防法に適合する市販品、 （　　　　　　　 ）
・室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、

・適用安全使用温度　：　400℃、　650℃、　 （　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇 〇
・工法

　 　（　　　　　　　　　）
　※ 鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )〇
〇

12.ブラインド

形式

〇

電動

ギヤ式
コード式
操作棒式

2本操作コード式
1本操作コード式

鋼製

スラット ボ ッ ク ス
レールの材種幅(mm)

スラット
の材種
アルミニウム
合金製 G

－

－

手動

手動

電動

アルミスラット
クロススラット 100

25

アルミニウム
合金製

※〇

※〇

※〇 ※〇 ※〇
〇 〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇 〇

〇
〇
〇〇

操作
方法

　 G とする
・寸法、取り付け箇所　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※〇

・ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は、

 80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.14)

・縦型ブラインドのスラットの材質　：

※〇

形状

15.カーテンレール

材料による区分

仕上げ
強さによる区分

アルマイト、
角形　　　、

10-90　　 、
ステンレス製

※〇
※〇
※〇

※〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇 16.ブラインド
　 ボックス及び
 　カーテン
 　ボックス

溝幅×深さ（mm）
集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材質
アルミニウム製　押出し型材（市販品）

鋼製　（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

種別（標準仕様書 表14.2.1）　 BC-1種、　　BC-2種 
色合い　　標準色（　　　　　　 ）、　　特注色（　　　　　　 ） 

〇
〇
〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇
〇 〇

〇

アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

90×150、　 120×80、　 120×150、　　150×80、　  図示

 　パンション

17.天井点検口

450×450 屋内外用
屋内用

額縁タイプ
目地タイプ

額縁タイプ
目地タイプ

アルミニウム製
600×600

気密形

一般形

材種 形式 外枠 内枠
※〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇 〇

〇 〇
〇

18.床点検口

寸法

19.耐震スリット

垂直方向
水平方向

方向
〇

〇
〇

・目地　：

シーリング材(見え掛かりのみ）
シーリング材（内外とも）

シーリング材(見え掛かりのみ）
目地 内壁 外壁

目地材
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇 20.止水板
形状 差込式、　　据置式、　　壁張り式
施工箇所 図示　、

〇
〇

〇
〇

〇

〇

   ジョイント金物

21.エキス
〇

材質

耐火性能
断熱性能
備考

アルミニウム製、　　ステンレス製
50、　　100、　　150、

避難経路の床等　　　以上、その他　　　以上
建築物間のクリアランス(mm)
変位追従量(mm)

〇
〇 〇 〇

〇

〇
〇

〇
〇

有り、（　　　　　　　　　）、　　無し
有り、（　　　　　　　　　）、　　無し

〇
材質

耐火性能
断熱性能
備考

アルミニウム製、　　ステンレス製
50、　　100、　　150、

避難経路の床等　　　以上、その他　　　以上
建築物間のクリアランス(mm)
変位追従量(mm)

〇
〇 〇 〇

〇

〇
〇

〇
〇

有り、（　　　　　　　　　）、　　無し
有り、（　　　　　　　　　）、　　無し

外部に設置するものは防水型とする
エキスパンションジョイントカバーには脱落防止措置を講ずる

〇 22.くつふきマット
材種 受け枠 備考

塩化ビニル又はゴム製 
硬質アルミニウム合金製
ステンレス鋼（SUS304)製 

ステンレス鋼（SUS304） 
硬質アルミニウム合金

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

〇

〇

目地寸法
（幅mm×深さmm）

施工箇所

施工箇所

　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.5.2～6)(表 19.5.1～6)

〇

〇

〇

※

※

※

〇

※

　※ 標準仕様書19章による〇

※
標準、　　Rﾀｲﾌﾟ

　　　　　　：　　ステンレス製　SUS304（表面処理　　HL程度、　（　　　　　　　　））

集成材〇
（材種：　　　　　　）

　材料の種類及び仕上

30、　 35、
45

〇
〇

〇30、　 35、
45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(20.2.7)

タイヤ型、　　タイヤレス型※

寸法(幅)(mm) 35　　40　　50〇 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.9)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.10)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.11)

ほうろう黒板、　（　鋼製黒板　　　　　　　　　　　　　　　）

　色、書体、印刷等の種別、取付け形式等(案内用図記号はJIS Z 8210による)：※ 図示による〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.13)

・材質及び仕上げ　：※ステンレス製　SUS304（スリップ止め加工　　あり、　なし　）

横形

縦形

操作方法の種類

〇アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 
クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工〇

〇 13.ロール
　 スクリーン　G 操作方式

幅、高さ
材種
品質等
その他の材料

スプリング式、　　コード式、　　電動式

※〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇ロールスクリーンの製造所の仕様、

図示、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.15)

14.カーテン

形式
シングル、　　ダブル
片引き　、　　引分け

電動
手引き　、　　ひも引き

品質、特殊加工等
取付箇所
備考

開閉操作

ひだの種類

〇
〇
〇

〇
〇
〇〇

〇
〇
〇
〇

〇 〇図示　　、
（暗幕）

〇 〇図示　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.16)

・スクリーンの仕様
　消防法で定める防炎性能の表示があるもの
　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は G とする

　 G とする
・暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　：
　　　300mm以上、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※〇 〇

・ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は、
　消防法で定める防炎性能の表示があるもの
・生地の仕様

・幅・高さ ：※　図示　　　（　　　　　　　　　　）〇〇

ガラス繊維製、　　合成・天然繊維製、　　

つまみひだ 
箱ひだ、片ひだ 
プレーンひだ

生地の種別、

・カーテン付属物　フック（ひるかん）
※ 鋼製　　樹脂製〇 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.16)

備考
完全（全貫通型）

タイプ
耐火型
非耐火型

耐火性能
有り
無し

防水性能
〇
〇

〇
〇

〇
〇

幅(mm)
※ 図示〇
〇

スリット幅×10 スリット幅×10

10.フローリング

11.畳敷き

13.壁紙張り

14.断熱材 G

　　　　　　　　　　　　生地のままワックス塗り
　　　　　　　　　　　　ピグメントステインの上、ワックス塗り

・衝撃緩和型畳 （畳表：　　C1、　C2）〇 〇

〇
〇
〇

・畳表及び畳床　：　 ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、
　　　　　　　　　　 発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

・下地の種類　：　　 標準仕様書表12.6.1による床組
　　　　　　　　　　 ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン G ）
　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　 A種（畳表：　　JS、　　J1　）〇 〇 〇

・種別　：

〇
〇 〇
〇

　　 B種
　　 C種（畳床：　　PS-C20、　　PS-C25、　　PS-30　）〇 〇

〇　　 D種（畳床：　　KT-Ⅰ、　　KT-Ⅱ、　 KT-Ⅲ、　　KT-K、　　KT-N　）〇 〇 〇 〇

〇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.7.2、3)(表 19.7.1)
 　その他のボード
　 及び合板張り

※〇 〇
・合板類、MDF及びパーティクルボード、接着剤のホルムアルデヒド発散量　：
　　　F☆☆☆☆、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12.せっこうボード

・繊維強化セメント板　：
　　　種類

〇 けい酸カルシウム板

　　　種類
硬質木毛セメント板 G
中質木毛セメント板 G
普通木毛セメント板 G
硬質木片セメント板 G
普通木片セメント板 G

〇
〇
〇
〇
〇

・木質系セメント板　：

厚さ(mm)、規格等

厚さ(mm)、規格等

12、　　15、　　18、　　21、

15、　　20、　　25、
15、　　20、　　25、
15、　　20、　　25、

30、　　

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇 〇 〇

〇 〇普通ボード0.8FK　タイプ 2（無石綿）　 6、　　8
普通ボード0.8FK　タイプ 2（無石綿）　 6、　　8〇 〇 〇化粧けい酸カルシウム板

〇表面への化粧張り等の加工　　　アクリル樹脂系焼付け
〇

〇

・火山性ガラス質複層板　：

火山性ガラス質複層板
　　　種類

・繊維板　：

ハードボード（素地）
　　　種類

 G
〇

研磨板　（　　スタンダード、　　テンパード） RS
〇
〇

〇
〇

〇
〇

厚さ(mm)、規格等

厚さ(mm)、規格等

〇
〇
〇

〇 図示による 〇

無研磨板（　　スタンダード、　　テンパード） RN

ハードボード（化粧）

ミディアムデンシティ

インシュレーション
ボード G

ファイバーボード G

 G

〇

〇

〇

単板張り
パーティクルボード G

　　　種類
〇

化粧
パーティクルボード G

〇

ロックウール化粧吸音板

ロックウール吸音ボード1号
グラスウール吸音ボード32K

25、

　　　種類
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇 〇
〇 〇25(ガラスクロス包）、

〇
〇

フラットタイプ（　 9 (不燃)、 　12(不燃)、 　　 ）
凹凸タイプ　　（　 12(不燃)、 　15(不燃)、 　　 ）

厚さ(mm)、規格等

厚さ(mm)、規格等
無研磨板 VN、　　研磨板 VS
10、　 12、　 15、　 18、　 
単板オーバーレイ DV
プラスチックオーバーレイ DO
塗装 DC
10（難燃）、　 12（難燃）、　 

〇
〇 〇 〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇 〇 〇

〇

9　、 　12、 　15、 　18

3　、　 7　、　 9、　 12

2.5、　 3.5、　 5、　 7
〇 〇
〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇
〇 〇

〇

〇

〇

〇
〇A級（　　天井仕上、　　内装仕上、　　　　　 　　）

せっこうボード
不燃積層せっこうボード 9.5 (不燃) 、

9.5

シージングせっこうボード
強化せっこうボード

化粧せっこうボード 9.5（準不燃）

せっこうラスボード
化粧せっこうボード
（木目）

（トラバーチン模様）

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇 〇12.5 (不燃)、　15 (不燃)、 〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇
〇
〇

〇

化粧無（下地張り用）、　化粧有（トラバーチン模様）
12.5 （　　不燃、　　準不燃　）
12.5（不燃）、  　15（不燃）

12.5（不燃）幅440mm程度

※〇

〇

〇 〇模様（　　柾目、　 板目） 専用下地材有り

〇

〇

　　　種類 厚さ(mm)、規格等

表面の樹種

〇※
〇※

厚さ(mm)、規格等

板面の品質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　種類

〇 普通合板 G

・パーティクルボード　：

・吸音材料　：

・せっこうボード製品　：

・合板、化粧板　：

2.5、　 3.5、　 5、　 7〇 〇 〇 〇
内装用、　　外装用

〇
〇　　　　不透明塗料塗り（　　しな合板程度　、　　　　　　）

　生地　透明塗料塗り　（　　ラワン合板程度、　　　　　　）

防虫処理　（　　する、　 しない　　　　　　　　　　　　 ）
厚さ(mm)　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇〇
※ 図示による〇 〇

化粧板の樹種名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 天然木化粧合板 G
防虫処理　（　　する、　 しない　　　　　　　　　　　　 ）
厚さ(mm)　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇〇
※ 図示による〇 〇

表面性能　（　　　    　　　　　　　　　　　　　 ）タイプ
〇〇〇化粧加工の方法（　　オーバーレイ、　　プリント、　　塗装）

〇 特殊加工化粧合板
防虫処理　（　　する、　 しない　　　　　　　　　　　　 ）
厚さ(mm)　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇〇
※ 図示による〇 〇

〇※ 〇JIS K 6903 による厚さ（　 1.2、　　　　　　　　　　　　 ）

〇

〇
樹脂化粧板
メラミン

樹脂化粧板
ポリエステル

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

・適用　：　以下によるほか、図示による。

・合板の防虫処理の適用　：
　　　行う、　　　行わない〇 〇

                                                             (19.8.2、3)(表19.8.1～3）

                                                                          (19.9.2～4)

〇※〇・せっこうボード面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえ　：　　B種、　 A種

　　　以下による
　　　パネルの長さ　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　パネルの平面形状（精度）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇
〇

〇〇

〇

〇

〇

〇 〇
※ 〇

〇

〇

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー Ａ－７

建築工事特記仕様書（６）　R7.11

●
●

●

●
形状
（　磁器質ノンスリップタイル150×60　　）

●

●
●

●

●

●

アルミニウム製
ステンレス製
鋼製

一般形
密閉形

屋内外用
屋内用

鍵付き
材種 寸法 形式 備考

450×450
600×600

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

密閉形とはボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする

● 図示による



10　  ～　14

○

鋼管フェンス、　　アルミフェンス、　　（　　　　　　　　　　）

〇※

回転降下式

○

○
○

・照明器具　：　　有り、　　無し

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○

・表面の材質　：　　塩ビ発泡シート張り、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・形状　　　　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

質量区分

24.旗竿
材種 高さ(mm)

埋込式
ベース式
バンド式

固定方法 備考操作方法形式

テーパー式
同一断面式

ハンドル式
ロープ式

25.旗竿受金物
・材種　：　ステンレス製 (SUS 304）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

26.車止め支柱

アルミニウム合金製

形式

ステンレス製

材種
柱径、肉厚

(mm) (mm)
高さ

スプリング式
標準品

上下式鎖内蔵式

27.フェンス

フェンスの種類

高さ 図示、

28.プレキャスト
 　コンクリート ・コンクリートの設計基準強度　：

　　　図示
・配筋　：
　　　配筋を定めた計算書を監督職員に提出する、　　図示
・取付け方法　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.3.3、4)

29.間知石及び
 　コンクリート
　 間知ブロック
 　積み

コンクリート

間知石

間知ブロック

花こう岩
凝灰岩

材種

―

―

A 
B

種類 備考

―

・積み方　：　　谷積み、　　布積み

・伸縮調整目地　：　材種　　図示、　（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　厚さ　　図示、　（　　　　　　　　　　　　）

・目塗り　：　　図示　、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

30.鋼製書架及び
   物品棚

鋼製書架
種類

鋼製物品棚

規格等

4種、　　5種、　　6種、

JISによる種類
1種、　　2種、　　3種

31.屋内掲示板
・枠の材質　　：　　アルミニウム製　　、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

32.洗面カウンター

・奥行き(mm)　：　　約 450、　　約 600
・材種　　　　：　　メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）、　　人工大理石

23.流し台ユニット

ユニット分類 備考

1,200
1,500

D
550
600

W H

800
850

市販品 
トラップ付き  

寸法(mm)

1,800 650 天板ステンレス製
流し台

550
600
650

620
670

市販品 
バックガード有り
天板ステンレス製

コンロ台

つり戸棚
450

500
700

市販品 1,200

1,200

　900

　900
　600

－ －水切り

市販品 
ステンレス製
　　1段式、

　600

・品質・性能　：　JIS A 4420による 

33.防煙垂れ壁 ・固定式　：

網入り磨板ガラス
線入り磨板ガラス

材質
6.8

厚さ(mm) 高さ(mm) 備考
500 アルミ製枠付き

・可動式　：
種類 高さ(mm)

500
800

（巻取り型）
垂直降下式

材質
ガイドレール
固定式（壁埋込型）
可動式（天井収納型）

備考

表面仕上げ
天井材張り鋼板製又はアルミ製

500
800

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

34.屋外掲示板

・施錠　　　：　　有り、　　無し

35.収納家具
・材質、形状、寸法  ：

・合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量　：
　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

21

排
水
工
事

1.屋外雨水排水

コンクリート管
遠心力鉄筋

材種

外圧管（1種）

ビニル管
硬質ポリ塩化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (21.2.1、2)(表 21.2.1、2)

RF-VP G
RS-VU G

管の種類
B形管
形状

図示、
図示、
図示、

呼び径  備考

・基床の厚さ及び種類　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・側塊の形状及び寸法　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　シルト、　　山砂、　　川砂、　　砕砂

　　　再生クラッシャラン G 、　　切込砂利、　　切込砕石

22

舗
装
工
事

1.路床 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(22.2.2、3、5)(表22.2.1)
・路床の材料　：

種別 材料 厚さ(mm)

盛土
A種、　　B種、　　C種、　　D種　

再生クラッシャラン G 、　　クラッシャラン
切込み砂利

図示

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○ ○

○

○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○ ○

○

○

○

○
○

○
○

○
○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○

○ ○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○
○

○
○

○
○

○
○ ○

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※
〇※

〇※ 〇※ 〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※
〇※

〇※

○
○ ○

○

○ ○ ○

不燃布（不燃認定品）
○

○

○
○

○
○

○

○

○
○

○

○

〇※
〇※
〇※

〇※

○

○
○

○

○
○

○
○
○

○ ○
○

○
○

○
○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○
○
○

○ ○ ○

○
〇

○

　　　水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m3を満足する調合強度

・砂地業に用いる材料（6.4.2(2)）  ：

・砂利地業に用いる材料（6.4.2(1)）  ：

備考
○
○

壁固定（図示）
床固定（図示）

　固定方法設置場所家具名称

○
○

壁固定（図示）
床固定（図示）

○
○

壁固定（図示）
床固定（図示）

○
○

壁固定（図示）
床固定（図示）

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が定められていない

指針等を含む）が定める値とする。

なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

 設計用震度

設計用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じないことを確認する。
ただし、所定の応力度以内にあることの確認が困難な場合は、試験等により

性能
　地震力に対する安全性

○

・排水管用材料　：

図示、〇※ ○

図示、〇※ ○

・硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　：　　接着剤、　 ゴム輪

・排水桝、ふたの種類　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(21.2.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(21.2.1)2.鋳鉄製ふた
・鋳鉄製マンホールふた　：

水封形
簡易密閉形（パッキン式）

中ふた付き密閉形

備考

3.グレーチング

受枠付き、
ボルト固定 

・鋼製　：

凹凸形

上面形状
亜鉛めっき 
 (付着量) 

メインバー
　ピッチ

細目

適用荷重

T- 2用

溝ふた（横断用）

T- 6用
T-14用
T-20用

溝ふた（側溝用）

細目
普通目

歩行用

平形

・ステンレス製　：

凹凸形

上面形状
亜鉛めっき 
 (付着量) 

メインバー
　ピッチ

適用荷重

T- 2用

形式 用途

T- 6用
T-14用
T-20用

桝ふた用

歩行用

平形

溝ふた（横断用）
溝ふた（側溝用）

受枠付き、
ボルト固定 

―

―

―

―

4.街きょ、縁石、
　側溝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (21.3.1、2)(表21.3.1)
・街きょ、縁石、側溝　：

種類 形状、寸法
縁石 図示、

図示、
図示、
図示、
図示、

○

○

○
○
○
○

○

○ ○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○

○
○

○

〇※
〇※
〇※
〇※
〇※

○
○
○
○

○
○
○
○
○

空気調和衛生工学会
左記以外の品質等は（公社）

SHASE-S209による

（テーパ・パッキン式）

密閉形（テーパ・パッキン式）

鍵

T-20用
T-6 用 
T-2 用○

○
○
○

適用荷重

有り
無し○

○

　種類

用途形式

U 字溝用

L 形側溝
U 形側溝
U 形側溝ふた

・砂利地業に用いる材料  ：
　　　シルト、　　山砂、　　川砂、　　砕砂

　　　再生クラッシャラン G 、　　切込砂利、　　切込砕石
・砂利地業の厚さ　：

○ ○ ○

○ ○

・砂地業の材料  ：

　　　100（mm）、　　図示 〇※ ○
・現場打ちの場合のコンクリート　：

〇※
〇※
〇※

○
○

○

　種類　　　　　　普通コンクリート、　（　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　）
　設計基準強度　　18N/mm2、 （　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　）
　スランプ　　　　15cm又は18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　種類の記号　　　SD295A、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※ ○
・凍上抑制層の厚さ　　　　：　　図示、　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・凍上抑制層に用いる材料　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○
○

○

　　　　　　　　　　　　　　　（砂を用いる場合の砂の粒度試験　　行う、　　行わない） ○ ○

5.埋戻し土
〇※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(21.2.1)
○・埋戻し土　：　　B種、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

○ ○
フィルター層

図示○ ○
○

○

図示○
○

凍上抑制層○
○
○

○
○・試験　：　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　行う、　 行わない

　　　　　　砂の粒度試験　　　　　　　　　　　　　　行う、　 行わない

・舗装の平たん性　：　　著しい不陸がないもの、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・材料　：　骨材　　　　道路用砕石

○
○※〇

※〇

○
○
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設計用水平
震度（KH）

設計用鉛直
震度（KV）

〇※

〇※

1.0

0.5 材料については、関連基準（製造者等により構成される協会等が定める

　軽量鉄骨壁下地等への補強　　図示、　（　　　　　　　　　　　　）○
　収納物の散乱防止措置（ラッチ機構、ロック機構等）　講ずる

〇※
〇※
〇※

○
○

○

　種類　　　　　　普通コンクリート、　（　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　）
　設計基準強度　　18N/mm2、 （　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　）
　スランプ　　　　15cm又は18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　種類の記号　　　SD295A、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※ ○

・現場打ちの場合のコンクリート　：

・現場打ちの場合の鉄筋　：

・現場打ちの場合の鉄筋　：

・凍上抑制層の厚さ　　　　：　　図示、　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・凍上抑制層に用いる材料　：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○
○

○

　　　　　　　　　　　　　　　（砂を用いる場合の砂の粒度試験　　行う、　　行わない） ○ ○

桝ふた用○
○

○
U 字溝用

　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

建設汚泥から再生した処理土 G
　　　　　　　　　　　　（標準仕様書表22.4.1による種類　　60～80、　80～100）
　　　　　　　　　　　　アスファルトコンクリート再生骨材 G

ビニル被覆エキスパンドフェンス、　　樹脂塗装メッシュフェンス
○ ○

○
○

の応力度内にあり、有害な残留ひずみが生じないものとする。
設計用震度の地震による引抜き力に対して、固定金具に生じる応力度が所定

○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.4.2、3)

　　　F☆☆☆☆、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇※

※○

・壁等に固定する家具　：　　固定方法、寸法は家具表による　　下表による○

○VP
VU

・路床安定処理　：
　安定処理の方法　　　置き換え工法、　安定処理工法
　路床安定化処理用添加材料
　　　種類　　　普通ポルトランドセメント、　　高炉セメントB種 G
　　　　　　　　フライアッシュセメントB種 　　　　　　　
　　　　　　　　生石灰（　　特号、　　1号　）、　　消石灰（　　特号、　　1号）
　　　　　　　　固化剤（　　セメント系、　　石灰系）

○ ○

○
○
○
○

○
○

○ ○

○

○ ○

　　　添加量　　（　　　kg/m3（目標CBR　　3以上、　　　　　　　　　　　　 ））○ ○
○

　（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）
・行う
・行わない

6.透水性
　アスファルト舗装 ・舗装の構成　　　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇※

安定度　　(kN)
密度  　　(g/cm3)

7.半たわみ性舗装○

表層
基層

区分
半たわみ性舗装用アスファルト混合物Ⅰ型(13)
再生粗粒度アスファルト混合物(20)

種類 厚さ(mm)
40
40

・試験　：
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の抽出試験　　　行う、　　行わない○ ○
・材料　：
　浸透用セメントミルクの標準的な性状

項目 性状 試験方法

 9.8　～　29.4
 2.0以上

舗装調査・試験法便覧（C041)

舗装調査・試験法便覧（C042)

・配合　：
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物の標準配合

ふるいの通過質量百分率（％）

アスファルト量（％）

フロー値（Pロート）砂

　半たわみ性舗装用アスファルト混合物のマーシャル安定度試験に対する基準値
項目

フロー値　(1/100cm)
空隙率（％）
突き固め回数　(回)

基準値
1.90以上
2.94以上
20～40
20～28
　50

・施工　：
　アスファルト混合物等の施工は、標準仕様書22.4.5による。

　　　　から行う。その場合、舗装体にごみ、泥、水などが残っていないことを確認する。

　　　　大きい場合には専用の移動式や固定式の混合プラントを用いることもある。

　　　　浸透作業は、一般に振動ローラー等により行う。

　　　　あるので、舗装表面の骨材の凹凸が現れる程度にセメントミルクをゴムレーキ等で
　　　　除去する。特にすべり止め対策を必要とするところは、硅砂の使用及び余剰セメント
　　　　ミルクのよりいっそうの除去等、材料や施工法等で対処するか、場合によっては
　　　　施工後ショットブラスト等で表面を粗くすることが必要である。

普通タイプ
早強タイプ
超速硬タイプ

約3日
養生期間

約1日
約3時間

セメントミルクの種類

　　　　ごみ、泥等による汚れが生じることがあるので、基本的に注入前に交通解放は行わ
　　　　ないようにする。

圧縮強度（7日養生）MPa
曲げ強度（7日養生）MPa

JIS R 5201

　浸透用セメントミルクの施工は、（1）から（5）による。
　　(1) 浸透用セメントミルクの製造は、一般に移動式ミキサによって行うが、工事規模が

　　(2) 浸透用セメントミルクの施工は、一般に舗装体表面の温度が50℃程度以下になって

　　(3) セメントミルクが舗装表面に残っていると、路面のすべり抵抗値を低下させることが

　　(4) 交通開放までの一般的な養生期間は、下記に示すとおりである。

　　(5) 浸透用セメントミルクを注入する前に交通開放すると、骨材の剥奪や飛散、または

　　　透水性コンクリート舗装　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (22.5.2～4,6)
　　　コンクリート舗装に対する基準値

項目
最大粒径　(mm)
空隙率　　(％)
透水係数　(cm/s)

目地の間隔　

○

　　構成、厚さはコンクリート舗装による

  　　不織布（ジオテキスタイル）
　　　　敷設位置　　　　　フィルター層と路床の間に敷設、　　図示
　　　透水性コンクリート平板舗装舗装　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (22.8.2、3)
　　　　透水性コンクリート平板舗装は、ブロック系舗装による
　　　透水性インターロッキングブロック舗装　　　　　　　　　　　　　　 　 (22.8.2、3)
  　　　透水性インターロッキングブロック舗装は、ブロック系舗装による

　舗装厚さの許容差　　標準仕様書22.4.2(3)による
　舗装の平たん性　　　通行の支障となる水たまりを生じない程度

　締固め度　　　　　　標準仕様書22.4.2(2)による

JIS S 1039 の規格による

砂（標準仕様書表21.2.2による）

砂（標準仕様書表22.2.3(3)による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　(22.7.2、3、6)

○

　材料　　　　　　ステンレス製（幅400mm、径22mm）
　　　　　　　　　防錆処理を行った鋼製（径22mm）
　　　　　　　　　合成樹脂被覆加工されたもの（径19mm）

　安定処理工法に関する試験
　　安定処理土のCBR試験（配合試験含む）　　　行う、　　行わない

　　方法（JGS 0811準拠））、「舗装施工便覧」（5-1-4(1))による）
　　六価クロム溶出試験　　　　行う、　　行わない

○ ○

○ ○
・路床置換処理　：

○
○〇※

〇※
　　置換厚　　　　　　　　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 　 置換材料の種類、品質　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・不織布（ジオテキスタイル）　：

    厚さ(mm)　　　　　0.5～1.0　　　　　　　　、　（　　　　　　　　　　　　）
    引張強さ　　　　　98N/5cm（10kgf/5cm）以上、　（　　　　　　　　　　　　）

○
○
○
○

○
○
○
○

 　 単位面積質量　　　60g/m2以上　　　　　　　、　（　　　　　　　　　　　　）

・試験　：
  　路床土の支持力比（CBR）試験　　行う（　  　　　箇所）  、　　行わない 　○

○
○
○

    透水係数　　　　　1.5×10-1cm/sec以上　　 、　（　　　　　　　　　　　　）

○
  　現場CBR試験（現場密度）　　　　行う（　　    　箇所）  、　　行わない 

2.路盤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (22.3.2、3、5)(表 22.3.1)
・路盤の構成及び厚さ　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 〇※ ○

3.アスファルト
　舗装

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.4.2～6)(表22.4.4)
・アスファルト舗装の構成及び厚さ　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）○〇※

・路盤材料の種類（標準仕様書表22.3.1による種別）　：
クラッシャラン
粒度調整砕石
再生クラッシャラン G

○
○

○ 再生粒度調整砕石 G
再生材

クラッシャラン鉄鋼スラグ G
粒度調整鉄鋼スラグ G○

砕石

水硬性粒度調整鉄鋼スラグ G○

・舗装の平たん性　：　　通行の支障となる水たまりを生じない程度、　（　　　　　　　）○〇※

　　　　　　　　　　ストレートアスファルト
　　骨材　　　　　　道路用砕石
　　　　　　　　　　アスファルトコンクリート再生骨材 G

○
○

・材料　：
　　アスファルト  　再生アスファルト G 
　　　　　　　　　　（標準仕様書表22.4.1による種類　　60～80、　　80～100）○

・加熱アスファルト混合物等の種類（配合は標準仕様書表22.4.4による）　：
　　　密粒度アスファルト混合物(13)
　　　細粒度アスファルト混合物(13)○

○　　　密粒度アスファルト混合物(13F)
・試験　：
　　アスファルト混合物等の抽出試験　　行う、　　行わない○

○ 4.コンクリート
　舗装 ・コンクリート舗装の構成及び厚さ　：

舗装の種類

歩行者用通路

部位
図示、
図示、

厚さ(mm)
○
○

○
○

○ ○
構成

〇※
〇※ ※ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.5.2～4、6)(表22.5.1、3)

 70、

・舗装の平たん性　：　　通行の支障となる水たまりを生じない程度、　（　　　　　　　）○〇※

コンクリート舗装
〇
※ 図示車路、駐車場

・材料　：

　早強ポルトランドセメント　　　使用する、　　　　使用しない 
  注入目地材料　　　　　　　　　低弾性タイプ、　　高弾性タイプ
  アスファルト乳剤　　　　　　　プライムコート(1.5L/m2)

〇※
○
○

○

　コンクリート　　普通コンクリートで標準仕様書表22.5.1による
　　　　　　　　　以下による○

〇※

〇※ ○　　　　　　　　　所定スランプ(cm)　　　　8、　（　 　　　　　　　　　　　　　　　）

　目地　　　　　　標準仕様書 表22.5.3及び図22.5.1による〇※
○　　　　　　　　　以下による

　　　　　　　　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　間隔　（　　　　m程度ごと）
　　　　　　　　　構造　　図示による、　（　　　　　　　　　　　）○○

○ 5.カラー舗装 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　(22.6.2～4)

　　　　　　　　　コンクリートの種類　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　設計基準強度(N/mm2)　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　　　　　粗骨材の最大寸法(mm) （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

○

　　加熱系混合物結合材　　アスファルト混合物
　　構成及び厚さ　　　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　石油樹脂系混合物（顔料添加量　　　%）　　

○
○
○

〇※
　　加熱系カラー舗装

○
○
○

○
○

　　工法　　　　　　　　　 ニート工法、　　　　塗布工法
　　着色部の下部　 　　　　アスファルト舗装、　コンクリート舗装

　　常温系カラー舗装

○〇・舗装の平たん性　：　　通行の支障となる水たまりを生じない程度、　（　　　　　　　）

　　添加材
　　　着色骨材 　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　自然石　 　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※

基準値
13

20以上
0.01以上

版厚の20倍程度

○

○

ふるいの呼び名
19  　 mm
13.2　 mm
4.75　mm
2.36　mm
600    μm
300    μm
75    μm

95　 ～　100
10　 ～　 35
 5　 ～　 22
 4　 ～　 15
 3　 ～　 12
 1　 ～　  6
 3.0 ～　  4.5

 100

鉄鋼スラグ

〇

〇

〇
〇

　　（安定処理のCBR試験、配合試験は「舗装調査・試験法便覧」（安定処理土のCBR試験

工事名

図面名
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● 　 路床締固め度の試験　　　　　　 行う（　　１ 　 箇所）　、　　行わない 

●

●

●

●
●

●

●

●



 市

　1)「千葉県建設リサイクル推進計画2016ガイドライン」に基づき、本工事に係る「再生資源利用計画書」及び
○
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.1.3)1.植栽地の確認等
○
○

○

○ 2.植栽基盤の整備

・土壌の水素イオン濃度（pH）試験　：　　行う、　　行わない 
・電気伝導度（EC）の試験　　　 　 ：　　行う、　　行わない 

○
○

植栽 土壌改良材有効土層の厚さ(cm) 整備範囲 
樹高12ｍ以上

樹高7ｍ以上～12ｍ未満 

樹高3ｍ以上～7ｍ未満 

樹高3ｍ未満 

（　 100、　 120、　 150）

（　  80、　 100） 

（　　60、　  80）

（　　50、　  60）

工法

D種

B種
C種

A種

適用しない

適用する

B種
適用する
適用しない

植栽部分
図示

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○
○

○
○
○

○○

・土壌改良材　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.2.3)

1.共通事項

　　また、計画の実施状況（実績）については、「再生資源利用実施書」、「再生資源利用促進実施書」及び

　　　　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源利用実施書」、
　　　　「再生資源利用促進実施書」及び「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」は最終請負金額が

　　　　作成する。

　2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」に基き、建設副産物の処理に先立ち「建設副産物処理承認
　　申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を１部提出すること。なお、建設廃棄物の処理を委託
　　する場合は、収集運搬又は処分について許可業者と各々建設廃棄物処理契約書を締結し、「建設廃棄物処理
　　委託契約書」を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。

　　処理費等を証明する資料（受入伝票、写真等）を監督職員に提出し確認を受けること。
　　建設副産物の処理完了後速やかに、「建設副産物処理調書」を作成し、1部提出するととともに、実際に要した

　3)建設廃棄物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式による場合は、原則として

別
記
１
　
建
設
副
産
物
の
処
理

別
記
２
　
工
事
区
分

特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項

　　　・作成対象工事

工事内容

はり、床、壁貫通部開
口
部

埋込形（分電盤、端子盤、プルボックス）

機械電気建築
○
○

○
○

○
○

施工区分

鉄筋補強
スリーブ、型枠

風道、埋込形消火栓ボックス、吹出口、吸込口、換気扇、大便器等　　スリーブ、型枠
鉄筋補強

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類の切込み
補強とも
補強のない場合

スリーブ穴埋め、型枠穴埋め

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○○○
○ ○ ○

○
○
○

○
○
○ 葉張り部分

植栽部分
図示

　　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。

　　　本工事により発生する建設発生土のうち、下記に示す建設発生土については、工事間流用を図るものとし、
　　　下記指定地に搬出すること。

　　　なお、詳細については監督職員の指示によること。
　　　指定(B)の場合

搬出先（相手先工事名、場所等）
土質及び処理量
搬出時期

○
　　　建設発生土(　　　　　m3)は、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）地先に搬出するものとする。

　1)　上記、指定(A)及び指定(B)については、「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」による。
　2)　建設発生土を搬出又は搬入する場合は「建設発生土管理基準」に基づき「建設発生土の管理調書」を
　　　作成・保管する。
3)　建設発生土に係る留意事項
　　・利用先の確保

　　・中間処理施設の選定

　　　処理業者を活用して、50km範囲で検索する。
　　・品質・安全性の確保
　　　処理土の品質・安全性を確認するため、土質試験、土壌分析試験などを行う。
　　・一時保管
　　　利用先との工程調整のため一時保管する場合には廃棄物処理法等の手続きが必要となるので注意する。

路盤廃材

数量

t

片道運搬距離 処分方法
中間処理場
最終処分場

備考

 km
○

処分方法

○
○

 km
中間処理場
最終処分場

備考片道運搬距離数量

中間処理場
最終処分場

 km
○
○

2.建設発生土

3.路盤廃材

コンクリート塊
（無筋）
コンクリート塊
（有筋）

 t

 t

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※
※ ※

※
※ ※

※
※ ※

※※※
※

躯体と一体のもの
受水槽、サービスタンク

受水槽、消火水槽

高架水槽、クーリングタワー、消化栓補給水槽

上記以外
鉄筋基礎
無筋基礎
躯体と一体のもの
上記以外

屋
内

屋
外

配電盤、制御盤、発電機、キュービクル、

配電盤、制御盤、キュービクル、

テレビアンテナ、避雷針、屋
上

基
礎

○
○ ○

○○

○
○ ○

架台、アンカーボルト ○ ○

○ ○
○

○
○

○ ○
○○

○
○

※
※ ※

※※

※
※ ※
※ ※

点
検
口

床、壁、天井
配線ピット、トレンチピット

○
○

○ ○
○ ○

○○○
○ ○

○○

○
○○ ○
○

機器付属の制御盤（接地とも）
一次側
二次側
電源供給
操作
回路

配管
配線(　  　)

○○
○
○

○ ○
制御盤と動力盤の間（接地とも）

○○ ○電源供給
操作
回路

配管
配線(　  　)

○○
○
○

○ ○

その他

煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配線配管 ○ ○ ○
○ ○ ○

防油堤
インサート、吊りボルト（設備機器、器具、背反、ダクト用）
インサート、吊りボルト（天井）
換気扇枠
外部取り付けガラリ（ダクト、チャンバー接続用フランジを含む）

○
○ ○

○

○

○○
○

○ ○
○○○

○ ○
○○○
○○ ○
○○○
○○○

※
※

※
※ ※ ※

※

※

※
※ ※

※

※

配
管
配
線

天井吊り型FCU 及び全熱交換形換気扇（接地とも）

鉄骨、PC板等への穴開け、補強、スリーブ入れ（工場加工）
　　　　100 万円以上の全ての工事について建設資材の利用、建設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず

　　「建設副産物情報交換システム登録証明書」を同システムにより作成し、各 1部提出するとともに、　
　　これらの記録を工事完成後 1年間保存しておくこと。

○※

9.ブロック系舗装○

・弾性舗装（歩行者用通路）の構成及び厚さ　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　）
区分
表層
基層

種類

再生密粒度アスファルト混合物(13)
弾性塗装材

厚さ(mm)
15～20
　30

○ ○※

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.8.2、3)

4.建設廃棄物等
搬出先

　　構成および厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　）○※
種類

普通平板(N)○
○
○
○

○

　　　　　　　　　　　　　段差は3mm以内とする
　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○

○

※

○※
○※

　　コンクリート平板舗装 G

○※

寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材

モルタル
砂60300角

備考
表面加工
　研ぎ出し
　洗い出し
　たたき出し

○
○ ○ ○

○
○
○

○○※ ※

○

透水性平板(P)
保水性平板(M)

　　透水性平板    　　　　透水性コンクリート G
　　普通平板　　 　　　　 再生材料を用いた舗装用ブロック G
　　クッション材　　　　　砂、　　空練りモルタル○

　　仕上り面の平たん性　　歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の

搬出先

樹木○※

芝、地被類○※

　　　パーク堆肥 G

　　　材料
　　　　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合
　　　　する原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする 

　　　　　施工箇所　　植栽範囲、　　図示 　　 
　　　　　使用量　　　植栽基盤面積1㎡あたり（　　50L、　　　　　） 

○ ○
○ ○

　　　　　施工箇所　　植栽範囲、　　図示 　　 ○ ○
○ ○　　　　　使用量　　　植栽基盤面積1㎡あたり（　　10L、　　　　　） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.3.2)
○ ○・樹種、寸法、株立数等　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○

○ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.3.2、3)
・支柱材　　　　：　　丸太（間伐材）G 、　　真竹、　（　　　　　　　　　　　　　）
・防腐処理方法　：　　加圧式防腐処理丸太材、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
・形式　　　　　：　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○
○

○ ○
○

○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.3.2)○
○○・材料　：　　幹巻き用テープ、　　わら及びこも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (23.4.2、3)○
・種類　　　　　：　　コウライシバ、　　ノシバ、　（　　　　　　　　　　　　　　）
・芝張りの工法　：　平地　　目地張り、　　べた張り 　

○
○
○

○ ○
○
○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　    (23.4.2)

3.樹木

4.支柱

5.幹巻き用材料

6.芝

7.吹付けは種○

洋芝類（採取後2年以内） 発芽率80%以上○ ○
○

8.地被類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (23.4.2)

コンテナ径 芽立数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 (23.3.4、6)(23.4.7)

○

○
・新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間　：

・移植樹木の枯損処置を行う期間　：
○

○

○

○

○

○

9.新植、芝等の

　移植樹木の

10.屋上緑化 G○
・植栽基盤及び材料　：
　　　屋上緑化システム  ○

○

　　　土壌層の厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　　　）
　　　排水層　　　　　　軽量骨材（層の厚さ：　          ）、　　板状成型品
　　　植込み用土 　　   改良土、　　人工軽量土○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

　　　樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　　図示、 （　　　　　　）

　　　屋上緑化軽量システム
○ ○

○
　　　樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　　図示、 （　　　　　　）

・工法　:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(23.5.4)
○ ○ ○　建築基準法に基づき定まる風圧力の（　　1、　1.15、  1.3）倍の風圧力に対応した工法

○
○ ○

○
○

　支柱　　　　　設置する（形式　　 図示、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　かん水装置　　設置する（種類　　 図示、　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

      汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）G

　　　　　　　　　　法面　　べた張り、　　目地張り

　枯補償、

　枯損処置

※

※

※

※
※

※

※
※
※

※ ※

※
※

※

※

※

※
※

　　　引渡しの日から 1年、　　無し、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　引渡しの日から 1年、　　無し、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.5.2～4)

　　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　　図示、 （　　　　　　）

　　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　　図示、 （　　　　　　）

　　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

　　　（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

・植込み用土　：　　現場発生土の良質土、　　客土　　　　　　　　　　　　　　 (23.2.3)○ ○

なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。
工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

○

○※
※

　　複写式伝票の D票及び E票を提示すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.2.2、4)
樹木の植栽基盤の整備 （　 適用する　　適用しない　）○○

○ ○ ○ ○植栽基盤の排水設備　（　 設ける（ ※図示　　　　　　）　設けない　）

曲げ強度
(N/ｍ㎡)

横断面
 勾配

2% 5.0以上

備考

3.0以上
表面加工

表面加工

1.5
～2%

　　インターロッキングブロック舗装 G
　　構成および厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　）

駐車場

普通ブロック(N)
透水性ブロック(P)
保水性ブロック(M)

種類

車路、

部位
厚さ
(mm)

図示

形状寸法

歩行者用
通路

○
○

○ ○
○

普通ブロック(N)
透水性ブロック(P)
保水性ブロック(M)

○
○

○ 図示○
○

※

※

○ ○※
○

80

60

○

○

○※

○※

○ 11.路面標示用塗料

3種1号
1種 G
2種 G

液状

粉体状 白

種類 施工 適用 色
塗布厚さ
(mm)

幅
(mm)
150
100

1.0

備考

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

溶融
常温
加熱

※

　JIS K 5665（路面標示用塗料）による

低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料 G

　　透水性ブロック                       　透水性コンクリート G
○
○
※
※

　　歩行者用通路に使用する普通ブロック　　 再生材料を用いた舗装用ブロック G

　　　　　　　　　　　　　段差は3mm以内とする
　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○※

区分

フィルター層

車路、駐車場
歩行者用通路

部位

敷砂層

100

 30
 20

砂

種類

川砂、海砂又は良質な山砂

厚さ(mm)
○
○

（75μmふるい通過量6%以下）

○

　　仕上り面の平たん性　　走行、歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の
　　舗装の割付（車路、駐車場）　　ヘリンボンボンド(45°)、　　ヘリンボンボンド(90°)　○ ○

基層の

　　仕上り面の平たん性　　歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は
　　　　　　　　　　　　　3mm以内

○

　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○○○※○
※

○

○
　　クッション材　　 　　 砂、　　空練りモルタル

50、
70、

○○
○○ うろこ張り

基層

○○
○○

○○
○○

○○
○○ コンクリート版

アスファルト混合物

厚さ(mm)(mm)
厚さ

寸法(mm)

○○
○○

形状・　
種類

花崗岩
○○
○○

　　構成および厚さ　　　図示、　（　　　　　　　　　）※○ ○○
　　舗石舗装（歩行者用通路）○

10.砂利敷き 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (22.9.2)

○ ○
○

○ ○　　　A種（施工範囲　　図示、　通路、　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○○

○
・種別　：

　　　B種（施工範囲　　図示、　建物周囲他、　　　　　　　　　　　　　　　）○

割石　図示○

張り方

※
※

○○○※○　　クッション材　　 　　 砂、　　空練りモルタル

30

単位面積当たり

種子の種類 発芽率 種子の量(g/㎡) 備考

の株数
植物の種類

　　に含め、各1 部提出すること。
　　「再生資源利用促進計画書」を建設副産物情報交換システム（コブリス・プラス）により作成し、施工計画書

　4)以下の項目の数量については、積算のための参考数量を示す。

　　　他の工事現場での利用を促進するため、ストックヤード、土質改良プラント及び「建設発生土情報交換
　　　システム（コブリス・プラス）」を積極的に活用し、利用先の確保に努める。

　　　また、リサイクル原則化ルールに基づき、「建設副産物情報交換システム（コブリス・プラス）」の登録

　　また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき指定され
　　た情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報を提示すること。

　　　中間処理施設の選定に当たっては、利用先の品質要件にあう発生処理土を確保するため、他の残土と混ざ
　　　らないようにいかに再生処理できるかが大きな要素となる。このため、経済性を含めて、総合的に判断す
　　　る必要がある。

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー

建築工事特記仕様書（８）　R7.11

Ａ－９

　　　指定(A)(その他)の場合

●

●

●

8.9

8.9

8.9

 市佐倉
岩富 地先

  地先
 市

  地先

佐倉
岩富
佐倉
岩富

2.9

〇

●

佐倉浄水場内別発注工事
約１５０　m3

　　　建設発生土(　　　　　m3)は、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）地先に搬出するものとする。

　　　工事間流用の場合

55.0

中間処理場
最終処分場

 km
○

○

○

○ 中間処理場
最終処分場

 km

○
○ 中間処理場

最終処分場
 km

○
○ 中間処理場

最終処分場
 km

 m3

 m3

 m3

 m3

※

※

※

※

廃プラスチック

金属くず● 8.9

8.9

 市
  地先
 市

  地先

佐倉
岩富
佐倉
岩富

● 0.3
　地先

佐倉
岩富

8.9

● 内装材類 0.1

ガラス● 0.1
佐倉
岩富

8.9

0.1

 市

 市
  地先

中間処理場
最終処分場

 km
○
○

 t
※

● 8.9
 市

  地先
佐倉
岩富

ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材

81.4

133

 km ○ 有価物処理※スクラップ控除

 km ○ 有価物処理※スクラップ控除

 km ○ 有価物処理 t ※スクラップ控除

 km ○ 有価物処理 t ※スクラップ控除
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　　間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。

　　　　タッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、

温冷繰り返し後

曲げ強さ
長さ変化率

標準時
接着強さ

単位容積質量
保水率

・試験方法　：

・品質・性能　：
　　項目

　　　　保水率 = 50/平均値*100　　（注）50 リング型わくの内径(mm)

　　　　JIS A 6909「建築用仕上塗材」の7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体をダイヤモンドカッター

　　　（試験体の作製）
　　ｲ)適用タイルが「モザイクタイル」の場合

　　　　　　TM　既調合モルタルとタイルの界面破断

　　　　　　MG　既調合モルタルと下地板の界面破断
　　　　　　M 　既調合モルタルの母材破断

　　　　　　T 　タイルの母材破断

　　　　を用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼製ア

　　　（試験方法）
　　　　れを試験体とする。
　　　　*300mm）」を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、湿度80%以上の状態で湿空養生を行い、こ
　　　　るタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの「50角ユニットタイル（外のり寸法約 300mm 
　　　　で調製した試料を厚さ5mmになるように塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定す
　　　　通平板N-300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに1)

　4)接着強さ（標準時）の試験方法
　　JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。
　3)単位容積質量の試験方法

　　に直角な方向の長さをノギスを用いて、1mmの単位まで測定する。試験は3回実施し、その平均値を用い
　　て次式により保水率を求める。

　　になるようにして静置する。60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれ
　　滑に詰込む。その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部
　　真ちゅう製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ 3mm）を設置し、1)で調製した試料を金べらで平
　　5mm）の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11cm）をのせ、その中央部に
　　JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦150mm、横150mm、厚さ
　2)保水率の試験方法
　　分間練り混ぜて試料とする。
　　規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3
　　材料と練り混ぜ水を計算して用意する。練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の10.2に
　　製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り上げるのに要する
　1)試料の調製

    品質・性能
70.0  %以上

 4.0  N/mm2以上

 0.60 N/mm2以上

 0.20 %以下 
 0.40 N/mm2以上

 1.80 kg/L以上

　予め工場において所定の割合に配合した材料とする。
防
水
剤
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　　項目
防水剤の種別
混合割合 セメント重量の5%以下

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤
　　　品質・性能

章 項
目

特
記

章 項
目

特
記

章 項
目

特
記

章 項
目

特
記

タ
イ
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・品質・性能　：
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11 ２ １

品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法 品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法 品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法 品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法

分類・規格
金属複合板

寸法の許容差

窯業系パネルⅠ類
（耐衝撃性に優れ、
　また寒冷地仕様）

窯業系パネルⅡ類

（一般地仕様）

厚さ　+10%、-5%、幅　±1%

・品質・性能　：

出荷時において10%以下
曲げ強さ・曲げモー
メント(N・cm)

　単位幅1cmあたりの
　曲げモーメント）

標準時
凍結融解
完了時
（試験サイ
　クル数）

(300)  (200)  (300) 

0.07以下 

い割れ、剥離がなく、
外観上の異常がない

不燃

20以下  1以下
 0.01以下
表面材は不燃

吸水率(%)
吸水による長さ変化率(%)
難燃性

300 サイクル後、著し

こと。（明らかに吸水
しないと認められるも

省略できる。）
のは耐凍結融解試験を

耐凍結融解性能

300 サイクル後、著
しい割れ、剥離がな
く、外観上の異常が
ないこと。

0.07以下 
不燃

20以下

しい割れ、剥離がな
く、外観上の異常が
ないこと。

質量500gのなす形お

耐衝撃性能

残留変形量1/100以下
剛性(E×I)
（スパン40cm幅30cmの中央曲げ時に
　荷重720Nの時、たわみ4mm以下と
　なる剛性）

もりを高さ1.0mから
試験体の弱点部に落
としたとき、裏面に
達する穴があかない
こと。

－ －

－

80,000N・cm2以上

　1)寸法の測定方法
　　厚さ　供試体の周辺から20mm以上内側の四隅を0.05mmまで測定できる測定器で測り、4点の平均値を求め
　　　　　てパネルの厚さとする。
　　幅　　供試体を平らな台に置き、供試体のほぼ中央 1箇所の幅寸法を、JIS B 7512 「鋼製巻尺」に規定
　　　　　する目量が1mmの1級コンベックスルール又は、JIS B 7516 「金属性直尺」に規定する目量が 1mm
　　　　　の1級直尺を用いて測定する。
　2)曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」による。試験体は3号試験体と
　　する。幅及び厚さは製品寸法とし、支持スパン長さは400mmとする。試験方法は試験体の表面からスパン
　　中央全幅に集中荷重を載荷し、試験体が破壊した時の最大荷重を測定する。同時に破壊時の中央部のた

　　300サイクル完了後の合計4項目に亘って測定する。（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）

　3)吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」に準じて行う。
　4)難燃性試験は、JIS  A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて行う。
　5)吸水による長さ変化率試験は、試験体(幅40mm×長さ160mm×素材厚さ)を乾燥機に入れ、その温度を60±

　　わみ量について、変位計を用いて測定する。測定項目については、凍結融解試験前と、同試験100、200、

　　3℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS K 8123「塩化カルシウム（試薬）」に規定する塩化カルシウ
　　ム又はJIS K 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適合するシリカゲルで調湿したデシケータに入れ、
　　常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔が140mmになるように標線を刻む。

　　なお、荷重を加える時の平均速度は、1～3分間で予想最大荷重に達する程度とする。

　　その後、1/150mm以上の精度をもつコンパレータを用いて標線間の長さを測定し、それを基準(L1)とする。
　　次に試験片の長さ方向を水平にこば立てし、その上端が水平下約30mmとなるように保持して、常温の水
　　中に浸せきする。

　　吸水による長さ変化率  (ΔL)は、次式によって求める。

　　　　　ΔL　吸水による長さ変化率(%)、L1　乾燥時の標線間の長さ(mm)、L2　吸水時の標線間の長さ(mm)
　　　 　(ΔL) = （L2 - L1）/ L1 * 100

　6)耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系サイディング」の気中凍結水中融解法によって行う｡
　　100、200、300各サイクル完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する。（窯業系パネルⅡ類は200サ
　　イクルまでとする。）
　　凍結融解操作の試験条件は、試験片の切断小口面をあらかじめシールし、5～35℃の清水中に24時間浸せ
　　きさせた後、凍結融解試験装置の槽内に設置し、-20±3℃の気中で約2時間の凍結、20±3℃の水中で約1
　　時間の融解を行う約3時間を1サイクルとする。

　　試験体の支持装置は、記号S2対 辺単純支持方法による。
　7)耐衝撃性能試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試験に準じて行う。

　　試験体の大きさは、4号（長さ400mm，幅300mm）とする。おもりは、鋼製のなす形おもり又は球形おもり
　　とし、記号（W1-1000）、質量1,000gとする。試験体を支持装置で支持して、堅固な床に水平に置き、お
　　もりを試験体のほぼ中央の鉛直上1.0mから試験体の弱点部に自然落下させ、裏面に達する穴の「有・無」
　　を確認する。金属複合板の残留変形量は、最大くぼみ深さを測定する。

・試験方法　：

外観
異物の混入、汚れ、はく離など使用上支障がない。

含水率

（スパン40cmにおける

550N・cm以上 

400N・cm以上 320N・cm以上

450N・cm以上 300N・cm以上

250N・cm以上

　　(L2)を測る。
　　24時間経過した後、試験片を水中から取り出して湿布で表面に付着した水を拭き取り､再び標線間の長さ

・乾式保護材　：
　窯業系パネル　無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレープ養生したもの
　金属合板　　　金属板と樹脂を積層一体化したもの

・既調合モルタル　：
　モルタルを下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

　　　「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を
　　（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）

　　　間加温し、この24時間を1サイクルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及
　　　び膨れの有無を目視によって調べる。

　　　時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の恒温器中で3時間冷却し、次いで50±3℃の別の恒温器中で3時

　　　「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS A 6909に規定する「建築用仕
　　（温冷繰返し試験）

　　　「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々「4)接着強さ（標準時）の試験方
　　　法」の「試験体」と同様とする。

　　（試験体の作製）

　　　（試験体の作製）

　5)接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法
　　　　「モザイクタイル」の場合と同様に行う。
　　　（試験方法）

　　　　1)で調製した試料を厚さ7mmになるよう塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定す
　　　　普通平板N-300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに

　　　　　　G 　下地板の母材破断 

　　　　試験体の中からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。
　　　　また、試験後の部材破断位置の表示を下記の中から選び明記する。

吸水量
長さ変化率
単位容積質量

　　項目
保水率

　　直角な方向の長さをノギスを用いて1mmまで測定する。試験は3回実施し、その平均値を用いて次式によ
　　なるようにして静置する。10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに
　　滑に詰め込む。その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部に
　　に真鍮製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ3mm）を設置し、2)で練り混ぜた試料を金べらで平
　　5mm）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径18.5cm）をのせ、その中央部
　　JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦200mm、横200mm、厚さ
　3)保水性（ろ紙法）

　　練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」11.2に規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに
　　用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し3分間練り混ぜて試料とする。

　　して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り混ぜ水を計算して用意する。
　　正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Lの試料を練り上げるのに要する材料に相当する量を計算
　2)試料の調整

　　試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試験に使用する材料、器具などを、
　　予め24時間以上標準状態に置いた後使用する。

　1)試験の条件

 0.20 %以下（収縮）

30.0  %以上
    品質・性能

 1.80 kg/L以上

 50　 g以下

・試験方法　：

・品質・性能　：

　　（試験室の状態　試験室は、温度20±2℃、湿度65±10％とする。）
　　JIS A 6916「建築用下地調整塗材」の7.11 曲げ強さ試験に準ずる。
　7)曲げ強さの試験方法
　　ずる。

　6)長さ変化率の試験方法

既
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　6)吸水量
　　2)で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.8長さ変化率試験に従って行う。
　5)長さ変化率
　　求める。
　　2)で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の6.4に規定する方法で

凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内
凝結及び安定性

安定性　　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりがない
曲げ及び圧縮強度比
吸水比

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度比及び圧縮強度比　　70%以上
防水剤を混入したもの、しないものの吸水比　95%以下
防水剤を混入したもの、しないものの透水比　80%以下透水比

・試験方法　：

　　　　JIS A 5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書B(規定)のうち推奨仕様B-1 規定する普

　　　 （なお、標準時の接着強さは、抜き取った試験片5箇所とも全て0.6N/mm2以上を確保していること。)
　　ﾛ)適用タイルが「小口タイル、二丁掛けタイル」の場合

　　　　JIS A 5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書B(規定)のうち推奨仕様B-1 規定する

　　　　る外装壁モザイクタイルで乾式成形のⅠ類(施ゆう)「小口タイル108mm×60mm×12mm」を4枚2列、計
　　　　8枚を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試
　　　　験体とする。

　　　標準状態で2日間静置養生した後、標準時の接着強さ試験方法と同様に行う。
　　　なお、温水繰返し後の接着強さは、抜き取った試験片5か所とも全て0.4N/mm2以上を確保していること。

　　JIS A 6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ変化率に準

　　り保水率を求める。

　4)単位容積質量
　　　　保水率(%) = 50/平均値*100　　（注）50 リング型わくの内径(mm)

16
　デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。
　鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コンストラクションキーなどのキーシステムが
　構築できるものとする。

・品質　：11
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・性能　：

　での開閉操作力及びラッチング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。

　クの2倍未満であり、施解錠操作に支障がない。（シリンダ本締り錠のみ）シリンダ単体
　の施解錠繰り返しの評価は、シリンダだけの回転トルクが10N･cm以下とする。

　の2倍未満であり、施解錠操作に支障がない。

　する。）

1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験(40万回)を行った後、ハンドル

2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験(10万回)を行った後、試験前の回転トル

3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験(10万回)を行なった後、試験前の回転トルク

4)キーの抜き差し繰り返し試験(10万回)を行なった後、キーの抜き差しに要する荷重は10

2)デッドボルトの側圧強度試験(10KN)を行なった際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

　（デッドボルトの突出量が8mm未満）にならないこと。
3)デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験(58.8J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態

　（加圧板がデッドボルトを通過した状態）にならないこと。
4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験(58.8J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態

5)（シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5mm
　以上のステンレス鋼製とし、トロヨケは厚さ1.6mm 以上の鋼製の一体絞りとする。又は

使用頻度に
よる性能

外力に
対する性能

　もつ異なるキーでは、シリンダが回転しないこと。（キーに加えるトルクは、150N･cmと
　N以下である。また、未使用の合鍵でシリンダが回転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みを

1)デッドボルトの押込み強度試験(10KN)を行なった後、荷重を除いたときのデッドボルト
　の出寸法は8mm以上 であること。

　JIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」による。ただし、透水試験における水圧は、3.0×105Pa
　とし1時間行う。

割れ、貫通、き裂がない。欠け、ねじれ、そり、

200 サイクル後、著

質量1,000gのなす形
おもりを高さ1.0mか
ら試験体の弱点部に
落としたとき、裏面
に達する穴があかな
いこと。

質量500gのなす形お
もりを高さ1.0mから
試験体の弱点部に落
としたとき、裏面に
達する穴があかない
こと。

　　　上塗材」に規定する7.11温冷繰返し試験に準じて行う。試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18

　　2)で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」7.5に規定する方法で24時

1)ラッチボルトの側圧強度試験(4KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッ
　チングに支障がない。
2)レバーハンドルのねじり強度試験(3.5KN・cm)を行なった後、トルクを除いたとき、ハン
　ドルが正常に作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が
　維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。
3)握り玉のねじり強度試験(3KN・cm)を行なった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常に
　作動していること。また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、
　施解錠操作に支障がない。（シリンダ

　箱錠のみ）

　キーセクションが存在する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさないものとする。

　同一刻みは、最大2連続までとしていること。
2)同一タンブラーの使用数は、60%以下とする。また、6本タンブラーにおいては、キーの

対する性能

使用扉の
質量に

・試験方法　：
　JIS A 1541-1（建築金物-錠-第1部：試験方法）による。

　ていること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施
　解錠操作に支障がない。

4)ハンドルの引張強度試験(2KN以上)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動し

5)ハンドルの垂直荷重強度試験(2KN以上)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に
　作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、
　かつ、施解錠操作に支障がない。

鍵違い

1)鍵違い数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通の

　ストライクの強度と同等以上の強度をもつものとする。
　（枠類の厚さが1.5mm以上の場合は適用しない）

負荷する。

・品質・性能　：

性能試験項目
区分

(%)
効率

ント(N・m)
閉じモーメ

(%)
効率

ント(N・m)
閉じモーメ

(%)
効率

ント(N・m)
閉じモーメ

　ドアクローザ 　ヒンジクローザ 　フロアヒンジ

初
期
値

 番手

Gr
a
de

2

閉じ力及び
効率による
区分
(注1)
(注2)

1
2
3
4
5
6

 5以上
10以上
15以上
25以上
35以上
45以上

30以上
30以上
35以上
40以上
45以上
45以上

 5以上
10以上
15以上
25以上
35以上
45以上

30以上
30以上
35以上
40以上
45以上
45以上

 5以上
10以上
15以上
25以上
35以上
45以上

30以上
30以上
35以上
40以上
45以上
45以上

5～8秒に調整できること。

温度依存性(℃)
緩衝油の流動点は、JIS K 2269（原油及び石油製品の流動点並びに石油製
品曇り点試験方法）により測定し、-15℃以下であること。

常温(5～35℃)無風状態において、開扉(70°)から全閉(0°)までの時間を

入力
ストップ

ストップ
解除力

100 N･m以下 100 N･m以下
 60 N･m以下

  8 N･m以上

　　但しコンシールド
　　型は 200 N･m以下

  3 N･m以上  10 N･m以上

ストップ力

閉じ速度(秒)

ドア開扉方向に荷重60
 N/㎡を開扉50°から

バックチェック開始角
度（70～85°）から更
に20°まで開く間の時
間は0.8秒以上として
いること。

　有する機種のみ適用）
（バックチェック機能を -
バックチェック性能(秒)

解除角度（60～75°）

ディレードアクション

ディレードアクション

（ディレードアクション
　機能を有する機種のみ
　適用）

が可能であること。
また、その時間の調整
10 秒以上確保でき、
解除角度までの時間が
ディレードアクション
開扉90°の位置から

戸の閉鎖位置（中心吊り
込み両自由のみに適用）

±3mm以内

-

- -

-

耐
久
性

繰返し開閉後の閉じ
モーメント(N･m)
繰返し開閉後の効率
(%) Gr

a
de

2

耐久試験後も上記初期値を満足していること。

性能(秒)

繰返し開閉後の閉じ
耐久試験後も上記初期値を満足していること。

速度(秒)
繰返し開閉後のバック 耐久試験後も上記初期

耐久試験後も上記初期
値を満足していること。

値を満足していること。
繰返し開閉後のディレー
チェック性能(秒)

ドアクション性能(秒)

-

-
-

-

繰り返し開閉後の戸閉
鎖位置(mm)

耐久試験後±6mm以内

-

- -

耐久性の試験回数
（繰り返し開閉回数）

Grade
　2

20万回 10万回 30万回

ク
ロー

ザ
類

・試験方法　：
　1)性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法-第3部　フロアヒンジ、ドアクローザ及び
　　ヒンジクローザ）に規定する試験方法による。

注2.　コンシールド型は右記の閉じモーメントの50%程度までとする。

Grade1を選定する場合は、図示による。
注1.　パラレル取付けは、右記の閉じモーメントの70%程度までとする。

　　120㎏とする。

　2)温度依存性（流動点試験）は、JIS K 2269による。
　3)試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番手は60㎏、4番手は80㎏、5番手は100㎏、6番手は
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自
閉
式
上
吊
り
引
戸
装
置

自
閉
式
上
吊
り
引
戸
装
置

・試験方法　：

　　JIS A 5545(2011)「サッシ用金物」の7.1(戸車の試験)開閉繰り返しに準じる。ただし、閉については、
　　外力によらず、試験体の自閉制装置及び御装置のみにより扉を開端位置から閉端位置までの作動を確認
　　できる試験を行う。

　(1)耐久性（開閉繰り返し）試験

　　　1)同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高さ2,000mm、幅は最大寸法とする。 　
　　　2)適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行え
　　　　るものとする。
　　　3)その他の制御装置については、メーカーの耐久性能試験成績書において2万回以上の耐久性能を確認
　　　　できるものとする。
　(2)耐衝撃性試験
　　JIS A 1518(1996)「ドアセットの砂袋による耐衝撃性試験方法」に準じ、重量30㎏の砂袋を用い落下高さ
　　17cmで、ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。耐衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、開口
　　内法有効寸法は高さ2,000mm、幅900mmとする。適用戸総質量の区分毎に試験を行う。

　　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。
　(3)気密性能試験

19 13

断
熱
材

現
場
発
泡
断
熱
材

・品質・性能　：

内
装
工
事

　　　　　品質・性能項目
吹付け硬質ウレタンフォーム JIS A 9526 によるA種またはA種1H
密度（kg/m3) 25　以上

次のいずれかによること。
　1)難燃2級又は難燃3級
　2)準不燃相当品又は難燃材料相当品

難燃性

・試験方法　：
　1)原液試験（原液粘度試験）
　　JIS A 9526「6.1吹付け硬質ウレタンフォーム原液の試験」による。
　2)発泡品試験
　　ｲ)試料の作製は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1による。

　　ﾆ)試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　　ﾛ)試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。
　　ﾊ)試験片の作製はJIS A 9526の6.2.3による。

　3)難燃性試験

　　ﾛ)発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用して
　　　いる試験方法に準じる。

　　下記に規定する表面試験及び発熱性試験による。
　　ｲ)表面試験については、JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

　　試験の結果、次のｲ～ﾎに適合していること

　　　であるものに限る。）その他防火上著しく有害な変形などのないこと。
　　ｲ)試験体の全厚にわたる溶融、試験体の表面に対する亀裂（表面における亀裂の幅が全厚の1/10以上

　　ﾛ)加熱終了後30秒以上残炎がないこと。
　　ﾊ)試験結果の排気温度曲線は、加熱試験中、標準温度曲線を超えないこと。ただし、難燃2級又は難燃
　　　3級については、試験を開始して3分を経過した後は、次のﾆ.の条件の範囲内で超えることができる。
　　ﾆ)排気温度曲線が標準温度曲線を超えている部分の排気温度曲線と標準温度曲線で囲まれた部分との
　　　面積（単位×分）が、難燃2級にあっては100以下、難燃3級にあっては350以下であること。
　　ﾎ)単位面積当たりの発煙係数が、難燃2級で60、難燃3級で120を超えないこと。

　4)難燃2級又は難燃3級の判定は、次による。

　5)準不燃材相当品又は難燃材料相当品の判定は、次による。

　　で、準不燃材料相当品においては加熱時間10分、難燃材料相当品において加熱時間は5分の結果、
　　次のｲ～ﾊに適合していること。

　　法定準不燃材料、難燃材料の評価方法を使用している発熱性試験（コーンカロリー試験）による試験

　　ｲ)総発熱量が8MJ/㎡以下であること。
　　ﾛ)防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。
　　ﾊ)最高発熱温度が10秒以上継続して200KW/㎡を超えないこと。

　　ﾎ)密度の測定は、JIS A 9526の6.2.5による。
　　ﾍ)熱伝導率試験は、JIS A 9526の6.2.6による。
　　ﾄ)透湿率試験は、JIS A 9526の6.2.7による。
　　ﾁ)圧縮強さ試験は、JIS A 9526の6.2.8による。
　　ﾘ)接着強さ試験は、JIS A 9526の6.2.9による。

建
具
工
事
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー

建築材料等品質性能表（１）　R7.11
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床
点
検
口

品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法 品　質　・　性　能　、　　試　験　方　法

３

移
動
間
仕
切

移
動
間
仕
切

　5)吊り車の耐久性
　　吊り車は、走行距離60Kmで操作性に異常がなく、レールに大きな変形がないものとする。
　6)ランナーの引張強度
　　引張試験を実施し、普通パネル重量の5倍の荷重を、パネル1枚に使用するランナーの数で除した値
　　以上の強度があるものとする。
　7)吊りボルトの引張強度
　　一本にかかる荷重の15倍以上の引張強度があるものとする。
　8)遮音性能
　　遮音性試験はJIS A  6512に規定する透過損失単位による各区分ごとに、500Hzの音について透過損失
　　の規定値に適合するものとする。

11

　4)試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を繰り返し行う。

17

天
井
点
検
口

　　ﾛ)振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300mmの場合のみ）

　　　＜適用地震時水平力＞
　　　　・3,000N 0.6Gタイプ　支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6
　　　　・3,000N 1.0Gタイプ　支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0
　　　　・5,000N 0.6Gタイプ　支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6
　　　　・5,000N 1.0Gタイプ　支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0

構造床面からの高さの1/50以下

　　　項目
水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞
以上
水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平
力＞以上

　　　性能
① ベースプレート又はアンカーが耐力に達したとき
　 又はコンクリート接着面が剥離したとき

② 上記①以外の部分が耐力に達したとき

③ 適用地震時水平力を加力した時の支柱頂部の変位

　　ｲ)固定台試験による耐震性能（設計床高さH=300mm超え、600mm以下の場合）
　1)耐震性能

　　　パネルの脱落や使用上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移動がない。

　　通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない

　　交換が必要な部品については交換できるよう設計されている
　3)メンテナンス性

　2)歩行感

・試験方法　：
　1)耐震性能
　　ｲ)設計床高さ≦300mmの場合
　　　試験体ユニット1000mm×2500mm程度
　　　所定の重りの質量　3000N 200kg、5000N 350kg
　　　加振　0.6G：所定加速度600cm/S2、1.0G：所定加速度1000cm/S2

　　ﾛ)300mm＜設計床高さ≦600mmの場合
　　　①固定台による耐震性能試験
　　　　a.支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法-1　又は、
　　　　　試験方法-2による。
　　　　　　　　b.原則として、試験方法-1はパネル単体設置（Aタイプ）に適用し、試験方法-2はパネル連結設置
　　　　　（Bタイプ）に適用するものとする。
　　　②試験方法-1
　　　　a.試験は、コンクリート(JIS A 5371プレキャスト無筋コンクリート製品　種類 N300)に接着した
　　　　　支柱の頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平最大耐力まで加力し､各測定点におけ
　　　　　る水平力、支柱頂部の変形量を測定する。
　　　　b.加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。試験体数は､3個とする。
　　　③試験方法-2
　　　　a.試験は、コンクリート(JIS A 5371プレキャスト無筋コンクリート製品　種類 N300)に接着した

　　　　　数ユニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット分相当の、適用地震時水平力及び水平最大
　　　　　耐力まで加力し､各測定点における水平力、支柱頂部の変量を測定する。加力方向は､支柱要素に対
　　　　　して最も不利な方向とする。
　　　　b.最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱1本当たりの水平力とする。また、800mm
　　　　　×800mmに荷重板荷重板3,200 N（5,000 N/m2相当）を1箇所設ける。試験体数は､1セットとする。
　　　④零点補正及び測定記録
　　　　試験体と試験機の隙間等を除去するため、始めに適用地震時水平力の1/2程の水平力を加力した後、
　　　　速やかに除荷して"０"にした状態を零点とする。また、水平力による各測定点の荷重及び変形曲線
　　　　を測定し記録する。
　　ﾊ)共通事項
　　　試験に使用する表面仕上材

　　　　単位質量：4.0㎏/㎡～6.0㎏/㎡、人体耐電圧：2KV以下
　　　　パイル長：3.0mm～4.0m、　　　 パッキング素材：塩化ビニル樹脂、全厚：6.0mm～7.0mm、
　　　　種類：タイルカーペット、　　　繊維素材：ナイロン100%、　　　　パイル携帯：ループパイル、

・性能　：

　1)パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び補強材）及びハンガーレール
・品質　：

　　ないもの又は防食処理を施したものとする。
　　JIS A 6512「可動間仕切」の表9材料又はこれらと同等以上の品質性能を有し、かつ、接触腐食をおこさ

　2)パネルの外観
　　JIS A 6512「可動間仕切」の5.a) ～ c) による。

・性能及び試験方法　：

　　パネル操作の初動力は98N以下とする。
　1)パネルの操作性

　2)パネル圧接装置の耐久性
　　パネル圧接装置の固定・解除は、7,500回の繰返し耐久試験実施後、質量50kg衝撃試験で異常のない
　　ものとする。
　3)耐衝撃性
　　質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、曲りの異常がなく、表面の割れ、はがれがない
　　ものとする。また、接点・接床部が外れないこと及び多少のずれがあっても圧接装置の調整で元に戻
　　せるものとする。
　4)レールの耐久性
　　レールは普通パネルで吊り車2個が通過する部分を1m以上とし、吊り車の通過回数が30,000回以上で
　　異常のないものとする。

　標準仕様書表20.2.4によるほか以下とする。

　　標準仕様書20.2.2によるほか以下とする。
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・品質・性能　：

　　標準仕様書表20.2.5によるほか以下とする。

　項目 　　　品質・性能
ヒンジ
ラッチセット

耐蝕性のあるものとする。

戸当り
腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。
戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。

　1)付属金物

　2)外観
　　JIS A 6512「可動間仕切」の5.b)による。

JIS K 6903(2008)「熱硬化
性樹脂高圧化粧板」の表8品
質による耐汚染性（B法）の
規定を満足していること。

　開閉耐久性　耐引っかき性　耐薬品性及び耐汚染性

-
JIS A 4702「ドア
セット」9.4 開閉
繰り返し試験によ
るスイングドア
（開閉回数10万回）
を満足すること及
び試験終了時点で
構造金物、固定金
具等に緩みのない
こと。

メラミン樹脂系
単一材

メラミン樹脂系
化粧板　及び

低圧メラミン樹脂系
化粧板

加工化粧合板

ポリエステル
樹脂系

ポリエステル
樹脂系化粧MDF

パーティクルボード
樹脂系化粧
ポリエステル

　項目
　　　　　　　　　　品質・性能

・試験方法　：

　3)パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

ル樹脂系化粧MDF、ポリエステル樹脂系化粧パーティクル
ボードのいずれかの品質に適合していること。

下記項目のポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステ

JAS「合板の日本農林規格」 JAS「合板の日本農林規格」
第9条（特殊加工化粧合板の
規格）に示された耐引っか

こと。

第9条（特殊加工化粧合板の
規格）に示された耐汚染性
B試験を満足していること。

・品質・性能　：
種類
加熱線収縮率
曲げ強度
圧縮強度
スポーリング性
透水性
耐酸性
石綿

ゾノトライト系けい酸カルシウムライニング材 
2.0%以下
0.8N/mm2以上
1.0N/mm2以上
試験体に亀裂の発生、剥離あるいは脱落等がないものとする。
試験体裏面に水滴が生じないものとする。
試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険性がないものとする。
使用不可。

ライニング材とコンク
100℃以下とする。

　　　　　　　　　　加熱線収縮率、曲げ強度、圧縮強度の確認は、社内試験成績書によることができる。

・試験方法　：
　1)スポーリング性試験
　　適用安全使用温度（300℃）から適用安全使用温度まで100℃間隔で30分間加熱冷却を繰り返し、各温度
　　設定時の加熱後及び冷却時の試験体亀裂、剥離、脱落の状況を観察する。（試験体は完成品とし、サイ
　　ズは内径600mm×長さ1000mm程度とする。）
　2)透水性試験
　　JIS A 5430「繊維強化セメント板」8.6透水性試験による。
　3)耐酸性試験
　　1.0%濃度の硝酸及び硫酸水溶液に下記の方法で浸せきした後、試験体の外観を調べる。試験は、試験体
　　を温度20℃、湿度60%の試験室に24時間以上静置した後、酸水溶液に1週間（168時間）浸せきする。
　　（ただし、酸水溶液は48時間毎に交換する。）その後、48時間以上温度20℃、湿度60%の試験室に静置
　　した後に外観観察を行う。（試験体のサイズは、100mm×50mmとする。）
　4)熱伝導率測定
　　JIS R 2616「耐火断熱れんがの熱伝導率の試験方法」による。試験設定温度は100℃、150℃、300 ℃、
　　450℃、600℃とする。

・品質・性能　：
　1)内外枠の材質は、アルミニウム製とする。

　　　有するものとする。
　　ｲ)JIS H 4100「アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材」に規定するA6063St5 又は同等の性能を

　　ﾛ)表面処理は、JIS H 8601「アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化皮膜」に規定するAA6又は
　　　同等の性能を有するものとする。

　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。
　2)内枠及び外枠のコーナーピース

　　ｲ)吊り金具

　　枠の寸法許容差　±0.5mm
　　外枠と内枠のクリアランス　片側2.0mm以内

　3)外枠の取付け金物

　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。
　　ﾛ)吊り金具取付けボルト
　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。
　4)内枠の仕上材留付金物
　　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板の類い又は同等以上の品質並びに仕上げ
　　材を固定する性能を有するものとする。
　5)寸法許容差（枠の許容差）

　6)耐久性能（繰り返し開閉試験）

　　ﾛ)開閉試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。

・試験方法　：
　　内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験
　1)試験体は、枠見込み40mm程度のものとする。
　2)吊り金物は、外枠を天井下地取付用補強材に直接留付ける方式（天井ボードなどの仕上材を挟んで固定
　　しない方式）とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井下地開口補強に試験体の天井
　　点検口450mm×450mmを吊り金具4箇所にて各メーカー仕様に従い取付ける。
　3)野縁の種類は、19形とし仕上材は、せっこうボード厚さ9.5mm（JIS A 6901「せっこうボード製品」の
　　GB-Rの難燃2級又は発熱性2級以上）二重張りとする。

天
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JIS A 5905「繊維板」に規定する表18の化粧MDFの品質に
適合していること。

JIS A 5908「パーティクルボード」に規定する表11の化粧
パーティクルボードの品質に適合していること。

　1)ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」の規定による。
　2)戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2の規定による。

き硬度B試験を満足している

リートの境界温度

煙
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用
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形
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　部材名
・品質・性能　：　以下のもの又は同等のものとする。

受枠材
蓋枠材

アルミニウム
及び
アルミニウム
合金押出形材

鋳鉄
その他

　9)ホルムアルデヒド等

　　遮音性能試験は、JIS S 1416「実験室における建築部材の空気音遮断性能の測定方法」に規定する試
　　験方法又はJIS A 1441-1「音響-音響インテンシティ法による建築物及び建築部材の空気音遮断性能
　　の測定方法-第1部：実験室における測定」による。

　　JIS等の材料規格において放散量が規定されているものについては、F☆☆☆☆とする。

　　ｲ)300回の繰返し開閉試験後の内蓋の垂れ下がりが、0.5mm以内とする。

　5)測定は、上記繰り返し試験を300回行い、試験後の内蓋の垂れ下がり状態を測定する。

（材質）JIS H 4100「アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材」に

ステンレス製

規定するA6063S-T5

（表面処理）JIS H 8602「アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化
塗装複合被膜」に規定するB種又はJIS H 8601「アルミニウム及びアルミ
ニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化被膜」に規定するAA15

鋼製 　-

（材質）鋼板又はJIS G 3313「電気亜
鉛めっき鋼板及び鋼帯」に規定するメ
ラミン樹脂焼付塗装等の防錆処理を行
ったもの（防錆処理）JIS G 3313又は
鋼板に標準仕様書表18.3.1及び表18.
3.2の錆止め塗料塗り等の防錆処理を

行ったもの

黄銅

ステンレス

ステンレス
鋼板

JIS H 3100「鋼及び銅合金の板及び条」に規定するC2600、C2720、C2801

JIS G 4308「ステンレス鋼線材」に規定するSUS304
JIS G 4305に規定するSUS304、SUS430J1L、SUS443J1

JIS G 4308に規定するSUS304

　-

JIS H 3250「鋼及び銅合金の棒」に規定するC3602、C3604

アルミニウム
板

アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、ステンレス鋼板、鋼板の場合は、
受枠材・蓋枠材と同じ

（材質）JIS G 5501「ねずみ鋳鉄品」に規定するFC150、FC200
（材質）塩化ビニル樹脂製等

目地材
（材質）

（材質）JIS G 4305に規定する
SUS304、SUS430J1L、SUS443J1

（材質）JIS G 4305に規定する
SUS304、SUS430J1L、SUS443J1

（材質）JIS H 4000「アルミニウ
ム及びルミニウム合金の板及び条」
に規定するA1100P H24
（表面処理）JIS H 8602に規定す
るB、JIS H 8601に規定するAA15

　-

（材質）鋼板又はJIS G 3313「電気亜
鉛めっき鋼板及び鋼帯」に規定する鋼
板にメラミン樹脂焼付塗装等の防錆処
たもの、理を行ったもの
（防錆処理）JIS G 3313、標準仕様書
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304又はJIS G 4304、JIS G 4305に規定するSUS430J1L

グ
レー

チ
ン
グ

　鋼製グレーチング
　項目
メインバー、サイドバー
及びエンドプレート
クロスバー

　品質・性能

・品質・性能　：　以下のもの又は同等のものとする。

JIS G 3101「一般用構造用圧延鋼材」に規定するSS400

JIS G 3101に規定するSS400及びJIS G 3505「軟鋼線材」に規定するSWRM

受け枠用アングル材 塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

受け枠用アングル材
JIS G 3101に規定するSS400及びJIS G 3132「鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯」に
規定するSPHT

メインバー、クロスバー

JIS G 4303「ステンレス鋼棒」、JIS G 4304「熱間圧延ステンレス鋼板及び
鋼帯」、JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」、JIS G 4308「ス

JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G 4308、JIS G 4318に規定する

サイドバー、エンドバー

　ステンレス製グレーチング（表面仕上げは2B程度）

テンレス鋼線材」、JIS G 4318「冷間仕上ステンレス鋼棒」に規定するSUS

SUS304、又はJIS G 4304、JIS G 4305に規定するSUS430J1L及びJIS G 4317
「熱間成形ステンレス鋼形鋼」、JIS G 4320「冷間成形ステンレス鋼形鋼」

受け枠用アングル材

アンカー

JIS G 4304、JIS G 4305に規定するSUS430J1L
JIS G 3101に規定するSS400の類いとし、塩害の多い地区は塩害に対する防錆
処理を行っているもの

　1)組み立て加工

JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G 4317、JIS G 4320に規定するSUS304又は
に規定するSUS304

パッキン材

アンカー材

取手

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式
鍵

塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、スポンジラバー、エチレンプロピレン

鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの。
黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステンレス

等外枠と蓋枠の材質、形状に適した弾力性及び密着性を有するもの。

　　ｲ)受け枠基準寸法　　　600角程度まで
　　ﾛ)受け枠寸法の許容差　±0.5mm
　　ﾊ)蓋付き寸法の許容差　±0.5mm

　2)蓋の耐荷重性能
　　ｲ)加圧する荷重値Pn=1,000N

　　ﾊ)受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと

　1)試験体

　2)試験
　　ｲ)試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50mmの加圧板を設置し、加圧する。

　　ﾛ)枠見込みは、40mm以下とする。

　　ﾛ)本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。
　　ﾊ)本試験は、1,000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、その後試験体が破壊する（終局荷重）
　　　まで加圧する。
　3)測定

　　ﾆ)受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2mm以内

　　ﾛ)蓋中央部の残留たわみが点検口の有効径の0.08％以内

　　ﾆ)破壊荷重が、加圧荷重値Pnの2倍以上

　　ｲ)貼物用とし、600mm角程度とする。

　　　蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠の変形その他の異常について1,000Nまで3回
　　　繰り返し、荷重ごとに記録。また、終局荷重を記録する。

・試験方法（耐荷重試験）　：

　1)製品の許容差

表18.3.1及び表18.3.2の錆止め塗料塗
り等の防錆処理を行ったもの

底板補強材

コーナー
底板材、

ピース、

二重蓋の
中蓋

鋼材

　材質 　屋内外用 　屋内用

溶融亜鉛めっきの膜厚
JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」に規定する溶融亜鉛めっきの付着量が
HDZT 56以上又はHDZT 70以上のもの

　　ｲ)溶接は、融合不良、溶込み不良、スラグ巻き込み、ピット、ブローホール等の有害な欠陥がないもの

　　車道

　歩道

　歩車道区分

　2)耐荷重性能
　　設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常がないものとする。

後輪設置面積(cm)

　20×16
　20×24
　20×50
　20×50

　4,903N/㎡の等分布荷重
　 7.8　T- 2
　23.5　T- 6
　54.9　T-14
　78.5　T-20

荷重種別 後輪一輪荷重(KN)

　 11.0
　 33.0
　 76.9
　109.8

衝撃を考慮した荷重(KN)

　　　とする。
　　ﾛ)アンカーの間隔は、側溝の場合500mm内外とする。
　　ﾊ)平坦性は、変形がなく据付けに支障がないものとする。
　　ﾆ)ふたの幅及び長さの許容差は、±3.0mmとする。

・試験方法（荷重試験）　：
　1)設計荷重は以下の通りとする。

　　データにより設定する。

　2)許容曲げ応力度

　3)試験方法（試験体への加力）

　　ﾛ)繰り返し加力は3回行った後、残留ひずみ等がないか確認する。その後設計荷重の1.5倍まで加力し、
　　　溶接部のはずれ等異常の有無について確認する。

　　ｲ)設計荷重を基準として一方向繰り返し加力を行う。加力速度は、4,903N/s（0.5tf/秒）とする。

　　ｲ)溝ふた　　横断用　T-20～T-2のうち1体
　　　　　　　　歩道用　         　　　1体
　　　　　　　　側溝用　T-20～T-2のうち1体
　　ﾛ)U 字溝用　側溝用　T-14～T-2のうち1体
　　　　　　　　歩道用　　　　　　　　 1体

　　ﾛ)設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常がないこと。
　　　ステンレス鋼材・・・212KN/mm2（2.16×106kgf/cm2）を用いる。

　　　（この時のヤング係数は、鋼材・・・206KN/mm2（2.1×106kgf/cm2）、

　4)性能基準

　5)試験体
　　溝ふた、U字溝ふたとし、下記の種別ごとに強度計算における応力度が最大となる製品について試験を
　　行う。

　6)材料強度試験について
　　グレーチングの荷重耐力試験に先立ち、グレーチングの試験体に用いたメインバー材の耐力を確認する
　　ため、下記のｲ)の試験又はﾛ)の試験データを提出する。

　　　ｲ)試験供試体に使用したものと同材のグレーチングの荷重耐力試験に先立ち、下記による材料強度試験

　　　・材料試験供試体　：　試験片はJIS Z 2241「金属材料引張試験方法」による。

　　　を行う。

　　　　　　　　　　　　　　また、試験片数は各3本とする。
　　　・試験方法　　　　：　JIS Z 2241に基づく耐力及び引張り強さとする。ただし、ステンレス材の
　　　　　　　　　　　　　　耐力は、JIS Z 2242に示すオフセット法で算出した0.2%耐力とする。
　　ﾛ)試験供試体に使用したものと同材の試験を上記1)と同様の試験を行ったデータがある場合は、その
　　　データを提出する。

　7)グレーチング荷重試験の試験供試体の大きさについて
　　溝幅に直角方向の寸法は、原則として1m程度とする。
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・品質・性能　：
　項目

排水層

耐根層

耐根層保護層

　1)透水フィルタの透水性能
　　ｲ)JIS A 1218「土の透水試験方法」の定水位透水試験に準じたインターロッキングブロックの透水性試
　　　験装置の下部に試験体(透水フィルタ)をセットし、その上に砂（JIS A 5308「レディミクストコンク

　　　に加圧せずに均一に充填する。（試験体1体）
　　ﾛ)常温で1日置いた後、上部より給水する。給水5日間連続後取り出して自然水切り2日とした給水サイ
　　　クルを繰り返す。週2回を下回らない測定回数で圧力差の水頭差110mmを保持したまま、1分間の透水
　　　量を計量し、透水係数を算出する。なお、乾燥工程の試験室は室温20±3℃、湿度60±5%とする。
　　ﾊ)水切り工程は、試験体の入った試験装置を取り出し、試験室内に水が切れる状態で保管する。
　　ﾆ)各サイクルごとの透水係数の推移をグラフ化し、6週間を過ぎるまでにその週の数値が直前の週の数
　　　値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認できれば目詰まりが解消方向にあると判断し、合
　　　格とする。
　　ﾎ)試験開始後6週間、流水時間合計が30日を越えた時点で透水係数がまだ上昇に転じない場合は、その
　　　後も透水量が増加する方向へ向かうまで流水時間を延長して確認することも可とする。

　　　リート」付属書Aに規定する砂）及びシルト#250を容積比9：1の割合で混合し、高さ80mmの試験容器

　2)排水層の耐荷重性能

　　　い、排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊の起きないことを確認する。又その時の圧縮応力に対す
　　　る歪み(%)を測定する。（保水層を有する場合は保水層も対象とする。）
　　ﾛ)試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。加圧速度は10mm/min以下と
　　　する。

屋
上
緑
化
軽
量
シ
ス
テ
ム

　　ｲ)最大土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5倍かつ3×104 N/㎡の等分布荷重による加圧試験を行な

・試験方法　：

透水、排水層等
構成材の主要材質

透水フィルターの
材質及び透水性能

耐荷重性能
（排水層の許容
　圧縮強度）

排水層の鉛直方向
の排水性能

　品質・性能
材質は、合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるもの。

合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。
（保水層を有する場合は、保水層共）

240L/㎡･h以上

（絶縁シートも含む）の下に設ける場合は省略することができるものとする。
後の耐根層を保護するものであること。ただし、耐根層を保護コンクリート
材質は合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施工

傾向を確認できること。
透水性能は、その週の数値が直前の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇

構造をもつこと。
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しない

最大土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5倍以上、かつ、3×104N/㎡の載荷重で

際し破壊しないこと。（保水層を有する場合は保水層共）
破損・有害なひずみなど異常のないこと。また、一般メンテナンス時の上部歩行に

性能（貫通防止能力）を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。
重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して3年以上の耐根

　圧縮強度）
また、一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

・品質・性能　：
　項目

透水層

排水層

耐根層

耐根層保護層

・試験方法　：
　排水基盤の耐荷重性能

　　　ないことを確認する。また、その時の圧縮応力に対する歪み(%)を測定する。
　　　（保水層を有する場合は保水層も対象とする。）
　　ﾛ)試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。加圧速度は10mm/min以下と
　　　する。

透水、排水層等
構成材の主要材質

排水層の鉛直方向
の排水性能
耐荷重性能
（排水層の許容

合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。
　品質・性能

240L/㎡･h以上

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施工
後の耐根層を保護するものであること。ただし、耐根層を保護コンクリート
（絶縁シートも含む）の下に設ける場合は省略することができるものとする。

構造であること。
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、植え込み用土を流出させない

をもつこと。
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しない構造

3×104N/㎡以上の載荷重で破損・有害なひずみなど異常のないこと。

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して3年以上の耐根
性能（貫通防止能力）を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

　　ｲ)3×104N/㎡の等分布荷重による加圧試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊の起き

（保水層を有する場合は、保水層共）

　　許容曲げ応力度は、実施する試験体のメインバー材と同じ材で行った材料強度試験耐力N/mm2(kgf/cm2）

鋼材製等の堅牢な材質のもの。ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆した合成
樹脂製のものは、衝撃による変形・割れが生じないもの。

　　ｲ)設計荷重時の3回繰返し荷重後のひずみ度の判定基準は、「2)許容曲げ応力度」より定める。

黄銅製、ステンレス鋼製、亜鉛合金製（クロムめっき）の類。

（材質）JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規定するSUS
SUS304、SUS430J1L、SUS443J1（表面処理）HL又は2B仕上げ程度

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度
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打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。１１．

下地
室　　名階

仕　上 詳細番号 高さ下地 仕　上 詳細番号 下地 仕　上 詳細番号 下地 仕　上高さ 詳細番号 柱型仕上

内　部　仕　上　表　

根廻り 外    壁
屋   根

下地・防水層 押え・仕上
パラペット

搬入バルコニー
床

備   考
手 す り

外　部　仕　上　表

仕

上

材

料

の

厚

さ

種別 壁 (m/m) 天井 (m/m) 備  考材 料 名

工

事

区

分

略

号

Ｃ

ＡＭ

土木工事

建築機械設備工事

建築電気設備工事

プラント機械設備工事

プラント電気設備工事

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

：

：

：

：

＜　　　　＞

＜　　　　＞

＜　　　　＞

＜　　　　＞

＜　　　　＞

：

共  通  事  項 略　　号 内部付属物及び詳細番号外部付属物及び詳細番号

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、・印のついたものを適用する。１． Ｃ コンクリート下地 複層塗材　（ＣＥ） ポリマーセメント系複層仕上塗材 ・くつ洗い流し ・８－２３－１・屋上点検口 ・５－２１－１ ・流し台 ・図　示 ・カーテンボックス ・鋼　製・３－３１－１，２

・フード ・図　示   ブラインドボックス ・３－３２－５・６・７

・コンロ台 ・図　示 ・アルミ製 ・３－３１－３

・流し上部水切り ・Ｃ－０１－１
・つり戸だな ・図　示 ・Ｃ－０１－２
・水切りだな ・６－１１－５ ・図　示 ・屋内掲示板 ・既製品

・脱衣箱 ・６－３２－１ ・手すり ・アルミ

・天井点検口 ・３－４２－２

・床点検口 ・既製品 ・図　示　　

・便所へだて ・６－２２ ・階段手すり ・アルミ　　　　　　

・図　示

・便所手すり

・吸音壁

・トラフ ・１－２１－

・断熱材打込み ・７－０１－１・７－０１－２

・くつふきマット ・押　入

・タラップ ・ホイストレール

・クレンガーダー ・図　示

・図　示 ・搬入口 ・図　示

・フック ・マンホール蓋 ・図　示

・室名札 ・８－４３－１・図　示・グレーチング受枠

・ピクトグラフム ・８－４４－１・浴室まわり ・６－３１－

・８－４２－１

・下足箱 ・図　示

・屋上管類貫通部 ・５－２２－１

・クーリングタワー基礎 ・５－２２－２ ・５－２２－３

　テレビアンテナ基礎

・屋上換気塔 ・５－２１－２ ・図　示

・煙　突 ・図　示

・タラップ

・と　い ・５－３１．３２．３３

・ルーフドレン ・５－３２－１

・５－３３－１

・トップライト ・Ｅ－０２－３ ・図　示

・ＥＸＰ．Ｊ金物 ・既製品

・手すり ・アルミ（図示）

・ステンレス（図示）

・スチール（図示）

・図　示・旗　竿

・くつふきマット

ＣＢ コンクリートブロック下地 複層塗材　（Ｅ） 合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

Ｗ 木造下地 複層塗材　（ＲＥ） 反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

Ｓ 軽量鉄骨下地

ＧＢ-Ｒ せっこうボード

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ） 不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

ＧＢ-Ｄ（Ｗ） 木目化粧せっこうボード

ＤＲ ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様

ＤＲ（凹凸） ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ＰＦ板 押出法ポリスチレンフォーム保温材
木毛板 木質系セメント板
ＴＢ テラゾーブロック
外装薄塗材（Ｅ） 外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材
内装薄塗材（Ｓｉ）

内装薄塗材（Ｅ） 内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

仕上表に記載の詳細番号のうち、（例）１－０２－３は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房２．

・７－１２－

・庁舎案内板、各階案内板

腰　　壁幅　　木床

下地 仕　上 高さ 梁型仕上

壁 天　　井

詳細番号詳細番号 詳細番号
備　考

特記なき限り

・図示

・背もたれ付　Ｈ－１６－２

・Ｓ－１３

・８－２３－２ ・Ｆ－０１－１

・Ｆ－０１－２

・Ｆ－０１－１

・Ｆ－０１－３

・Ｆ－０１－４

・背もたれ付　Ｈ－１６－２

・Ｈ－１６－１

・Ｕ型Ｈ－１７－１

・Ｈ－１３－

・Ｈ－１２－１

・Ｈ－１２－１

・笠木兼用避雷導体 ・Ｅ－０１－１

・Ｈ－２１－１・２・３

・８－２１－１・２・３

・Ａ－０４－１・２・３

Ａ・Ｂ・Ｃ－（　　　）
・電気用ハンドホール蓋

・文字板

・庁名板

・郵便受

・目地

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・Ｈ－１９－

・６－２７－１・２・３・４・５

・Ａ－０３－

・Ｈ－２１－

・８－３１－１

・８－２１－

・Ｈ－１４－

・Ｈ－１３－２

・図　示

・６－４６－１

・Ｓ－１５－１

特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。３．

付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階段表示板等は、４．

平面図による。

付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は５．

ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。６．

７．

８．

天井伏図による。

内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、

塗装は、その部屋の壁面と同様とする。

９．

直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィ１０．

ルム厚０．１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及

び合成樹脂塗床、床用塗料の場合とする。

天井回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（NＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、

壁のボード張りは水平方向に継手は設けない。

官庁営繕部監修）を示す。

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

ケイカル板 けい酸カルシウム板（タイプ２）

ＧＢ-Ｓ シージングせっこうボード

複層塗材　（Ｓｉ） けい酸質系複層仕上塗材

Ｃ（Ｂ）

Ｃ（Ｃ）

Ｍ

コンクリート下地（打放シＢ）

コンクリート下地（打放シＣ）

モルタル

・Ｇ－０２－１

・グレーチング

・既製品　　　　　　

ＣＬ クリヤラッカー塗り

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗り

ＥＰ－Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

ＡＥ アクリル樹脂エナメル塗り
ＤＰ（ＵＥ） ２液形ポリウレタンエナメル塗り
ＤＰ（ＡＳＥ） アクリルシリコン樹脂エナメル塗り

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗りＤＰ（ＦＵＥ）

ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗り
ＥＰ－Ｍ 多彩模様塗料塗り
ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り
ＵＣ ウレタン樹脂ワニス塗り

ＯＳ オイルステイン塗り

軽量吹付 軽量骨材仕上塗材

ＧＰ グラファイトペイント塗り
ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

ＡＣ アクリル樹脂ワニス塗り（アクリル樹脂クリヤ塗り）

・肢体不自由者対応便房

・多機能便所

・６－２３－１・２

・６－２４－１

・６－２６－１・２・３・４

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ） 不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

ＧＢ-Ｆ 強化せっこうボード

ＤＲ（軒天） ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様

ＤＲ（凹凸） ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ＤＲ（軒天凹凸） ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様

ＬＥ

ＷＰ

ＮＡＤ

木材保護塗料塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
ラッカーエナメル塗り

・Ｂ－０２－

1階 倉庫

・磁器質タイル ・磁器質タイル

絶縁材・ポリエチレンフィルム厚０．１５

押え・無筋コンクリート厚８０

　　  補強用溶接金網６φ－１００＠

笠　木　　・アルミ既製品

　　　　　・避雷導体兼用　Ｅ－０１－１

立上がり防水押え

仕　上　・磁器質タイル

　　　　・防水モルタル塗り

・磁器質タイル

・コンクリート打放し（Ｂ）の上

　複層塗材（Ｅ）

・コンクリート打放し（Ｂ）の上

　複層塗材（Ｅ）

防水層・アスファルト防水（ＡＩ-１）

　　　　　・５－０１－１

　　　　　・５－０２

　　　　　・５－１１

下　地・コンクリート直均し

仕上・押えコンクリート直均し仕上

　　　・フラットヤーンクロス（ＡＩ－１）

70ｇ/ｍ 2
・軒天用ロックウール（外部用）

化粧吸音板
・ＡＬＣ板（ｔ＝１２５）の上

　複層塗材（Ｅ）
　　　・タイトフレ－ム

仕上・折板屋根（ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

山高 H=165)
・既製品アルミ手摺（取外し式）

・ 竪樋（カラーVP 100φ）

t=0.８
ｔ=3.2（亜鉛ﾒｯｷ）

　　　・無筋コンクリートの上

          塗膜防水 X-2

・コンクリート打放し（Ｂ）
・ 横引きドレンφ100用

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

特高設備電気室Ａ

特高設備監視室

特高設備電気室Ｃ

合成樹脂塗床

C直均し
合成樹脂塗床立上げ 100

C打放し(C)

打増t=15

側面：C打放し(B) EP-G

下面：C打放し(C) EP-G

直天

C

C

C

C

2階

3階

4階

種別 壁 (m/m) 天井 (m/m) 備  考材 料 名

地下

共通

配線ピット

配線室

特高設備電気室Ｂ

C C直均し仕上

ＥＰＳ C

C

1-01-3

―

―

―

―

―

―

―

3-01-11

＜ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱH=300+

C直均し 

C直均し仕上

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE] 100

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE] 100

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE] 100

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE] 100

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

C

C

C

C

C

C

C

2-02-7

2-02-7

一面打増t=15

壁仕上と同様

C

C打放し(C) EP-G 直天 3-01-11C

C打放し(C) EP-G 直天 3-01-11C

C打放し(C) EP-G 直天 3-01-11C

C打放し(C) EP-G 直天 3-01-11C

C打放し(C) EP-G 直天 3-01-11C

直天 3-01-11C

3-01-11

打増t=15

側面：C打放し(C)

下面：C打放し(C)

3-01-11

3-01-11

打増t=15

側面：C打放し(B) EP-G

下面：C打放し(C) EP-G

3-01-11

打増t=15

側面：C打放し(B) EP-G

下面：C打放し(C) EP-G

3-01-11

打増t=15

側面：C打放し(B) EP-G

下面：C打放し(C) EP-G

3-01-11

打増t=15

側面：C打放し(B) EP-G

下面：C打放し(C) EP-G

3-01-11

3-01-11

――

― ― C打放し(C)

無筋C

t=100

1-01-3

1-01-3

1-02-14

1-02-14

1-02-14

1-02-14

C

C

C

C

C

―

―

C打放し(C)

2-02-7

2-02-7

2-02-7

2-02-7

2-02-7C打放し(B) EP-G

C打放し(B) EP-G

C打放し(B) EP-G

C打放し(B) EP-G

C打放し(B) EP-G

C打放し(C)

2-02-7

2-02-11

一面打増t=15

壁仕上と同様 2-02-7

2-02-11

一面打増t=15

壁仕上と同様 2-02-7

2-02-11

一面打増t=15

壁仕上と同様 2-02-7

2-02-11

一面打増t=15

壁仕上と同様 2-02-7

2-02-11

一面打増t=15

壁仕上と同様 2-02-7

2-02-11

一面打増t=15

壁仕上と同様 2-02-7

2-02-11

C打放し(C) 直天C C直均し仕上 ― 3-01-11― ― ― ― C 2-02-7 C 打増t=15

側面：C打放し(C)

下面：C打放し(C)
――1-01-3 ― C打放し(C)

一面打増t=15

壁仕上と同様 2-02-7

2-02-11

打増t=15

側面：C打放し(C)

下面：C打放し(C)

屋外階段
床 手 す り

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

仕　上　・防水モルタル塗り ・コンクリート打放し（Ｂ）の上

　複層塗材（Ｅ）

帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ＞ [PE]

＜ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱH=300+

C直均し 

帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ＞ [PE]

＜ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱH=300+

C直均し 

帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ＞ [PE]

＜ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱH=300+

C直均し 

帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ＞ [PE]

上　裏 上　裏

・コンクリート打放し（Ｃ）の上

　外装薄塗材（Ｅ）

・コンクリート打放し（Ｃ）の上

　外装薄塗材（Ｅ）

・ 屋上避雷針基礎（図示）

・ 屋上室外機基礎（図示）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

Ａ－12-

令和８年度

仕上表

１２．本工事に使用する指定建築材料は建築基準法第３７条に適合するＪＩＳ・ＪＡＳ適合品
または国土交通大臣認定品とする。

特高受変電棟　仕　上　表



36
0 建築面積求積表

計 算 式 (ｍ)

建築面積　計

符号

X1

16,025

X2 X4X3

B1FL求積図　1/100

Y1

X1 X2 X4

Y2

15,900

X3

X1 X2 X4X3

X1 X2 X4X3

15,500

8,
1
5
0

4,
1
7
5

Y1

Y2

8
,
1
50

Y1

Y2

X1 X2 X4X3

16,000

Y1

Y2

X1 X2 X4X3

16,100

Y1

Y2

8
,
1
50

Y1

Y2

1FL求積図　1/100

1FL(上部)求積図　1/100

3,
2
2
5

15,500 300

3
2
5

250250 15,500

▽壁芯▽壁芯

▽壁芯

△壁芯

16,000

250 250

8,
1
5
0

3
2
5

2
,
5
6
0

2
,
20
0

3
6
0

▽壁芯▽壁芯

▽壁芯

△壁芯

▽壁芯

▽壁芯

15,500200 200

25
0

2,
4
0
0

2
,
15
0

2
5
0

▽壁芯

△壁芯

▽壁芯

▽壁芯

△壁芯

1

2

3

4

5

延べ面積求積表

15.900  66.38250

計 算 式 (ｍ)

延べ面積　計

符号 床面積

3FL求積図　1/100

2FL求積図　1/100

4FL求積図　1/100

2
,
5
6
0

2
,
20
0

3
6
0

▽壁芯

△壁芯

2
,
5
6
0

2
,
2
00

3
6
0

▽壁芯

△壁芯

2
,
5
6
0

2
,
2
0
0

3
6
0

△壁芯

6

7

8 9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

×  4.175

×  2.400

16.000 ×

×  2.560

16.000 ×  3.225

16.025 ×

 2.960 ×  2.560

×

×

 2.910 ×  2.560

×

 2.910 ×  2.560

 51.60000

  7.57760

  7.44960

  7.44960

8,
1
5
0

8,
1
5
0

2,960

▽壁芯

2,910

▽壁芯

2,910

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯▽壁芯

15,500
250275

▽壁芯▽壁芯
300300

X1 X2 X4X3

8,
1
5
0

Y1

Y2

15,500 300

建築面積求積図　1/100

2
,
5
6
0

2
,
2
00

3
6
0

▽壁芯

△壁芯

▽壁芯▽壁芯

1

2

▽壁芯▽壁芯

4

5
,
4
0
0

2,025

1

2

3

4

×

×  2.560

×

 2.025 ×  5.400

B1FL床面積

1FL床面積

1FL(上部)床面積

2FL床面積

3FL床面積

4FL床面積

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

求積図

令和８年度

Ａ－13

△壁芯

▽壁芯

8
,
8
70

3
6
0

3
60

▽壁芯

▽壁芯

310

16,110

壁芯▽

2,910

▽壁芯

3
6
0

8,
8
7
0

3
6
0

△壁芯

3

1
,
0
0
0

1
,
0
2
5

2
0
25

16,110

310

▽壁芯
310

5,04011,060

△壁芯
8,
8
7
0

36
0 ▽壁芯

△壁芯

2
5
0

8
,
7
2
5

2,950

2,950

△壁芯

▽壁芯

36
0

8,
8
7
0

3
60

 2.950   7.08000

 73.46

 8.725 139.60000

 2.950   7.55200

147.15

 51.60

 8.870 142.14175

149.71

11.060  8.870  98.10220

 5.040  8.870  44.70480

150.25

16.110  8.870 142.89570

150.34

722.51 ㎡

16.110  8.870

 2.910

16.110  1.025

142.8957

  7.4496

 16.5127

 10.9350

177.79 ㎡



階

段

・

廊

下

居

室
の

採

光

･

換

気

等

耐

火

・

準

耐

火

構

造

等

建    物    名

敷  地  面  積

構  造・規  模

建  築  面  積

延 べ 床 面 積

軒    高    さ

最 高 の 高 さ

 ㎡

 ｍ

RC造　地下1階　地上4階

法令・条項

都計法

建基法      43条

建基法      48条

建基法   52･53条

建基法56･56の2条

建基法   61･62条

関係法・同条例・同規定等

項目

都  市  計  画  区  域

敷地等と道路との関係

用  途  地  域

容積・建ぺい率（全施設）

建築物の各部分の高さ

防火・準防火地域内の建築物

騒音規制、各種保全地域、宅地規制
公園法、その他

斜線
日影

該当事項 項目

防  火  対  象  物

管 廊・別 棟 と の 接 続

ボンベハウス等の構造

摘要

・防火対象物      15    項 

建  築  基  準  法  （令）

チェック 判  定審  査  項  目

地域・規模による構造

屋 根 葺 材

居室の採光及び換気

換気設備の技術的基準

換気設備（自然換気）

窓その他開口部を

有しない居室等

無窓居室の主要構造部

２以上の直通階段

避難階段の設置及び

直通階段・歩行距離

階段・踊場の幅

階段及び踊場の手すり等

階段に代わる傾斜路

廊　下　幅

屋　外　階　段

屋上広場・バルコニー等

蹴上・踏面寸法

踊場の位置及び

 直階段の踏幅

の手摺

法令条項

法 令

６１

６２

２２

３５

３５
の３

３５

３６

１１７

１２２

２３

２３

２４

２５

２６

１１９

１２６

防火地域－階数（　　　）　延べ面積（　 　　　㎡）　　構　造（　　　　）

[階数3以上又は延べ面積100㎡を超えるもの　耐火、左記以外の準耐火又は耐火]

準防火地域－階数（　　　）　延べ面積（　　　 　㎡）　構　造（　　　　）

[地上4以上又は延べ面積1,500㎡を超えるもの　耐火]

構　造（　耐火構造 ）　屋根材（　コンクリート　）

・ 法２２条の区域 [H12建告第1361号]

火を使用する室の有無

・ 有　－　室名（　　　　　　　　　）　換気方法（　　　　　　　　　　）

居室の換気のための窓その他開口部

・ 無

給気口高さ（　　　　　ｍ）/天井高さ（　　　　ｍ）≦ 1/2

排気口高さ（　　　　　ｍ）　＞　給気口高さ（　　　ｍ）

無窓（採光）居室

・ 無

構　造（　　　　　　　　　　　　　　　　　）[耐火構造又は不燃材料]

居室の床面積　避難階の直上階（　 　　 ㎡）＞400㎡　　　・ 2カ所

その他の階　　（　　　　㎡）＞200㎡　　　・ 2カ所

地上（ 　 ）階、地下（ 　 ）階　

・ 特別避難階段[15階以上、地下3階以下]　　　　

無窓居室：歩行距離（　　　ｍ）≦ 30m・（40ｍ：居室及び避難路を

階高（　    ）ｍ　

・4ｍまで

階段の幅(      ｍ)≦3.0ｍ、高さ(     ｍ)＞1.0

中間手すり

その階の居室の床面積の合計【Ａ】（　　　　㎡）、　廊下幅（　　　　ｍ)

[Ａ＞200㎡(地階の場合は100㎡)は、両側居室1.6ｍ以上、片側居室1.2ｍ以上]

直通階段の幅（　　 ）≧90cm、その他の階段（　120cm）≧60cm

直通階段の構造（　　　　　　　　）[木造以外]

高さ（　　　　ｍ）≧ 1.10 ｍ

勾　配（　　　/　　 　） ≦ 1/8　　表面仕上材（　　　　　　　）

該当無し

該当無し

1,500㎡以内

90cm以内の壁面等の構造（　    　）[準耐火構造･H12建告第1358号]

ＡＭ　Ｎｏ．　（　　　　　図）による

延焼のおそれのある部分

各部分から排煙口までの水平距離（　　　　ｍ）≦30ｍ

・ 設置の階[ 　　≧ 3階]　　　　

・ 該当する

制限を受ける特殊建築物に該当する場合

防

火

区
画

・

防

火

戸

面　積　区　画

竪　穴　区　画

防火区画に接する部分の

防火戸その他の防火設備

排煙設備の設置

排煙設備の構造

非常照明の設置

非常用進入口の設置

非常用進入口の構造

制限を受ける

特殊建築物の内装

構造等

防火区画を貫通する

ダンバーの構造等

非

常

用

進

入
口

非

常

照

明

排

煙

３６ １１２

１１２－９

３５

３５
の２

防火戸面積（    　　㎡）≦ 3㎡

・ 有　

・ 無

・手動開放操作の床面からの高さ　壁付1.5ｍ≧（　　　　 ｍ）≧0.8ｍ、

・天井吊下げ(　　　　ｍ)≒FL+1.8ｍ

排煙口面積[別表計算書による]  

・[階数3以上で延べ面積500㎡を超える建築物の居室]

・ 不要

・代替進入口の間隔　（　　　ｍ ≦ 10ｍ）

・耐火構造以外で、こんろ、ﾎﾞｲﾗｰ等火を使用する部屋がある

・階数2で延べ面積1,000㎡又は平屋で延べ面積3,000㎡を超える

・階数3以上で、延べ面積500㎡を超える

・ 該当しない

[H12建告第1439号・H21国交告第225号]

廊下・階段･通路の壁・天井の仕上げ材（　　　　　　　　　）

ＯＫ

～

消   防   法   （令）

チ ェ ッ ク審  査  項  目
法令条項

法 令

警

報

設

備

危

険

物

避

難

設

備

そ

の

他

消

火

設

備

消火器具

屋内消火栓設備

水噴霧消火設備等

屋外消火栓設備

自動火災報知器設備

非常警報設備

誘導灯・誘導標識

消防用水

連結散水設備

無 窓 階

緩和適用条項

危険物の貯蔵・取扱い制限等

１７ １０

１１

１８

１３

１９

２１

２４

２６

２７

２８

３２

１０

の２

規則
５-２

延べ面積（          ㎡）

延べ面積（　　　　　㎡）　　　構造（ 　　　　　 ）

発電機室･電気室･ボイラー室等の床面積（ 　　　　　部分：　　　 ㎡）

地上階の1階又は1及び2階の部分の床面積の合計（ 　　　　 ㎡） 構造（      　）

延べ面積（       　 ㎡）

地階階数（　　　　　）

[避難口・通路誘導灯]

敷地面積（　　　　　　㎡）　床面積（　　　　　　 ㎡）　構造（　　　　）

地階の床面積合計（ 　　　　　 ㎡）

避難上消火活動上有効な開口部　　　[別表の計算書による]

・ 屋内消火栓設備　　　・ 水噴霧消火栓設備等

軽油・重油・潤滑油等の使用量及び保管場所

・ 設置[延べ面積300㎡以上又は地階等の部分で床面積50㎡以上]

・ 不要

・ 設置[耐火構造で延べ面積3,000㎡以上又は地階等の部分で床面積600㎡以上]

・ 不要

・ 設置[発電機室等の部分で床面積200㎡以上]      

・ 設置[耐火建築物で床面積9,000㎡以上]           

・ 設置[延べ面積1,000㎡以上又は地階等の部分で床面積300㎡以上]     

・ 不要[地階階数2以下又は自火報設備有り]

地　階　・ 有　　・ 無　　

・ 設　置　　　　　　　　

・ 設置[敷地面積が20,000㎡以上かつ耐火建築物で15,000㎡以上]　

・ 設置[地階の床面積の合計700㎡以上]　　　

・各階共床面積の1/30以上有り

・床面積の1/30未満の階有り　（　　3階　   ）

・ 屋外消火栓設備　　　・ 消防用水

・ 連結散水設備　　　　・ 自動火災警報装置

・ 少量危険物

・ 一般取扱所　室名（　　　　　　　）

・ 貯　蔵　所

危険物の量（　　　　　　　　　　　 ）

構造及び仕上（　　　　　　　　　　 ）

無窓階

居室の面積　１００㎡(全ての居室)　　・超えない　　　・超える

超える場合の措置法(・防煙壁を設置　　　　　　　　　　　　　　　)

不要

道路斜線、隣地斜線制限

200％   60％

[地上3又は延べ面積500㎡を超え、1,500㎡以下　準耐火又は耐火]

６３

１０９の５

136の2の2 ・ 法６３条の区域 [H12建告第1365号]

・ 区域外

２８ [別表の計算書による]

２０の２

２０の３

・換気上有効な面積（　　　　 ㎡）/居室の床面積（　　　　㎡）≧ 1/20

換気方法（　　　　　　　　　）

２０の２

１１６の２ ・ 有（室名：　　　　　　　　）

無窓（排煙）居室

・ 無

・ 有（室名：　　　　　　　　）

該当無し

（５階以下の階の場合）
（　　　　㎡）≦400㎡　　　・ 1カ所

（　　　　㎡）≦200㎡　　　・ 1カ所

特別避難階段
・ 避難階段[5階以上、地下2階以下]

・ 該当せず

１２１
１２０

[主要構造部が準耐火構造又は、不燃材料でつくられている場合]

準不燃材料以上で内装）

その他の居室：歩行距離（　　　ｍ）≦ 50m・（60ｍ：居室及び避難路を
　準不燃材料以上で内装）

[2以上の直通階段を設ける場合]

重複距離（　　　ｍ）≦ 当該歩行距離の2分の1

建　築　概　要 地 域・地 区 等 その他の確認事項

・階段幅1.2ｍ≦(　  　ｍ)、踊場幅1.2m≦(     ｍ)、蹴上20㎝≧(     cm) 

上　記　外　

・階段幅0.75ｍ≦(      ｍ)、踊場幅0.75m≦(     ｍ)、蹴上22㎝≧(     cm)

踏面24㎝≦(　  　cm)

踏面21㎝≦(　  　cm)

・階高4ｍ≦(  ｍ)、踊場( 　)カ所、踏幅(    )≧1.2ｍ

一般手摺

・設置

・設置[幅 ＞ 3、かつ 高さ ＞ 1.0ｍ]

・不要[けあげ：(   ㎝)≦15㎝、踏面：(   ㎝)≧30㎝]

１２１の２

建  築  基  準  法  （令）

チェック 判  定審  査  項  目
法令条項

法 令

該当なし

112-10,11,

14
・常時閉鎖式
・随時閉鎖式

[防火設備等の構造･S48建告第2563号]

[遮煙性能を有する防火設備等の構造･S48建告第2564号]

[特定防火設備の構造･H12建告第1369号]

112-16 [防火設備等の構造･S48建告第2565号]

[風道に防火設備を設ける方法･H12建告第1376号]

１０９ 無し

１２６の２

居室の排煙面積１/５０　

・以上(　　　　　　　　　　)
・未満　未満の場合の措置法(　　　　　　　　　　　) [H12建告第1436号]

居室以外の措置法

・ 一部機械排煙

・ 全て自然排煙　

１２６の３

３５ １２６の４

・ 設置　　

・[無窓居室(採光に有効な窓等の合計が当該居室の1/20未満)]
・[居室から地上に通ずる廊下、階段、その他通路]

非常照明の構造 １２６の５

設置を要する部分(控室、廊下、前室、玄関、監視室)[S45建告第1830号]

・1Lx(蛍光灯・LED 2Lx)≦(電灯の種類：　　Lx)

・予備電源(30分間継続点灯)

１２６の６
・非常用進入口の間隔（　　　ｍ ≦ 40ｍ）

・ 不要

１２６の７

代替進入口の幅、高さ、大きさ及び開閉方法

・(幅　　 ｍ≧0.75ｍ、高さ　　 ｍ≧1.2ｍ、大きさ   ｍ≧直径1.0ｍの円が

・開閉方法(・引違い　　・両開き　　・嵌殺し)

・ガラスの種類、厚さ(   　　 　    、　　　㎜)

非常用進入口の幅、高さ及び下端の床面からの高さ

・(幅　　　ｍ≧0.75ｍ、高さ　　　≧1.2ｍ、床面からの高さ　　ｍ≦0.8ｍ)

・バルコニー奥行、長さ(    　 ｍ≧1.0ｍ、　　　ｍ≧4.0ｍ)

・ガラスの種類、厚さ(   　　 　    、　　　㎜)

内

装

制

限

特殊建築物等
１２８の４

居室の壁・天井の仕上げ材(　　　　　　　　　)

地階･無窓階･3階以上の階の床面積(　　　　　部分：　　　　㎡)

判  定

地階･無窓階又は4階以上の階の床面積(　　　　　部分：　　　　㎡)

(主要構造部を耐火構造とし、かつ壁・天井の仕上げを難燃材料)

・ 緩和申請する(スプリンクラー設備を設置)

・ 不要

あっては5ｍ以下の部分を有するものは1の建築物とみなす

・ 不要

不　要

地階・無窓階・３階以上の階の床面積（　　　　　部分：　　     ㎡）

・ 不要

・ 設置[地階階数3以上但し自火報設備無し] 

無窓階　・ 有　　・ 無

・ 不　要

[誘導標識]

・ 設　置　　　　　　　　

・ 不　要[誘導灯の有効範囲内]

建築物相互の外壁間の中心線からの水平距離が、1階にあっては3ｍ以下、2階に
あっては5ｍ以下の部分を有するもので、これらの建築物の床面積を耐火建築物
(準耐火建築物・その他)にあっては15,000㎡(10,000㎡・5,000㎡)でそれぞれ除
した商の和が1以上となるものは1の建築物とみなす

・ 不　要

不　要

・ 不　要

(危険物の規制に関する政令)

避雷設備
そ

の

他

129の14３３

・ 設置

・最高の高さ(       ｍ)＞20ｍ

・指定数量の10倍以上の危険物の製造所・貯蓄庫

※消防法(危険物の規制に関する政令；第9条第1項第19号、第10条第1項第14号)

・ 不要

石綿その他の物質の飛散
又は発散

２８
の２

２０の４
２０の５
２０の６
２０の７

化学物質を発散する建築材料を使用する居室[H14国交告第1112、1113、1114、

1115、H15国交告第273、274]

・ 有　　室名(                  )、換気方式(                         )

・ 無

建  築  基  準  法  （令）

チェック 判  定審  査  項  目
法令条項

法 令

防火区画を貫通する配管

の隙間等の処理

112-15
129の2の5

防火区画を貫通する配管の隙間等の処理 → モルタルその他の不燃材料で充填

防火区画を貫通する配管の構造

・貫通部分から1ｍ以内の部分の構造(　不燃材料　)

・大臣認定(名称：　　　　　　　　　　、認定番号：　　　　　　)

[貫通する給水管、配電管その他の管の外径：H12建告第1422号]

不　要

 ㎡

 ㎡

 ｍ

条例等による制限の附加の有無

・[延べ面積  1,000㎡を越える建築物の居室)]

階数（　　　　）

内接)

       -

24.60

25.30

都市計画区域内

指定なし

無し（対象区域外）

法22条区域

騒音・振動規制法

該当無し

[別図の計算書による]

―

―

―

4

1.20 1.20 20.2

25

1.2 5.96

―

耐火構造

6

1.5

―

4

21.30

0.80

―

ＯＫ

不　要

（A重油）

該当無し

該当無し

1.10 ＯＫ

地階

地階

地階

設　置

不　要

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

ＯＫ

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

直階段なし

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

・特殊建築物　延べ面積　500㎡を超えるもの

・階数3以上　延べ面積500㎡を超えるもの

・排煙上有効な開口部の面積の合計が、当該居室の床面積の1/50未満の居室

・延べ面積1000㎡を超える建築物で、居室の床面積200㎡を超えるもの

該当無し

4

10

0.90 1.40

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ　　　6.0
ＯＫ

該当無し

該当無し

該当無し

設　置

不　要

不　要

設　置

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

２８

129の2の6

２８

１２１

３５

３５

１１７

３６

３６

３６

１１７
３５

３６

３５

３６

３６

３６

２

３６129の2の6

３５

３５

３５

３５

３５
の２

１２８の５

１７

１７

１７

１７

１７

１７

１７

１７

直上階居室の合計（       ㎡）＞200㎡　　 

地階又は地下工作物内の居室の面積の合計(       ㎡)＞100㎡

景観計画区域

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

法規チェックリスト

令和８年度

Ａ－14-

177.79

722.51

722.51

722.51

722.51

建築物相互の外壁間の中心線からの水平距離が、1階にあっては3ｍ以下、2階に

348.46
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足洗い場

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

吹き抜け

★：消火器 ABC10型(壁掛け) 表示板共 

★ ★

＊

　： 室名札設置

＊
＊

＊ ＊

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名
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千葉県企業局工業用水部
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★：消火器 ABC10型(壁掛け) 表示板共 

＊
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ﾞP
U
-2

 1
0
×

10複
層

塗
材

(E
)

複
層

塗
材

(
E)

複
層

塗
材
(
E)

階
段

断
面

詳
細

図
　

1
/
3
0

・
・

・
仕

上
の

見
切

り
位

置
を

示
す
。

凡
 
例

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

断面詳細図（２）
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／２０,４０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

150

250250 500

3,325

2
5
0

Y2

水勾配1/200

X2 X3

5,400

連通管VP100φ半割

1,900 1,9001,600

400 400800

4
0
0

500

2
5
0

4
0
0

2
5
0

連通管VP100φ半割

4
0
0

2
5
0

500

3,925

2,7251,200

400650150

4
0
0

2,4502,450

水勾配1/200 水勾配1/200

300 400

C直均し仕上 C直均し仕上

4
6

Y1

2,450

1,925

3
0

75 450

2
0
0

防水ﾓﾙﾀﾙ塗り t=30

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 15×10

20

6
4
5

1
7
0

1
4
0

6
8
5

3
0

6
0
0

5
5

100

100
20

150

1
,
5
0
0

3
0

150
20
100

1
5
0 2
0
1
0
0

C打放し(B)
複層塗材(E)

C打放し(B)

ｱﾙﾐ製水切り

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×10

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×10

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2

C打放し(B)
複層塗材(E)

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×10

ｱﾙﾐ製水切り

C打放し(B)

屋上ﾊﾄ小屋詳細図　　1/20

ﾊﾞﾙｺﾆｰ詳細図　　1/20,40

1,460

C打放し(B)

C打放し(C)

ｱﾙﾐ製水切り

1
,4
6
0

700

＊

＊

＊ ＊

正面図 ＊-＊断面図 ＊-＊断面図

▽RFL(水下) TP+24.600m

地下ｶﾏ場部詳細図　　1/20

Y1

2,450

1,850

75

450

75

150

2
0
0

ｼｰﾘﾝｸﾞPU-2 15×10

防水ﾓﾙﾀﾙ塗り t=30

C打放し(B)
複層塗材(E)

C打放し(B)
複層塗材(E)

C打放し(B)
複層塗材(E)

C打放し(B)
外装薄塗材(E)

4
8

C打放し(C)
外装薄塗材(E)

C打放し(C)
外装薄塗材(E)

＊-＊断面図

▽基準FL-200~220

5,700

2
,
3
7
5

3,300 1,2001,200
1
5
0

7
5

＊

＊

＊

＊

Y1

断面図(Y方向) 断面図(X方向)

平面図　1/40 ＊-＊断面図

7
5

150

75 75

C打放し(B)
外装薄塗材(E)

C打放し(C)
外装薄塗材(E)

C打放し(C)
外装薄塗材(E)

C打放し(B)
複層塗材(E)

取外し式ｱﾙﾐ手摺

H=1,100

7
0 3
0
2
0
0

7
0 3
0
2
0
0

取外し式ｱﾙﾐ手摺

H=1,100

3
0

▽SL

C直均し仕上
複層塗材(E)

防水ﾓﾙﾀﾙ塗り t=30

▽RFL(水下) TP+24.600m

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2

7
0
0

500

2
0
0

1,200×600

C直均し

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×10

C打放し(B)

ｱﾙﾐ製水切り

避雷針基礎詳細図　　1/20

正面図 断面図

室外機基礎詳細図　　1/20

C打放し(B)

1
1
0

2
4
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

8
0
0

400

7
0
0

4
9
0

X4

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 TP+25.300m

▽RFL踊り場天端 TP+24.110m

3
0

1
8
0

1
,
8
5
0

▽RFL(水下) TP+24.600m

5
0

1
0
0

ｽﾃﾝﾚｽSUS304
22φ

ｽﾃﾝﾚｽSUS304
25φ

250

150

350

歩み板 ｽﾃﾝﾚｽSUS304
縞鋼板 t=4

50

150

梯子付きﾀﾗｯﾌﾟ詳細図　　1/20

正面図断面図

塗膜防水

塗膜防水

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

部分詳細図

令和８年度

Ａ－24



DT-1 1/10屋上パラペット

20

30

15 20

20

15

50 20

1
5

15

30

ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20×10

ひび割れ誘発目地

水切目地・面木

打継目地

ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20×10

外部

外部

内部

17
0

DT-5 1/5外壁目地

100150

10
0

1
,0

0
0

140

14
0

1
,1
0
0

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ4-M10
（SUS304）

普通ﾎﾞﾙﾄ M10
（SUS304）

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ4-M10
（SUS304） 普通ﾎﾞﾙﾄ M10

（SUS304）

高さ調整ﾓﾙﾀﾙ

普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M10
（SUS304）

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾟﾚｰﾄ t=2.0
（SUS304）

・ｱﾙﾐ製手摺は既製品とする。
・柱脚はﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄ型とする。

特記事項

・支柱間隔は1,800程度とする。

正面図

平面図

側面図

DT-4 取外し式ｱﾙﾐ手摺

ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ

40

▽

ｼｬｯﾀｰｽﾗｯﾄ芯

10
2
0

Ｈ

70

L-40×40×5
SUS304 HL

L-40×40×5
SUS304 HL

350

40
0

3
00

45025

75 20 180 30

W=450
排水溝

ｼｰﾘﾝｸﾞ PS-2 10×10

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系ｼｰﾘﾝｸﾞ
10×10

ｱﾙﾐ製笠木 W=350

C打放し仕上(B)
立上り防水押え

80

1
50

C打放し(B)
複層塗材(E)

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水:AI-1

絶縁材:ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ（70g/㎡）
保護ｺﾝ:厚80 C直均し仕上(溶接金網φ6@100)

ｽﾃﾝﾚｽ金網
溶接金網φ2.6@50

断熱材:押出法ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板 3種b 厚25

伸縮調整目地材:W25(ｱﾝｶｰﾀｲﾌﾟ)

特高設備電気室Ｃ

150

650

成形緩衝材

入隅ﾓﾙﾀﾙ

屋上

Y2

80

屋上

竪樋VP Φ100

70
0

86

△RFL(水下) TP+24.600m

▽RFL(水上) TP+24.686m

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 TP+25.300m

周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ
PU-2 10×10

350

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ
φ100用

15
0

650

特高設備電気室Ｃ

50

500

Y2

350 350

DT-2 1/10屋上取合い（塔屋等）

10
0

△ Y2 通り梁天端 TP+24.500m

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／５,１０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

40
0

2
00

2
00

250250

500

6
00

踏み面：C直均し仕上

側面：C打放し(B)

DT-3 1/10屋上踏み段

100

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×10

ｱﾙﾐ製水切り

C打放し(B)

4
50

10
0

55
0 75

20
150

▽RFL(水下) TP+24.600m

ｼｰﾘﾝｸﾞPS-2 10×10

C打放し(B)
複層塗材(E)

1
0

35
2
0

120

ｱﾙﾐ製水切り　1/5

DT-6 1/10ｼｬｯﾀｰ詳細図1/10

基準詳細図

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ａ－25



1FL 倉庫

15,500

5,0505,050

8,150

5
,
80
0

▽1FL TP+4.10

▽2SL TP+9.90

8,150

X1 X2 X4

1FL ｼｬﾌﾄ部

2
,
9
00

▽1FL TP+4.10

▽1FL上部 TP+7.00m

5,400

X3

15,500

5,050 5,050

X1X2X4

5,400

X3Y1 Y2 Y1Y2

2,750

X4

2,840

Y2

2,750

X4

2,840

Y2

B1FL 配線ピット

2
,
4
00

▽B1FL TP+1.60

▽1SL TP+4.00

15,500

5,0505,050

X1 X2 X4

5,400

X3

3,925

Y2

15,500

5,050 5,050

X1X2X4

5,400

X3

3,925

Y2 B1FL EPS X4

3,100 2,150

Y2 X4

3,100 2,150

Y2

1FL 配線室

2
,
9
0
0

▽1FL上部 TP+7.00m

▽2SL TP+9.90

15,500

5,0505,050

2,840 2,840

X1 X2 X4

5,400

X3

15,500

5,050 5,050

X1X2X4

5,400

X3Y2 Y2
工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部
2
,
4
00

▽B1FL TP+1.60

▽1SL TP+4.00

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(B) EP-Gとする。

※特記なき限り壁仕上げは

1
0
0

合成樹脂塗床立上げ

1
0
0

合成樹脂塗床立上げ

1
0
0

合成樹脂塗床立上げ

1
0
0

合成樹脂塗床立上げ

1
00

△1SL TP+4.00

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

西側 南側 東側 北側 西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

5
0
0

1,200 750 2,100 1,200 2,100 1,200750

900575

2
,
0
0
0

4
,
5
5
0

2,700

900 575

2
,
0
0
0

500×500

1
,
8
0
0

400

6
@
35
0
=
2
,
1
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ
SUS304 HL

400

6
@
35
0
=
2
,
1
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ
SUS304 HL

400

6
@
35
0
=
2
,
1
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ
SUS304 HL

400

8
@
3
50
=
2
,
8
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ
SUS304 HL

1,9502,7002,5002,5002,3252,325

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

展開図（１）

令和８年度
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2FL 電気室Ａ

4,
6
0
0

▽2FL TP+9.90

▽3SL TP+14.80m

15,500

5,0505,050

8,150 8,150

X1 X2 X4

5,400

X3

15,500

5,050 5,050

X1X2X4

5,400

X3Y1 Y2 Y1Y2

2FL EPS

4
,
6
0
0

3,210

X4

1FL EPS

5
,
8
0
0

▽1FL TP+4.10

▽2SL TP+9.90

X4

3,210 2,200

Y2 X4

3,210 2,200

Y2

2,200

Y2 X4

3,210 2,200

Y2

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(B) EP-Gとする。

※特記なき限り壁仕上げは

3
00

▽2FL TP+9.90

▽3SL TP+14.80m

△2SL TP+9.60

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

880 1,085

1
,
4
00

1
,
1
0
0

8801,085

1
,
4
00

1
,
1
0
0

3,
1
7
5

1,015

880585

1
,
4
00

1
,
1
0
0

3,
1
7
5

1,000

3
5
0

1,
2
0
0

6001,450

900 575

2
,0
0
0

6
5
0
1
,
2
0
0

150 600

850

1,000×300

10
0

△1SL TP+4.00

450×450 450×450

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

展開図（２）

令和８年度
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3FL 電気室Ｂ

5
,
3
00

▽3FL TP+15.10m

▽4SL TP+20.40m

10,450

5,050

X1 X2

5,400

X3

8,150

Y1 Y2

10,450

5,050

X1X2

5,400

X3

8,150

Y1Y2

3FL 監視室

5
,
3
00

X4X3

8,150

Y1 Y2

5,050

X4 X3

5,050 8,150

Y1Y2

▽3FL TP+15.10m

▽4SL TP+20.40m

3FL EPS

5
,
3
00

3,210

X4

2,200

Y2 X4

3,210 2,200

Y2

15,500

5,0505,050

8,150

3
,9
0
0

▽4FL TP+20.70m

▽RFL TP+24.60m

8,150

X1 X2 X4

5,400

X3

15,500

5,050 5,050

X1X2X4

5,400

X3Y1 Y2 Y1Y24FL 電気室Ｃ

4FL EPS

3
,
9
0
0

3,210

X4

2,200

Y2 X4

3,210 2,200

Y2

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(C)とする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(B) EP-Gとする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(B) EP-Gとする。

※特記なき限り壁仕上げは

　C打放し(B) EP-Gとする。

※特記なき限り壁仕上げは

▽3FL TP+15.10m

▽4SL TP+20.40m

3
0
0

△3SL TP+14.80m

3
0
0

△4SL TP+20.40m

▽4FL TP+20.70m

▽RFL TP+24.60m

10
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

10
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

10
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

10
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
00

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
00

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
00

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
00

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

1
0
0

＜ﾋﾞﾆﾙ巾木＞ [PE]

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

西側 南側 東側 北側

3,
4
7
5

1,500 1,500 2,400 1,675 2,400 2,400

3,
4
7
5

3
,
1
75

2,500

9
0
0

1
,4
0
0

8801,085
575 1,800

2
,
0
0
0 3
,
1
75

2,500

3
5
0

1
,
2
00

6001,450

900 575

2
,
0
0
0

6
50

1
,
2
00

150 600

850

880 1,085

1
,4
0
0

1
,
1
0
0

8801,085

1
,4
0
0

1
,
1
0
02
,
3
0
0 1,000

880585

1
,4
0
0

1
,
1
0
0 2
,
3
0
0 1,000

3
5
0

1
,
2
0
0

6001,450

900 575

2
,
0
0
0

65
0
1
,
20
0

150 600

850

800×800800×800

350×350350×350

1,150×1,150 1,150×1,150

800×300

800×300 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

展開図（３）

令和８年度
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符号

C

A

B

外　部　仕　上

C打放し(C) EP-G

C打放し(C)

※特記なき限り梁下面は増打t=15の上、
　天井仕上と同一とする。

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ支持位置

C打放し(C) 外装薄塗材(E)

X1

特高設備電気室Ａ

15,500

5,050 5,0505,400

X2 X4X3

Ｂ１Ｆ天伏図　1/100

Y1

X1 X2 X4

Y2

15,500

5,050 5,050

X3

5,400

配線ﾋﾟｯﾄ

X1 X2 X4X3

EPS

X1

15,500

5,050 5,0505,400

X2 X4X3

15,500

5,050 5,0505,400

倉庫

配線室

EPS

8
,
1
5
0

8
,1
5
0

3
,9
2
5

4
,2
2
5

Y1

Y2

8
,1
5
0

Y1

Y2

X1 X2 X4X3

15,500

5,050 5,0505,400

8
,1
5
0

Y1

Y2

X1 X2 X4X3

15,500

5,050 5,0505,400

8
,
1
5
0

Y1

Y2

8
,1
5
0

Y1

Y2

特高設備電気室Ｃ

EPS

１Ｆ天伏図（下部）　1/100

１Ｆ天伏図（上部）　1/100

２Ｆ天伏図　1/100

３Ｆ天伏図　1/100

４Ｆ天伏図　1/100

2
,
2
0
0

3,300

特高設備電気室Ｂ 特高設備監視室

EPS

2
,
2
00

2,
2
0
0

2
,
2
00

2
,
2
0
0

2,
2
0
0

可動クレーン

ホイストレール
I-300x150x8x13

2
,9
0
0

3,300

3,300

3,300

3,300

倉庫

ｼｬﾌﾄ部
EPS

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

※特記なき限り屋外上裏面は増打t=30とする。

C

CC

C
C

A A A

A

A
B

C C

C

C

C

ホイストレール
I-300x150x8x13

B

A
EPS A

B

A

BB

C

C

A

A

B

C
C

C
C

C
C

C

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

天井伏図

令和８年度

Ａ－29



その他

建具金物

建具枠

建具

ガラリ

硝子　　　（ランマ）

見込　　　（ランマ）

仕上（枠共）

場所

符号　・　名称　・　個数

その他

建具金物

建具

ガラリ

硝子　　　（ランマ）

見込　　　（ランマ）

仕上（枠共）

符号　・　名称　・　個数

場所

形状・寸法

見込 取合 沓摺

建具枠 見込 取合 沓摺

(1/50)

１４．特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。

１２．
１３．

する。

階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。
特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付と

とする。（内部サムターン付） 特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の

特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバ－の位置は床から１，５００以内とする。

特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムタ－ン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

パイプスペ－ス、ダクトスペ－スの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キ－）

充填は行わないものとする。

防火戸の位置は建具配置図による。
特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。
特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。

大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

壁仕上げボ－ド類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）
ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

１１．
１０．
　９．
　８．

７．
６．
５．

４．
３．

２．

１．

項

事

通

共

網入型板ガラス フロアヒンジ

Ｄ　Ｃ　 ドアクローザー

Ｐ　Ｈ　

Ｆ　Ｈ　

Ａ　Ｈ　

Ｆ

Ｐ

Ｎ

ＮＰ ピポットヒンジ

オートヒンジ

網入みがき板ガラス

フロート板ガラス

型板ガラス

ＳＳＳ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

ａＷ

ＬＳ

ＳＳ

ＡＳ

ＷＧ

ＳＧ

ＡＧＡＷ

ＳＷ

ＬＤ

ＳＤ

ＡＤ

ｼｬｯﾀｰ 網戸ふすま紙障子

ステンレス製

鋼     製

アルミニウム製

種     別

号
略
物
金

ﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ
ｵｰﾊﾞｰ

ＨＰ

窓戸

号
略
ス
ラ
ガ

号

略

具

建

鋼  製  軽  量

木   製

ｶﾞﾗﾘ

ＳＳＤ

ＷＤ ＷＷ

ＳＳＷＳＳＧ

形状・寸法
(1/50)

ＳＳ
１

ＳＤ
１

鋼製両開き戸(外部用気密)電動重量シャッター ＳＤ
３

鋼製片開き戸(外部用簡易気密)

1
,4
0
0

8801
,
1
0
0

▽FL

FIX

3
,
0
0
0

3,000

▽FL

3
,
5
0
0

3,600

▽1FL

ＡＧ
１

アルミ製ガラリ

ＳＤ
５

鋼製片開き防水扉　

1,200

5
0
0

2
,1
0
0

▽1FL

X1

特高設備電気室Ａ

X2 X4X3

ｼｬﾌﾄ部

X1 X2 X4X3

EPS

倉庫

EPS

X1 X2 X4X3

特高設備電気室Ｂ 特高設備監視室

EPS

Y1

Y2

Y1

Y2

特高設備電気室Ｃ

EPS

Y1

Y2

X1 X2 X4X3

Y1

Y2

1階建具配置図　S=1/200

ＳＳ
１

ＳＳ
１

ＳＤ
１

ＳＤ
１

ＳＤ
１

ＳＤ
１

ＳＤ
２

ＳＤ
２

ＳＤ
２

ＳＤ
２

ＳＤ
２

ＳＤ
５

X1 X2 X4X3

Y1

Y2

ＡＷ
１

ＳＤ
４

ＡＧ
１

ＡＧ
１

ＡＧ
１

ＡＷ
１

ＡＷ
１

ＡＷ
１

ＡＷ
１

ＡＷ
１

60
0

500
▽RFL

6
2
0

ＡＷ
１

ＡＷ
１

2
,0
0
0

900

▽FL

倉庫/ｼｬﾌﾄ部

アルミ製水切り、アルミ製額縁 25×25
他 付属金物一式

P t=6.0

７０ Ａ－１ ａ－１

倉庫 特高設備電気室Ａ,特高設備電気室Ｂ,特高設備電気室Ｃ

倉庫

屋上ハト小屋

特高設備電気室Ａ,特高設備監視室,特高設備電気室Ｃ

BB-1種BB-1種

ｽﾗｯﾄ:ｶﾗｰ鋼板　ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ:DP(1級) DP(1級） DP(1級） SOP

アルミ製水切り、アルミ製額縁 25×25、防虫網
他 付属金物一式

７０ Ａ－１ ａ－１

開口率30%（イ-１)

1
,
3
0
0

Ｇ形ｽﾗｯﾄ 厚1.6(耐風型)

図示による

判 定
必要開口面積
（A／30）

有窓・無窓階判定表

（A ｍ）
階 階床面積 有 効 開 口 部 計 算 式

（消防法施行規則　5の2－1、5の2－2）

（ｍ） （ｍ）
有効開口部面積

２ ２ ２

1

無・有149.402  4.98  5.496(AW-1)  0.88×1.40×3 =  3.696

無・有149.943  5.00  3.032(AW-1)  0.88×1.40×1 =  1.232

無・有149.944  5.00  5.496(AW-1)  0.88×1.40×3 =  3.696

４０

１２０

止水ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、止水ｸﾞﾚﾓﾝ、面付けｸﾞﾚﾓﾝ、二軸丁番、

D.C、ｴｱﾀｲﾄｺﾞﾑ、止水ｺﾞﾑ、戸先ｺﾞﾑ、戸当り　

他　付属金物一式

４０

１００

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締り錠、DC、一般丁番、
戸当り、他 付属金物一式

※防水扉ﾒｰｶｰ仕様による

耐風形ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ(埋込形)、L形座板、座板ｺﾞﾑ、ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ、障害物自動検知装置

他 付属金物一式

電源出力:0.75kw 三相200V　設計耐風圧強度:2,000N/㎡

両面締りﾊﾝﾄﾞﾙ(面付3点・2点締り)、ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締り錠、DC、順位調整器、
大型丁番、大型戸当り、大型上げ落し、他 付属金物一式

８０

１９０

浸水防止性能　Ws-3以上

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

2階建具配置図　S=1/200 3階建具配置図　S=1/200 4階建具配置図　S=1/200 R階建具配置図　S=1/200

ＳＤ
２

ＳＤ
４

鋼製両開き戸(内部用簡易気密)鋼製片開き戸(外部用気密)

2
,0
0
0

1,800

▽3FL

2
,0
0
0

900

▽FL

特高設備電気室Ｂ/特高設備監視室倉庫,特高設備電気室Ａ,特高設備監視室,特高設備電気室Ｃ

DP(1級） SOP

レバーハンドル、一般丁番、戸当り
他 付属金物一式

両面締りﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締り錠、DC、一般丁番、戸当り
他 付属金物一式

４０

１２０

４０

１２０ ※防水扉ﾒｰｶｰ仕様によるＡＴ－１ ａ ＡＴ－２ ａ ＳＡＴ－２ ｄＳＡＴ－１ ｂ

1
,
2
00

600

▽FL

ＳＤ
６

鋼製片開き戸(内部用簡易気密)

3
5
0

特高設備電気室Ａ,特高設備監視室,特高設備電気室Ｃ/EPS

SOP

４０

１００

レバーハンドル、一般丁番、戸当り
他 付属金物一式

ＳＡＴ－２ ｄ

無・有199.03  6.64 28.800(SS-1)  3.60×3.50×2 = 25.200

(SD-2)  0.90×2.00×1 =  1.800
7
0
0

600

(SD-2)  0.90×2.00×1 =  1.800

(SD-2)  0.90×2.00×1 =  1.800

(SD-2)  0.90×2.00×2 =  3.600

P t=6.0

防 防

防

防 防 防

建告第1438号に基づき、本施設は変電所に該当するため、

非常用進入口については、設置しない計画としている。

防：防火戸

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

建具表

令和８年度

Ａ－30-

42 5 111

3 7 3
防

アルミ製ＦＩＸ窓ＡＷ
１

防

防

防
ＳＤ
３ＳＤ

６

防
ＳＤ
６

防
ＳＤ
６

防

防



ア ル ミ 製 建 具

鋼 製 建 具（ 気  密 ）

鋼 製 建 具

建具枠廻り詳細図

ＡＴＡＴ

－１

鋼 製 建 具（簡 易 気 密）

外部用大型AT

25 15

10

t=2.3額縁

t=2.3

W

SUS304t=1.5補強アングル

補強板

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

t=1.5

1
5

SUS304

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

t=2.3

t=1.5

H
15

15
2
5

10

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

t=2.3
額縁

補強板

＜断　面＞＜平　面＞

15

SUS304

内部用AT

15

MS-2 
10×10

1
0

10

＜断　面＞＜平　面＞

SUS304

t=2.3

t=1.5

1010

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

25 W

t=2.3額縁

1515

t=2.3

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

t=1.5 SUS304

H
1
5

15
2
5

t=2.3
額縁

－３
t=1.5

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

W

SUS304

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

t=1.5
ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

15

－１

ＳＡＴ

SUS304
t=1.5

＜平　面＞ ＜断　面＞

外部用SAT（枠廻りの詳細は一般の場合に準ずる）

H
1
5

25

＜平　面＞

2515
W

10
1
5

15

Ａ－１ ａ－１

＜断　面＞

2
5

15
H

10

70

7
0

MS-2 10×10

70

＜断　面＞

10

アルミ水切り

MS-2 10×10

25
1
5

H

W

H

10

10

25 15

1
5

25

＜平　面＞ ＜断　面＞

内部用

Ｓ－１

ＳＧ　開口率30％

ｲ-1

W=1,500以上は方立を設ける

W

H

ガ ラ リ 姿 図ガ ラ リ 形 状

１４．特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。

１２．
１３．

する。

階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。
特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付と

とする。（内部サムターン付） 特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の

特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバ－の位置は床から１，５００以内とする。

特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムタ－ン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

パイプスペ－ス、ダクトスペ－スの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キ－）

充填は行わないものとする。

防火戸の位置は建具配置図による。
特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。
特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。

大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

壁仕上げボ－ド類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）
ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

１１．
１０．
　９．
　８．

７．
６．
５．

４．
３．

２．

１．

項

事

通

共

網入型板ガラス フロアヒンジ

Ｄ　Ｃ　 ドアクローザー

Ｐ　Ｈ　

Ｆ　Ｈ　

Ａ　Ｈ　

Ｆ

Ｐ

Ｎ

ＮＰ ピポットヒンジ

オートヒンジ

網入みがき板ガラス

フロート板ガラス

型板ガラス

ＳＳＳ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

ａＷ

ＬＳ

ＳＳ

ＡＳ

ＷＧ

ＳＧ

ＡＧＡＷ

ＳＷ

ＬＤ

ＳＤ

ＡＤ

ｼｬｯﾀｰ 網戸ふすま紙障子

ステンレス製

鋼     製

アルミニウム製

種     別

号
略
物
金

ﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ
ｵｰﾊﾞｰ

ＨＰ

窓戸

号
略
ス
ラ
ガ

号

略

具

建

鋼  製  軽  量

木   製

ｶﾞﾗﾘ

ＳＳＤ

ＷＤ ＷＷ

ＳＳＷＳＳＧ

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

t=2.3

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

15

t=1.5

SUS304

t=2.3

t=1.5

15

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

補強板

10

25 15

額縁

W15

＜断　面＞＜平　面＞

H
15

1
5

25

10

額縁

SUS304
t=1.5

SUS304
t=1.5H

SUS304
t=1.5

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

3

ｃ

H
20

沓　　摺

H

25

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

ａ ｂ

SUS304

H t=1.5

3

t=1.5
SUS304

1
0

2
5

外部用SAT

SUS304
t=1.5

SUS304
t=1.5

外部用AT

10

内部用AT

SUS304
t=1.5

MS-2 
10×10

25

10

25

3

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

小口ふた

SUS304
t=1.5

SUS304
t=1.5

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

5

MS-2 
10×10

ｄ

H

SUS304
t=1.5

3

ｅ

内部用SAT 内部用一般

外部用AT

ＡＴ

－２

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

Ｈ

SUS304
t=1.5

W

両開きの場合

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

t=1.5
SUS304

内部用SAT（枠廻りの詳細は一般の場合に準ずる）

－２

ＳＡＴ

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

建具納まり図

令和８年度

ー Ａ－31



10
0

２号

１号

ポンプ

HH

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

２号

１号

ポンプ

X1 X2 X4X3

Y1

Y2

地面

地面

地面

地面

掘削ライン

1
30

00

24000

アスファルト舗装

15
0

5
0

表層：再生加熱アスファルト混合物 t=50

下層路盤：再生クラッシャランRC-40 t=150

1
00

上層路盤：粗調砕石 t=100

撤去 新設

13
00

9
05

0

2400 19200 2400

13
00

84
00

33
00

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

外構図

令和８年度

Ａ－32

塩化アルミニュウム

N
o
2

N
o
1

塩化アルミニュウム

塩化アルミニュウム

N
o
2

N
o
1

塩化アルミニュウム

アスファルト舗装

アスファルト舗装

1
30

00

24000

掘削ライン

：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

500

撤去：89.1㎡

24000

16300 5300

500

2400

アスファルト舗装アスファルト舗装

5
00

アスファルト舗装

舗装工　A=114㎡

舗装工　A=2.40㎡

5
00

縁
石

 
L=

1.
5m

縁
石

 
L=

4.
2m

縁石 L=2.4m

HH

2
65

0

縁
石
 L
=3
.4
m

ｶｯ
ﾀｰ

切
断

　
L=

13
.
7m

撤去：25.3m

ｶｯﾀｰ切断　L=6.71m

縁石 W100×H100

コンクリート土間

ｶｯﾀｰ切断　L=9.00m

Ｕ字構　W350
撤去：23.1㎡

：ｺﾝｸﾘｰﾄ土間撤去

：Ｕ字構撤去

撤去：10.0m

舗装工　A=6.34㎡

撤去：20.4㎡

：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

アスファルト舗装

1
50

5
0

表層：再生加熱アスファルト混合物 t=50

下層路盤：再生クラッシャランRC-40 t=150

1
00

上層路盤：粗調砕石 t=100

縁石　W=150

（地盤面）

10
0

270

220

150

10
2
00

150

20

（舗装面）

50

50



工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

塩化アルミニュウム

N
o
2

N
o
1

塩化アルミニュウム

X1 X2 X4X3

Y1

Y2

塩化アルミニュウム

N
o
2

N
o
1

塩化アルミニュウム

２
号

１
号

ポ
ン
プ

鉄
板

敷
ｔ

2
2
 1

.
5m

×
6ｍ TR-200M

150
00
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X1 X2 X4X3

Y1

Y2

鉄
板

敷
ｔ

2
2
 1

.
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×
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鉄
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敷
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2
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 1

.
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×
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鉄
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2
2
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×
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鉄
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2
2
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×
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鉄
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2
2
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.
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×
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鉄
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敷
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2
2
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.
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×
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鉄
板

敷
ｔ

2
2
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.
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×
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鉄
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2
2
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×
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鉄
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2
2
 1

.
5m

×
6ｍ

鉄
板

敷
ｔ

2
2
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.
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×
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鉄
板
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2
2
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.
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×
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1
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8
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0
3
10

0

ミキサー車

コ
ン

ク
リ

ー
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ポ
ン
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車
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2800 5050 5400 5050 5700
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鉄
板

敷
ｔ

2
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.
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×
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鉄
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敷
ｔ

2
2
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.
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×
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鉄
板

敷
ｔ

2
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×
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2
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×
6
ｍ

鉄
板

敷
ｔ

2
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1
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鉄
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地足場：枠組み本足場

地足場：枠組み本足場

矢板打込み機

枠組足場900枠 H:21.0m

枠組足場900枠 H:21.0m

1000 19200 1000
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00

11
05

0
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00

20
00
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00

2900 1000

：足場範囲を示す

地下部

地下部 地上部

900

90
0

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

仮設計画図

令和８年度

参考図

ポンプ

１号
HH２号

排水用釜場0.5*0.5*0.5

釜場排水ポンプφ150ｍｍ：1台（60kVA）

釜場排水ポンプφ200ｍｍ：2台（60kVA）

ｶﾗｰｺｰﾝ･ｺｰﾝﾊﾞｰ
L=13,000

L=18,500
ｶﾗｰｺｰﾝ･ｺｰﾝﾊﾞｰ

：ｶﾗｰｺｰﾝ･ｺｰﾝﾊﾞｰ

：足場範囲を示す

：窯場を示す

　(設置期間：掘削時から埋戻し完了まで)

　車両が工事エリアに入るので留意すること

※工事期間中に月に２回程度、塩化アルミニウムの補充のため、 Ａ－33
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

仮設（山留）平面図

令和８年度

Ａ－34



仮設断面図 S=1/50

ＡーＡ断面図

▽＋0.690

24000
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0
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0
0
0

鋼矢板SP-ⅤL型

L=12.0m

▽＋4.000▽＋4.000

2400 19200 2400

鋼矢板SP-ⅤL型

L=12.0m

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

X4X3X2X1

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

仮設（山留）断面図（１）

令和８年度
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仮設断面図 S=1/50

ＢーＢ断面図
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鋼矢板SP-ⅤL型

L=12.0m
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

Y1 Y2

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

仮設（山留）断面図（２）

令和８年度

Ａ－36



〇

　　　施工　　　　　評定等をされた施工管理基準による

セット

4.既製
　コンクリート杭
　地業

〇

　　　外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）
　　　プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）
　　　遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

  　　　SC杭の鋼管材料　　　SKK400、　　SKK490
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

〇
〇

〇
〇 〇

試験杭

本杭

〇

〇

〇

備考

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

長期設計
支持力
(kN/本)

数
継手数

(N/mm2)
ート強度
コンクリ

種類
(mm) (mm) (mm)

杭長

　　　セメントミルク工法〇

　　　杭の精度　水平方向の位置ずれ　　杭径の1/4かつ100㎜以下、　（　　　　　　　　 ）

　　　試験杭の位置　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　    図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇 〇
　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　1/100以内、　 （　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇

　　　掘削深さ　　　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

　　　開放形、　　半開放形、　　閉そく形、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇 〇 〇

〇

　　　　　採用できる工法
〇

〇

　　　特定埋込杭工法

　　　工法
　　　　　プレボーリング拡大根固め工法
　　　　　中堀り拡大根固め工法

〇
〇
〇

〇
　　　試験杭の位置　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 〇 〇

〇 〇

　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を

　　　杭周固定液　　　　　　　　　　　使用する、　　　使用しない〇

　　　溶接材料　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)による、　（　　　　　　　　　　　　　　 ）
〇

〇 〇

　　　工法　　　　　評定等を受けた工法
　　　検査　　　　　評定等により定められた項目

〇

　　　処理しない

　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　　　処理する　

〇
〇

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　    図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 

〇 〇
・杭頭の中詰め材料　：

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

〇 〇 〇
〇 〇

●
〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇

　1.共通仕様書

　　1）項目は、●のついたものを適用する。

　　3）特記事項に記載の（　　）内表示番号は標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

1.支持地盤

　　　基礎のコンクリートと同調合のもの、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇 〇

　　　　　下記の値を採用できる工法
　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内、α、β、γが

5.鋼杭地業

セット

試験杭

本杭

〇

備考

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

長期設計
支持力
(kN/本)

数
継手数

(mm) (mm) (mm)

杭長

杭径

杭径厚さ
種類

(4.3.1)

・施工方法　：
〇

　　　　　採用できる工法
〇

〇

　　　特定埋込杭工法

　　　工法

　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を

　　　　　下記の値を採用できる工法
　　　　　H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内、α、β、γが

〇　　　　　中堀り拡大根固め工法

　　　試験杭の位置　　　　　　　　　  図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ) 〇 〇

・杭の継手の工法　：

6.場所打ち
　コンクリート
　杭地業

〇
・工法　：

　　　リバース工法
　　　オールケーシング工法（孔内の水張り　　行う、　　行わない）

　　　アースドリル工法（安定液　　使用する、　　使用しない）〇
〇
〇

〇 〇

〇 〇
・併用する工法　：

〇
〇 〇 〇
〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　拡底杭工法 (安定液　　使用する、　　使用しない）

・寸法等　：
鋼管厚 鋼管径 拡底径 セット

数
長期設計支持力

(kN/本)
軸径
(mm)

杭長
(mm)(mm) (mm) (mm)

備考

試験杭〇
本杭〇

〇 〇
〇 〇

〇 〇
〇
〇

　　　　　　　α=（　　　　）、β=（　　　　）、γ=（　　　　）

　　　　　図示による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ) 

　　　　　　　α=（　　　　）、β=（　　　　）、γ=（　　　　）

４　

地
業
工
事

４　

地
業
工
事

４　

地
業
工
事

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・直接基礎

　　　行わない

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　行う（位置等　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ））

〇

〇
〇

〇

〇

〇 〇
・地盤の載荷試験

・孔壁の保持状況の測定箇所　：　　　　試験杭（　　）箇所及び本杭（　　）箇所

〇
○※

○※

※○
※○

※○
※○
※○

○※

Ⅱ.建築工事仕様（構造関係）

・種類　：

鋼管厚

・杭頭の処理等　：

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇 〇　　　場所打ち鋼管コンクリート杭工法（鋼管の種類　　SKK400、　 SKK490、　　　　　　）〇

・鉄筋の種類　：

SD345

種類の記号 備考呼び径(㎜)
〇
〇
〇

・帯筋　：
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）6.2帯筋(2)(ｳ)⑥(ロ)）
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　100㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による
　　　杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(㎜)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(㎜)の
　　　補強リングを3m以下の間隔で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋の
　　　接触部を溶接する。溶接長さは、補強材の幅とする。

〇
〇

〇 〇

〇
〇

・鉄筋の最小かぶり厚さ　：

・鉄筋かごの補強　：

　　　重ね継手（重ね継手の長さ　　図示による、　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇
・組み立てた鉄筋の節ごとの継手　：

※○

〇 〇　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　1/100以内、　 （　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評定等の内容による〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評定等の内容による〇

　　　A種、　　B種、　　評定等の内容による〇 〇 〇

・主筋の基礎定番への定着長さ　：
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇

　　　高炉セメントB種 G 、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇
・セメントの種類　：

・コンクリートの設計基準強度　：
　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇
・コンクリートの種別　：

・構造体強度補正値　：
〇

　　　3N/mm2、　　図示による、　　評定等の内容による

・スランプ　：

〇 〇

7.砂利地業●
・材料　：

〇 ●

　　　60㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇
・砂利厚さ　：

・施工範囲　：
　　　基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下
　　　図示による

〇
●

8.捨コンクリート●
・捨コンクリートの厚さ　：
　　　50㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　　　基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下
　　　図示による
・設計基準強度　：
　　　18N/㎜2、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・施工範囲　：

・スランプ　：
　　　15㎝又は18㎝、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇

●

9.床下防湿層
〇

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・施工範囲　：

※○

※○

※○

※○

※○

※○

※○

※○

・杭の精度　：　水平方向の位置ずれ　　杭径の1/4かつ100㎜以下、　（　　　　　　　　 ）
・杭の支持層への根入れ深さ　：   　 　図示による、　（ 　　　　　　　　　　　 　　 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　）

・試験杭の位置　：　　　　　　　　　　図示による、　 （ 　　　　　　　　　　　 　　）

〇

工事名称
工事場所
主要用途

工事種別
増築計画
構造種別

階数
延べ面積

建物高さ
軒高

架構形式
耐震構造方式
耐震安全性の分類

Ｘ方向 Ｙ方向
　　耐震構造、　　免震構造、　　制震構造、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　Ⅰ類（Ｉ=1.50）、　　Ⅱ類（I=1.25）、　　Ⅲ類（Ｉ=1.00）

地上　　　        　　　　　　　　　　造、地下　    　　   　　　　　　 　　　造

地上　　　階、 地下　　　階、 搭屋　　　階

　　新築、　　増築、　　改築、　　移転
　　有り、　　無し

地震荷重
建物一次固有周期
地盤種別
地域係数 Z=

第　　種地盤

Ｘ方向

Ｙ方向

　　許容応力度計算　(ルート　　　　　)

　　許容応力度計算　(ルート　　　　　)
計算ルート

Ｘ方向

Ｙ方向

一次設計
二次設計

二次設計
一次設計

設計層間
変形角

基準風速　(V0)
地表面粗度区分 　　Ⅰ、　　Ⅱ、　　Ⅲ、　　Ⅳ

　　c.耐積雪設計条件
建設地の標高
多雪区域の指定
設計垂直積雪量

　　有り、　　無し

　　b.耐風設計条件

　　a.耐震設計条件

　1.建物概要

　2.構造計算条件

Ⅰ.建物構造概要等

　　　　　m
　　　　　m

　　　　　m2

　　　　　秒

　　　　　m/秒

　　　　　m

　　　　　cm

工事名称：

　　4） G 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12 年法律第100 号)」に基づく

　　　　を満たすものとする。

SD295

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書

　2.特記仕様

　支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端の位置含む）

　支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

　　　再生クラッシャラン G 、　　切込砂利又は切込砕石

　　　行う（工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は図示による。）
　　　行わない

〇
2.液状化対策

3.杭工事の
　施工管理 　　　施工計画において、杭工事に係る受注者及び下請業者の施工プロセスごとの役割や

　　　責任分担を明確にすること。
　　　施工管理に際して、事前に管理項目及び管理内容について監督職員の承諾を得た上で、
　　　杭一本ごとに施工管理チェックシートを作成し、施工時に全数分を記録して監督職員に
　　　提出すること。
　　　受注者は、杭一本ごとの支持層への到達状況について責任を負うものとする。

※○

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇

　　　杭の精度　水平方向の位置ずれ　　評定等の評価内容による、　（　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　評定等の評価内容による、　（　　　　　　　　 ）

〇
〇

　　　（建築工事編）令和7年版」（以下、「標準仕様書」という）による。

　　　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和7年1月28日変更閣議決定）」に定める判断の基準

　載荷試験の方法
〇

　試験の位置、載荷荷重
　　　地盤工学会基準　JGS 1521による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・杭基礎

・杭の種類、寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分）：

・杭先端部形状　：

　　　溶接継手（アーク溶接）

　　　機械式継手（継ぎ手部に接続金具を用いた方式）

・杭の種類、寸法、継手等　：

　　　溶接継手

　　　工法　　　　　評定等を受けた工法
　　　検査　　　　　評定等により定められた項目
　　　施工　　　　　評定等をされた施工管理基準による

〇

　　　処理しない

　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　　　処理する　

〇

〇 〇
・杭頭の中詰め材料　：
　　　基礎のコンクリートと同調合のもの、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇

〇　　　溶接材料　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)による、　（　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　形状　　　　　JIS A 5525による、　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　 ）〇

・杭の継手の工法　：

　　　　　図示による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ) 

※○
※○
※○

○
※○

　　　杭の精度　水平方向の位置ずれ　　評定等の評価内容による、　（　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　　評定等の評価内容による、　（　　　　　　　　 ）

〇
〇

　　　機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

・杭頭の処理等：

○　　2）特記事項は、●のついたものを適用する。（●印が付かない場合は ※印のついたものを適用する。）

　　　杭の支持層への根入れ長さ　　評定等の評価内容による、　（　　　　　　　　　　 ）〇
※

○※

　　　21cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (5.3.7)● 5.各部配筋

・外観試験　：

〇

　　　行う（全ての圧接部）

7.機械式継手

●〇

・抜取試験　：
○※

　　　引張試験●

　　　　　　　　　　なお、200箇所を超えるときは200箇所ごととする
　　　試験ロット　　1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする

　　　試験の箇所数　1ロットに対して30箇所とし、ロットから無作為に抜き取る
　　　試験ロット　　1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする
　　　超音波探傷試験

●

○※

6.圧接完了後の

　　　図示による※○
・各部配筋　：

　　　A級、　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇 〇
・H12建告第1463号に適合する性能　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・機械式継手の種類　：                                                       
〇

・工法

５　

鉄
筋
工
事

〇 2.溶接金網
・鉄線の形状等　：

〇
〇

溶接金網
種類

鉄筋格子

種類の記号 網目寸法、鉄線の経 (㎜) 使用部位

1.鉄筋●
・鉄筋の種類等　：

SD345

種類の記号 呼び径(㎜)
●
●
●
〇

備考
D16以下、
D19以上、

〇
〇

※○
※○

SD295

3.鉄筋の継手

呼び径(㎜)部位
ガス圧接、　　機械式継手 D19以上

重ね継手、　　ガス圧接
重ね継手、

重ね継手、

継手方法
●
●
●
〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

・継手位置　：
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）●

〇
　　　基礎梁主筋の継手位置図　　　　図5.2、　　図5.3、　　図5.4〇 〇 〇
　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）●

　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｲ)表3.1）
　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(1)(ｳ)）

・耐力壁の重ね継手の長さ　：

・柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　：

●
　及び定着

・鉄筋の定着長さ　：
　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）

〇
〇
〇

※○
柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋
基礎、耐圧スラブ、土圧壁
上記以外（　　　　　　　　　　　）

●

●
〇
〇

※○
〇　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）

○
・機械式定着工法　：

○　　　第三者機関の評定棟を取得している工法とする

○　　　評定等の評価内容による

〇
　厚さ及び間隔
　(溶接金網含む)

・最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）　：

　　　図示による（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ）
〇
〇

・柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無　：
　　　あり（主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する）〇

〇　　　あり
　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　最小かぶり厚さに加える厚さ　（　 　　）㎜

　　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）　：

4.鉄筋のかぶり

　地業

・材料　：

〇 10.地盤改良工法
　 （深層混合処
　　理工法）

溶接継手　　　重ね継手〇

・継手方法等　：

　　　適用箇所、種類：図示

　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3(2)(ｱ)表3.3及び図3.2）

　圧接部の試験

　　　図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4(1)表4.1）

〇　試験対象： ※ 全数
　試験項目、合否判定　：

・外観試験（施工完了後の試験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・材料（固化材の種類）　：

・工法　：

・室内配合試験　：

　六価クロム溶出試験            行う、　　行わない

　　　行う、　　　行わない　

　六価クロム溶出試験            行う、　　行わない

・試験施工（特殊な地盤等）　　　行う、　　行わない

〇

○ 〇

〇

〇 〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇 〇

〇

※　方式　　　機械攪拌方式、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　セメント固化材、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

　　　処理工法）

11.地盤改良工法
　　（浅層混合

　六価クロム溶出試験            行う、　　行わない

　　　行う、　　　行わない　

　六価クロム溶出試験            行う、　　行わない

〇

○

〇

〇 〇
〇 〇

〇

〇 〇

〇

※

・材料（固化材の種類）　：

・工法　：

・室内配合試験　：

・改良工事完了後の試験

　方式　　　原位置混合方式、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　　　セメント固化材、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇

　試験対象： 
　　　抜き取り

〇
〇

　　　試験の箇所数　1ロットに対して（　　）箇所
　　　全数

〇
〇

・超音波測定試験（施工完了後の試験）
〇

〇

・適用箇所　：

　不合格となった場合の措置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

　不合格となった場合の措置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

・鉄筋相互のあき、品質の確認、検査　：
　　  第三者機関の評定等を取得している工法

　　  評定等の評価内容による

　　　標準仕様書　表5.5.1～表5.5.3による、　　評定等の評価内容による

　　　標準仕様書5.5.6(1)(ｱ)～(ｳ)による、　　評定等の評価内容による

※

※

〇

〇

※

※

〇

〇

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　試験の箇所数　1ロットに対して（　 3本、　　5本）とする

　　　ロット　　1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

〇

●

●

　　　A級、　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●

●

●

〇

8.溶接継手

・H12建告第1463号に適合する性能　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・溶接継手の工法　：　                                                   

〇
●　　　標準仕様書5.3.5(4)による

　　　評定等の評価内容による

・鉄筋相互のあき　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

〇
・外観試験（施工完了後の試験）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・適用箇所　：

　試験項目、合否判定　：
　　　標準仕様書　表5.6.1による、　　評定等の評価内容による〇

●

〇

　試験対象： 
　　　抜き取り
　　　ロット　　1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。●

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　　　全数

〇
〇

・超音波探傷試験（施工完了後の試験）：

　　　試験の箇所数　1ロットに対して30箇所とし、ロットから無作為に抜き取る

　　　標準仕様書5.6.6による、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
・不合格となった場合の措置　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇

必要定着長さ、補強筋形状、かぶり厚さ、品質確認、検査

方法及び判定基準）による

及び判定基準）による

〇

　試験方法： 　 JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法
　試験項目： 　 内部欠陥の検出

　試験対象： 　 全数

　試験方法： 　 JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定
　試験項目： 　 挿入長さ※

※

※

※
※

※

　　　図示による（　　　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による（　　　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

　　　図示による（　　　　　　　　　　）、　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　　　図示による（　　　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による（　　　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

〇

　　　図示による（　　　　　　　　　　）

〇
〇
〇

〇
〇
〇

　改良体長さ、改良率、改良体幅　　　　図示による（　　　　　）、　（　　　　　　）
　固化材の配合量を決定する対象地層　　図示による（　　　　　）、　（　　　　　　）

〇
〇

〇

　改良体の設計基準強度（Fc）　　　　　図示による（　　　　　）、　（　　　　　　）

　改良体の設計基準強度（Fc）　　　　　図示による（　　　　　）、　（　　　　　　）
　改良対象土、改良範囲、改良厚さ　　　図示による（　　　　　）、　（　　　　　　）
　固化材の配合量を決定する対象地層　　図示による（　　　　　）、　（　　　　　　）

〇
〇
〇

　一軸圧縮試験の供試体数　　　　図示による（　　　　　　）、　　（　　　　　　　）

　一軸圧縮試験の供試体数　　　　図示による（　　　　　　）、　　（　　　　　　　）〇

〇
〇
〇
〇

　検査対象　　　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　）
　コア採取方法　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　）
　供試体数　　　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　）
　検査方法　　　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　）

　検査対象　　　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　）
　コア採取方法　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　）
　供試体数　　　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　）
　検査方法　　　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇
〇
〇

〇 〇

〇 〇

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

- 図面番号

千葉県企業局工業用水部

５　

鉄
筋
工
事

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事
千葉県佐倉市角来2222
水道施設
721.85

4 1
25.30
24.60

鉄筋コンクリート 鉄筋コンクリート

(4.2.1)(4.3.4～5)(4.4.4)(4.5.5～6)

(3.2.1)(4.2.1)

(4.2.4)

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

(4.3.3)

・施工方法　：
(4.2.2)(4.3.4)

(4.2.2)(4.3.5)

(4.3.3)(4.3.6)(7.2.5)

(4.3.8)

(4.3.8)

(4.2.2)(4.4.3)(4.4.5)

(4.4.1)
(4.2.2)(4.3.5)

(4.3.8)

(4.3.3)(4.4.5)(7.2.5)

(4.3.8)(4.4.6)

(4.5.1)(4.5.5)

(4.5.1)(4.5.6)

(4.2.2)

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)(5.3.4)

(4.5.4)

(4.6.2)

(4.6.3)

(4.6.4)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.5)

(5.4.10)(5.4.11)

(5.2.2)

(5.2.1)

(5.3.4)

(5.3.5)

(4.6.2)

(5.3.4)(5.5.3)(5.6.3)

(4.7.2)

(4.7.3)

・改良工事完了後の試験

(4.8.2)

(4.8.3)

・試験施工（特殊な地盤等）　　　行う、　　行わない

(5.5.3)(5.5.5)(5.5.6)

(5.6.3)(5.6.5)(5.6.6)

(4.5.4)(5.3.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.6.3)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.7.3)

(4.7.3)

(4.7.3)

〇
〇
〇

〇
〇

(4.8.3)

(4.8.3)

(4.8.3)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

●
●

ラーメン構造（一部耐震壁付） ラーメン構造（一部耐震壁付）

●

0.412 （略算）
2
1.0

1/6,193
1/1,245
1/4,352
1/1,232

32.1

+ 4.0

30
●

2-1

2-1

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

設計図参照

設計図参照

回転圧入鋼管杭工法

図示

施工標準による

SD390 D29以上

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

構造関係特記仕様書（１） R7.11

令和８年度

Ｓ－１

●

●　　　建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下



〇

〇

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

６　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

1.コンクリートの
・コンクリートの類別　：
　　　Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・普通コンクリート　：
気乾単位容積スランプ質量

18

適用箇所

24

〇

〇
2.3程度

設計基準強度 

・構造体強度補正値　：

〇※

〇※

〇

〇

2.セメント
・種類　：
　　　普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は
　　　フライアッシュセメントA種

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、
　　　　　水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で 402J/g以下のものとする
　　　高炉セメントB種 G　

〇※

〇

〇

〇

　　　フライアッシュセメントB種 G

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇※

〇 〇

〇

　　　適用個所（　　 1FLより下部（立上り部含む）、　　　　　　　　　　　　　）

　　　適用個所（　　 下記以外全て、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

(N/㎜2)
15又は18

(㎝) (t/m3)

６　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

７　

鉄 

骨 

工 

事

1.鉄骨製作工場〇
・鉄骨製作工場の加工能力　：

７　

鉄 

骨 

工 

事

12.製作精度
・鉄骨の製作精度　：

〇

〇

〇

〇

※〇
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による
・食い違い、仕口のずれの検査方法及び補強方法　：
　　　H12建告第1464号第二号イ(3)による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　H12建告第1464号第二号イ(2)による、　（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）
・アンダーカットの寸法　：

※〇

※〇
　突合せ継手の食い違いの寸法
　JASS6付則6「鉄骨精度検査基準」に加えて次による通しダイヤフラムの

〇※ 〇　　　A、　　B（コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3 以下）
・アルカリシリカ反応性による区分　：

3.骨材

　　　標準仕様書 6.3.1(4)(a)による〇※

4.混和材料

　　　適用個所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　適用個所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

●

〇

5.打継ぎの位置、
　ひび割れ誘発
　目地、打継目地

●

　柱及び壁

〇※
〇

〇※

　梁及びスラブ
・打継の位置　：

・目地寸法　：

　　　（ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する）
〇
〇

●
〇

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6.コンクリートの
　仕上り

A種
B種
C種

〇※
〇※
〇※

〇
〇
〇

〇
●
●

図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、

・合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ　：

・コンクリートの仕上がりの平坦さ　：

〇※
〇※
〇※

〇
〇
〇

〇
〇
〇

図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、
図示による（　　　　  　　）、

a種
b種
c種

●

● 7.打増し厚さ
　（打放し
　　仕上げ部）

(6.8.1)
　打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

　打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　外装タイル後張り面の打増し処理

　　　20㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　20㎜、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇

〇 〇

〇

●

●　　　10㎜、　　20mm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・打増し範囲　：
〇 〇　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8.型枠●
・せき板の材料及び厚さ
　　　合板 G （　　12mm、　　　　 ）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）● 〇 〇〇※
・断熱材を兼用した型枠　：

・MCR工法用シート　：
　使用箇所　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）〇

〇
　打増し厚さ　　20㎜、　（　　　　　　　　　）
　使用箇所　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

〇

〇

〇
・スリーブの材種、規格等　：

〇　　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9.無筋
　コンクリート

●

・セメントの種類　：
　　　普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は
　　　フライアッシュセメントA種
　　　高炉セメントB種 G
　　　フライアッシュセメントB種 G

　　　普通コンクリート、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※

〇※

〇
〇

〇

〇　　　18N/㎜2、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　打増し範囲　　図示による（　　　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　）

・コンクリートの種類　：

・設計基準強度　：

　　　標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による箇所　
　　　図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
●

・適用箇所　：

・スランプ　：

〇※

〇

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　スパンの中央又は端から1/4の付近、　　図示による

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇※
〇

　　　標準仕様書 6.3.1(4)(b)による
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・混和剤の種類　：

・混和材の種類　：
〇

〇

〇※

　技術者

(7.1.3)(7.1.4)
・施工管理技術者　：
　　　配置する〇※

3.鋼材

種類の記号 適用箇所（主要な部分）

〇

規格
JIS規格による、〇 〇
JIS規格による、〇 〇
JIS規格による、〇 〇
JIS規格による、〇 〇
JIS規格による、〇 〇

2.鉄骨製作工場に
　おける施工管理

〇
〇
〇
〇
〇

　鉄骨製作工場、または、同等以上の能力のある工場
　建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している

・種類等　：

　　　標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による

・溶融亜鉛めっき工法の適用個所　：
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　種類等

　　　15cm又は18cm、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

〇※

〇※

〇　　　スラブ、壁梁又は基礎の上端、　　図示による

13.溶接作業を行う
   技能資格者の

種別

種別

　 技量付加試験

　　　Ⅱ類（Ⅰ類以外でJIS A 5308に適合したコンクリート)

・ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法　：

　　　別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」による

〇 11.流動化
　 コンクリート ・適用箇所　：

　　　図示による（　　　　　　）、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・空気量　：
　　　4.5%、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇※

〇
　 コンクリート

　　　図示による（　　　　　　）、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※

12.高流動
・適用箇所（部位、部材）　：

　　　4.5%、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・空気量　：

・スランプフロー　：
　　　図示による（　　　　　　）、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※

〇※

〇※

〇※
・単位粗骨材かさ容積　：

・実施要領　：
　(1)単位水量の測定は、150m3に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に
　　 実施する。
　(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。
　(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

　　　範囲にある場合はそのまま施工する。
　　2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m3の範囲にある場合は、水量変動の

　　　打設する。その後、設計値±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、
　　　単位水量の測定を行う。

　　　原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の
　　　全運搬車の測定を行い設計値±20kg/m3以内であることを確認する。更に、設計値

　 単位水量測定
〇

　　4)「3)」の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。
　(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、
　　 コンクリート温度等)と写真により提出する。
　(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は

     する。

　　　原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは

　　1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m3の

　　　±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

　　3)設計値±20kg/m3を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の

　　 静電容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関と

13.コンクリートの

〇　　評価の区分　　（　　　）グレード以上、　　グレードの指定はしない

4.高力ボルト〇

　　　トルシア形高力ボルト
　　　JIS形高力ボルト

・ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　：
　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

〇
〇
〇
〇

　　　溶融亜鉛めっき高力ボルト
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇※

・高力ボルトの種類　：

・板厚方向に引っ張り力を受ける鋼板の試験　：
　　　行う（適用箇所：　　　　　　）、　　行わない〇 〇

〇※ 〇

〇
〇

〇〇※　　　すべり係数試験、　　すべり耐力試験

　溶融亜鉛めっき面以外
・摩擦面の処理方法等　：

　溶融亜鉛めっき面

5.普通ボルト〇

〇 〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　標準仕様書7.4.2(1)による、　（　　　　　　　　　　　　　）

　　　ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）
〇　　　りん酸塩処理、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・すべり試験の実施　：

　試験の方法等　：

〇 〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ボルト及びナットの材料　：
　　　JIS B 1180（六角ボルト）及びJIS B 1181（六角ナット）による
　　　JIS B 1180（六角ボルト）附属書JA（規定）及びJIS B 1181（六角ナット）
　　　附属書JA（規定）による

・ボルトの形状および寸法　：

　　　図示による（　　　　　　）、　　（　　　　　　　　　　　）〇 〇
　ねじの呼び

・座金　：

・戻り止め　：
　　　二重ナット、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　JIS B 1256による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・戻り止め　：

・ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　：
　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

〇

〇

〇※

〇※

〇※

〇

6.アンカーボルト〇

　　　ABR400、　　ABR490、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇 〇
・建方（及び付属鉄骨）用アンカーボルトの種類　：
　　　SS400、　  （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇 〇
　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度
　　　標準仕様書 表7.2.3による、　（　　　　　　　　　　　　　）〇 〇
・ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　：
　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇※

7.溶接材料
・溶接材料　：
　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)による
　　　標準仕様書 7.2.5(1)(2)以外による〇

〇※

　　　材料及び使用箇所　　図示による、　（　　　　　　　　　　）〇 〇

〇 8.ターンバックル

　建築用ターンバックルボルト

　　　割枠式、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　羽子板ボルト、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇※ 〇

〇

〇 〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・種類　：

・ねじの呼び　：

　デッキプレート
9.床構造用の

・材質、形状及び寸法　：

デッキプレート
単独の構法
デッキプレートと
コンクリートとの
合成スラブとする構法

備考材質・形状・寸法適用箇所

〇

〇

〇

〇

・開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）　：
〇 〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 〇　　　図示による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・鉄骨部材への溶接方法　：

・耐火認定　：
〇 〇 〇

10.スタッド

16
19
22

呼び名 呼び長さ(㎜) 適用箇所

〇

〇
〇
〇

〇※

〇

〇

・種類等　：

11.柱底均し
　 モルタル

　　　標準仕様書 7.2.9(2)(ｱ)～(ｴ)による、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　あり（耐火時間　　　図示による、　　　　　　　　　　　　）、　　なし〇

構法

・無収縮モルタルとする場合の材料、調合等　：

　建築用ターンバックル胴
〇※

〇　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ねじの呼び径+1.0mm、　　（　　　　　　　　　　　　　　　）〇※ 〇
・母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

・構造用アンカーボルトの種類　：

〇

・塗料の範囲　：
　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲
〇

〇

17.錆止め塗装〇

〇

〇

〇〇

※〇

※〇

※〇

  　　全数
工事現場溶接の場合

　　　全数
検査水準
節

・完全溶込み部の超音波探傷試験　：

※〇

　　　外観試験の不合格個所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する。
　　　溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験個所と同一とする。

・JASS 6 付則6「鉄骨精度検査基準」の付表3「溶接」に関する試験方法等　：

・H12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等　：

※〇
〇

　　　抜き取り検査②
　　　抜き取り検査①

〇 16.溶接部の試験

〇

〇
〇

　　　柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部
　　　図示による
・適用箇所　：

　 の管理
　 パス間温度
15.入熱､

〇
〇

〇
〇

　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-4(d)改良型スカラップ）
・スカラップの形状　：

・エンドタブの切除する部分　：

〇

〇

〇

　　　標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による
　切断面の仕上げ

　　　なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する
　　　エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジ等の端から5mm以下残して直線状に切断する
　切断範囲

〇

　　　図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-2）
・開先の形状　：

14.溶接接合

　　　JASS6 10.4「受入検査」e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全

　｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣3.5.2受入検査による

〇
・試験の要領　：
　　　行う、　　行わない〇
・技量付加試験の実施　：

　工場溶接の場合
　　　AOQL(%)　　　レベルⅡ（4.0%以下）、　　レベルⅠ（2.5%以下）〇

　　　標準仕様書7.8.2(1)(ｱ)～(ｵ)による部分以外

・塗料の種別　：

〇
・構造用アンカーボルトの形状及び寸法　：

〇

(7.10.2)〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

－

耐火塗料
モルタル塗り
ラス張り

耐火材巻付け
高断熱ロックウール

繊維混入けい酸カルシウム板
耐火板張り

適用箇所
（部位・部分）

性能
（耐火時間）

耐火材吹付け

種類 材料・工法

湿式ロックウール
半乾式吹付けロックウール
乾式吹付けロックウール

・種類、材料、構法等　：
18.耐火被覆

〇
　耐火被覆が接着する面の塗料の種別

　鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別
※〇

※〇
19.建方精度

20.アンカーボルト
　 の設置等

〇 〇

〇

〇

　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               ）

　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）〇

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　 　）

〇　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               ）

全て、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）
〇第6水準、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　               　）

　　　図示による（　　　　　　）、　（   　　　　　　　 　　                 ）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               ）

　　　図示による（　　　　　　）、　（   　　　　　　　 　　               　）

　下記以外の鉄鋼面は、「18章　塗装工事」による。

〇　　　As種、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                ）

　　　JASS6 付則6［鉄骨精度検査基準］付表5［工事現場］による

・構造用アンカーボルトの保持及び埋込み　：

※〇
〇

〇

・柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別　：
〇〇

・建方（及び付属鉄骨）の保持及び埋込み工法　：

・建方（及び付属鉄骨）用アンカーボルトの形状及び寸法　：
〇

〇

　種別　　A種、　　B種

　種別　　A種、　　B種
　厚さ　　（　　　　　　　　　　                                           　）

　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　　　　         　）〇
　　　適切な鋼製アンカーフレーム等を設置して固定する方法

　　　図示による（　　　　　　）、　（　　　　　　　　　　　               　）〇

ナットの回転法の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える回転量
・JIS形高力ボルトの締付け（本締め）　：

　　　0.500m3/m3、　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※〇

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

- 図面番号

千葉県企業局工業用水部

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

(6.2.1)

(6.2.1～6.2.4)

(6.3.2)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.6.4)

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

(6.8.1)

(6.2.5)(6.8.2)

(6.2.5)(6.8.2)

・打増し厚さ　：

(6.8.2)

(6.3.1)

(6.2.1)(6.14.1)

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.15.1)

(6.15.2)

(6.16.1)

(6.16.2)

(6.16.2)

(6.16.2)

(7.1.3)

(7.2.1)

(7.3.2)

(7.2.2)

(7.4.2)

(7.12.5)

(7.4.2)

(7.4.7)
〇

(7.2.3)

(7.5.2)

(7.3.2)

(7.3.8)

(7.2.3)(7.2.3)

(7.2.3)

(7.3.2)

(7.2.4)

(7.2.5)

(7.2.6)

(7.2.6)

(7.2.7)

(7.7.8)

(7.2.8)

(7.2.9)

(7.3.3)

(7.6.3)

(7.6.3)

(7.6.7)

(7.6.4)

(7.6.7)

(7.6.12)

(7.8.2)

(7.8.4)(18.3.2)

(7.9.2～7.9.8)

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.10.3)

15mm

15mm

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事
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項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

そ 

の 

他

1.軽微な変更
　の対応
 (あらかじめ検討)

・施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

　　　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、
　　　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。

　あらかじめの検討を行っている部分　：

・杭の芯ずれを考慮した検討　：
　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇
・杭の長さの変更を見込んだ検討　：

・梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討　：
　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）〇

　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　）〇

今回対象地区

セ メ ン ト の 種 類

材齢28日間の平均気温

補 正 値 （ S ）

〇

千 葉 西 部 地 区

北 総 地 区

東 総 地 区

九十九里町・白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村

旭市・香取市・銚子市・東庄町

勝浦・鴨川地区

館 山 地 区

君津・木更津地区

勝浦市・鴨川市・大多喜町

館山市・鋸南町・南房総市

東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・大網白里市・一宮町・御宿町
九 十 九 里 地 区

※

※

※
千葉市・市原市・四街道市

市　　　　　町　　　　　村　　　　　名地　　　　区

千 葉 中 央 地 区

千 葉 北 部 地 区

〇

〇

〇

成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市

市川市・印西市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・白井市

木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市

我孫子市・柏市・鎌ケ谷市・野田市・松戸市・流山市

・別表「コンクリートの構造体強度補正値(S)　一覧」

0以上 5未満

6(N/mm2)

5以上

3(N/mm2)

0以上 8未満

6(N/mm2)

8以上

3(N/mm2)

暑中における
コンクリート

6(N/mm2)

普通ポルトランドセメント 早強ポルトランドセメント

令和4年12月現在(表6.3.2)(表6.12.1)

12/ 9 ～  2/ 2

12/29 ～  1/ 6

12/11 ～  1/28

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

 9/10 ～  7/ 5

 2/ 3 ～  7/14

 8/29 ～ 12/ 8

 1/ 7 ～  7/ 9

 9/ 4 ～ 12/28

 1/29 ～  7/ 9

 9/ 1 ～ 12/10

 9/ 3 ～  7/23

 9/ 7 ～  7/ 7

 8/31 ～  7/11

 9/10 ～  7/ 9

 9/ 6 ～  7/22

12/ 9 ～  2/ 9

11/20 ～  2/23

11/29 ～  2/16

11/23 ～  2/20

12/13 ～  2/ 6

12/ 3 ～  2/12

12/ 4 ～  2/14

12/12 ～  2/ 5

12/16 ～  2/ 4

 2/10 ～  7/ 5

 9/10 ～ 12/ 8

 2/24 ～  7/14

 8/29 ～ 11/19

 2/17 ～  7/ 9

 9/ 4 ～ 11/28

 2/21 ～  7/ 9

 9/ 1 ～ 11/22

 2/ 7 ～  7/23

 9/ 3 ～ 12/12

 2/13 ～  7/ 7

 9/ 7 ～ 12/ 2

 2/15 ～  7/11

 8/31 ～ 12/ 3

 2/ 6 ～  7/ 9

 9/10 ～ 12/11

 2/ 5 ～  7/22

 9/ 6 ～ 12/15

 7/15 ～  8/28

 7/10 ～  9/ 3

 7/ 6 ～  9/ 9

 7/10 ～  8/31

 7/24 ～  9/ 2

 7/12 ～  8/30

 7/10 ～  9/ 9

 7/23 ～  9/ 5 

 7/ 8 ～  9/ 6

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

- 図面番号

千葉県企業局工業用水部
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(

柱

梁 梁２Ｌ

 /4 0

≧100

 /2 0  /4 0

 0

ａＬ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

継手長さ

 /4 0  /2 0  /4 0

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

ａＬ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

D0

（±　　）

EW○○

50

建　築

径
区分

75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

表1.8　溶接の補助記号

補助記号

Ｌ－Ｐ

Ｌ－Ｐ

EKW○○

構造関係共通事項　

S ※

1 鉄筋の加工

2 異形鉄筋の末端部

3 継手及び定着

１ｈ

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）ａ

１ｈ

１ １

 カップラー

Ｌ １ｈ

Ｌ １ｈ

Ｌ 、Ｌ 又はＬ２ ３

余長

Ｌ  、Ｌ  又はＬ１ｈ ２ｈ ３ｈ

余長

Ｌ１ｈ Ｌ １ｈ

Ｌ １

Ｌ１

Ｌ １ｈ

Ｌ １

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ ｂ

▽ ▽

ERW○○

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

建築

区分 径 D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

表1.2　各階伏図における記号　

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

説明記号記号 説明

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲

耐力壁の種別

片持ちスラブを受け、かつ耐力壁の種別

土圧を受け、かつ耐力壁の種別

FLからの上がり下がり

ボーリング位置

表1.3　梁貫通孔記号　

２．構造関係共通図(配筋標準図)　

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

折曲げ

角  度

折曲げ内法直径(D)

D16 以下
D19

～ D38

D19

～ D38

SD390

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

  180°

  135°

  90°

  135°

及び

  90°

（幅止め筋）

3d 以上 4d 以上 5d 以上

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

壁

梁

壁

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋

 床版  床版
壁

梁柱

ただし、最上階の

柱頭の四隅部は

フックを付ける。

壁

壁

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

    余長は 4d 以上とする。

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

１ １ｈ

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
Ｌ　（フックなし）

18

21

45d

40d

35d

30d

18

21

35d

25d

25d

30d

21

鉄筋の

種  類
Ｌ　（フックあり）

25d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

30d

35d

35d

SD345

SD390

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

図1.1　溶接記号の記載例

溶 接 継 手

 溶  接  面
両面溶接

片面溶接

重ねアーク溶接（フレア溶接）

部分溶込み溶接

隅肉溶接

完全溶込み溶接

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

表3.2　隣り合う継手の位置

フックあり

の場合

フックなし

の場合

－

－

直線定着の長さ

小梁 スラブ

Ｌ

フックあり定着の長さ

－

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

40d

35d

30d

30d

35d

18

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

SD345

SD390

21

24，27

30，33，36

21

24，27

21

45d

40d

35d

35d

40d

30d

30d

20d

35d

25d

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２
３ｈＬ

小梁 スラブ

10d

35d

30d

25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

18 40d50d

35d45d

35d40d

40d50d

40d45d

          の折曲げは行わない。

30，33，36

24，27

30，33，36

Ｌ１

表3.3　鉄筋の定着の長さ

定着起点定着起点

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ 小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

図3.3　折曲げ定着の方法

コンクリートの

設計基準強度

  Fc（N/mm ）
ａＬ 

18

21

30，33，36

20d

15d

15d

15d

18

21

15d

15d

15d

15d

21

24，27

鉄筋の

種  類

15d

15d

24，27

30，33，36

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d30，33，36

20d

20d

15d

20d

20d

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。ｂ

ａ

　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

１節半以上、かつ、150mm以上

１節半以上、かつ、150mm以上

 鉄筋

 鉄筋

定着（スラブの場合）

図3.4　溶接金網の継手及び定着

定着（壁の場合）重ね継手

（柱頭又は柱脚部）

末端部 中間部

（重ね継手）

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

以上の

1.5巻

添巻き

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ

30

30

20

30

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

60

D は、鉄筋の最大外径

継手長さ

継手長さ 15d（余長）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

20d（余長）

20d（余長）

継手長さ

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

：継手の好ましい位置

 ガス圧接を例で示す

15d（余長） 15d（余長）

5.1　基礎梁

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

全 周 現 場 溶 接

区　　　　分

現　場　溶　接

全　周　溶　接

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

溶接継手

溶接面

基準線引出線

断続溶接の長さ及び間隔

現場溶接

全周溶接

全周現場溶接

引出線 基準線

（折線）

６０°６０°６０°

4d 以上

6d 以上

8d 以上

4d 以上

4d 以上

D

D

D

D

d

D

d
d

d
d

1ｈ1
２

２

1.1 適用範囲

(１)構造関係共通事項は、総則、構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）から構成される。

(２)構造関係共通図(配筋標準図)は、鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の

 の一般的な標準図とする。

 加工、組立等の一般的な標準図とする。

(３)構造関係共通図(鉄骨標準図)は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立

(４)構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外について、図面及び監督職員の指示による。

1.3 用語の定義

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

1.2 優先順位

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

1.4 記号等

１．特記仕様書

(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。

４．標準仕様書及び改修標準仕様書

３．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）

２．設計図

１．総　則

 図面で使用する記号等は、表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。

鋼　管

記号（建築用）

管　名

表1.4　スリーブ材質の凡例　

SP（白管） GA VU RS

溶融亜鉛めっき鋼版 硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

表1.5　高力ボルト径の記号 表1.6　普通ボルト径の記号　

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

表1.7　溶接継手及び溶接面の分類別記号

径
区分 M16 M20 M22 M24M12

普通ボルト

M12 M16 M20 M22 M24径

高力ボルト

区分

（F8T相当）
溶融亜鉛めっき高力ボルト

（F10T、S10T）

d

≧6d
d

≧6d

d

≧6d

50d

50
d

d

≧6d

ａ≧0.5Ｌ

ａ

ａ＝0.5Ｌ

ａ ａ

ａ ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

 ガス圧接継手・溶接継手

ａ≧400mm

ａ≧0.5Ｌａ＝0.5Ｌ

ａ ａ

ｂ

間隔

あき DD

24，27

１ｈ　　　２．フックありの場合のＬ　 は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

（余長）

折曲げ図

（注）１．Ｌ　,Ｌ   ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

10d

20d
かつ

150mm

以上

 25d)  25d)

(

4 鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

ただし、柱及び梁の主筋に D29 以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

（注）１．

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　 異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着

　　 する。

一般壁の種別W○○

KW○○ 片持ちスラブ形階段を

受け、かつ一般壁の種別

鉄筋の

種類

呼び名

（1）鉄筋の重ね継手

（ｱ）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（ｲ）柱及び梁主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

 片持小梁 片持ｽﾗﾌﾞ

 の場合は の場合は

（2）鉄筋の定着

（ｱ）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（ｲ）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ

 　　り、次の(a)、(b)及び(c)をすべて満足するものとする。

　　　　(a)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

　　　　(b)　余長は 8d 以上

全長

（ｳ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

　 　なお、Ｌ は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。２ ３１

Ｌ１

Ｌ１

（ｴ）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

（1）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

（2）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

（3）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（4）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（ｲ）25mm

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

（1）一般事項

（ｱ）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（ｲ）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(2)(ｴ)による。

（5）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(4)による。

（2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

（3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

　   ただし、耐圧スラブが付く場合は、（4）による。

　 　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

　　　　(c)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さLa及びLbは表3.4に示す長さとする。

２．90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

重 

ね 

継 

手

ガ
ス
圧
接
継
手

溶 

接 

継 

手

機
械
式
継
手

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2）

Ｌ３

【※】

 0

　　　２．Ｌ2，Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　３．Ｌ3　　　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

　　             　　受ける小梁は除く。

　　　４．Ｌ3h　　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間部で

１

全長

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（ｳ）隣り合う鉄筋の径（呼び名の数値）の平均の1.5倍

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

SD295、SD345

SD295

（注）１．Ｌ1，Ｌ1h：２から４以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

SD295

（ｴ）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

（ｳ）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず40d以上（軽量コンクリートの

 　  場合は50d ）又は表3.1の重ね継手の長さのうち、いずれか大きい値とする。

     ただし、スラブ筋で D16 以下の場合及び壁筋の場合は除く。

SD295

（6）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

- 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

構造関係共通事項（その１）　R7.11

令和８年度

Ｓ－４



（ｱ）あばら筋の種類、径及び間隔は、設計図による。

5.2　基礎梁のあばら筋等

コンクリート打継ぎ面

6.1　柱

FL

GL

6.2　帯筋

②Ｗ－Ⅰ形

①Ｈ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

（イ） （ロ）

（イ）

（イ）

（ロ） （ハ）

（ロ） （ハ） （ニ）

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

（イ） （ロ）

上端筋

7.3　小梁

7.2　あばら筋等

柱

梁 梁

腹筋

2-D10 2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

7.1　大梁

外端 連続端

連続端

端部端部

下端筋

③Ｗ－Ⅱ形 ④Ｗ－Ⅲ形

継手長さ20d（余長）

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

15d（余長）

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

d

１
ｈ

Ｌ

継手長さ

ａＬ
２

Ｌ
ａＬ

ａＬ

≧6d

Ｐ
＠

≧8d

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｌ

d

Ｌ Ｌ

≧6d

Ｌ

≧6d

≧6d

２Ｌ

=45゜・
・

d

≧8d

P＠＝30

≦P＠

Ｄ

・
・ ＝30・

・

Ｄ

P＠

≦P＠ ≦P＠

P＠P＠

≦P＠

P＠ P'＠

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d

Ｄ

≦P'＠

 /4 0

 0

P'＠

15d(余長) 15d(余長)

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １
Ｌ

20d(余長） 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長）

 /4 0  /4 0 /2 0

 /6 0  /4 0  /4 0  /4 0

 /4 0  /4 0 /2 0

 /2 0

 0

7  0/12

 0

２Ｌ (定着)

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

 /4 0  /4 0 /2 0

３Ｌ ｈ
 /6 0

 0

 /6 0
３Ｌ ｈ

 /3 02

２
Ｌ

 /4 0

Ｄ

ａＬ

ａＬ

３Ｌ ｈ

ｂＬ

ｂＬ ｂＬ ２Ｌ２Ｌ

Ｌ/2

Ｌ

Ｌ

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

：継手の好ましい位置

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

 ガス圧接を例で示す

図6.2　柱打増し部

打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合 重ね継手とする場合

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

　　　本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げ

　　　て定着する。 （注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

　　　　　ができる。

一般階

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

幅止め筋

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

直交する梁へ斜めに定着する場合

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

平面 立面

 　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によるこ

     とができる。

　　 打増し部分を含まない。

　　 打増し部分を含まない。

　 　上端筋：中央 　o/2以内

 　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

　　 ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは設計図による。

（4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（1）一般事項

（2）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は設計図による。

（1）一般事項

（ｳ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（ｱ）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（2）帯筋組立の形は図6.3により、適用は設計図による。

（1）帯筋の種類及び間隔は、設計図による。

（2）柱打増し部

（ｱ）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、

（ｲ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

（1）一般事項

（ｱ）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（ｲ）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は設計図による。

（ｳ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

（2）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（ｱ）継手中心位置は、次による。

（ｲ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

（ｳ）梁筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が、同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

図7.5.1　あばら筋組立の形

③②① ④

(a).①の場合は交互とする。

(b).②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

(c).③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。

（ｲ）フックの位置

（1）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

（ｳ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（2）あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｱ）形は、図7.5.1①とする。 （1）小梁主筋の継手、定着及び余長

図6.3　帯筋組立の形

１
P
 ＠

２

帯筋

上下の柱断面寸法が異なる場合，
帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は
同径の鉄筋を束ねたものとする。

梁面より割り付ける。

図6.4　帯筋の割付け

（4）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は設計図による。

（3）フック及び継手の位置は交互とする。

柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

D≦100

Ｄ

15d(余長)

Ｄ

20d(余長)

 /4 0  /2 0  /4 0

 /4 0

 0

２
Ｌ

ａＬ ａＬ

２
Ｌ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

吊上げ筋は、あばら筋より

１サイズ太い鉄筋又は同径

の鉄筋を束ねたものとする。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

最上階

継手長さ

15d(余長) 15d(余長)

継手長さ

一般階

上端筋

下端筋

（ｴ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　 　なお、定着の方法は3(2)(ｲ)による。

（ｵ）梁にハンチをつける場合、その傾斜は設計図による。

（ｶ）段違い梁は、図7.2による。

（3）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １
Ｌ

２
Ｌ２

Ｌ

ａＬ

ａＬ

最上階

二段筋

（4）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.1　梁主筋の梁内定着

（ｲ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

１
ｈ

Ｌ

副あばら筋が取り付く場合

（ｱ）あばら筋の径および間隔は、設計図による。

（ｲ）あばら筋組立の形及びフックは7.2(2)、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。

　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

（3）副あばら筋組立の形及びフックの位置

≧4d

≧6d ≧8d

≧6d
⑦⑥⑤

図7.5. 　副あばら筋組立の形2

（4）あばら筋の割付け
（ｱ）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（ｲ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

ただし、L形梁またはT形梁の場合は⑦とすることができる。

（ｳ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（ｴ）腹筋及び幅止め筋

　一般の梁は、図7.9による。

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

図7.9　腹筋および幅止め筋

  連続小梁の場合は、図7.10による。

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（2）単独小梁の場合は、図7.11による。

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（3）あばら筋は、7.2による。

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

（3）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

（耐圧スラブがつく場合を含む）（耐圧スラブがつく場合を含む）

　　　接の場合は10d 以上とする。

二段筋

（ｲ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は 5d 以上、片面重ねアーク溶

　　　ただし、L形梁の場合は②または③、T形梁の場合は②～④とすることができる。

二段筋

二段筋二段筋

　　　ただし、L形梁の場合は②または③、T形梁の場合は②～④とすることができる。

二段筋

二段筋

 形は、図7.5.2⑤または⑥とする。

ａＬ 15d(余長)

Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

（ｱ）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、ho/4（hoは柱の内法高さ）以上離した位置とする。

（ｲ）継手、定着及び余長は、図6.1による。

 　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、設計図による。２

≧50d

　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠と

1.5P2＠以下,かつ,
150mm以下

150mm以下

150mm以下

1.5P1＠以下,かつ,

1.5P1＠以下,かつ,

　　　　　２．図中のP1＠　、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。
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（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

8.1　壁

先端小梁

片持梁

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

9.1　スラブ 9.2　片持スラブ
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D10-200@

配力筋

D10-200@

D10-200@

D10-200@

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

垂直断面

図7.13　片持梁主筋の定着

片持梁

(頭つなぎ梁)

先端小梁 

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

交差部（水平断面）

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

表8.3　壁開口部補強筋（A形）

種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

120

150

180

200

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は設計図による。

（３）土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは設計図による。

（４）スラブの配筋（S形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。

表9.1　S形配筋

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　

種別　　　　

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

種別 縦筋及び横筋
(表10.1)

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

同　上

S14

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-250@

D10-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-200@

同　上

D10-250@

180

200

 短辺方向（主筋）配筋

種別 全域

 長辺方向（配力筋）

全域

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

縦横

補強筋

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

補強筋
壁の種別

W18，W20

W12，W15

壁の種別

図9.1　スラブの配筋

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

先端部補強筋

主筋

配力筋

先端部補強筋

配力筋

短辺方向

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（３）出隅部

先端壁の縦筋の径　

及び間隔に合わせる

出隅部分の補強筋

補強筋の定着出
隅

部
分

の
補

強
筋

出隅部

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

　配筋種別 主筋

D10,D13-200@

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@上

下

上

下

上

上

下

上

下

上

下

D10-200@

主筋　配筋種別

     配筋する。

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

D10-200@下

配力筋 主筋

先端部補強筋

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

（段差あり）

（段差なし）

9.3　スラブ等の補強

CS1

CS2

CS3

CS4

CS5

CS6

CS7

（注）先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋（ CS1 からCS5 ）

（注）先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（CS6及びCS7）

（ｲ）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

（2）あばら筋は、7.2による。

（1）一般事項

（2）壁の配筋は表8.1により、種別は設計図による。

（3）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は設計図による。

（4）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

（2）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、設計図による。

（ｲ）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

（ｱ）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、A形は表8.3、B形は表8.4とし、適用は構造図による。

（1）壁開口部の補強

（5）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（ｲ）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

（1）スラブ開口部の補強

（ｱ）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

スラブ開口部の補強方法は、構造図による。構造図になければ、(ｱ)(ｲ)による。

（ｱ）補強の配筋は設計図により、配筋方法は、図9.7による。

（ｲ）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は設計図による。

（注）１．図示のない場合は、（ｱ）による。

受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

(D16)

受け筋

(D13)

受け筋

(D13)

受け筋

(D13)

受け筋

２Ｌ

３Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

２
Ｌ

３Ｌ ３
Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

２

ｂＬ
ｂＬ

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

一般スラブの場合

Ｌ

耐圧スラブの場合

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

③②①

　　　厚さは、設計図による。

表9.2　CS形配筋

（１）片持スラブの配筋（CS形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及びスラブ

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

２Ｌ

P＠

≦P＠ ≦P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

１
Ｌ

図8.1　壁の配筋

　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ1）シングルを上下筋の内側に

また、定着長さはＬ２とし、鉄筋の継手位置は、柱・壁部以外とする。

（ｱ）一般壁配筋の重ね継手の長さをＬ1とし、耐力壁筋の重ね継手の長さは特記による。

     部分は含まない。

（ｳ）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し

（ｲ）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

8.2　壁の補強

片持スラブは、プレキャストコンクリート部材または現場打コンクリート部材とする。
プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、構造図による。

（６）原則として引き通し、鉄筋の重ね継手長さはL1とする。

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

7.4　片持梁

15d  /32 ａＬ

２Ｌ

３Ｌ ｈ

15d  /32

２
Ｌ

ＬＬ

３Ｌ ｈ

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

一般階 最上階

（1）片持梁主筋の定着及び余長

（ｱ）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長
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     なお、リング節は、溶接金網に 4箇所以上溶接する。

あばら筋

溶接金網

リング筋

余長突出し

突出し

余長

かぶり

貫通孔外径

かぶり

余長

突出し

あばら筋

縦筋

斜め筋
縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

D/2

１Ｌ

１Ｌ

１
Ｌ

45゜ 45゜

D

Ｄ

図11.2　補強筋の定着長さ

配筋

2-2-D13

斜め筋
種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

表11.1　H形配筋

図11.3 他の開孔を設けない範囲

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

MH形及びM形

突き合せ溶接

リング筋

溶接金網

(ｹ)  溶接金網の余長は、1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(ｺ)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

(ｻ)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(ｼ)  他の開孔を設けない範囲は、図11.3による。
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２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

 0

150

２Ｌ

 0

 0

２Ｌ

ｂＬ

ｂＬ

２Ｌ

３Ｌ

２Ｌ

ｂＬ

D10 

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

ｔ：スラブ厚さ

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

ｔ：スラブ厚さ

　　 の範囲には設けてはならない。

（1）梁貫通孔は、次による。

(ｱ)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(ｲ)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(ｳ)  孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（ Dは梁せい）

(ｴ)  孔は、柱面から原則として、1.5D 以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(ｵ)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の 3倍以上とする。

(ｶ)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(ｷ)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(ｸ)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

 　　開口部を避けて配筋でき、補強を省略することができる。

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

コンクリートの厚さ

配筋図

2-D13

先端補強筋

2-D13

先端補強筋

4-D13

先端補強筋

D13

D10
D10-200@

D16

D10-200@D10

2-D13 2-D13

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

11.3　パラペット

800

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

t

パラペットの先端補強筋は図11.6により、コンクリート厚さ及び配筋は構造図による。

図11.6　パラペットの先端補強筋

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

コンクリートブロック帳壁

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートブロック帳壁

2-2-D13

なし

2-2-D13

なし

縦筋 溶接金網

2-6φ-100@2-2-D13

4-2-D13 2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

斜め筋

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

配筋

種別

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（1）控壁は、次による。

（ｱ）控壁の配置は、設計図による。

（ｲ）配筋は、図11.4による。

（2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

12.1　擁壁

２Ｌ

２Ｌ
２Ｌ ２Ｌ３Ｌ

宅地造成等規制区域外での高さ2ｍ以下の擁壁の鉄筋の定着長さは図12.1により、コンクリートの厚さ

及び配筋は構造図による。

図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ

Ｌ 型 逆Ｔ型

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、構造図による。
プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は構造図による。

（2）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.2により、配筋種別は設計図による。

表11.2　MH形配筋

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

D13 D13

D10-300@

t

D10-300@

D10-300@

t

D13

D13

D10-300@

D10-300@

D13

2-D13

D13

D13

D10-300@

t

t

2-D13

D13

D13 D13

３

t

t

ａ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

ａ
２

Ｌ

ａ
２

Ｌ

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.10　打継ぎ補強配筋

中間部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

端部

土間コンクリート補強筋

び間隔に合わせる

補強筋の鉄筋径及

土間コンクリート

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

中間部 端部

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

配筋図

配筋種別 KA1 KA2

ｔ：スラブ厚さ

配筋種別

配筋図

KA3 KA4

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

10.1　片持スラブ形階段

　　 屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

　　 基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

 　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブで S形の配筋によるものをいう。

　　 土間コンクリートの補強筋は、設計図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（2）屋根スラブの補強

（3）土間スラブの打継ぎ補強

（4）土間コンクリートの補強

（注）１．壁配筋は、8.1（3）による。 工事名

図面名

作成年月日
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事業者名

- 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

構造関係共通事項（その４）　R7.11

令和８年度
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1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準

1-4 鉄骨溶接施工

1-5 重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ

1-6 梁貫通孔補強

1-7 その他

３．構造関係共通図(鉄骨標準図)　

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

ep

Pt

g

p

はＢ 軸径
B

軸径 軸径
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※１　千鳥打ちとした場合
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Ａ（サブマージアーク自動溶接）
被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1 =（ｔ－6）/2

D2 =（ｔ－6）/2

D1 = 2（ｔ－2）/3

D2 =（ｔ－2）/3

19＜ｔ≦40
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Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

１（片面溶接） ２（両面溶接）

（単位：ｍｍ）

Ｔ型継手(T)の開先標準
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隅肉溶接(F)の開先標準

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）
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２（両面溶接）
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（単位：ｍｍ）

隅肉溶接のサイズ
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19
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（単位：ｍｍ）

従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

改良型スカラップ

35以上

38以上

70以上

m

裏当て金の厚さ （単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

自動溶接

半自動溶接

手溶接

溶接方法

エンドタブ

裏当て金

A部断面 B部断面 C部断面

10㎜以上

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３ ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

D-D断面図

（単位：ｍｍ）

重ねアーク溶接（フレア溶接）(FL)の開先標準

１（丸鋼等片面溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

（単位：ｍｍ）

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－2）/2

D1= (ｔ－2）/2

12≦ｔ≦40

１（片面溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

部分溶込み溶接(P)の開先標準
（単位：ｍｍ）

２（両面溶接）

16≦ｔ≦40

22

13d 10

ｔ 12

1211

1916 3628

1413

25

15 15

32

16

40

スニップカット

Sc 10

t 6 9 12 16以上

151412

1/2.5以下

鉄筋又は軽量形鋼に重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ（L）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を

除いた部分の長さとする。

L：片面フレア溶接の場合　１０ｄ

　　両面フレア溶接の場合　  ５ｄ

La及びLbは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｓ：溶接のサイズ

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

H ：鉄骨せい

D ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

２

ｅ：材端と補強プレートの間隔

( 　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 )

( 　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 )

　は３φまたは    のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合、又は低応力高サイクル疲労を受ける場合

     補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

補強プレート法

（1）縁端距離及びボルト間隔

（2）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（3）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

（1）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

（2）エンドタブ

（3）裏当て金

（ｱ）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（ｲ）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

（4）スカラップ

（ｲ）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

（ｱ）スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。

（5）スニップカット

（ｱ）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

（ｲ）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

（6）溶接部分の段差

（1）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

　　（ｱ）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

　　（ｲ）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で 2倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で 3倍以上確保する。

（2）貫通孔の補強方法は、構造図による。

（ｱ）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（ｲ）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（1）広幅平鋼の取り扱いについて

40

フィラープレートを使用する場合、材質はSS400とする。

（2）フィラープレートの材質

Sr2

Sr1

Sr

Sr

Sr1

Sr2

　　BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

M16,M20,M22

25 12

60

85 ※1

工事名

図面名

作成年月日
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- 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

構造関係共通事項（その５）　R7.11

令和８年度

Ｓ－８



裏当金具

4
.
0
m
m

２． ３～６．０ｍｍ

裏当金具

４
５

°

１
．

０
～

４
．

０
ｍ

ｍ

３ ．２～６． ０ｍｍ フィ ラープレート

裏当金具

４
５

°

１
．

０
～

４
．

０
ｍ

ｍ

３． ２～６．０ｍｍ

Dp Dp

L6

t1 t1 L4 

t2 
 L5

 t3 L4 
RL1L2

L3
t2

Ｒ： 最大回転半径

▼く い先端

部　 位

　 １ ）

【 　 回　 転　 貫　 入　 鋼　 管　 杭　 　 ジ　 ー　 ・ 　 エ　 ク　 ス　 パ　 イ　 ル　 】

３ く い体から決まる長期許容支持力

Ｎａ 　 ＝ 　 Ａｅ （ １－α１－α２）

*F 　 　 ＝　Ｆ ・ （ ０． ８０＋２． ５・ ｔ ｅ ／ｒ ） （ ０ ． ０ １ ≦ｔ ｅ ／ｒ ＜０ ． ０ ８ ）

*F 　　 ＝　 Ｆ （ ｔ ｅ ／ｒ ≧０ ． ０８ ）

2 2
F : 設計基準強度（ Ｎ／ｍｍ　 ） Ae : 腐食しろを除いた鋼管の断面積（ ｍｍ　 ）

r : 鋼管の半径（ ｍｍ） te : 腐食しろを除いた鋼管の厚さ（ ｍｍ）

α１ : 長さ径比による低減率 （ 　 Ｌ ＞１ ０ ０ 　 Ｄｐ 　 の場合　 α１ ＝（ Ｌ ／Ｄｐ －１ ０ ０ ） ／１０ ０ 　 ）

α２ : 溶接継手による低減率（ α２ ＝０ 　 ）

４ 引抜き方向の短期支持力

１ ） 地盤から定まる引抜き方向の短期支持力（ ｋ Ｎ）

ｔ Ｒａ 　 ＝  NtAtp +Wp

ここで、

： （ 砂質地盤（ れき質地盤を含む） ： κ＝５６）

（ 粘土質地盤： κ＝５ ６）

Nt： 基礎ぐいの先端付近（ く い先端より上方に３ Ｄｗ（ Ｄｗ： 基礎ぐい先端の実断面積（ Ａｇ ） と等価

による打撃回数（ Ｎ値） の平均値（ 回）

＊砂質地盤（ れき質地盤を含む） の場合： １０ ≦Ｎｔ ≦６０

ただし、 Ｎｔ を求めるための個々のＮ値についてはＮ＜５ の場合はＮ＝０

＊粘土質地盤の場合： ５ ≦Ｎｔ ≦５ ０

ただし、 Ｎｔ を求めるための個々のＮ値についてはＮ＜２ の場合はＮ＝０

Ｎ＞５０ の場合はＮ＝５０とする。

2
Atp 基礎ぐいの先端の有効面積（ ｍ　 ）：

2 2
Ａｔ ｐ ＝（ Ｄｗ　 －Ｄｐ 　 ） π／４

Ｄｐ ： 　 く い径

Wp 浮力を考慮したく い有効自重（ ｋ Ｎ）：

２ ） く い体から定まる引抜き方向の短期支持力※

2 2
F : 設計基準強度（ Ｎ／ｍｍ　 ） Ae : 腐食しろを除いた鋼管の断面積（ ｍｍ　 ）

５ 適用範囲

適用する地盤の種類

＊く いの許容支持力（ 押込み方向）

基礎ぐいの先端地盤 ： 砂質地盤（ れき質地盤を含む）

粘土質地盤　 （ φ２ ６７ ． ４ まで）

＊引抜き方向の短期支持力

基礎く いの先端地盤 ： 砂質地盤（ れき質地盤を含む）

粘土質地盤（ φ２ ６ ７ ． ４ まで）

【 許容支持力および適用範囲】

１ 件　 名

Ｇ－ＥＣＳパイル工法　

（ 先端地盤： 砂質地盤（ れき質地盤を含む） ）

（ 先端地盤： 粘土質地盤）

２ 押込み方向支持力

本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に

求める長期並びに短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

１） 長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（ ｋ Ｎ）

1
Ｒａ 　 ＝ ｛ α　 ＮＡｐ 　 ＋（ β　 Ｎｓ Ｌ ｓ 　 ＋　 γｑ ｕ Ｌ ｃ ） ψ｝

3

２） 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（ ｋ Ｎ）

2
Ｒａ 　 ＝ ｛ α　 ＮＡｐ 　 ＋（ β　 Ｎｓ Ｌ ｓ 　 ＋　 γｑ ｕ Ｌ ｃ ） ψ｝

3

ここで、

α： く い先端支持力係数 （ 砂質地盤（ れき質地盤を含む） α＝１８４ ）

β： 砂質地盤におけるく いの周面摩擦力係数 （ β＝　 ０ 　 ）

γ： 粘土質地盤におけるく いの周面摩擦力係数 （ γ＝　 ０ 　 ）

N： 基礎ぐいの先端付近（ く い先端より下方に１ Ｄｗ（ Ｄｗ： 基礎ぐい先端の実断面積（ Ａ ｇ ） と等価

な円の直径　 以下、 等価円直径と呼ぶ） 、 上方に１Ｄｗの範囲） の地盤の

標準貫入試験による打撃回数（ Ｎ値） の平均値（ 回）

（ 砂質地盤（ れき質地盤を含む） （ ５≦Ｎ≦６ ０ ）

（ 粘土質地盤（ １０ ≦Ｎ≦５０ ） ）

Ap： 基礎ぐいの先端翼部の有効断面積（ ｍ　 ）

Ａ ｐ ＝ｅ ・ Ａ ｇ

e： 有効率 （ く い径３０ ０ｍｍ未満で１． ０　 ３００ ｍｍ以上で０． ９ ７）
2

Ag： 基礎ぐい先端の実断面積（ ｍ　 ）

Ns： 基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（ 回）

Ls： 基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（ ｍ）

2
qu： 基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（ ｋ Ｎ／ｍ　 ）

Lc： 基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（ ｍ）

ψ： 基礎ぐい周囲の有効長さ（ ｍ）

基礎ぐい先端の実断面積（ Ａｇ ）

　 く 　 い　 径　 Ｄｐ （ ｍｍ） 114. 3 139. 8 165. 2 190. 7 216. 3 267. 4 318. 5 355. 6 406. 4
(400)

基礎ぐい先端の
0. 0514 0. 0780 0. 1089 0. 1562 0. 1993 0. 2884 0. 4184 0. 4359 0. 52632

実断面積　 Ａｇ （ ｍ　 ）

※　 Ｄｐ ： 一般部く い径

基礎ぐいの先端翼部の有効断面積（ Ａｐ ） および等価円直径（ Ｄｗ）

　 く 　 い　 径　 Ｄｐ （ ｍｍ） 114. 3 139. 8 165. 2 190. 7 216. 3 267. 4 318. 5 355. 6 406. 4
(400)

基礎ぐい先端の有効
0. 0514 0. 0780 0. 1089 0. 1562 0. 1993 0. 2884 0. 4058 0. 4228 0. 51052

断面積　 Ａｐ （ ｍ　 ）

等価円直径　 Ｄｗ（ ｍｍ） 256. 9 314. 7 372. 3 446. 0 503. 7 606. 0 729. 9 745. 0 818. 6

※　 Ｄｐ ： 一般部く い径

　 ２ ） 最大施工深さ

基礎ぐいの軸部径Ｄｐ の１ ３ ０ 倍とする。

最大施工深さ （ 　 施工地盤面より　 ）

２ Ｇ－ＥＣＳパイルの材質　

使　 用　 材　 料

基礎ぐいの軸部

く い先端部の翼

及び組立板

キー材、 掘削刃

及び裏当て金具

【 現場自動溶接ロボット 工法】 　 ＥＣＳ－ＡＷ

・ ロボット 本体仕様

本体外形寸法： 幅　 ３８ ８ｍｍ 奥行き　 １２ ０ ｍｍ 高さ　２３６ｍｍ

レール寸法 ： 幅　 １２ ０ｍｍ 厚さ　 ２ ０ ｍｍ

本体重量 ： 約　 ４ ． ５ ｋ ｇ

： セルフシールドアーク溶接・ 溶接方法

：・ 適用く い径 Ｄｐ ＝１６５． ２ｍｍ～４０６． ４ｍｍ

　 杭　径　 Ｄｐ （ ｍｍ）

最大施工深さ（ ｍ）

※１ 　 杭先端が粘土質地盤で引抜方向支持力を使用する場合は３ １ ． ７ ０ ｍ。

　 ３ ） 適用する建築物の規模

床面積の合計が５ ０ ０ ， ０ ００ ｍ　 以下のものとする。

【 Ｇ－ＥＣＳパイルの構造・ 規格】

１ Ｇ－ＥＣＳパイル寸法
（ 単位は全て　 ｍｍ）

Dp t1 t2 t3 L1 L2 L3 L4 L5 L6 R

４． ５　
114. 3 12

16
70 140 210 140 52 135 162

６． ０　

４． ５　
139. 8 12

19
90 170 260 170 60 165 198

６． ６　

５． ０　
165. 2 12

19
110 200 310 200 65 185 234

７． １　

５． ３　
190. 7 16

22
130 240 370 240 80 225 280

７． ０　

８． ２　
１０． ３　216. 3 16

22
150 270 420 270 90 250 316

１２． ７　

８． ０　
９． ３　

267. 4 19 28 180 325 505 325 110 305 380
１２． ７　

19. 0

6. 9
１０． ３　

318. 5 22 32 220 390 610 390 115 360 457
１２． ７　

19. 0

９． ５　
355. 6 １２． ７　 22

32
220 400 620 400 120 390 466

19. 0

９． ０　
(400) 25

36
240 440 680 440 135 440 512

１２． ０　

９． ５　
406. 4 １２． ７　 25

36
240 440 680 440 135 440 512

19. 0

※は特注品となりますので、 事前にご相談く ださい。

※掘進が困難と想定される地盤では掘削刃付きタイプを使用する。

2

1. 5

F

3

2

（ 粘土質地盤　 α＝１５ ０）

Ｎ＞１ ０ ０の場合はＮ＝１ ００ とする。

※　 明らかにｔ Ｒａ より大きいので、 特に検討の必要はない。

　 １ ）

３ 継手

溶接継手標準図

○　 φ１３ ９ ． ８ 以下の場合 ○　 φ１６ ５ ． ２ 以上の場合

（ 　 上・ 下杭肉厚が同じ場合　 ） （ 　 上・ 下杭肉厚が異なる場合　 ）

14. 86 18. 17 21. 48 24. 79 28. 12

114. 3 139. 8 165. 2 190. 7 216. 3 267. 4 318. 5 355. 6

41. 40 46. 22 52. 83

(400)

34. 76
(52. 00)

※１

406. 4

2

*

κ

κ 先端抵抗係数

な円の直径　 以下、 等価円直径と呼ぶ） の範囲） の地盤の標準貫入試験

Ｄｗ： 　 　 等価円直径

ｔ Ｎａ 　 ＝Ｆ Ａｅ

最小く い長 ： 砂質地盤　 　 　 ３ ｍと１ ０ Ｄｐ （ Ｄｐ 軸部鋼管径） の大きい方

粘土質地盤　 　 ５ｍ

16. 0

16. 0

１ ６ ． ０ ※

１ ６ ． ０ ※

(SS400)

(SS400)

(SS400)

(SS400)

(SM490A)

(SS400)

(SS400)

(SS400)

(SS400)

(SS400)

○　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ　 ３ ４ ４ ４ （ １ ９ ９ ４ ） に定めるＳＴ Ｋ４ ０ ０ 及びＳＴ Ｋ４ ９ ０

○　 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ａ　 ５５２５（ １９９４） に定めるＳＫＫ４００及びＳＫＫ４９０

○　 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｇ　 ３４７５（ １９９６） に定めるＳＴ ＫＮ４００Ｗ、 ＳＴ ＫＮ４００Ｂ及びＳＴ ＫＮ４９０Ｂ

○　 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｇ　 ３ １０ １ （ １ ９９ ５） に定めるＳＳ４ ００

○　Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｇ　 ３１０６（ １９９９） に定めるＳＭ４００Ａ、 ＳＭ４００Ｂ、 ＳＭ４００Ｃ、 ＳＭ４９０Ａ

ＳＭ４９ ０Ｂ、 ＳＭ４９０ Ｃ、 ＳＭ４９０ Ｙ Ａ、 ＳＭ４９０ Ｙ Ｂ

○　 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｇ　 ３ １０ １ （ １ ９９ ５） に定めるＳＳ４ ００

○　Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｇ　 ３１０６（ １９９９） に定めるＳＭ４００Ａ、 ＳＭ４００Ｂ、 ＳＭ４００Ｃ、 ＳＭ４９０Ａ

ＳＭ４９ ０Ｂ、 ＳＭ４９０ Ｃ、 ＳＭ４９０ Ｙ Ａ、 ＳＭ４９０ Ｙ Ｂ

２ ０２１． ０４． １ ６　 改訂

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準（ １ ）

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

－ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準（１）

令和８年度

Ｓ－９



L

5
0
0

t3

Ｄ１： 柱側プレート 直径

Ｄ２： 杭側プレート 直径

ｄ １ ： ボルト 芯　 直径

ｄ ２ ： 治具用ボルト 芯　 直径

Ｌ ： 回転キー長

ｔ １ ， ｔ ２ ， ｔ ３ ： プレート 厚

d1
D1

D

D2
d2
Dp

t2
t1

Dp

Ｄｐ ： 杭　 　 直径

打設用治具

（ ７ ） 杭の回転埋設（ １） 杭芯・ 逃げ墨出 （ ３ ） 固　 定 （ ４ ） 回転埋設 （ ５ ） 杭の接続 （ ６ ） Ｔ Ｐ杭の接続
（ ８） 　 埋設完了（ ２ ） 　 建て込み

TP
回転埋設

回転埋設

接続 接続 孔あけド リル施工
溶接 溶接地面

支持層

１Ｄｐ １ Ｄｐ

（ ９ ） ト ップフ゜ レート
孔あけ

１ Ｄｐ 程度　
　 ２ Ｄｐ 以上捨てコン　

砕石　

１ Ｄｐ 程度　
　 ２ Ｄｐ 以上捨てコン　

砕石　

(5d+70)mm 

捨てコン　 　 ２ Ｄｐ 以上
砕石　

２０２１． ０６． ０７　 改訂

１） 管理値

施工管理許容値は０～－１０ｍｍとし、これを超える場合は対処方法について

ＥＣＳ－Ｔ Ｐ工法の水平方向施工管理許容値は±　 ２ ０ ｍｍ以内、 鉛直方向の

２） 施工手順

（ １ ） （ ２ ） 　 逃げく いは、 直角方向２ 箇所設定する。

（ ６） （ ７） 　 Ｔ Ｐく い（ 上く い） に、 Ｔ Ｐ治具を取付け、 回転埋設する。

　 （ ８ ） 　 Ｇ－ＥＣＳパイル工法打止め管理基準を満足していることを確認し、

　 （ ９） 　 テンプレート を用いて、 ト ッププレート の上に

　 　 　 　 　　 　 　 　基準は、 地面に固定したもの（ 鉄板等） に印す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 所定レベル　 ０ ～－１ ０ ｍｍで埋設完了とする。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボルト 孔の墨出を行い、 位置再確認の後、 ボルト 孔あけドリルにより施工する。

監理者と協議を行うものとする。

　 （ １ ０ ） 　 レベル調整用のフィ ラープレート を敷設し、 柱の建方を行う。 （ 鉄骨建て方歪み直しの

　 　 　 　 前工程で、 杭頭周辺に捨てコンクリート を打設しておく ことが望ましい。 ）

【 　 回　 転　 貫　 入　 鋼　 管　 杭　 　 ジ　 ー　 ・ 　 エ　 ク　 ス　 パ　 イ　 ル　 】

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準（ ２ ）

【 く い芯間隔とへりあきの推奨値】
・ く い芯間隔とへりあきの推奨値を以下に示す。

く い芯間隔とへりあきの推奨値 （ 単位は全て　 ｍｍ）

く い径　 Ｄｐ （ ｍｍ） 114. 3 139. 8 165. 2 190. 7 216. 3 267. 4 318. 5 355. 6 406. 4
(400)

く い芯間隔　 Ａ 440 540 640 760 850 1030 1300 1300 1500

へりあき　 　 Ｂ 140 150 175 210 240 300 400 400 500

B A B

B A B B

B

A

B

B

B １ ． ４ １×Ａ B

B

AB

A

A

０
．

８
７

×
Ａ

１
．

４
１

×
Ａ

B

B

A

【 く い頭部の接合例】
・ く い頭部の接合例を以下に示す。

○タイプＡ　 （ 弊社推奨例）

引抜き力を負担しないく いの場合

く い頭部をフーチング内に軸部径（ Ｄｐ ）

程度埋め込ませる。

吊り型枠を設置する。

中詰めコンクリート ２Ｄｐ を確保する。

※詳細図参照

引抜き力を負担させるく いの場合

く い頭部をフーチング内に軸部径（ Ｄｐ ）

程度埋め込ませる。

く い頭溶接の鉄筋は引抜き力だけを負担する。

吊り型枠を設置する。

中詰めコンクリート ２Ｄｐ を確保する。

※詳細図参照

○タイプＢ

く い頭部をフーチング内に（ ５ｄ ＋７０） ｍｍ程度

埋め込ませる。

吊り型枠を設置後、 鉄筋を溶接する。

（ ※く い頭鉄筋については、別途検討が必要）

※詳細図参照

【 Ｅ ＣＳ－Ｔ Ｐ 工法】

【 ＥＣＳ－Ｔ Ｐ工法施工手順図】

【 施工管理方法】
　 Ｇ－ＥＣＳパイル工法では、 以下の管理方法により現場ごとの「 支持層確認

管理値」 を決定し、 く いの先端が確実に支持層に到達していることを確認して、

打ち止め管理を行う。

・ Ｇ－ＥＣＳパイル工法では、 「 ＰＲ値」 により施工管理を行う。

（ 施工管理方法）

１） 本ぐいの施工に先立ち、 地盤調査（ 標準貫入試験） 位置または近傍にて試

験ぐいの施工を行う。 試験ぐいでは、 地表面からく い先端所定位置まで全

性を検証する。 このとき、 地盤調査位置近傍に本ぐいがある場合には、

これを試験ぐいとすることができる。

※く い先端所定位置： 設計上必要とされるＮ値の発現深度

２） 試験ぐいに不整合が無ければ、 試験ぐいの施工データと比較しながら本

担させるく いについては３ Ｄｗかつ１ ． ０ｍ上部） から試験ぐいと同一の押圧力

３） 試験ぐいを含めた管理値設定ぐい計４本について、 支持層上端における

ＰＲ値の平均値を求める。 また、 合わせてト ルクの最小値を求める。

４） ３ ） で求めた平均値の１ ３ ０ ％を当該現場における「 支持層確認管理値」 と

する。 また、 ト ルクの最小値とバラつきの適度を考慮して打止め参考

ト ルクを設定する。

５） 本ぐいの施工時には、 支持層上端と想定される深度より１ ． ０ ｍ上部（ 引抜

き方向の支持力を負担させるく いについては３ Ｄｗかつ１ ． ０ｍ上部） から試験

以下となった深度を支持層上端とする。

６） 支持層上端より１Ｄｐ 以上く いを根入れし、 打ち止めとする。

根入れの時は杭を正転させ、 打ち止める。

但し、 Ｄｐ ： く いの軸部径の直径。

ＰＲ値が「 支持層確認管理値」 以下となった後、 根入れの際に

には、 １ Ｄｐ の根入れと同等として扱う。

く いの高止まり時の処置７）

打ち止め条件は満たしているが、 貫入が困難な場合で支持層上端以深

の地盤にＮ値の落ち込みがないことが確実な場合は、 その位置で打ち止め

とし、 く い頭は地面で切断とする。

高止まり時の支持層上端より以深の地盤にＮ値の落ち込みが予想される場合

には、 く いに逆回転を与えて引抜き、 アースオーガー等にて掘削して施工

困難な層を打抜き後、 再施工とする。 アースオーガー等による先行掘削は

層上端の１． ０ｍ程度上部（ 引抜き方向の支持力を適用するく いについては

３ Ｄｗかつ１ ． ０ ｍ上部） とする。

く い長不足の処置８）

打ち止め条件を満たさないく いは適宜継いで、 「 支持層確認管理値」

以下になるまで施工する。

但し、 最大施工深さを超える場合には、 監理者・ 設計者と協議の上、

指示に拠ることとする。

　 国土交通省大臣認定

Ｇ－ＥＣＳパイル工法

認定年月日 令和元年　 ７月２３日

認定番号 TACP - 0585

認定書 （ 国住指第７ ５ ５号）

指定書

性能評価書（ 砂質・ れき質）

　 財団法人　 日本建築センター　 性能評価

性能評価書（ 粘土質）

　 財団法人　 日本建築総合試験所　 性能証明

　 株　 式　 会　 社　 　 　 三　 　 　 誠

本　 　 　 　 　 　 社　 東京都中央区新川１－８ －８ 　 アクロス新川ビル９ Ｆ

東日本支店 埼玉県さいたま市南区南浦和２－４ ０ －２ 　 南浦和ガーデンビル６ 階

北関東営業所

　 　 茨城出張所

　 東北営業所

　 新潟営業所

　 　 北陸出張所

北海道営業所

東京支店 東京都中央区新川１－８ －８ 　 アクロス新川ビル９ Ｆ

東京支店
　 　 千葉出張所

　 　 神奈川出張所

西日本支店 大阪府大阪市中央区今橋３－２－２ ０　 洪庵日生ビル３ Ｆ

　 関西営業所

　 中四国営業所

　 中部営業所

九州支店 福岡県福岡市博多区博多駅前１ －３１ －１ ７　 東宝福岡ビル５ Ｆ

　 九州営業所

　 沖縄営業所

　 ※

（ Ｐ Ｒ値）

「 ＰＲ値」 ・ ・ ・ ・ ・ く い１ 回転あたりの地中への貫入量（ ｍｍ）

長に渡り、 深度・ ＰＲ値・ ト ルクを測定し、 地盤調査資料と比較して整合

ぐいを３本施工し、 支持層上端より１． ０ｍ上部（ 引抜き方向の支持力を負

でＰＲ値を測定する。

ぐいと同一の押圧力でＰＲ値・ ト ルクを測定し、 「 支持層確認管理値」

・ 施工ト ルクがく い体の短期許容ねじり強さを超える場合、

・ ＰＲ値が「 支持層確認管理値」 の３０％以下となる場合、

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０３－３５５１ －０２１１ Ｆ ＡＸ ： ０３－３５ ５１ －０２ １７

（ ＢＣＪ 基評－Ｆ Ｄ０ １ ２ ４ －０ ４ ）

（ ＢＣＪ 基評－Ｆ Ｄ０ １ ７ ８ －０ １ ）

（ 国住指第７ ５ ５ －２ 号）

Ｔ ＥＬ ： ０４８－８１３－６ ６１２ Ｆ ＡＸ ： ０ ４８ －８１ ３－６６ １５

Ｔ ＥＬ ： ０２９８ －８２－８ ８２０ Ｆ ＡＸ ： ０ ２９ ８－８ ２－８８ ２１

Ｔ ＥＬ ： ０２２－２１７－８ １０５ Ｆ ＡＸ ： ０ ２２ －２１ ７－８１ ３７

Ｔ ＥＬ ： ０２５－２４２－２ １８０ Ｆ ＡＸ ： ０ ２５ －２４ ２－２１ ８３

Ｔ ＥＬ ： ０７６－２３１－０７５０　 Ｆ ＡＸ ： ０ ７６－２ ３１－０７ ５１　

Ｔ ＥＬ ： ０１１－２５２－２ ５５６ Ｆ ＡＸ ： ０ １１ －２５ ２－２５ ５７

Ｔ ＥＬ ： ０３－３ ５５１－０ ２１１ Ｆ ＡＸ ： ０ ３－３５５ １－０２ １７

Ｔ ＥＬ ： ０４３－３０２－７ ０８０

Ｔ ＥＬ ： ０４５－２６３－１ ６２５ Ｆ ＡＸ ： ０ ４５ －２６ ３－１６ ２６

Ｔ ＥＬ ： ０６－６ ２３３－７ ３００ Ｆ ＡＸ ： ０ ６－６２３ ３－７３ １０

Ｔ ＥＬ ： ０８２－５６８－１３１０　 Ｆ ＡＸ ： ０ ８２ －５６ ８－１３ １１

Ｔ ＥＬ ： ０５２－２０３－８ ５５１ Ｆ ＡＸ ： ０ ５２ －２０ ３－８５ ５２

Ｔ ＥＬ ： ０９２－４３３－５ ８３３ Ｆ ＡＸ ： ０ ９２ －４３ ３－５８ ３４

Ｔ ＥＬ ： ０９８－８６０－３ ７００ Ｆ ＡＸ ： ０ ９８ －８６ ０－３７ ５０

建築技術性能証明書（ 引抜き方向の鉛直支持力）（ ＧＢＲＣ　 性能証明　 第　 １ １ －０ ５ 号　 改２ ）

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

－ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準（２）

令和８年度

Ｓ－10



【 ＥＣＳ－ＰＪ （ 小口径鋼管く い用無溶接継手） 】

１ 件　 名

ＥＣＳ－ＰＪ （ 小口径鋼管く い用無溶接継手）

ＢＣＪ 評定－Ｆ Ｄ０ ４ ２ ６ －０ ４

２ 適用範囲

使用鋼材 名称 材種

JI S G 3444 一般構造用炭素鋼鋼管

JI S G 3475 建築構造用炭素鋼鋼管

３ 継手耐力のクライテリア

圧縮耐力 く い母材の短期許容圧縮応力を確保

く い母材の短期許容引張力×α　 　 を確保

く い母材の短期許容曲げモーメント を確保

く い母材の短期許容せん断力を確保

φ１６５．２は　５０． ９（ ｋ Ｎ・ ｍ）

引張耐力

曲げ耐力

せん断耐力

（ 注１ ）

φ１９０．７は　６８． ３（ ｋ Ｎ・ ｍ）

φ２１６． ３は　 １０８． ６（ ｋ Ｎ・ ｍ）

φ２６７． ４は　 １６０． ７（ ｋ Ｎ・ ｍ）

（ 継手部の回転埋設許容

※ねじり耐力

ねじりモーメント ）

※施工時のねじり耐力は、 継手部の回転埋設許容ねじりモーメント と鋼管杭の短期時

許容ねじりモーメント のいずれか小さい値を採用する。

（ 注１ ） α： く い径毎の引張耐力低減率を示す。

杭径（ ｍｍ） 鋼管板厚（ ｍｍ）

5. 0
165. 2

α

190. 7

216. 3

267. 4

7. 1

0. 72

0. 48

5. 3

7. 0

0. 66

0. 48

6. 0

8. 2

0. 53

0. 37

8. 0

9. 3

0. 37

0. 31

４ 施工手順

施工開始

下杭設置

外リング内周面に防錆剤塗布

外リングを下杭に挿入する

上杭と下杭の端部清掃

上杭吊り込み

上杭と下杭の端板外周面の面合わせ

端板外周面と内リング内周面に防錆剤塗布

内リングかみ合わせ

内リング外周面に防錆剤塗布

油圧ジャッキセット

外リング嵌合

嵌合力と残り代の確認

油圧ジャッキ取り外し

施工完了

NG

内外リングを交換し再度嵌合する

【 ＥＣＳ－ＭＪ （ 鋼管杭の機械式継手工法） 】

１ 件　 名

ＭＪ 工法（ 鋼管杭の機械式継手工法）

ＧＢＲＣ性能証明　 第１ ９ －０ ７ 号

２ 適用範囲

（ １） ＭＪ 継手工法を採用できる鋼管の材質は、 以下のとおりとする。

使用鋼材 名称 材種

JI S G 3444 一般構造用炭素鋼鋼管 ＳＴ Ｋ４ ０ ０ 、 ＳＴ Ｋ４ ９ ０

ただし、 指定建築材料で基準強度が３２ ５ Ｎ／ｍｍ２以下の鋼管も使用できる。

（ ２ ） 本工法を採用できる鋼管の寸法を下表に示す。

３ 継手耐力のクライテリア

圧縮耐力 く い母材の短期許容圧縮応力を確保

く い母材の短期許容引張力の６０％相当を確保

く い母材の短期許容曲げモーメント を確保

く い母材の短期許容せん断力を確保

引張耐力

曲げ耐力

せん断耐力

（ 継手部の回転埋設許容

※ねじり耐力

ねじりモーメント ）

４ 施工手順

施工開始

下杭の施工

上杭の内継手に防護材を取り付け

上杭の吊り込み

上杭と下杭の端部清掃

上杭の内継手を下杭の外継手に挿入

相互のピン穴の位置合わせ

ピンの挿入

ピン固定ねじの取り付け

手締めいっぱいまでピン固定ねじを締付け

杭施工、 支持層管理

施工完了

杭径（ ｍｍ） 鋼管板厚（ ｍｍ）

318. 5

355. 6

406. 4

6. 9

10. 3

12. 7

9. 5

12. 7

9. 5

12. 7

材質と適用範囲

STK400

●

STK490

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

※ここで、 ●は適用範囲内であることを示す。 継手位置で杭の板厚・ 材質が変わる場合は

耐力の小さい方に合わせて継手の適用可否を判断する。

く い母材のねじり耐力を確保

267. 4

8. 0

9. 3

12. 7

●

●

●

●

●

ＳＴ ＫＮ４ ０ ０ Ｗ、 ＳＴ ＫＮ４ ０ ０ Ｂ、 ＳＴ ＫＮ４ ９ ０ Ｂ

ＳＴ Ｋ４ ０ ０ 、 ＳＴ Ｋ４ ９ ０

（ ２） 適用する杭径は、 φ１６５． ２、 φ１９０． ７、 φ２１６． ３、 φ２６７． ４とする。

（ ３） 回転貫入く い工法に用いる。 なお、 杭支持力の計算の際は、

　 　 　 　 周面摩擦力を見込まないものとする。

（ １） 本継手に使用するく い種は、 小口径鋼管杭とする。

２０２１． ０５． ３１　 改訂

Ｇ－ＥＣＳパイル工法／Ｎ－ＥＣＳパイル工法　 機械式継手工法

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

－ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

Ｇ－ＥＣＳパイル工法　機械式継手工法

令和８年度

Ｓ－11
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杭　 リ　 ス　 ト

杭　 伏　 図 Ｓ＝１／１００

（ ｍｍ） （ ｍ） （ ｍ） （ ｍ） （ セット）

杭　 径 杭頭レベル 杭先端レベル 杭　 実　 長 本　 数

上　 杭

21. 00 2 鋼管杭　 ｔ ＝１ ６ ． ０ 　 Ｌ ＝３ ｍ

・ 杭　 種・ 杭　 長： 先端羽付き鋼管杭　 Ｌ ＝２０ｍ， ２ ０． ５ ｍ　 材質ＳＴ Ｋ４９０ （ 上杭　 Ｌ ＝３． ０ｍ　 中杭　 Ｌ ＝６． ０ｍ　 下杭　 Ｌ ＝１２ ． ０ ｍ）

・ 施工方法　 ： 　 回転圧入鋼管杭工法（ Ｇ－ＥＣＳパイル工法， 大臣認定工法Ｔ ＡＣＰ－０５８５）

・ 試験杭　 　 ： 　 １ ヶ所

・ 施工地盤高： 　 Ｔ Ｐ＋４． ００

30

・ 許容支持力： 　 長期　 φ３ ５ ５． ６： Ｒａ ＝１２ ９ ０ｋ Ｎ／本　 φ４ ０６ ． ４ ： Ｒａ ＝１５ ６０ ｋ Ｎ／本

21. 00 13 鋼管杭　 ｔ ＝１ ９ ． ０ 　 Ｌ ＝３ ｍ

20. 50 1 鋼管杭　 ｔ ＝１ ９ ． ０ 　 Ｌ ＝３ ｍ
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記　 号

355. 6

406. 4

355. 6

406. 4

中　 杭

鋼管杭　 ｔ ＝１２ ． ７ 　 Ｌ ＝５． ５ ｍ
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先端拡翼部
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Ｄｗ＝７４５． ０ｍｍ

Ｄｗ＝８１８． ６ｍｍ

杭　 　 　 種

・ 特記なき限り下記による。

杭頭補強筋記　 号
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P11

P12, P12A
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Ｐ１ ２ Ａ のみ１ ０ －Ｄ１ ９　
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B-No. 1 H=3. 93m

ボーリング名： Ｎｏ ． １
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図
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調
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心
深
度
ｍ
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cm

標　 準　 貫　 入　 試　 験
Ｎ　 　 値

－○－
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1. 83 2. 10 2. 10

盛 土
砂質土

1. 23 0. 60 2. 70
砂混り
シルト

-1. 12 2. 35 5. 05

礫混じ
り細砂

-3. 97 2. 85 7. 90

シルト 混
り細砂

-7. 17 3. 20 11. 10

礫
混
じ
り
細
砂

-7. 67 0. 50 11. 60
シルト 混
り細砂

-10. 77 3. 10 14. 70

砂
質
シ
ル
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-12. 07 1. 30 16. 00
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質細砂

-14. 57 2. 50 18. 50
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微
細
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-21. 87 0. 80 25. 80
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細
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細
砂

1. 30 6 30

2. 35 2 40

3. 30 3 30

4. 30 4 30

5. 30 16 30

6. 30 12 30

7. 30 15 30

8. 30 19 30
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36. 30 39 30

37. 30 32 30

38. 26 60 22

39. 25 60 20

40. 27 60 23
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43. 25 60 21

調査件名： 佐倉浄水場特別高圧受電設備更新実施設計に伴う地盤調査委託

調査時期： 令和６年１０月７日～６年１０月１５日

孔口標高： ３． ９３ｍ 孔内水位： －１ ． ５０ ｍ

試験杭
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千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事
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特記なき限り下記による。

特記なき限り下記による。

１ ． 　 は床用積載荷重（ Ｎ／㎡） を示す。

特記なき限り下記による。

１ ． 　 は床用積載荷重（ Ｎ／㎡） を示す。

特記なき限り下記による。

１． は梁下端増し打ちコンクリ－ト を示す。

２ ． 　 は床用積載荷重（ Ｎ／㎡） を示す。

１ ． は梁上端増し打ちコンクリ－ト を示す。

２ ． 　 は床用積載荷重（ Ｎ／㎡） を示す。
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

基礎，１，２階伏図

令和８年度
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３． 特記なき基礎梁天端はＧＬ－２５０とする。

２． 特記なき梁天端はＦＬ－３００とする。



 G2

2,
20
0

5,
95

0

1,775

1,600 2,600 850 1,950 2,600 850

3,
50
0

1,435

2,
20

0
5,
95

0

1,775

2,
20

0
5,
95

0

1,7751,435 1,435

2,
95

0
3,
00

0

2,
95

0
3,
00

0

2,
25

0

500 1,300 50

2,
95

0
3,

00
0

600x600 600x600

900x600

１ ． 　 は床用積載荷重（ Ｎ／㎡） を示す。

特記なき限り下記による。

特記なき限り下記による。

１ ． 　 は床用積載荷重（ Ｎ／㎡） を示す。

２ ． 　 は床用積載荷重（ Ｎ／㎡） を示す。

特記なき限り下記による。

１． は梁上端増し打ちコンクリ－ト を示す。

２ ． 　 （ ） 内梁符号は中間打ち継ぎ梁を示す。
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作成年月日

縮 尺

事業者名
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千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事
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令和８年度
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２． 特記なき梁天端はＦＬ－３００とする。

３． 大梁符号の括弧内寸法はＲＦＬ（水下）からの下がりを示す。

特記なき梁天端はＦＬ－３００とする。３．
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W18

 G1 G1

EW18EW18

 G1

W18

WG4

EW40

W18

 G1 G1 G1

FG1 FG1A FCG2
FCG1
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２． プラント設備の引込み、引出しのための躯体へのスリーブ、箱抜き箇所は

工事監理者の承諾を得て施工すること。

別途発注のプラント設備工事受注者と協議のうえ、位置を決定し、
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▽１ Ｆ Ｌ 上部　 Ｔ Ｐ＋７． ００

▽２ Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋１ ０． ２ ０

△設計ＧＬ 　 Ｔ Ｐ＋４． ００

▽２Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋１ ０ ． ２０

▽３ Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ＋１５． １０

▽４ Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋２ ０ ． ７ ０

▽ＲＦ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋２ ４ ． ６ ０

△設計ＧＬ 　 Ｔ Ｐ＋４．００

▽２ Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋１０ ． ２ ０

▽３Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ＋１５． １ ０

▽４ Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋２ ０ ． ７ ０

▽ＲＦ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋２ ４ ． ６ ０
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▽３Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ＋１５ ． １０

▽４ Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋２ ０ ． ７ ０

▽ＲＦ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋２ ４ ． ６ ０ ▽水上 ▽水上 ▽水上 ▽水上

△設計ＧＬ 　Ｔ Ｐ＋４． ００

▽１ Ｆ Ｌ 　 Ｔ Ｐ ＋４ ． １ ０
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作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

軸組図（２）

令和８年度
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２． プラント設備の引込み、引出しのための躯体へのスリーブ、箱抜き箇所は

別途発注のプラント設備工事受注者と協議のうえ、位置を決定し、

工事監理者の承諾を得て施工すること。



基礎　リスト S=1/30

ＫＥ Ｙ Ｐ Ｌ ＡＮ

基礎梁リスト S=1/30

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

符　 号

位　 置

Ｂｘ Ｄ

２ ． 幅止め筋　 　 －Ｄ１ ０ ＠１ ０ ０ ０

１． 基礎梁天端はＧＬ －２ ５０ とする。特記なき限り

断面

（ Ｆ ｃ ２７Ｎ）

－ＳＴ Ｐと同径．同ピッチ

2-D16
Ｂ＞３ ５ ０
Ｂ≦３５ ０

3-D16

－ＳＴ Ｐと同径． 同ピッチ

2-D16
Ｂ＞３ ５０
Ｂ≦３ ５ ０

3-D16

腹筋： 梁と同径
＠３００以内

基礎梁増打ち要領

11-D29

10-D29

6-D29

8-D29

8-D13

-D13-@100

6-D25

6-D25

10-D10

-D13-@200

8-D10

-D13-@200

6-D25

6-D25

8-D10

-D13-@200

4-D25

4-D25

6-D25

6-D25

10-D10

-D13-@200

FGB

端　 部 中　 央

600 x 1, 550

FGA

400 x 1, 900

全断面

FG3

全断面

400 x 1, 550

FGC

全断面

400 x 1, 550

FG2

400 x 1, 900

全断面

3-D19

3-D19

10-D10

-D13-@200

3-D22

3-D22

10-D10

-D13-@200

6-D22

6-D22

4-D10

-D13-@100

FB1

300 x 1, 900

全断面

FB2

300 x 1, 900

全断面

FB3

300 x 950

全断面

6-D25

6-D25

10-D10

-D13-@200

FG1

400 x 1, 900

全断面

8-D25

8-D25

Ｘ １ ， Ｘ ４ 端

6-D25

6-D25

中央， 他端

FG1A

400 x 1, 900

10-D10

-D13-@200

4-D25

4-D25

8-D10

-D13-@200

FCG2

全断面

400 x 1, 550400 x 1, 900

10-D10

-D13-@200

6-D25

4-D25
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4-D25

FCG1
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令和８年度
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杭周部補強要領
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充填コンクリ－ト

杭頭補強要領

杭頭補強筋１０ －Ｄ１ ９
Ｐ ２Ａ， Ｐ１２Ａのみ

斜め補強筋１ －Ｄ１ ３

コンクリート 止め
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＠
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０
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80030 30
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80030 30

15,500
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400
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80030 30

45
0

30
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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45
0

30
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0
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0

35
0

80
0

Y1

Y2

Y1

Y2

Y1

Y2

Y1

Y2

X1 X2 X3 X4

X1 X2 X3 X4

X1 X2 X3 X4

X1 X2 X3 X4

　　柱梁接合部　　 （ ３～ＲＦ ） □－Ｄ１３＠１５０

　　 　 　 　 　 　 　 　 （ １～２ Ｆ ） □－Ｄ１ ３＠１ ２５

　 　特記無き限り

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

14-D22 主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

14-D22

主　筋

ＨＯＯＰ

18-D22主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22

主　筋

ＨＯＯＰ

18-D22

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

14-D22 主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

14-D22

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

14-D22

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

14-D22

主　筋

ＨＯＯＰ -D13@100

16-D22

-D13@100

-D13@100

C1 C1C2 C2

C3 C3C4 C4

C3C3 C4 C4

C1 C2 C1C2

C3C3 C4 C4

C1 C2 C1C2

C3C3 C4 C4

C1 C2 C1C2

Ｓ＝１／３０１階　柱リスト

Ｓ＝１／３０２階　柱リスト Ｓ＝１／３０４階　柱リスト

Ｓ＝１／３０３階　柱リスト

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／３０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

柱リスト

令和８年度

Ｓ－18



ＫＥ Ｙ Ｐ Ｌ ＡＮ

大梁リスト S=1/30 片持ち梁リスト S=1/30

小梁リスト S=1/30

打継梁リスト S=1/30

特記なき限り １ ． 幅止め筋　 　 －Ｄ１ ０ ＠１ ０ ０ ０

符　 号

位　 置

Ｂｘ Ｄ

Ｒ　 Ｆ

400 x 700

端　 部 中　 央

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

Ｂｘ Ｄ

４ 　 Ｆ

400 x 800

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

Ｂｘ Ｄ

３ 　 Ｆ

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

Ｂｘ Ｄ

２ 　 Ｆ

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

400 x 700

全断面

400 x 800

400 x 800

端　 部 中　 央

450 x 900

450 x 1, 000

450 x 1, 000

400 x 700

400 x 900 400 x 900 400 x 900

400 x 900 400 x 900 400 x 900

全断面

400 x 800

（ Ｆ ｃ ２７Ｎ）

（ Ｆ ｃ ２７Ｎ）

（ Ｆ ｃ ２４Ｎ）

（ Ｆ ｃ ２４Ｎ）
断　 面

特記なき限り １． 幅止め筋　 　 －Ｄ１０＠１０００

符　 号

位　 置

Ｂｘ Ｄ

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

400 x 700

全断面

400 x 800

全断面

断　 面

特記なき限り １． 幅止め筋　 　 －Ｄ１０＠１０００

符　 号

位　 置

Ｂｘ Ｄ

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

断　 面

特記なき限り １． 幅止め筋　 　 －Ｄ１０＠１０００

符　 号

位　 置

Ｂｘ Ｄ

上端筋

下端筋

腹　 筋

ＳＴ Ｐ

400 x 600

250 x 600

全断面 中　 央

350 x 700

Ｘ ３端， 中央 Ｘ ４端

300 x 700

端　 部

300 x 500

全断面

-

300 x 600

全断面

全断面

400 x 500

全断面

300 x 500

全断面

250 x 500

全断面

250 x 500

全断面

250 x 300

全断面

250 x 500

全断面

-

250 x 800

全断面基　 端 先　 端

300 x 700

基　 端 先　 端

350 x 700500 x 600

基　 端 先　 端

中　 央端　 部 中　 央端　 部

350 x 800

D

B

D

B

D

B

D

B

G1 G1 G1

２Ｆ ～ＲＦ

G
A

G
B

G
B

G
A

G2 G2 G2

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／３０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

大梁，小梁リスト

令和８年度

Ｓ－19

4-D25

4-D254-D25

4-D25

-D13-@200

2-D10 2-D10 2-D10

-D13-@200-D13-@200

4-D25

4-D25 4-D25

4-D25

7-D25

5-D25

5-D25

5-D25

-D13-@200

4-D10

G1 G2 GA GB

6-D25

4-D25

4-D25

4-D25

3-D25

3-D253-D25

3-D25

3-D253-D25

4-D25 3-D25

-D13-@200 -D13-@200 -D13-@200 -D13-@200

2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

7-D25

5-D25

5-D25

5-D25

4-D10

-D13-@200
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CS18
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CS18S18

壁リスト

開口補強要領図

スラブリスト ハト小屋配筋図 S=1/30

階段配筋図 S=1/30

避雷針基礎配筋図 S=1/30 配線室配筋図 S=1/30パラペット配筋図 S=1/30

釜場配筋図 S=1/30

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

（ ダブル）
Ｄ１０＠２００

（ ダブル）
Ｄ１０＠２００

D13@100

Ｄ１０＠２００

D13

（ ダブル）

（ ダブル）

D16

D13@100

Ｄ１０＠２００

D13@200

D13@200
Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１５０

S=1/30 －Ｄ１０＠１，０００以内巾止め筋

符　号

断　面

横　筋

口
補
強

開

斜メ筋

横　筋

縦　筋

縦　筋

備　考

（ ダブル）

（ ダブル）

外壁

（ シングル）

（ シングル）

手摺り壁

（ ダブル）

（ ダブル）

耐震壁

（ ダブル）

（ ダブル）

耐震壁

（ ダブル）

（ ダブル）

耐震壁

（ ダブル）

（ ダブル）

耐震壁

（ ダブル）

（ ダブル）

耐震壁 耐震壁

（ ダブル）

-

階段受け壁耐震壁

（ ダブル）

（ ダブル）

（ ダブル）

（ ダブル）

（ ダブル）

（ 端部）

-D13@150

符　号 版　厚 位　置
全断面 全断面

主筋方向 配力筋方向
備　考

２００
Ｄ１３　 　　 　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠２００Ｄ１３　　 　　＠２００

Ｄ１３　　 　　＠２００

上端筋

下端筋

電気室Ａ・ Ｂ・ Ｃ

モチアミ配筋

操作室

１５０
Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１ ０Ｄ１ ３　＠２０ ０

Ｄ１ ０Ｄ１ ３　＠２０ ０上端筋

下端筋

１８０
Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠１００
モチアミ配筋

上端筋

下端筋

階段踊り場

モチアミ配筋

屋根
２Ｆ床下配線ピット

２５０
Ｄ１３　 　　 　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠２００Ｄ１３　　 　　＠２００

Ｄ１３　　 　　＠２００

上端筋

下端筋

１Ｆト床
モチアミ配筋

捨てコン　ア５０
砕石　ア６０

２５０
Ｄ１３　 　　 　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠２００Ｄ１３　　 　　＠２００

Ｄ１３　　 　　＠２００

上端筋

下端筋

配線ピット床
モチアミ配筋

捨てコン　ア５０
砕石　ア６０

１８０
Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠１００
モチアミ配筋

上端筋

下端筋

階段踊り場

１５０

Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１０　　 　　＠２００

Ｄ１３　 　　 　＠２００

Ｄ１ ０Ｄ１ ３　＠２０ ０
モチアミ配筋

上端筋

下端筋

EPS

４－Ｄ１６

□－Ｄ１０＠１００ＨＯＯＰ

主筋

D13@200

D13@200

（ 水下）
▽ＲＦ Ｌ +24. 60

▽ＲＦ Ｌ +24. 60

500

▽ＲＦＬ +24. 60

▽２Ｆ Ｌ +10. 20

W18

KW25

FS25

W18

S15

X4

壁芯 手摺芯▽ ▽

Y1

Y2

20

30

W18W15 W30E W40EW18E W18AE W20E W20AE W25KW25E
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L1

L1

L
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開口部
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図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／３０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

壁，スラブリスト

令和８年度
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S18

S20
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FS25

CS15

CS18

D13@200

D13@100

D10@150
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2-D13
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D13@200 D13@200

D10@150
D10@150

D10@200

2-D13

D10@150

D13@150

2-D13

D10@150
D10@150

2-D13
D10@150

D10@150

4-D13

D10@150

D10D13@200

D10D13@200

4-D13

4-D22

4-D22

2-D162-D16

4-D22

4-D22

D13D16@150
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D10@150
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2-D19

D10D13@150

D10D13@150

4-D19

2-D16
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6-D19

2-D13

D13@150

D13@150D10@150

D10@150

4-D16

4-D16
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4-D19
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D10@150
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4-D13
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4-D16

4-D16

2-D13
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特記事項

ＨＲ－１

ＨＲ－２

ＨＲ－３

ＨＲ－４

ＨＲ－５

ＨＲ－６

記　 　 号

ＨＲ－７

ＨＲ－８

ＨＲ－９

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｉ 　 ビ　 ー　 ム

Ａ　 　 端

Ａ　 　 端

Ｂ　 　 端 Ｃ　 　 端

Ａ　 端　 数 Ｂ　 端　 数 Ｃ　 端　 数 Ｃ　 端　 Ｈ 全　 　 長 本　 　 数

附　 属　 金　 物

端　 　 部 吊荷重（ ｋ Ｎ） Ａ・ ＢＯＬ ＴＩ 　 ビ　 ー　 ム取　 付　 場　 所

ク　 レ　 ー　 ン　 レ　 ー　 ル

~10

11~30

31~50

2-M16

2-M22

2-M24

~10

~10

11~30

31~50

11~30

2-M22  L=600

4-M22  L=600

2-M16  L=400

2-M22  L=600

2-M16  L=400

31~50 4-M22  L=600

75 4-M24  L=600

150 4-M33  L=825

ＢＯＬ Ｔ 吊　 金　 物

L-90x90x7

L-90x90x13

L-90x90x10

2-M16

2-M22

2-M24

L-90x90x10

2-M16

2-M22

4-M22

L-90x90x7

P-16L

吊り荷ｋ Ｎ

- - 22倉庫 2

４） Ａ端部のアンカー筋は外筋までのばす。

３ ） クレーンレール取付場所に吊荷重をＶ Ｐ塗料にて表示する。 （ ３ ０ ０ φ）

２ ） ナット は２ 重ナット とし、 座金付とする。 （ ＳＵＳ３ ０ ４ ）

１ ） クレーンレール材質はＳＳ４０ ０とし溶融亜鉛メッキとする。

Ｉ －３０ ０ ×１ ５ ０ ×８ ×１ ３ 15, 580１ ８ （ ９ ｘ ２ ）

t1
t2
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0

2. 5B
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0
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5
0

2
0
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H

ア
ン

カ
ー

長

Ａ端－ＢＯＬ Ｔ

堅木

Ａ 端－Ａ ・ ＢＯＬ Ｔ
スパン

（ ～３ ０ ｋ Ｎ用）

（ ３１～５０ｋ Ｎ用）

Ｈ寸法が８０ ０以上の場合

Ｃ端－ＢＯＬ Ｔ

堅木

Ｃ端－Ａ・ ＢＯＬ Ｔ

吊金物　 Ｌ 型鋼

Ｂ端－Ａ・ ＢＯＬ Ｔ

堅木

ア
ン

カ
ー

長

堅木

（ ～３ ０ｋ Ｎ用）

Ａ 端－Ａ ・ ＢＯＬ Ｔ

（ ３ １～５０ ｋ Ｎ用） 吊金物　 Ｌ 型鋼

Ａ端－ＢＯＬ Ｔ

吊金物　 Ｌ 型鋼

リブ　 Ｐ Ｌ －１ ６

125

クレーンレール取付詳細図 S=1/10

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

１／１０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

クレーンレール取り付け詳細図

令和８年度

Ｓ－21

最大車輪圧ｘ２

ストッパー
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：撤去対象
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佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

全体配置図（撤去）
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の対策

○

工事名称 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

４
　
建
　
設
　
廃
　
棄
　
物
　
処
　
理

　　　・作成対象工事

　　また、計画の実施状況（実績）については、「再生資源利用実施書」、「再生資源利用促
　　進実施書」及び「建設副産物情報交換システム登録証明書」を同システムにより作成し、

　　　　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源
　　　　利用実施書」、「再生資源利用促進実施書」及び「建設副産物情報交換システム工事

　2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」に基き、建設副産物の処理に先立ち
　　「建設副産物処理承認申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を１部提出す
　　ること。なお、建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は処分について許可業者
　　と各々建設廃棄物処理契約書を締結し、「建設廃棄物処理委託契約書」を監督職員に提示
　　するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。

　　もに、実際に要した処理費等を証明する資料（受入伝票、写真等）を監督職員に提出し確
　　認を受けること。

　3)建設廃棄物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式による

　　また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関する法

　　　　建設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず作成する。
　　　　登録証明書」は最終請負金額が 100万円以上の全ての工事について建設資材の利用、

　　建設副産物の処理完了後速やかに、「建設副産物処理調書」を作成し、 1部提出するとと

1.共通事項

　4)以下の項目の数量については、積算のための参考数量を示す。

路盤廃材
郡市

数量

t

片道運搬距離 処分方法
中間処理場
最終処分場

 km

備考2.路盤廃材
※

〇

〇

○
○
○

　　各 1部提出するとともに、これらの記録を工事完成後1 年間保存しておくこと。

搬出先

 町地先

　　場合は、原則として複写式伝票の D票及び E票を提示すること。

　　ること。

　　律に基づき指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報を提示す

３
　
解
　
体
　
施
　
工

※

2.杭           　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 <3.9.2>
・杭の解体工法　：
　　　引抜き工法（引抜いた杭の処理　　図示、　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　破砕による解体

〇

〇
〇 〇〇

1.事前措置

ｵｲﾙﾀﾝｸ、ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ及び配管内
・事前回収、洗浄等の措置

浄化槽、排水槽等の汚水、汚物等
・事前回収、洗浄、消毒等の措置

 <3.2.1>

処分方法
郡市

 km
中間処理場
最終処分場

片道運搬距離数量

中間処理場
最終処分場
中間処理場
最終処分場

 km

 km

中間処理場
最終処分場

 km

中間処理場
最終処分場

 km

郡市

郡市

郡市

郡市

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

コンクリート塊

アスファルト塊

（無筋）
コンクリート塊
（有筋）

 t

 t

 t

 m3

 m3

 m3

 m3

○

○

○

○

○

※○
○
※○
○
※○
○
※○
○
※○
○
※○
○
※○
○

搬出先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

とする。
なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するもの

3.再資源化等

木材

金属類

○

○

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

 m3

 m3

 m3

 m3

○

○

○

○

※○
○
※○
○

※○
○
※○
○

 町地先

 町地先

 町地先

 町地先

建設汚泥

カッター汚泥

混合廃棄物

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

中間処理場
最終処分場

 km
郡市

 m3

 m3

 m3

○

○

○

※○
○
※○
○

※○
○

 町地先

 町地先

 町地先

廃石膏ボード

備考
 <4.4.1>

○

○

○

○

(指定再資源化製品)

(指定再利用促進製品)

ＨＩＤランプ
蛍光ランプ

硬質ポリ塩化
ビニル管・継手

ガラス

 kmスクラップ控除 有価物処理 t○ ※○

〇 木材を指定建設資材廃棄物として縮減する

　　　図示

　　　図示

3.樹木等

　　　図示
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4.地下埋設物
　及び埋設配管 ・地下埋設物及び埋設配管の解体の範囲　：

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　<3.12.1>

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5.設備機器等           　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 <3.2.1>

　　　機械設備図による。
　　　解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油が無いことを確認する。
　　　必要に応じて残油を抜き取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。
　　　燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。
・解体事前処理（冷媒）　：

　　　機械設備図による。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　冷媒を回収した後撤去を行う機器
　　　機械設備図による。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　<3.11.1>

6.さく、照明設備
　等の付属物

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・電柱の撤去範囲　：

・さくの撤去範囲　：

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7.解体後の整地

　埋戻し及び盛土の材料
　　　現状GL　、　　図示

　　　山砂の類、　　他現場の建設発生土の中の良質土、　　再生コンクリート砂
・表層の砂利敷き　：
　　　B種　　 、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・解体事前処理（油類タンク）　：

・外灯の撤去範囲　：

・解体後の埋戻し及び盛土　：
　　埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め固めること。
　整地高さ

〇

〇

※〇

※〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇〇

※〇
〇

※〇
〇

※〇
〇

　　　図示

〇

　　　図示

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     <3.13.1>(22.9.2)

・樹木の伐採抜根及び移植の範囲　：

　　　図示、　〇 （　　　　　　　　　　　　　　　）〇※
・撤去孔埋戻し工法　：

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　    　　　　 <3.10.1>

〇
処分方法

郡市
 km

片道運搬距離数量

 km

 km

郡市

郡市

○

○

○

搬出先

 町地先

 町地先

 町地先

要する建設廃棄物

 m3

 m3

 m3

備考
 <4.5.1>

中間処理場
最終処分場
中間処理場
最終処分場
中間処理場
最終処分場

○
○
○
○
※○
○

※

※

〇

○

 <4.4.2>

5.処理に注意を

4.産業廃棄物

広域認定制度

○

鉛蓄電池

アルカリ蓄電池

規格等 備考

・受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と、円滑な工事施工を図る
　こと。
・建設機械は、排ガス対策車及び、低騒音型を使用すること。
・特定粉じん排出等作業（法定外建築物・作業を含む）は、「建築物の解体等に係る石綿
　飛散防止対策マニュアル」に基づき施行する。
・本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。
・受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等を

10.環境対策

受注者は、工事の施工にあたっては、不法・違法無線局（不法パーソナル無線）を設置した
トラック、ダンプカー等を工事現場に立ち入らせないこと。

11.工事現場管理

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく
　環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び

　こと。」）に留意すること。
　容器は可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配慮されている

12.石綿含有建材
　の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<1.4.1>
・事前調査　：

〇

　既存の設計図書　〇 有　　　〇 無

　　　分析方法
　　　　　　　　　　アンソフィライト、トレモライト

　　材料名
 JIS A 1481-1  JIS A 1481-2  JIS A 1481-3  JIS A 1481-4

定性分析方法 定量分析方法

 箇所
 箇所
 箇所

 箇所
 箇所
 箇所

 箇所
 箇所
 箇所

 箇所
 箇所
 箇所

　　　サンプル数　　1 箇所あたり3 サンプル
　　　採取箇所　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　分析対象　　　アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

○
○
○

○ ○

　調査範囲　　　　※ 施工範囲内　　　〇 図示

　 提出図書等

本工事は、低入札価格調査制度調査対象工事(以下「調査対象工事」という)に該当した
　 指定対象工事 場合は、千葉県建設工事検査要綱（検査の区分を規定）及び中間検査実施細則（中間検査

実施区分を規定）の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間検査を実施する。
　1) 調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として
　　 2ケ月に1回、及び主要工種を考慮し施工上の変化点等で行うが、実施時期は監督
　　 職員が指定する。なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。
　2) 中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を
　　 行うが、給付の対象としない。

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目、または地域
社会への貢献として評価できる項目に関する事項につて、工事完了時までに所定の様式に
より提出することができる。　　　　

部数提出図書 仕様

　 部

　 部

図面 解体後の残存物及び設備引込み位置が分かる図面

　 部

工事完成時の提出図書等は以下のものとする。

〇

〇

〇

工事関係図書 本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

 1 部

 1 部

 2 部
電子成果品 CD-RまたはDVD-R

〇

　調査方法　　　図示、　（　　　　　　　　　　　　  ）
　調査範囲　　　図示、　（　　　　　　　　　　 　 　）※

※
〇
〇

〇
〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<1.5.2>

〇 13.技能士

　〇適用しない

　〇適用する（ 職種：とび　　、作業の種別：仮設工事とび作業　　）

14.施工数量調査

15.中間検査

16.中間検査の

17.創意工夫等

18.完成時の

一級技能士又は単一等級の資格を有する者の配置　　　　　　　　　　　　　　　　　<1.6.2>

工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。
　1）積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　2）さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　3）過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受けるなど、
　　 過積載を助長することのないようにすること。
　4）取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等

　5）建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたって、下請事業者及び骨材等納入者の
　　 を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

　　 利益を不当に害することのないようにすること。
　6）以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

9.過積載による
　違法運行の防止

〇

 階数 構造建物名称 建築面積(m2)延べ面積(m2) 備考

　1.工事場所

　2.敷地面積

　3.主要用途

　4.建物概要

Ⅰ.工事概要

　5.工作物、外構等

Ⅱ.解体工事仕様

　　2)　解体共仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書による。

　1.共通仕様

　　1)　図面及び本特記仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書による。
　　　　・建築物解体工事共通仕様書　　　　　　　　（令和4年版）　（以下、「解体共仕」という）

1.適用基準等

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　の登録
2.工事実績情報

　　1)　工事受注時　　　　　契約締結後10日以内
　　2)　登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内
　　3)　工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

3.電気保安技術者

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

〇

〇自家用電気工作物、　　 一般電気工作物　　　               　　　　　   　　 <1.3.3>
　ただし、自家用電気工作物の場合は1.3.3の他、次によるものとする。

　　1）項目は、●のついたものを適用する。

　　3）特記事項に記載の＜　　＞内表示番号は、解体共仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　3.特記仕様

デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（国営建技14号　令和5年3月1日）

　　2）特記事項は、●のついたものを適用する。（ ●印が付かない場合は〇印の付いたものを適用する。）※

6.発生材の
　処理

　　　照査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて
　　　監督職員へ報告すること。

・受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全円滑に実施することを目的と
　する「工事関係者連絡会議」を設置すること。
・発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力す
　ること。

8.安全対策

本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に、「その日の
　うち（24時間以内）」に回答するよう対応することである。
ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、
回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。
　1)　受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら
　　　施工すること。
　2)　受注者は工事施行中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較

7.ワンデー
　レスポンス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <1.3.10>
　名称　 　仕様等 　備考

〇 引渡しを要するもの

〇 工事現場において再利用及び再資源化を図るもの
　名称　 　仕様等 　備考

　2.提出様式

（　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

本工事で用いる提出書類の様式は、「県発注・営繕工事関連提出書類等一覧」(下記URL)によるほか、
監督職員の指示による。　https://www.pref.chiba.lg.jp/eizen/jigyousha/kenchiku/teishutsu.html

〇

〇 〇※ ※

〇 〇※ ※

構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）

構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）

※〇仮囲い　　成型鋼板（H=　　  m、L=　　  m）

配置期間　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
配置人数　：（　　　　）人

配置場所　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　鋼板敷き（長さ6.0m、幅1.5m、厚さ22mm、　　　枚）

出入口　　シートゲート　　（W=　　　　m、H=　　　　m）
　　　　　キャスターゲート（W=　　　　m、H=　　　　m）

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・監督職員用のスペース　：

　

・備品等の種類及び数量

　　　ゴム長靴（　）、　　雨合羽（　）、　 ヘルメット（　）、　　墜落制止用器具（　）

　　　　　　
また、別紙2「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅
木の機能を有する足場とすること。
なお、別契約の関係業者がある場合は、当該業者に無償で使用させること。

※

騒音・粉じん等の対策：
〇 防音パネル　　〇 防音シート　　〇 養生シート
設置の範囲：
〇 図示　　〇（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2.足場等

 <2.2.1>

3.監督職員事務所           　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 <2.3.1>

4.工事用水

5.工事用電力

6.仮囲い等

7.仮設通路

8.交通誘導員

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

1.騒音・粉じん等

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

　　　書棚、　図面架、　　見本棚、　 机及びいす、　　更衣ロッカー（　）、

　規模(㎡）：　　10程度、　20程度、　 35程度、　65程度、　100程度、 （　　）程度

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇

　 実施済　　　 未実施（工事にて実施）

　 実施済　　　 未実施（工事にて実施）

ひ素,カドニウム
含有石膏ボード

石綿
含有石膏ボード

CCA処理木材

　　　　・公共建築標準仕様書（建築工事編）　　　　（令和7年版）　（以下、「標仕」という）
　　　　・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和7年版）　（以下、「改修標仕」という）
　　　　・公共建築木造工事標準仕様書　　　　　　　（令和7年版）　（以下、「木造標仕」という）

（コリンズ）に、基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員

　対象とする燃料の抜取調査に対しては、監督職員の指示により協力しなければならない。

 <2.2.2>
枠組足場の設置に当たっては、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　
令和 5年 12月）により、手すり先行工法の種類は、別紙1「手すり先行工法による足場の組

　冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器

　　・プラス）により作成し、施工計画書に含め、各 1部提出すること。
　　利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を建設副産物情報交換システム（コブリス

小形二次電池

本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万以上となる場合には、工事実績情報システム

の確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続き
により登録するとともに、登録内容確認書の写しを提出する。　　　　　　　　　　　<1.1.4>

立て等の作業に関する基準」の2(1)手すり据置き方式、又は(2)手すり先行専用足場方式によ
り行うこと。手すり先送り方式は不可とする。

　1)「千葉県建設リサイクル推進計画2016ガイドライン」に基づき、本工事に係る「再生資源

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー

解体工事特記仕様書（１）　R7.11

Ｄ－２

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

佐倉市角来２２２２

35,440.98㎡

工業用水道施設

危険物屋内貯蔵所

車庫

S造

S造

1階

1階

12.96㎡

95.0㎡

12.96㎡

95㎡

● 　営繕工事写真撮影要領（令和5年版）●
●

●

● ●

　工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県企業局工業用水道事業に係る自家用電気
　工作物保安規定第十一条により千葉工業用水道事務所長の任命する監督職員の指示に

4.工事電力設備の
　保安責任者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <1.3.5>※
※

●

　従い保安業務を行う。

工事用電力設備の保安責任者は使用区域を変更しようとする場合において保安監督者（電気
監督職員）に「自家用電気工作物使用区域変更届出書」を提出すること。　　　　　〈1.3.4〉

5.施工条件● ●
●

工事用車両の駐車場　〇 図示　、　（　場内駐車場所は施設管理者と協議　）
資機材の置場所　　　〇 図示　、　（　資材置場所は施設管理者と協議　）

●

●

●

●

●

●

　石綿含有建材の調査報告書の貸与　● 有　　　〇 無
　分析による石綿含有建材の調査　　〇 有　　　● 無

●

●

●
・実施時期：（　建築工事特記仕様書による　）
・回数　　：（　１　）回

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

〇

●

●

・施設を使用しながらの工事となるため既存浄化槽の更新を先行して行い、施設の運営に
　支障が無いようにすること。

●

●

〇

〇

●



特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

1.施工調査

2.分析調査

　1)特別管理産業廃棄物の使用状況について、設計図書及び目視により製造所名、製造年、
　　型式、種類、数量等を調査する。

　　施設、処分条件等を調査する。
　3)調査結果は調書にまとめ、監督職員に提出する。

　2)特別管理産業廃棄物に応じた、収集運搬業者、処分業者、回収業者、産業廃棄物処理

・種類　：

備考
分析調査を行う特別管理
　 産業廃棄物の種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<5.1.2> ６
　
石
　
綿
　
含
　
有
　
建
　
材
　
の
　
除
　
去
　
等

７
　
特
　
殊
　
な
　
建
　
設
　
副
　
産
　
物
　
の
　
処
　
理

1.施工調査

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<7.1.3>

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<7.3.1>

　　　

部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所

備考採取する部位・箇所数

部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所
部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所

分析調査を行う特殊な
　 建設副産物の種類

部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所

部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所

採取する部位・箇所数

部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所
部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所
部　位　　図示、
箇所数　　　　箇所

2. 回収又は処分
・回収又は処分を行う特殊な建設副産物の種類　：

建設副産物の種類

イオン化式感知器
六ふっ化硫黄（SF6）ガス
PFOS（ペルフルオロ（オクタン-1-スロホン酸)）
特定化学物質
その他の特殊な建設副産物

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

○ 〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

ハロン

フロン

５
　
特
　
別
　
管
　
理
　
産
　
業
　
廃
　
棄
　
物
　
処
　
理

PCB 含有シーリング
分析調査(第一次判定）
PCB 含有シーリング
分析調査(第二次判定）

PCBを含む機器の
微量PCBの分析調査

1.石綿粉じん
　濃度測定

埋立処分（安定型最終処分場）

　測定時期、場所及び測定点
　測定
　名称

処理作業前

　　　測定点

 測定 2
 測定 3
 測定 4

　測定時期

 測定 5
出口吹出し風速 1m/s 
以下の位置

（各処理作業室ごと）

処理作業中

 測定 6

 測定 7

 測定 8
 測定 9

処理作業後

処理作業後シート
撤去後1 週間以降

処理作業室内

　　測定場所

セキュリティゾーン入口

集じん・排気装置の排出口
(処理作業室外の場合）

（シート養生中）

　計　　点
　計　　点
　計　　点
　計　　点

　計　　点

　計　　点

　計　　点

　計　　点
　計　　点

調査対象室外部の付近

調査対象室外部の付近
処理作業室内

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室外
　　施工区画周辺
　　敷地境界

測定方法
　　　自動測定器による測定

 測定 1

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、パーティクルカウンター、

測定 5
測定 4

　　測定方法

　　　JIS K 3850-1に基づいた測定

測定名称

　　　直径(mm)
メンブレンフィルタ 　試料の吸引流量

　　　(L/min)
　試料の吸引時間
　　　(min)

測定名称

測定 5
測定 4

測定
測定
測定

25  5

47
47

10
10

 30

120
240

2.石綿含有建材

埋立処分（管理型最終処分場）
中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

除去対象範囲

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止

除去した石綿含有吹付け材等の処分

除去工法
図示　　　 、

埋立処分（管理型最終処分場）
中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

除去対象範囲
除去工法

図示　　　 、

・石綿粉じん濃度測定　：

湿潤化　　 、　 固形化

手ばらし　 、　 破壊して除去
湿潤化　　 、　 固形化除去した石綿保温材等の飛散防止

除去した石綿含有保温材等の処分

埋立処分（管理型最終処分場）

中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）
除去した石綿含有成形板の処分
（上記を除く石綿含有成形板）

除去した石綿含有成形板の処分
（石綿含有せっこうボード）

　の処理(1)

除去対象範囲

適用

石綿含有保温材等の除去

石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第1種以外）の除去

○
○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

〇

○
○
○

○

○

図示　　　 、

解体共仕6.3.2による、○

　<6.1.3>

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <6.3.1～3><6.4.1～3><6.5.1～3>

除去した石綿含有成形板の処分

除去対象範囲 図示　　　 、

埋立処分（安定型最終処分場）
中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

ビニールシート等による養生を行う

石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第1種）の除去○
○

○
○ ビニールシート等による養生を行う

飛散防止のための養生方法

飛散防止のための養生方法
隔離養生（負圧不要）

回収又は処理等

焼却による破壊処理
登録を受けた回収業者に回収委託

ハロン消火設備設置業者等に処理委託
製造業者等に処理委託

処理業者に処理委託
処理業者に処理委託

3.特別管理産業
　廃棄物の処理 特別管理産業廃棄物の種類

廃石綿等

　

・引渡しを要する機器類　：
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5.PCB 含有
　シーリング材

4.PCB を含む
　機器類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<5.4.1>

・除去処理工事　：

　撤去方法　　「標準施工要領書（日本シーリング工事業共同組合連合会/日本シーリング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<5.4.1>

　除去範囲　　図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　材工業会」による。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

建材用断熱材フロン

製造業者等に処理委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<5.4.1>

 <5.1.2、<5.4.1>

○

○

○

〇※
〇※

〇※
〇※

〇※

※

※

※

○※

※

○
○

〇
○

○
○

○
○

・隔離養生（負圧不要）を行う場合の範囲　〇 図示　　　 （　　　　　　　　　　）○

※〇

繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファイバーモニター）等の
粉じん濃度を迅速に測定できる機器にて測定

石綿含有吹付け材等（石綿含有保温材等を切断又は破砕して除去する場合含む）の除去

備考

廃油
廃酸/廃アルカリ
ダイオキシン類

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

　飛散しないように適切な容器に納め、適切な場所に保管し、工事完了後、引渡しを行う。

6.ダイオキシン類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<5.4.1>〇

・廃棄物の焼却施設の解体　：
　解体方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　処分方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・サンンプリング調査　　　 行う　　　 行わない〇 〇

・処理　：

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

ー

解体工事特記仕様書（２）　R7.11

Ｄ－３

備考

　透しないよう全て回収すること。
　回収した廃水は、凝集沈殿後に上澄み水をろ過処理する等により、
　適切に処理した上で放流すること。

2)剥離剤を使用する工法では、ジクロロメタン等の有害性の高い化学
　物質を使用しないこと。

　作業区画の隔離は、湿潤状態に保ちながら行うこと。

3)水を使って除去する工事の場合には、未処理の廃水が流出・地下浸

・除去した石綿含有建築用仕上塗材等の処分　：
埋立処分（安定型最終処分場）

中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）
埋立処分（管理型最終処分場）

○
○

3.石綿含有建材
　の処理(2)

着工前の試験施工
除去対象範囲

集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法
集じん装置併用手工具ケレン工法

剥離剤併用手工具ケレン工法
剥離剤併用超音波ケレン工法

剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa程度）

除去工法

超音波ケレン工法（HEPAフィルター付き掃除機併用）

行う、　 行わない

・石綿含有建築用仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去　：

1)作業区画や立入禁止範囲を明確に定め、石綿くずや石綿を含有する
　飛沫の飛散等を防止するために、作業区画の床面、壁面及び必要に
　応じて天井面にプラスチックシート（ビニルシート）等による養生
　を行うこと。

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

図示、　

集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa程度）
集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<6.6.1～4>

○
〇※
※

除去した石綿含有成形板の処分

除去対象範囲

埋立処分（安定型最終処分場）
中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

ビニールシート等による養生を行う
飛散防止のための養生方法

隔離養生（負圧不要）

○※

※

○

・隔離養生（負圧不要）を行う場合の範囲　〇 図示　　　 （　　　　　　　　　　）○

〇

〇

● 石綿含有モルタルの除去
●図示　　　 、　危険物倉庫モルタル

○
●

●

●
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スレート板壁

屋根 屋根スレート板

外部仕上表

土間コン床

腰 CB（ 外部： ﾓﾙﾀﾙ塗）

内部仕上表

壁 スレート板

３2１

C

B

A

1,
80
0

1,
80
0

1, 800 1, 800

3,
60
0

3, 600

北側　立面図 東側　立面図

西側　立面図南側　立面図

平面図

2,
48
4

符号,種別,個数

形状,寸法

枠回り,水切り

枠見込,仕上げ

ガラス

特記金物

備考

鋼製建具 1

ドア枠

カラー鋼板

網入型ガラス

丁番　錠

AD
1

1, 760

1,
90
0

建具表

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

危険物屋内貯蔵所　平面図・立面図

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－４



C通　軸組図　 3通　軸組図　

1通　軸組図　A通　軸組図　

梁伏せ図（ 上面） 　

１／２５

1, 800

2１

C

B

A

３

３2１

123

C

C

B

B A

A

56
0

58
5

68
3

850 950

448

2,
08
3

625
625

6101, 860

5
60

5
8
5

6
8
3

52
8

5
2
8

672

56
0

58
5

68
3

52
8

370

5
60

5
8
5

6
8
3

1, 800 1, 800
4, 095

125

1, 800 370125

4, 095

1,
80
0

1,
80
0

3,
60
0

1, 800 1, 800
3, 600

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－５

危険物屋内貯蔵所　軸組図(1)
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部材 部材寸法
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C通　軸組図　 3通　軸組図　

1通　軸組図　A通　軸組図　

梁伏せ図（ 上面） 　

３2１

C

B

A

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－６

危険物屋内貯蔵所　軸組図(2)
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,
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3
,
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0

3
,
0
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0

9
,
0
0
0

2,500 2,500 2,500 2,500

10,000

2
,
2
0
0

B

A

321

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

平面図　1/50

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　平面図

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

外　部　仕　上　表

大波スレート葺

屋　　　　根 母屋：1C-75×45×15×2.3

外　　　　壁

ネコ：1L-60×60×4

亜鉛波型鉄板OP塗

巾　　　　木

胴縁：1C-75×45×15×2.3

コンクリート打放し

内　部　仕　上　表

コンクリート直均し

コンクリート打放し

壁 亜鉛波型鉄板OP塗 

天　　　　井 大波スレート素地

床

巾　　　　木

ＳＷ
１

ＳＷ
１

ＳＷ
１

ＳＳ
１

車庫

場　所

符号・名称・個数

形状・寸法

見　込

ガラス

鋼製引違い窓ＳＷ
１

車庫

３

90

板ガラス

【建具表】

鋼製シャッターＳＳ
１

車庫

-

-

備　考 水切り　L=50 -

１

1,720

6
9
0

▽SL

8,800

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－７



1 2 3A B

B A 123

東側　立面図　1/50

西側　立面図　1/50 南側　立面図　1/50

北側　立面図　1/50

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　立面図

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

仕　上符号

A

B

C

　外壁：亜鉛波型鉄板OP塗

　巾木：コンクリート打放し

A

A

A

A

BB

B

C

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－８

　屋根：大波スレート葺



3,000 3,000 3,000

9,000

A B
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321

A-A　断面図　1/50

5
,
6
6
0

3
,
5
6
0

1
,
6
9
0

3
0
0

1
1
0 ▽水上

▽水下

B-B　断面図　1/50

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　断面図

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

車庫 車庫

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

撤去図

Ｄ－９
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C3

C1 C1

土　間

F1 F1

F2 F2

F3 F3

F4

基礎伏図　1/50 柱状図　1/50
工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　伏図(1)

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－10
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S
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2

梁伏図(下面)　1/50 梁伏図(上面)　1/50
工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　伏図(2)

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

VV VV

VV VV

VV VV

V:φ16

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－11
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A通り　軸組図　1/50 B通り　軸組図　1/50

1,3通り　軸組図　1/50 2通り　軸組図　1/50

▽水上

▽水下

▽水上

▽水下

 C1 C1 

TB1

 C2  C2 C3 C2 

TB3 TB3 TB3 TB3

 C1  C2  C2 C2  C3

SB

 TB4 TB1

TB2

V:φ13

1C-75×45×15×2.3

1C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3

胴縁：1C-75×45×15×2.3

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　軸組図

１／５０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

 C2

V V V VV V

V V V V V V V V

V:φ13

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度
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2C-75×45×15×2.3
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　基礎リスト・柱リスト

１／３０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－13
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2通り　詳細図　　1/30

1-2通り　詳細図　　1/30 TB4　詳細図　　1/30

A通り　詳細図　　1/30

C3 

TB4

TB1

 TB4 TB1
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SB
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 TB3

L-50×50×4 2C-100×50×20×2.3

L-50×50×4
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L-50×50×4
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2C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3

L-50×50×4

1C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3
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TB2SBSB

2C-75×45×15×2.3 1C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3

PL-3.2

PL-3.2

PL-3.2

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　詳細図(1)

１／３０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－14
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A通り　平面詳細図　　1/30VB　詳細図　　1/30

VB SBTB2

2 2

TB3　詳細図　　1/30

1C-100×50×20×2.3

1C-100×50×20×2.3

φ19

1C-100×50×20×2.3

L-50×50×4

FB-3×38

1C-100×50×20×2.3

φ13

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

車庫　詳細図(2)

１／３０ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

PL-3.21C-100×50×20×2.3

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－15
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工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

事業者名

支障物（植栽・地下埋設管）

図面番号

千葉県企業局工業用水部

植栽
H= ～1,000

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

Ｄ－16１／７５

樹木（伐採伐根）

樹木（伐採伐根）

樹木（伐採伐根）
H=5,000



工事名称

　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風圧力　　風速（Ｖo＝　　　m/s）

積雪荷重　建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

(1) ステンレス鋼管の接合は、下記による。

呼び径６０Ｓｕ以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

呼び径７５Ｓｕ以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ＳＡＳ３２２を満足した継手。

(2) 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

（ a ) （ b ) （ c )

(3) 溶接部の非破壊検査 不要 要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「機器と配管接続部」取り付け箇所は図示による。

(1) 地中埋設標

(2) 埋設表示用テープ

要 (図示による。)

要 (排水管を除く)

不要

不要

別表－２　保温工事仕様による。

屋外露出部（ 下記の機器類 給水管 消火管 膨張管 ドレン管（配管類には弁類を

含む））は　　 防凍保温　　  凍結防止ヒーター）を行う。

（対象機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防凍保温は、厚さを配管の呼び径25以下は50mm、呼び径32以上は40mmとし、保温を施す。

共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　　　　　　　）を適用する。

多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

(　　浴室（ユニットは除く）　　　　　　                                  　　    　　）脱衣室

屋内露出 （　　実験室　　　　　　　）の保温外装は（ ）とする。

合成樹脂製カバーは（

屋外 ドレン管　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

金属電線管 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）指定色塗装溶融亜鉛メッキ仕上げ［付着量300g/㎡以上］

指定色塗装

指定色塗装屋内

露出機材の塗装仕上げは下記による。

既存コンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッターを

用いる。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編 1.5.1 表 4.1.11 による。

(　　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

( 槽内 )の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

適 用 区 分

配　　　管

絶 縁 継 手

地中埋設標等

保　　　温

は   つ   り

電   線   類

天井仕上区分

吊り及び支持金物

施 工 調 査

地表面粗度区分　（　 Ⅰ　　　Ⅱ　　　Ⅲ　　　Ⅳ　）

ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

１シートタイプ　　　２ジャケットタイプ ）とする。

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

下記によるほか、改修標準仕様書第１編1.5.1及び1.5.2による。

調査項目

標準仕様書に基づいて設定すること。

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を

用いて施工する。

別表－３　工事区分表による。

建設機械は、排出ガス対策型、低騒音型の建設機械を使用すること。

受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

(1) 不法・違反無線局(不法パーソナル無線)を設置したトラック､ダンプカー等を工事現場に立ち入らせ

　　ないこと。

受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

(1) 積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(2) さし枠装着車、不表示車等に土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(3) 過積載車輌､さし枠装着車､不表示車等から土砂等の引渡しを受ける等過積載を助長することのない

　　ようにすること。

(4) 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を土砂等運搬に

　　使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

(5) 建設発生土の処理及び骨材の購入等に当たって､下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害する

　　ことのないようにすること。

(6) 以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

受注者相互の緊密な連絡調整を図り､協力して工事を安全円滑に実施することを目的とする「工事関係者

連絡会議」を設置すること。

本工事については、工事目的物及び工事材料を次に示す内容で火災保険、組立保険その他の保険に附す

ること。

(1) 被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

(2) 保険金額　　請負代金全額

(3) 保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に提示すること。

工事監理事務所、施設管理者、受注者)による施設点検(不具合の有無を確認し､その処理について協議)を

本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万円以上となる場合には、工事実績情報システム（CORINS）に

基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員の確認を受けた後、以下に示

す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続により登録するとともに、登録内容確認書

の写しを提出する。

(1) 工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

(2) 登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内

(3) 工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目､または地域社会への貢献として

評価できる項目に関する事項について､工事完了時までに所定の様式により提出することができる。

工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署などへの必要な手続等は受注者が代行し、遅滞なく行う。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

建築工事の特記による。

施工可能期間

　　月　　日～　　　月　　日　（期間中も行事等により、短期の施工不能日あり）

改修工事の部分使用

　　月　　日までに下記部分について、部分使用するので協力すること。

部分使用箇所　（                                                 ）

本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答は、基本的に「その日のうち（24時間

以内）」に回答するよう対応することである。

ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、回答期限を設け

るなど、何らかの回答を「その日のうちに」することとする。

１）受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら施工すること。

２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照査し、差異

　　が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて監督職員へ報告すること。

試　　　験

既存躯体への穿孔

環 境 対 策

工事現場管理

過積載による

違法運行の防止

安 全 対 策

保        険

施 設 点 検

工事実績情報の

登録

創意工夫等の実施

官公署その他への

届出手続等

施工図等の取扱

中 間 検 査

条件明示項目

ワンデーレスポンス

本工事完成(「工事目的物の引渡し」を行った日)後、１年目及び２年目に関係者(千葉工業用水道事務所､

他工事との取り合い

はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査を行い報告すること。

凍結防止ヒーターは、自己サーモ式とし、保温を施すものとする。

塗装、仕上げ

調査範囲

調査方法

図　示

図　示

石綿含有分析調査

また、発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力すること。

行うので､当課からの依頼により、施設点検に立会い協力するものとする。

埋め戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

根切り土の中の良質土 山砂の類

建設発生土の処理

埋め戻し土・盛土

引渡しを要するもの 下表による

名　　称 仕　様　等 備　　考

クロロベンゼンを含む)の濃度を測定し､監督職員に報告すること。

室内空気中のホルムアルデヒド､トルエン､キシレン､エチルベンゼン､スチレン(用途が学校の場合は、パラジ

（　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　）
施工終了時

図示

図示

工事着手前

測定箇所数

測定対象室

測定時期

測定はパッシブ型採集機器により行う。の 濃 度 測 定

の 化 学 物 質

室 内 空 気 中

(4) 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、次の①又は②

(3) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に､次の①から④

(2) 環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項(「資材(材料および機材を含む）

　　境物品等の調達の推進に関する基本方針(令和3年2月)｣による。

(1) 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は、「環

　　　テムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

　　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっては、シス

　　④法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　②生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　①品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

機材の品質等

　　の梱包及び容器は､可能な限り簡易であって､再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されているこ

　　④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　料以外の材料

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材

　　に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　デヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアル

　　　可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

　　　放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの

　　　建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセトアルデヒド

　　②接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　①合板､木質系フローリング､構造用パネル､集成材､単板積層材､MDF､パーティクルボード、その他の木質

　　を満たすものとする。

　　と。｣）に留意すること。

環境への配慮

　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　③安定的な供給が可能であること。

　　きる。

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することがで

　　なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

(2) 別表－１に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし､この証明と

(1) 本工事に使用する機材等は､設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のものとする。

特        記        事        項章 項     目

1.共通仕様

(2) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　なお、電気設備工事の特記仕様書は( 　/　 )図、建築工事の特記仕様書は(　 /　 )図による。

　　ものを適用する。

Ⅱ.工事仕様

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、●印の付いた

章、項目及び特記事項共に、●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「標準仕様書」という。）

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「標準図」という。）

本工事で用いる提出書類の様式は、県発注・営繕工事関連提出書類一覧(下記URL)によるほか、監督職員の指示による。

2.提出様式

https://www.pref.chiba.lg.jp/eizen/jigyousha/kenchiku/teishutsu.html

3.特記仕様

デジタル工事写真

の小黒板情報電子化

デジタル工事写真の小黒板情報電子化は、受発注者双方の業務効率化を目的に、被写体画像の撮影と同時に

工事写真における小黒板の記載情報の電子的記入および、工事写真の信憑性確認を行うことにより、現場

本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾を得たうえで

デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以降、「対象工事」と称する)とすることができる。

対象工事では、以下の（１）から（４）の全てを実施することとする。

(1) 対象機器の導入

　　受注者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の導入に必要な機器・ソフトウェア等（以降「使用

　　機器」と称する）については、営繕工事写真撮影要領2.(3)に示す項目の電子的記入ができること、

　　かつ信憑性確認（改ざん検知機能）を有するものを使用することとする。なお、信憑性確認（改ざん

　　検知機能）は、「電子政府における調達のために参照すべき暗号のリスト（CRYPTREC暗号リスト）」

　　（URL「https://www.cryptrec.go.jp/list.html」）に記載している技術を使用していること。また、

撮影の省力化、写真整理の効率化、工事写真の改ざん防止を図るものである。

　　受注者は監督職員に対し、工事着手前に本工事での使用機器について提示するものとする。

　　なお、使用機器の事例として、URL「http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html」記載の

　　「デジタル工事写真の小黒板情報電子化対応ソフトウェア」を参照されたい。ただし、この使用機器の

　　事例からの選定に限定するものではない。

(2) デジタル工事写真における小黒板情報の電子的記入

　　受注者は、（１）の使用機器を用いてデジタル工事写真を撮影する場合は、被写体と小黒板情報を電子

　　画像として同時に記録してもよい。小黒板情報の電子的記入を行う項目は、営繕工事撮影要領２．(3)

　　撮影方法」による。

　　ただし、対象工事において、高温多湿、粉じん等の現場条件の影響により、対象機器の使用が困難な

　　工種については、使用機器の利用を限定するものではない。

(3) 小黒板情報の電子的記入の取扱い

　　本工事の工事写真の取扱いは、営繕工事写真撮影要領に準ずるが、(２)に示す小黒板情報の電子的記入

　　については、同要領４．で規定されている写真編集には該当しない。

(4) 小黒板情報の電子的記入を行った写真の納品

　　受注者は、（２）に示す小黒板情報の電子的記入を行った写真（以下、「小黒板情報電子化写真」と称

　　する。）を、工事完成時に監督職員へ納品するものとする。なお納品時に、受注者は

　　URL（http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html）のチェックシステム（信憑性チェック

　　ツール）又はチェックシステム（信憑性チェックツール）を搭載した写真管理ソフトウェアや工事写真

　　ビューアソフトを用いて、小黒板情報電子化写真の信憑性確認を行い、その結果を併せて監督職員へ

　　「工事打合せ簿」等により提出するものとする。なお、提出された信憑性確認の結果を、監督職員が

電子納品 建築工事の特記による。

　　確認することがある。

貸与しない・設計図CADデータ　： 貸与する

建築工事の特記による。完成時の提出図書等

設計図CADデータ

貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用してはならない。

工事写真 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事写真撮影要領（令和 5 年版）」による。

原則として、新築または増改築に係る面積が3,000ｍ2を超える建物の内、適用職種作業の各直接工事費が1,000万円以上の大規模工事に適用。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

電気保安技術者

技能士の適用

監督職員事務所

工事用電力・水

・その他

工事用仮設物

足場その他

工事用水

工事電力 構内の施設

構内の施設

利用できない

利用できない 利用できる　(

利用できる　(

有償

有償

無償　)

無償　)

構内につくることが　 できる できない

建築工事 電気設備工事　　で設置する。）

配管施工(配管工事)

熱絶縁施工(保温工事)

建築板金施工(ダクト製作及び取付け)

冷凍空気調和機器施工(冷凍空調機器の据付)

設けない 設ける

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続等の費用はすべて受注者の負担とする。

別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

（

本工事で設置とする。

別紙１｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場　　　(

外部足場　　　(

種

種

種

種

種　)

種 種　)

本工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県企業局工業用水道事業に係る自家用電気工作物保安規定第十一条により

千葉県工業用水道事務所長の任命する監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を行うものとする。

建 設 副 産 物

の  処  理  等

　建築工事の特記による

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機械室に設ける。

説明板の大きさは約　　　m2とする。

本工事　　　 別途

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

風量調整 水量調整 室内外空気の温湿度の測定

室内気流及びじんあいの測定 飲料水の水質の測定

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者規格による

標準品としてよい。

1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政法人　

建築研究所監修）による。

(1) 機器の据付け及び取付け

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

　　地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

上層階、屋上

及び塔屋

中間階 1.5

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

 重要機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

 一般機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

 重要機器

1.0

0.6

0.4

0.6

1.5

1.0

1.0

0.6

0.6

 一般機器

特定の施設 一般の施設

防振支持の機器

機　　　器

機　　　器

防振支持の機器

機　　　器

防振支持の機器地階・１階

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　13階建以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

 機器種別設置場所

水　槽　類

水　槽　類

水　槽　類

運転操作説明板

機材の承諾図

総 合 調 整

電動機

容量等の表示

耐 震 措 置

・重要機器は次のものを示す。

給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

換気機器

監視制御設備

空調機器

危険物貯蔵装置

熱源機器

火を使用する設備

防災設備

避難経路上に設置する機器

(2) 設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

・水槽類にはオイルタンクを含む。

2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

機械設備工事機材承諾図様式集(令和 4 年版)によるほか、監督職員との協議による。

騒音の測定

雑用水の水質の測定

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

AM-1-

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

建築機械設備 特記仕様書(1)

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

浄化槽工事について特高受変電棟工事より先行して実施すること。

一
般
共
通
事
項
（
建
築
工
事
に
よ
る
）

構  造 階    数 延べ面積　(m2) 消防法施行令別表第一

1.工事場所

2.建物概要

5.設備概要（●印の付いたものを適用する。）

 方式及び種類

主要熱源機器

自動制御方式

給水方式

排水方式

消火設備の

種類

電気式 電子式 デジタル式

高置タンク方式 ポンプ直送方式 水道直結方式

屋内消火栓設備 スプリンクラー設備 泡消火設備

連結散水設備 連結送水管 不活性ガス消火設備（　　　　　　　）

建物内の汚水と雑排水（ 合流式 分流式　）

ポンプ排水 有（ 汚物　　　雑排水　　　湧水　）　　　無

建物外放流先 (1) 汚水

(2) 雑排水

直放流下水管

直放流下水管

Ⅰ.工事概要

備考

3.工事種目（●印の付いたものを適用する。）

建物別及び屋外

工  事  種  目

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

厨房設備

ガス設備

排水処理設備

雨水利用設備

撤去工事

工  事  種  別

一式

一式

一式

一式

一式

一式

屋   　外

4.指定部分 無

空気調和設備

指定部分工期　令和　年　月　日

設　　　備　　　概　　　要

施設の分類

有 対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                ）

建　物　名　称

千葉県佐倉市角来2222　地内

RC造 地上4階 564.3 15項特高受変電棟

特高受変電棟

空調方式 パッケージ形空調機

その他の事務所

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

令和８年度作成年度



項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

設計用温湿度 下表による。 (　　　　　　　　　) の温度条件による。

夏　期

冬　期

温度

(DB)

湿度

(RH)

湿度

(RH)

温度

(DB)

湿度

(RH)

温度

(DB)

湿度

(RH)

温度

(DB)

外　　気

鋼 板 製 煙 道

鋼板厚　（ 3.2mm

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

ダ　ク　ト 低圧ダクト　( コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

アングルフランジ工法

高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

風 量 測 定 口

(1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

取り付け箇所は図示による。

チ ャ ン バ ー

(2) 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りした

　　チャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

(3) ガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

(1) 防煙ダンパー 復帰方式( 遠隔 )定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

(2) ピストンダンパー 復帰方式( 遠隔 )

ダ　ン　パ　ー

(1) 冷温水管

(2) 冷却水管

(3) 油　　管

(4) 蒸 気 管 給気管

還　管

(5) 高温水管

配 管 材 料

弁      類 JIS 又は JV　(

鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

ファンコイルユニットには、 流量調整弁

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

温　度　計

圧　力　計

瞬間流量計

なお、瞬間流量計（

制御盤には、( 給油ポンプ制御 満油警報 遠隔警報 漏えい検知警報

返油ポンプ制御 減油警報 ）の端子を設ける。

油面制御装置

図示の位置に取付ける。絶縁継手

保 温 及 び

消 音 内 貼 り

還りダクトの保温　　範囲は（

外気ダクトの保温　　範囲は（

）

）

冷媒管の保温外装は別表ー２による。

ダ  ク  ト 低圧ダクト　( コーナーボルト工法（長辺の長さが 1500 mm以下の部分）

アングルフランジ工法 )　とする。

高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

ダ  ク  ト 亜鉛鉄板

図示による。

ワイヤー式

排煙口の形式

排煙口手動開放装置

(開放及び復帰方式)

排煙風量測定

方法に準ずる。

電気計装用配線

図示による。

使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

自動洗浄装置 洗浄水量は４Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

及びその組み込み

配 管 材 料 (1) 一般配管

水      栓 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

( ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。)

量  水  器 親メーター ( 貸与品 ） （ 直読式 パルス式　）

子メーター ( 買い取り ） （ 直読式 パルス式　）

水道事業者指定品 ( 貸与品 買取り　)量 水 器 桝

絶縁継手 図示の位置に取付ける。

弁      類 JIS 又は JV

ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

水  栓  柱 合成樹脂製

建物導入部配管 標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）の（

引込納付金等 要　( 別途工事 本工事　) 不要

(a)

満水試験継手

・ため桝

インバート桝

配 管 材 料 (1) 屋　　内 汚　水　管

雑排水管

通気管

(2) 屋　　外 第一桝まで

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管 (RF-VP) でもよい。

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器等の排水管

標準仕様書第２編 2.4.8(f)による。

プラスチック桝　（ 標準図による。 　　　　　　　　　　　　　　）

コンクリート桝　（ 標準図による。 本図面の施工要領図による。 ）

配 管 材 料

弁      類 JIS 又は JV　(

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

3.1.5表 2.3.5のｈ・（イ）・Ⅸとする。

配 管 材 料 (1) 屋内消火栓 一　般

地　中

(2) 連結送水管 一　般

地　中

(3)

撤 去 内 容 図示による。

排　

煙　

設　

備

自 

動 

制 

御 

設 

備

衛　

生　

器　

具　

設　

備

給　
　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　

設　
　
　
　
　
　
　

備

排　
　
　
　

水　
　
　
　

設　
　
　
　

備

給　

湯　

設　

備

消　
　
　
　
　

火　
　
　
　
　

設　
　
　
　
　

備

空　
　
　
　
　
　

気　
　
　
　
　
　

調　
　
　
　
　
　

和　
　
　
　
　
　

設　
　
　
　
　
　

備

換　
　
　
　

気　
　
　
　

設　
　
　
　

備

4.5mm　）

スパイラルダクト 　)　とする。

5K 10K(図示部分)　)

固定型

図示による

図示による

スパイラルダクト

普通鋼板（厚1.6mm）

電気式( 遠隔操作 要 不要 )

引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中配管は、

( 　）とし、他の部分は(1)による。

標準図 MC 形

アルミニウム合金製 人造石とぎ出し製 ステンレス製

(b) (c) ）による。

図示の箇所に取り付ける。

易操作性１号消火栓屋内消火栓種別

屋内消火栓開閉弁 １０ｋ

保      温 屋外露出配管は標準仕様書第２編 3.1.5　e2・(ハ)・Ⅶによる保温を行う。

標準図(建物導入部の変位吸収配管要領)　(建物導入部配管

別図による。不活性ｶﾞｽ消火設備

泡消火設備 別図による。

(b)

シ ス テ ム

厨房用熱源

機器の機能等

ドライシステム

図示による。

図示による。

ガ ス 種 別 都市ガス　 (供給者名 : 　　　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　　MJ/m3 (N)　)

液化石油ガス

都市ガス ガス事業者の供給規定による。

液化石油ガス (1)　一　般

(2)　地　中

別途　( 50kg )　× 本充 て ん 容 器

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　　本組。

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）（ (b)　)　による。

子メーター（買い取り）（

親メーター（貸与品）　（ 直読式 パルス式（パルス発信器は

直読式 パルス式 ）

買い取り ）)

本工事（図示による）

外部警報端子（ 無 有　）

要

要

要 (

横型

別図による。

排水再利用設 備 方 式

仕　様　等

メ ー タ ー

転 倒 防 止 等

集 合 装 置

ガス漏れ警報器

漏洩検知装置

電 気 防 食

引込負担金等

バルク貯槽

仕　様　等 別図による。

厨 

房 

設 

備

ガ　
　
　
　
　
　

ス　
　
　
　
　
　

設　
　
　
　
　
　

備

排
水
処
理
設
備

雨
水
利
用
設
備

(a) (c) )　による。

１号消火栓 ２号消火栓

5K 10K（図示部分）)

(a)

別途工事

不要

不要

別途工事

竪型　　（液化石油ガス貯蔵能力　　　　ｋｇ）

本工事　) 不要

配 管 材 料

浄化槽 厨房除害

保　温　材 保温材は、配管・ダクト等より分離する。

ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。支持金物等

石綿含有品

撤　
　
　

去　
　
　

工　
　
　

事

水道直結部分 ( 10K )

その他の部分 (  5K )

小便器 個別感知ﾌﾗｯｼｭ方式（一体型）

洗  面  器 手洗器は止水栓付とする。

標  記  板 要 材質( )  ( 大便器

自動水栓の

電源供給方式

ＡＣ電源

衛生器具ユニット ユニットの配管材料は、図示による。

タンク式は６．５Ｌ/回以下とする。洋風便器

浴室ユニット 仕様は別図による。

制御盤 ( 要 不要　　）

小便器　） 不要

自己発電

ポンプアップ排水管

放流納付金等 要　( 別途工事 本工事　) 不要

65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

取付箇所は図示による。風 量 測 定 口

空気調和設備の当該項目による。ダ　ン　パ　ー

浴室(シャワー室、脱衣室を含む)系統

高圧2ダクトのシール 長方形ダクト

円形ダクト

空気調和設備の当該項目による。チ ャ ン バ ー

保      温 全熱交換ユニット用の外気ダクト

（　　保温の厚さ25mm、範囲は図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

多湿箇所のダクトの保温要

（　　保温の厚さ25mm、範囲は図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

厨房 湯沸室(

厨房系統

Ｎ＋Ａシール

Ａ，Ｂシール

Ｂシール

Ｃシール

排気ダクトのシール

屋　内　(調　整　目　標)

(6) 膨張管、空気抜き管及び

　　膨張タンクよりボイラー等への補給水管

ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

定流量弁　を設置する。

なお､フロートスイッチ部と制御盤間の配管・配線は製造者の標準仕様とする。

着脱型）はピトー管方式とし、止水コック付とする。

膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.4 の温水管の項による。

建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.4 温水管の項による。(エア抜き弁以降の

配管は、除く)

空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.5 の排水管の項による。

厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1番手厚いものを使用する。

）の隠ぺいダクト（仕様はh・(ｲ)・Ⅸ）とし、範囲は図示による。

建築設備定期検査業務基準書平成28年度版(（一財）日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の検査

中央監視制御装置 有り ( 新設 既設　) 無し

システム構成・機能

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

(3) 水道直結配管

管の地中埋設深さ

ステンレス配管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

保      温

撤去方法 図示による

金属類 　( 機器類 ダクト 配管 その他金属類 )の処理は

(

発生材の処理

特別管理産業廃棄物 ( ）の処理は

(

石綿含有産業廃棄物 ( ）の処理は

(

上記以外のもの ( ）の処理は

(

建設リサイクル法における再資源化等を行なう特定建設資材の構外搬出処理を本工事とする。

本工事冷媒（フロン類）

の回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２．４．３により、次の書類を

監督職員に提出する。

フロン回収行程管理表の写し

特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

構外搬出適切処理　                                       ）とする。

配管用成形保温材 フランジ用ガスケット

構外搬出適切処理　　　別途　　）とする。

構外搬出適切処理　　　別途　　）とする。

構外搬出適切処理　　　別途　　）とする。

別途

上ガス対策 なし

あり (

施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

そ 

の 

他

自然換気口

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　)

ガス抜き管 強制換気装置 ガス検知器

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃％℃％℃

34.8℃ 59.4％

電気室系統

30.0℃ 50.0％

(7) ドレン管

(8) 冷媒管 断熱材被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）

(2) 地中埋設配管 耐衝撃性塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

管の上端より原則として、一般敷地は（　30cm ） 構内道路は（　60cm ）以上とする。

桝　　　間 塩化ビニル管（VU）

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

-

建築機械設備 特記仕様書(2)

AM-2

工事名 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

作成年度 令和８年度



―

―

別表－２

＋合成樹脂製カバー

ブライン管

冷媒管

(膨張管含む)
冷温水管

冷水管

保温工事仕様 ＊　適用する保温区分　（ ● 印の付いたものを適用し、○ 印のものは適用しない。）

給排水衛生設備配管

給水管

排水管

 暗渠内は除く｡)

(空調機等の排水

 管含む。)

(屋外露出､床下､

通気管

(屋外露出､床下､

 暗渠内は除く｡)

(排水管の分岐点

(膨張管含む)

給湯管

 のみ)

(屋外露出部分

 より100mm以下

消火管

 の部分)

区　　　分 項　　目
保温材

保　　温　　仕　　様
GW RW PSF

―

外装材

ｶﾗｰ SUS AL

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

―――

＋原紙＋アルミガラスクロス

＋アルミガラスクロス粘着テープ

＋ポリエチレンフィルム＋外装材

＋ポリエチレンフィルム

＋着色アルミガラスクロス

― ― ―

― ― ―

給排水衛生設備機器

鋼製タンク

排気筒

貯湯タンク

＋保温板(厚さ25㎜)

＋アルミガラスクロス＋金網

空気調和設備配管

温水管

(膨張管含む)

蒸気管

(低圧(0.1MPa未

 満)の蒸気)

＋アルミガラスクロス

＋アルミガラスクロス粘着テープ

＋ポリエチレンフィルム＋外装材

＋着色アルミガラスクロス

温水管

蒸気管

＋ポリエチレンフィルム

＋合成樹脂製カバー

＋原紙＋アルミガラスクロス

＋ポリエチレンフィルム

＋アルミガラスクロス

＋アルミガラスクロス

＋ポリエチレンフィルム

＋ポリエチレンフィルム

＋ポリエチレンフィルム＋外装材

＋着色アルミガラスクロス

施　工　箇　所

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― ― ―

―

―

―

―

―

―

―

――

―

――

― ―

―

――

― ―

―

――

―

――

― ― ―

―――

―

― ―

― ―

―

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

別表－３

工  事  区  分  表

施  工  区  分

建築 電気 機械
工    事    内    容

鉄筋補強

スリーブ、型枠

鉄筋補強

スリーブ、型枠

補強とも

補強のない場合

一次側

二次側

電源供給

操作

回路

配管

配線(　　)

電源供給

配管

配線(　　)

操作

回路

防油堤

インサート、吊りボルト

煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配管配線

天井吊り形FCU及び全熱交換形換気扇　(接地とも)

制御盤と動力盤の間　(接地とも)

機器付属の制御盤　(接地とも)

はり、床、壁貫通部

埋込形(分電盤、端子盤、プルボックス)、風道

埋込形消火栓ボックス、吹出口、吸込口、換気扇、大便器等

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類の切込み

スリーブ穴埋め、型枠穴埋め

鉄骨、PC板等への穴開け、補強、スリーブ入れ(工場加工)

配電盤、制御盤、発電機、キュービクル

受水槽、サービスタンク

配電盤、制御盤、キュービクル

受水槽、消火水槽

テレビアンテナ、避雷針

高架水槽、クーリングタワー、消火栓補給水槽

架台、アンカーボルト

屋内

屋外

屋上

床、天井、壁

配線ピット、トレンチピット

開　
　

口　
　

部

基　
　
　
　

礎

点　
　

検　
　

口

配　
　

管　
　
　

配　
　

線

換気扇枠

外部取り付けガラリ(ダクト、チャンバー接続用フランジを含む)

別表－１

機　　　材　　　等

冷媒配管支持要領

土間下配管詳細図

土間鉄筋に結束のこと 土間鉄筋に結束のこと

土間鉄筋

土間鉄筋

インサート金物

土間コンクリート中間位置程度

土間下地中配管は、9φ鉄筋

(タールエポキシ塗り)にて、

Ｕ字型支持のこと。

支持間隔は、仕様による。

吊りバンド、棒鋼はステンレス製とする。

棒鋼を土間鉄筋に結束する場合は、直接、

接しないよう電蝕防止策を施すこと。

支持間隔は、仕様による。

吊りバンド、棒鋼はステンレス製とする。

棒鋼を土間鉄筋に仮止めする場合は、直接、

接しないよう電蝕防止策を施すこと。

支持間隔は、仕様による。

インバート桝 施工要領図 S-1　・　S-2

　ずる。

コンクリ-ト蓋(鉄筋入)

W

A

T

100100

既製桝側塊

既製桝縁塊

目地モルタル

コンクリ-ト

B

H

1
5
0

以
上

t
1
0
0

6
0

1
0
0GL

捨コンクリ-ト

深さ

寸法

H＝600以下

R-1

450×450

520×520

650×650

45

100

W

A

B

T

t

H＝600超

R-2

600×600

670×670

800×800

50

120

1.コンクリート蓋は、既製桝用とし、鉄筋

　入とする。

2.既製桝側塊、縁塊は、すべて鉄筋入り

　とする。

3.鋳鉄蓋を使用する場合は汚水桝に準

A

1
0
0

W

GL

5
0

6
0

1
0
0

t
H

T

100 100

捨コンクリ-ト

コンクリ-ト

モルタル

モルタル仕上げ

既製桝縁塊

目地モルタル

既製桝側塊

深さ

寸法

H＝600以下

S-1

H＝600超

S-2

W

T

t

A

450×450

45

100

700

600×600

50

120

850

1.蓋は鋳鉄製防臭蓋とする。

　(鎖付き、汚水マーク入り)

2.既製桝側塊、縁塊は、すべて鉄筋入り

　とする。

3.既製桝側塊、縁塊は、ズレを防止する構

　造とする。

ため桝 施工要領図 R-1　・　R-2 桝蓋仕様

名 称 記 号 実内径

防臭中耐蓋

防臭中耐蓋

防臭重耐蓋

防臭重耐蓋

MHA-45

MHA-60

MHD-45

MHD-60

450φ

600φ

450φ

600φ

受　枠

560

710

560

710

安全荷重

1500kg以上

1500kg以上

5000kg以上

5000kg以上

備　　考

桝標準構成表

側 塊

1 1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

既製

縁塊600H450H300H150H

1290　～　1430

1140　～　1280

 990　～　1130

840　～　980

690　～　830

530　～　680

710　～　850

560　～　700

400　～　550

250　～　400

H

600

600

600

600

600

600

450

450

450

450

W

断熱材被覆銅管

保護プレート

支持金具

１５０ｍｍ以上

― ―

― ―

― ― ―

躯体と一体のもの

上記以外

鉄筋基礎

無筋基礎

躯体と一体のもの

上記以外

― ― ―

― ― ―

合成樹脂カバー

合成樹脂カバー

保温化粧ケース（

保温化粧ケース（

　　　　製 ）

　　　　製 ）

ステンレス鋼板

保温化粧ケース（ 樹脂製 　　　　　　　製 ）

(断熱材被覆銅管)

冷媒管

空気調和設備機器

冷温水ヘッダー

冷水ヘッダー

冷温水タンク

冷水タンク

温水ヘッダー

蒸気ヘッダー

温水タンク

還水タンク

熱交換器

膨張タンク

空気調和設備ダクト

消音内張り

排煙ダクト

煙道

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

――

―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

―

―

※ 凡例 保温材 GW ：グラスウール保温材 RW ：ロックウール保温材 PSF：ポリスチレンホーム保温材

外装材 ｶﾗｰ：カラー亜鉛鉄板 SUS：ステンレス鋼板 AL ：溶融アルミニウム－亜鉛鉄板

ロックウール保温材を使用すること

※　配管の保温は、継手及び弁類を含む。図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、標準仕様書による。

― ―

― ―

10㎜以上

※　不燃材以外の配管が建築基準法施行令第112条第20項に規定する準耐火構造等の防火区画を貫通する場合貫通部より 1ｍ 以上は

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

アルミガラスクロス化粧保温筒

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

80A以下：20㎜､100A～150A：25㎜､200A以上：40㎜

80A以下：20㎜､100A 以上：25㎜

鋲(PSFの場合鋲又は接着剤)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

鋲＋保温板(厚さ25㎜)＋鉄線＋外装材

保温帯(厚さ50㎜)＋鉄線

保温筒＋鉄線＋合成樹脂製カバー

保温筒＋鉄線＋原紙

アルミガラスクロス化粧保温筒

保温筒＋鉄線

保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム

80A以下：20㎜､100A～150A：25㎜､200A以上：40㎜

25A以下：20㎜､32A～50A：30mm､65A 以上：40㎜

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム

保温筒＋粘着テープ

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

25A以下：30㎜､32A～200A：40mm､250A 以上：50㎜

25A以下：30㎜､32A～200A：40mm､250A 以上：50㎜

20A以下：30㎜､25A～100A：40mm､125A 以上：50㎜

25A以下：40㎜､25A～ 80A：50mm､100A 以上：65㎜

液管保温厚　

屋内露出(一般居室、廊下)

機械室、書庫、倉庫

給湯管

給水管

排水管・通気管

給湯管

給水管

排水管・通気管

給湯管

給水管

排水管・通気管

給湯管

天井内､パイプシャフト内､

空隙壁中

給水管･消火管

給湯管
(厨房の天井内は含まない)

浴室、厨房等の多湿箇所

(バルコニー､開放廊下含む)

屋外露出

給水管
暗渠内(ピット内含む)

グラスウール保温筒(GW)

ロックウール保温筒(RW)

ポリスチレンフォーム保温筒(PSF)

保温厚

屋内

屋外
鋼製タンク

屋内

屋外
貯湯タンク

排気筒 隠ぺい箇所

温水管

蒸気管

温水管

蒸気管

温水管

蒸気管

屋内露出(一般居室、廊下)

機械室、書庫、倉庫

天井内､パイプシャフト内､

空隙壁中

屋外露出

(バルコニー､開放廊下含む)

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

温水管

蒸気管

温水管

蒸気管
暗渠内(ピット内含む)

保温厚
グラスウール保温筒(GW)

ロックウール保温筒(RW)

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

屋内露出(一般居室、廊下)

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

冷水管

(水温度2～4℃)

機械室、書庫、倉庫

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

冷水管

(水温度2～4℃)

天井内､パイプシャフト内､

空隙壁中

天井内、パイプシャフト内

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

屋外露出

(バルコニー､開放廊下含む)

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

暗渠内(ピット内含む)

グラスウール保温筒(GW)

ロックウール保温筒(RW)

ポリスチレン

フォーム保温筒

(PSF)

保温厚

20㎜以上ガス管保温厚

機械室､書庫､倉庫

屋内露出(一般居室､廊下)

屋外露出

外装材

冷温水ヘッダー

冷水ヘッダー

冷温水タンク

冷水タンク

温水ヘッダー

蒸気ヘッダー

温水タンク

還水タンク

熱交換器

膨張タンク

屋外

屋内

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内露出(一般居室、廊下)

機械室、書庫、倉庫、屋内

隠ぺい、ダクトシャフト内

屋外露出

(バルコニー､開放廊下含む)

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

ダクトは､保温

厚25㎜とする)

(全熱交換器用

長方形ダクト

屋内露出(一般居室、廊下)

機械室、書庫、倉庫、屋内

隠ぺい、ダクトシャフト内

屋外露出

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

(全熱交換器用

スパイラルダクト

ダクトは、保温

厚25㎜とする)

サプライチャンバー

消音チャンバー・消音エルボ

長方形 屋内隠ぺい

円形 屋内隠ぺい

長方形

円形

(バルコニー､開放廊下含む)

鋲(PSFの場合鋲又は接着剤)

＋保温板(厚さ50㎜)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

鋲＋保温板(厚さ50㎜)＋鉄線＋外装材

鋲＋保温板(厚さ25㎜)＋鉄線＋外装材

鋲＋保温板(厚さ50㎜)＋外装材

鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板

(厚さ25㎜)＋アルミガラスクロス粘着

テープ

鋲＋保温板(厚さ50㎜)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

保温板(厚さ50㎜)＋外装材

アルミガラスクロス化粧保温板

(厚さ25㎜)＋アルミガラスクロス粘着

テープ

保温板(厚さ50㎜)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

鋲＋保温板(厚さ50㎜)

＋ガラスクロス＋銅きっ甲金網

鋲＋保温板(厚さ25㎜)＋ガラスクロス

鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板

(厚さ25㎜)＋アルミガラスクロス粘着

テープ＋きっ甲金網

アルミガラスクロス化粧保温帯(厚さ

25㎜)＋アルミガラスクロス粘着テープ

＋きっ甲金網

ブランケット(厚さ75㎜)＋鉄線＋外装材

冷水管･冷温水管

冷水管(水温度2～4℃)

ブライン管

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

- AM-3

建築機械設備 特記仕様書(3)

工事名 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

作成年度 令和８年度



工事名称

　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋外 ドレン管　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

金属電線管 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）指定色塗装溶融亜鉛メッキ仕上げ［付着量300g/㎡以上］

指定色塗装

指定色塗装屋内

露出機材の塗装仕上げは下記による。

は   つ   り 既存コンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッターを用いる。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編 1.5.1 表 4.1.11 による。

(　　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

( 槽内 )の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

下記によるほか、改修標準仕様書第１編1.5.1及び1.5.2による。

電   線   類

天井仕上区分

吊り及び支持金物

施 工 調 査

調査項目

調査範囲

調査方法

図　示

図　示

石綿含有分析調査

標仕に基づいて設定すること。

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を

用いて施工する。

別表－３　工事区分表による。

建設機械は、排出ガス対策型、低騒音型の建設機械を使用すること。

受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

(1) 不法・違反無線局(不法パーソナル無線)を設置したトラック､ダンプカー等を工事現場に立ち入らせ

　　ないこと。

受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

(1) 積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(2) さし枠装着車、不表示車等に土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(3) 過積載車輌､さし枠装着車､不表示車等から土砂等の引渡しを受ける等過積載を助長することのない

　　ようにすること。

(4) 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を土砂等運搬に

　　使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

(5) 建設発生土の処理及び骨材の購入等に当たって､下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害する

　　ことのないようにすること。

(6) 以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

試　　　験

既存躯体への穿孔

環 境 対 策

工事現場管理

過積載による

違法運行の防止

本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万円以上となる場合には、工事実績情報システム（CORINS）に

基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員の確認を受けた後、以下に示

す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続により登録するとともに、登録内容確認書

の写しを提出する。

(1) 工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

(2) 登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内

(3) 工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目､または地域社会への貢献として

評価できる項目に関する事項について､工事完了時までに所定の様式により提出することができる。

工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署などへの必要な手続等は受注者が代行し、遅滞なく行う。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

建築の特記による。

施工可能期間

　　月　　日～　　　月　　日　（期間中も行事等により、短期の施工不能日あり）

改修工事の部分使用

　　月　　日までに下記部分について、部分使用するので協力すること。

部分使用箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答は、基本的に「その日のうち（24時間

以内）」に回答するよう対応することである。

ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、回答期限を設け

るなど、何らかの回答を「その日のうちに」することとする。

１）受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら施工すること。

２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照査し、差異

工事実績情報の

登録

創意工夫等の実施

官公署その他への

届出手続等

施工図等の取扱

中 間 検 査

条件明示項目

ワンデーレスポンス

　　が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて監督職員へ報告すること。

浄

化

槽

設

備

撤

去

工

事

屋外露出部

配 管 材 料

管支持金物

電気計装工事 電線・ケーブル 電源

弁　　　類

撤 去 内 容

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

他工事との取り合い

発生材の処理

保　温　材

支持金物等

石綿含有品

１０Ｋ ）ＪＩＳ又はＪＶ　(

　　　　　　　 （ ）

ステンレス鋼製（SUS304） 合成樹脂製

配　　　管

ボックス類（防水形） 合成樹脂製ステンレス鋼板製

消 泡 装 置

試　　　験

ノズル式 消泡剤式

標準仕様書第８編による以下の試験を実施し、結果を書類により監督職員に提出する。

槽の水張り試験 配管の試験 各機器の動作試験 通水・総合運転試験

図示による。

上記以外のもの ( ）の処理は

( 構外搬出適切処理　　　　　別途　　　）とする。

建設リサイクル法における再資源化等を行なう特定建設資材の構外搬出処理を本工事とする。

石綿含有産業廃棄物 配管用成形保温材( フランジ用ガスケット

( 構外搬出適切処理　　　　　別途　　　）とする。

）の処理は

(特別管理産業廃棄物

( 構外搬出適切処理　　　　　別途　　　）とする。

）の処理は

金属類 　( 機器類 ダクト 配管 その他金属類 )の処理は

( 構外搬出適切処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）とする。

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

図示による

石綿含有分析調査

撤去方法

本工事 別途

塗装、仕上げ

はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査を行い報告すること。

・工事実績情報システムへの登録に際しては、主任（監理）技術者及び現場代理人の従事期間は、工事着手日をもって

・工事着手までの間は、工事の施工（現場事務所の設置、資機材等の発注及び工場製作を含む）を行ってはならない。

・前金払は、工事着手日の10日前までは請求できない。

・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設工事請負契約書第11条に基づく現場代理人の設置を要しない。

　又は監理技術者の設置を要しない。

・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設業法（昭和24年5月24日法律第100号）第26条に基づく主任技術者

・受注者は、工事着手日を明らかにするため、契約締結後７日以内に工事着手日通知書（第１号様式）を発注者に

留意事項

　適用する　工事の着手期限日　令和○年○月○日　　工事の終期日　令和○年○月○日　　　　　　　　適用しない

　登録するものとする。（工事契約日から工事着手日の前日までを除くこととする。）

　届け出なければならない。

フレックス工期契約制度

　　する。）を、工事完成時に監督職員へ納品するものとする。なお納品時に、受注者はURL(http://www.

(2) デジタル工事写真における小黒板情報の電子的記入

(3) 小黒板情報の電子的記入の取扱い

(4) 小黒板情報の電子的記入を行った写真の納品

　　受注者は、（１）の使用機器を用いてデジタル工事写真を撮影する場合は、被写体と小黒板情報を電子

　　画像として同時に記録してもよい。小黒板情報の電子的記入を行う項目は、営繕工事撮影要領２．(3)

　　撮影方法」による。

　　ただし、対象工事において、高温多湿、粉じん等の現場条件の影響により、対象機器の使用が困難な工

　　種については、使用機器の利用を限定するものではない。

　　本工事の工事写真の取扱いは、営繕工事写真撮影要領に準ずるが、(２)に示す小黒板情報の電子的記入

　　については、同要領４．で規定されている写真編集には該当しない。

　　受注者は、（２）に示す小黒板情報の電子的記入を行った写真（以下、「小黒板情報電子化写真」と称

　　cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html）のチェックシステム(信憑性チェックツール）又はチェッ

　　クシステム（信憑性チェックツール）を搭載した写真管理ソフトウェアや工事写真ビューアソフトを用

　　いて、小黒板情報電子化写真の信憑性確認を行い、その結果を併せて監督職員へ「工事打合せ簿」等に

　　より提出するものとする。なお、提出された信憑性確認の結果を、監督職員が確認することがある。

(1) 対象機器の導入

　　受注者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の導入に必要な機器・ソフトウェア等（以降「使用機

　　器」と称する）については、営繕工事写真撮影要領2.(3)に示す項目の電子的記入ができること、かつ

　　信憑性確認（改ざん検知機能）を有するものを使用することとする。なお、信憑性確認（改ざん検知機

　　能）は、「電子政府における調達のために参照すべき暗号のリスト（CRYPTREC暗号リスト）」

　　（URL「https://www.cryptrec.go.jp/list.html」）に記載している技術を使用していること。また、

　　受注者は監督職員に対し、工事着手前に本工事での使用機器について提示するものとする。

　　なお、使用機器の事例として、URL「http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html」記載の

　　「デジタル工事写真の小黒板情報電子化対応ソフトウェア」を参照されたい。ただし、この使用機器の

　　事例からの選定に限定するものではない。

貸与しない・設計図CADデータ　： 貸与する設計図CADデータ

貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用してはならない。

電子納品 建築の特記による。

完成時の提出図書等

工事写真 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事写真撮影要領（令和 5 年版）」による。

電気保安技術者

技能士の適用 配管施工(配管工事)

熱絶縁施工(保温工事)

建築板金施工(ダクト製作及び取付け)

冷凍空気調和機器施工(冷凍空調機器の据付)

本工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県企業局工業用水道事業に係る自家用電気工作物保安規定第十一条

により千葉工業用水道事務所長の任命する監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を行うものとする。

監督職員事務所 設けない 設ける

工事用電力・水

・その他

工事用仮設物

足場その他

工事用水

工事電力 構内の施設

構内の施設

利用できない

利用できない 利用できる　(

利用できる　(

有償

有償

無償　)

無償　)

構内につくることが　 できる できない

建築工事 電気設備工事　　で設置する。）

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続等の費用はすべて受注者の負担とする。

別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

（

本工事で設置とする。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場　　　(

外部足場　　　(

種

種

種

種

種　)

種 種　)

建 設 副 産 物

の  処  理  等

建築の特記による。

原則として、新築または増改築に係る面積が3,000ｍ2を超える建物の内、適用職種作業の各直接工事費が

埋め戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

根切り土の中の良質土 山砂の類

建設発生土の処理

埋め戻し土・盛土

デジタル工事写真

の小黒板情報電子化

デジタル工事写真の小黒板情報電子化は、受発注者双方の業務効率化を目的に、被写体画像の撮影と同時に

工事写真における小黒板の記載情報の電子的記入および、工事写真の信憑性確認を行うことにより、現場撮

影の省力化、写真整理の効率化、工事写真の改ざん防止を図るものである。

本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾を得たうえでデ

ジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以降、「対象工事」と称する)とすることができる。対象工事

では、以下の（１）から（４）の全てを実施することとする。

測定はパッシブ型採集機器により行う。

測定時期

測定対象室

測定箇所数

工事着手前

図示

図示

室 内 空 気 中

の 化 学 物 質

の 濃 度 測 定

室内空気中のホルムアルデヒド､トルエン､キシレン､エチルベンゼン､スチレン(用途が学校の場合は、パラジ

クロロベンゼンを含む)の濃度を測定し､監督職員に報告すること。

施工終了時

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

1.共通仕様

　　ものを適用する。

(2) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　なお、電気設備工事の特記仕様書は( 　/　 )図、建築工事の特記仕様書は(　 /　 )図による。

Ⅱ.工事仕様

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、●印の付いた

章 項     目 特        記        事        項

一
般
共
通
事
項
（
建
築
工
事
に
よ
る
）

(1) 本工事に使用する機材等は､設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のものとする。

(2) 別表－１に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし､この証明と

　　なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することがで

　　きる。

　　③安定的な供給が可能であること。

　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　と。｣）に留意すること。

環境への配慮

　　の梱包及び容器は､可能な限り簡易であって､再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されているこ

機材の品質等

　　ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

　　①品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　②生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　④法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっては、シス

　　　テムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

(1) 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は、「環

　　境物品等の調達の推進に関する基本方針(令和3年2月)｣による。

(2) 環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項(「資材(材料および機材を含む）

2.特記仕様

章、項目及び特記事項共に、●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「標準仕様書」という。）

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「標準図」という。）

2.提出様式

本工事で用いる提出書類の様式は、県発注・営繕工事関連提出書類一覧(下記URL)によるほか、監督職員の指示による。

https://www.pref.chiba.lg.jp/eizen/jigyousha/kenchiku/teishutsu.html

5.改修内容

6.設備概要

（１）形　　式 ユニット型 現場施工型

（２）処理対象人員

（３）計画汚水量

（４）処理種別 小規模合併処理 合併処理 その他

（５）方　　式 分離接触ばっ気方式 嫌気ろ床接触ばっ気方式

（６）放流水質

（７）流入水質

（８）流入管底

（９）放流方式 自然流下方式 ポンプアップ方式

（10）電　　源 単相 三相 １００Ｖ ２００Ｖ

無4.指定部分

指定部分工期　令和　年　月　日

有　対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1.工事場所

2.建物概要

建　物　名　称 構  造 階    数 延べ面積　(m2) 消防法施行令別表第一 備考

3.工事種目（●印の付いたものを適用する。）

建物別及び屋外

工  事  種  目

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

仮設工事

土工事

鉄筋工事

コンクリート工事

浄化槽設備工事

電気設備工事

試験調整

工事種別 備　　　　　　　考

撤去工事

Ⅰ.工事概要

施設の分類

猛暑による作業不能日数

　本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

ⅰ）作業不能日数：◆日間（工期の始期は令和◆年◆月◆日【着手期限】で算定）

ⅱ）上記ⅰ）は、環境省が公表する関東地方_千葉県_◆◆地点におけるWBGT値（気温、湿度、日射・輻射を考慮し

　た暑さ指数）過去５年分（2019年～2023年）について、本工事の工期に対応する期間（行政機関の休日に関する

　法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７

　時の間にWBGT値が３１以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均したもの。

ⅲ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、

　環境省が公表する関東地方_千葉県_◆◆地点におけるWBGT値が３１以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全

　作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））

　がⅰ）の日数から著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機械室に設ける。

説明板の大きさは約　　　m2とする。

本工事　　　 別途

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

風量調整 水量調整 室内外空気の温湿度の測定

室内気流及びじんあいの測定 飲料水の水質の測定

騒音の測定

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者規格による

標準品としてよい。

1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政法人　

建築研究所監修）による。

運転操作説明板

機材の承諾図

総 合 調 整

電動機

容量等の表示

耐 震 措 置

(1) ステンレス鋼管の接合は、下記による。

呼び径６０Ｓｕ以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

呼び径７５Ｓｕ以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ＳＡＳ３２２を満足した継手。

(2) 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

（ a ) （ b ) （ c )

(3) 溶接部の非破壊検査 不要 要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

配　　　管

絶 縁 継 手 取り付け箇所及び使用は図示による。

(1) 地中埋設標

(2) 埋設表示用テープ

要 (図示による。)

要 (排水管を除く)

不要

不要

地中埋設標等

別表－２　保温工事仕様による。

屋外露出部（ 下記の機器類 給水管 消火管 膨張管 ドレン管（配管類には弁類を

含む））は　　 防凍保温　　  凍結防止ヒーター）を行う。

（対象機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防凍保温は、厚さを配管の呼び径25以下は50mm、呼び径32以上は40mmとし、保温を施す。

共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　　　　　　　）を適用する。

多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

(　　浴室（ユニットは除く）　　　　　　                                  　　    　　）脱衣室

屋内露出 （　　実験室　　　　　　　）の保温外装は（ ）とする。

合成樹脂製カバーは（

保　　　温

ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

１シートタイプ　　　２ジャケットタイプ ）とする。

2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

凍結防止ヒーターは、自己サーモ式とし、保温を施すものとする。

機械設備工事機材承諾図様式集(令和 4 年版)によるほか、監督職員との協議による。

　　　　　　　7人

　　　　　1.4ｍ3／日

ＢＯＤ　　　20ｍｇ／Ｌ以下 ＣＯＤ　　30ｍｇ／Ｌ以下

ＳＳ　　　　15ｍｇ／Ｌ以下

ＢＯＤ　　200ｍｇ／Ｌ

設計ＧＬ－約　1000ｍｍ

水槽内 塩化ビニル管（VU）

塩化ビニル管（VU）

計装 EM-CEE 

地中配管

コンクリート埋込配管

露出配管

FEP

FEP

FEP

佐倉浄水場 RC造 地上4階 564.3 15項

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

-

建築機械設備 浄化槽特記仕様書

AM-4

工事名 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

浄化槽工事について特高受変電棟工事より先行して実施すること。

建築の特記による。

(1) 機器の据付け及び取付け

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

　　地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

上層階、屋上

及び塔屋

中間階 1.5

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

 重要機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

 一般機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

 重要機器

1.0

0.6

0.4

0.6

1.5

1.0

1.0

0.6

0.6

 一般機器

特定の施設 一般の施設

防振支持の機器

機　　　器

機　　　器

防振支持の機器

機　　　器

防振支持の機器地階・１階

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　13階建以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

 機器種別設置場所

水　槽　類

水　槽　類

水　槽　類

・重要機器は次のものを示す。

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

(2) 設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

・水槽類にはオイルタンクを含む。

そ　の　他 佐倉浄水場には職員等が常駐しているため、工事期間中においても浄化槽の使用に支障をきたさないよう

施工すること。

1,000万円以上の大規模工事に適用。

　　に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材

　　　料以外の材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(4) 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、次の①又は②

受注者相互の緊密な連絡調整を図り､協力して工事を安全円滑に実施することを目的とする「工事関係者

連絡会議」を設置すること。

安 全 対 策

保        険 本工事については、工事目的物及び工事材料を次に示す内容で火災保険、組立保険その他の保険に附すること。

(1) 被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

(2) 保険金額　　請負代金全額

(3) 保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に提示すること。

工事監理事務所、施設管理者、受注者)による施設点検(不具合の有無を確認し､その処理について協議)を

施 設 点 検 本工事完成(「工事目的物の引渡し」を行った日)後、１年目及び２年目に関係者(千葉工業用水道事務所課､

また、発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力すること。

行うので､当課からの依頼により、施設点検に立会い協力するものとする。

　　①合板､木質系フローリング､構造用パネル､集成材､単板積層材､MDF､パーティクルボード、その他の木質

　　　建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセトアルデヒド

　　　及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの

　　　放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　②接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

　　　可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアル

　　　デヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　を満たすものとする。

(3) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に､次の①から④

令和８年度作成年度
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S=1/500佐倉浄水場場内平面図

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

全体配置図

１／５００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

令和　年　月

AM-5

※注記
　　　　部分は今回工事範囲とする。

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事



図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

-

特高受変電棟 換気設備　機器表

AM-6

SUS製SS-1 12001200 3 FS-2 -4 -7 -13 -16 -16 -10 -9 -8 12900

SUS製SE-1 12001200 3 FE-2 -13 32-12 -14 -27 -35 -33 -19 -14

SUS製SE-2 600 600 1 FE-3 -13 -16 -29 -36 -34 -18 -15 -13

1500

1500 41

(給気)

鋼板製 1FS-1 有圧換気扇

鋼板製電動シャッター

2003 0.2

2001 0.1

2F特高設備電気室A 2F特高設備電気室Aタイマー

サーモスタット

鋼板製 1有圧換気扇

鋼板製電動シャッター

取付枠,SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

2003 0.2

2001 0.1

2F特高設備電気室A 2F特高設備電気室A

鋼板製有圧換気扇 2003

2001 0.1

3F特高設備電気室B 3F特高設備電気室B

鋼板製 1有圧換気扇 2003

2001 0.1

4F特高設備電気室C 4F特高設備電気室C

FE-1

FE-2

FE-3

(排気)

(排気)

鋼板製電動シャッター

鋼板製電動シャッター

(排気)

FS-1連動

FS-2連動

FS-3連動

鋼板製 1有圧換気扇

取付枠,SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

2003

2001 0.1鋼板製電動シャッター

0.13F特高設備監視室 3F特高設備監視室FE-4

(排気)

FS-4連動

鋼板製 1有圧換気扇

取付枠,SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

2003

2001 0.1鋼板製電動シャッター

(排気)

FE-5

40cm × 3500m3/h × 50Pa

1F倉庫 1F倉庫タイマー

3

(給気)

鋼板製有圧換気扇 2003

2001 0.1

タイマー

サーモスタット

FS-2

鋼板製電動シャッター,遅延タイマー

3F特高設備電気室B 3F特高設備電気室B3

(給気)

鋼板製 1有圧換気扇 2003

2001 0.1

タイマー

サーモスタット

鋼板製電動シャッター,遅延タイマー

FS-3 4F特高設備電気室C 4F特高設備電気室C

(給気)

鋼板製 1有圧換気扇

取付枠,SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

2003

2001 0.1

FS-4

鋼板製電動シャッター

0.13F特高設備監視室 3F特高設備監視室タイマー

取付枠,SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

鋼鈑製フィルターユニット

鋼鈑製フィルターユニット

鋼鈑製フィルターユニット

鋼鈑製フィルターユニット

11.0

11.0

35cm × 2200m3/h × 70Pa

3.7

25cm × 300m3/h × 50Pa

35cm × 2200m3/h × 50Pa

3.7

25cm × 300m3/h × 40Pa

0.4

105cm × 20600m3/h × 170Pa

105cm × 20600m3/h × 120Pa

70cm × 5900m3/h × 100Pa

70cm × 5900m3/h × 110Pa

ACP-1 2-パッケージ形

空調機 冷房能力: 3.6kW

室外機

ワイヤードリモコン

2003 0.1送風機

2003 0.1送風機

2003圧縮機 1.0

3F特高設備監視室 天吊形

屋上基礎建築工事

3F特高設備監視室

屋上

SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

SUS製ウェザーカバー（防鳥網付）

消音器（ダクトサイレンサーリスト）

記号(系統)

消音性能

W LH

寸法(mm)
個数

系統

動的挿入損失（dB）

中心周波数(Hz) 125Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz 8kHz250Hz63Hz
圧力損失
(Pa)

材質
減音性能（dB）

動的挿入損失（dB）

動的挿入損失（dB）

記号 機器名称 系統名 機器仕様 φ V kW

電気容量
台
数起動連動 設置場所 備考

換気機器表

記号 機器名称 系統名 機器仕様 φ V kW

電気容量
台
数起動連動 設置場所 備考

記号 機器名称 系統名 機器仕様 φ V kW

電気容量
台
数起動連動 設置場所 備考

空調機器表

工事名 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

作成年度 令和８年度



２Ｆ平面図　S=1/100 １Ｆ平面図（下部）　S=1/100

１Ｆ平面図（上部）　S=1/100 Ｂ１Ｆ平面図　S=1/100

倉庫

ホイストレール

ホイストレール

可動クレーン

配線ピット

倉庫

特高設備電気室Ａ

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

特高受変電室棟 換気設備　平面図（１）

AM-7

16400
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16400 2850

5050450 5050 4505400

X1 X2 X4X3

16400 2850
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Y2

16400

5050450 5050 4505400

X1 X2 X4X3

4
5
0

Y2

4
5
0 Y1

9
0
5
0

8
1
5
0

EPS

配線室

EPS

EPS EPS

シャフト部

D

25

D

25

D

25

D

25

D

25

2
5

-○ 亜鉛鉄板製1500 500 1500 61

2

3

4

サーモスタット(T5)

延焼ライン（3m）

延焼ライン（5m）

- 亜鉛鉄板製-450 300 450 2

- 亜鉛鉄板製-300 2

- 亜鉛鉄板製-300 2550 550

FD

4

FD

4

900 900

SUS製防虫網25A

SUS製防虫網25A

側溝放流

番号
Ｗ Ｄ Ｈ

寸法（mm） 点検口 内貼り
GW25t

個数 材質
(300×500)

FE-1

FS-1 FE-5

チャンバーボックスリスト

工事名 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

延焼ライン（3m）

作成年度 令和８年度



４Ｆ平面図　S=1/100

３Ｆ平面図　S=1/100

ＲＦ平面図　S=1/100

3F有圧扇断面詳細図　S=1/100

4F有圧扇断面詳細図　S=1/100

特高設備電気室Ｂ

特高設備監視室

特高設備電気室Ｃ

特高設備電気室Ｃ

特高設備電気室Ｃ

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

特高受変電室棟 換気設備　平面図（２）

AM-8
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16400

5050450 5050 4505400

X1 X2 X4X3

4
2
0
0

4
2
0
0

Y2

▽RFL 

▽4FL 

▽RFL 

▽4FL 

Y1

延焼ライン（5m）

延焼ライン（5m）

R R

A,A
R R

A,A

R R

A,A

D

25

R R

A,A

FD

1

FD FD

FD

サーモスタット(T5)

FD

1

1

2

2

A 2
5

リモコンスイッチRC-1 ACP付属品

2.露出・壁中及びスラブ内は、電線保護配管を使用する。

注記

3.電線サイズ及び冷媒管サイズは、参考値とする。

A

B EM-CEE 1.25□-2C

EM-EEF 2.0mm-3C

ACP操作線

室内機－室外機　渡り線

(冷媒管共巻き)

CU12.7φ-6.32φ

1
FDFD

1

R

角形消音エルボ参考図

接続ダクト
A×B（A≧B）

3

3

RC-1×2

B

B

FD

1

SUS製12001200 6A

SUS製B

消音エルボサイズ表

600600 2

B

FD(600×600)

FD(600×600)

A A

A

サーモスタット(T5)

B

L形鋼:2000mm×2(L50×50×6t)

(SUS製)

SUS製防鳥網1200×1200

ブラケット架台:2000×1200H×2(L50×50×6t)

(SUS製)

ブラケット架台:800×400H×2

(L50×50×6t)

ブラケット架台:800×400H×2

(L50×50×6t)

L形鋼:2000mm×2(L50×50×6t)

(SUS製)

A

A A

FD
3B

SUS製防鳥網600×600

(SUS製)

ブラケット架台:700×450H×2

(L50×50×6t)

L形鋼:1000mm×2(L50×50×6t)

3
FD

B

ブラケット架台:700×450H×2

(L50×50×6t)

SUS製防鳥網1200×1200

(SUS製)

ブラケット架台:2000×1200H×2(L50×50×6t)

1.冷媒管の屋外露出部分の保温外装は,SUSラッキング仕上げとする。

(SUS製)

SUS製防鳥網600×600

(SUS製)

ブラケット架台:1100×700H×2(L50×50×6t)

L形鋼:1000mm×2(L50×50×6t)

FD
1

A

FD
1

A

記号 名称 備考

摘要記号 備考

A

寸法（mm）

B
材質

内貼り
GW50t

(Ｍ・(ロ)・Ⅸ)
個数記号

FS-2

SS-1

FS-2

SS-1

FS-4

ACP-1

ACP-1

FS-2

SS-1
FE-2

SE-1

FE-4

FS-2

SS-1

(3FL+3750H(中心))

(3FL+3750H(中心))

SE-1 SE-1 SE-1

SS-2

ACP-1ACP-1

室外機 室外機

FE-2 FE-2 FE-2

FE-3

FS-3

FS-3

SS-2

FE-3

工事名 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

作成年度 令和８年度



断面図　S=1/100断面図　S=1/100

倉庫

特高設備電気室Ａ

特高設備電気室Ｂ

特高設備電気室Ｃ

配線ピット

配線室

倉庫

特高設備電気室Ａ

特高設備電気室Ｂ 特高設備監視室

特高設備電気室Ｃ

配線ピット

曲げ半径1800

フリアクFL+300

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

１／１００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

特高受変電室棟 換気設備　断面図

AM-9
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▽対策浸水位 TP+6.00m

▽設計GL TP+4.00

▽2FL TP+9.90m

▽RFL 

▽パラペット天端

▽3FL 

▽4FL 

▽対策浸水位 TP+6.00m

▽設計GL TP+4.00

▽2FL TP+9.90m

▽パラペット天端

▽3FL 

4
2
0
0

▽RFL 

▽4FL 

Y2

FD 4

FD 1

4

1

FD

FD

FDFD

FE-5

FE-2

SE-1

FS-2

SS-1

ACP-1

FE-3FS-3

FS-1 FE-1

SE-2

工事名 佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

作成年度 令和８年度



取り外し式

自家発電機室棟

地下タンク

地下タンク

N
o
1

撹
拌
機

特高受変電室棟

2062

9050

2891

6900

5960

5121

19
25
0

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

１／１００

衛生設備　屋外配管図（改修後）

AM-10

Ф
４
５
０

Ф
４
５
０

Ф
４
５
０

Ф
４
５
０

2
0

40

給水用埋設標（鉄製）

既設給水管40に接続

1125

4
0

4
0

記号 名称

(勾配:1/100)

桝深さ 蓋仕様 備考

1 残置

SC-3

3

4

SC-3

SC-2

3
0

屋外 1WT-1

(新設)

合併浄化槽 合併浄化槽7人槽（放流ポンプ付き,T-20仕様） 1 1000.15×2

1 100 0.1

GL- 660H

2
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

4

6

7

GL- 980H

新設

新設

MHD

MHD

MHD

5 塩ビ製小口径桝 GL- 300H 樹脂製蓋 新設

塩ビ製小口径桝 樹脂製蓋 新設

塩ビ製小口径桝 樹脂製蓋 新設

6

7

GV20(VC-P,B1)

GL- 380H

GL- 460H

横水栓13-F5

既設給水管20に接続

既設排水管に接続

1
2
5

既設排水管接続

2

2 SC-3 MHD 残置GL- 770H

D100

5

側溝放流

エルボ返し(SUS製防虫網,GL+3m)

50

3

1
2
5

5
0

側溝放流

GL- 850H

1
3

A

A：

浄化槽用ブロワーポンプ

浄化槽用制御盤

ブロワーポンプ、制御盤、他付属品共

（コンクリートピット用）

ドレン管40

EM-CEE 0.75□  - 3C （FEP36） 放流ポンプ制御線

排水桝リスト

記号 機器名称 設置場所 機器仕様 備考数 φ Ｖ kW

消費電力

衛生機器表(新設)

WT-1

(新設)

440

770

980

850

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事工事名

枡間は接続されている管内径の120倍を超えないこと。

作成年度 令和８年度



佐倉浄水場特別高圧受電設備更新実施設計委託工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

衛生設備　浄化槽詳細参考図（1）（改修後）

１／20 AM-11

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ ＳＳ　１６０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　１５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　４５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ

１．４０ｍ３／ｄ

注３）図中の”Ｇ．Ｌ”は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

注２）機器電源は単相１００Ｖとする。

注４）浄化槽からブロワまでの距離は５ｍ以内とする。

露出配管（ブロワ廻り）

配管仕様

φ４０以下～ＶＰ・φ５０以上～ＶＵ

メーカー仕様

ＶＰ

機　器　装　置　仕　様

固形塩素剤

ＦＲＰ

ＰＶＣ、ＰＰまたはＰＥ

　８０Ｌ／ｍｉｎ ２台φ３０ 自動交互運転

１台連続運転

１３０または１５０Ｗ

嫌気ろ床槽ろ材（網様円筒状）

接触ろ床槽ろ材（網様ロール状） ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

ＰＦＤ３６

放流ポンプ槽配管仕様
ＶＵ５０

注３）排気管は雨水配管や放流配管、他の汚水配管と絶対に合流接続しないこと。

注２）排気管の放出部は、側溝の最大水位より１００ｍｍ以上（目安）上部に設置のこと。

注４）排気管は途中で水溜りが起こるようなＶ字配管にしないこと。

注６）これらの処理を怠ると、浄化槽内で発生したガスが浄化槽内、および電線管の接続先付近

注５）電線管の両端はシリコンシーラントなどで必ずコーキング処理のこと。

φ１３

処理対象人員

汚水量

流入水質

放流水質

７人

土中配管

槽内配管

消毒剤

マンホール

パイプ類

槽本体

ブロワ

放流ポンプ
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注）製品全高は、製品規格で＋１０、－２０ｍｍの公差がある。

　　流入・放流管底は、製品規格で製品全高に対し±１０ｍｍの公差がある。
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佐倉浄水場特別高圧受電設備更新実施設計委託工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

１／20

衛生設備　浄化槽詳細参考図（2）（改修後）

AM-12

開口補強筋詳細図

（ダイヤモンド補強：Ｄ１３ダブル）
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注２）図中の”Ｇ．Ｌ”は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

（実際の工事業者が確認後施工の事）

　鉄筋かぶり　　　　スラブ・壁　４０

注１）上部は１０ｔ車（Ｔ－２０）等分布荷重とする。

注３）地耐力は６０ＫＮ／ｍ２以上必要とする。

注４）製品全高は、製品規格で＋１０、－２０ｍｍの公差があります。

　　　流入・放流管底は、製品規格で製品全高に対し±１０ｍｍの公差があります。
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佐倉浄水場特高受変電棟建築工事工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

衛生設備　浄化槽詳細参考図（３）（改修後）
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外部警報
有電圧

（モメンタリ）
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※アース端子は２つの機器で共用する場合もある。
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外面　マンセル５Ｙ７／１

内面　マンセル５Ｙ７／１
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令和８年度作成年度
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佐倉浄水場特高受変電棟建築工事工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

千葉県企業局工業用水部

１／１００

衛生設備　屋外配管図（改修前）
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記号 名称

(勾配:1/100)

桝深さ 蓋仕様 備考
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SC-2

単独浄化槽 屋外 単独浄化槽80人槽（放流ポンプ付き）
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記号 機器名称 設置場所

衛生機器表(撤去)

機器仕様 備考数 φ Ｖ kW

消費電力
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(撤去)

S=1:100  屋外配管図（改修前）

770

920

950

660

AM-14

作成年度 令和８年度



(a)

(a)

支

U=340

(a)

看
板

U=240

U=240
(a)

(a)

(Co)

1311制

制

仕

1272

1273

12741275
1276

1277

1278

1279

1280

1281

1282

1283

1284

12851286

1287
1288

1289

12901291

1292

1293

1294

1295

1296

1297

1298

1299
1300

1301

1302

1303

1304

1305 1306
1307

1308
1309

1310

1312

1313

1314

1315
1316

1317

1322

1323

1324

1325

1326

1327

1328 1329

1330

1331

1332
1333

1334

1335

1336

1337

1338

1339

1340

13411342

1343

1344 1345 1346

1347 1348 1349

1350

1352

1353

1354

1355

1356

1357

1358

1359

1360
1361

1362

1363

1364

1365
1366

1367

1368
1369

1370
1371

1372

1373

1374
1375

1376

1377

1378

1379

1380

1381
1382

1383

1384

1385

1386

13871388

1389
1390

1391
1392

1393

1394

13951396
1397

1398

1399

1400

1401

1402

1403

1404
1405

1406

1407
1408

1409

1410

1411
1412

1413

1414 1415

1416

1417

1418

1419

1420

1421

1422
1423

1424
1425

1426

1427

1428

1429

1430

1431

14321433

1434

1435

1436

1437

1438

1439

1440

1441

1442

1443
1444

1445

1446

1447

1448

1449

1450

1451 1452
1453

1454
1455

1456
1457

1458

1459

1460

1461

1462
1463

1464

1465

1466

1467

1468
1469

1470

1471

1472

1473

1474

1475

1476

1477
1478

1479

1480

1481

1482

1483
1484

1485

1486

1487

1488
1489

1490
1491

1492 1493
1494

1495
1496

1497
1498

1499

1500

1501

1502

1503

1504

1505

1506

1507

1508

1509

1510

1511

1512

1517

1518

1519

1520

1521

1522
1523

1524

1525

1526
1529 1530

1531

1532

1533

1534

1535

1536

1537

1538

1539

1540

1541

1542

1543

1544

1545

1546

1547

1548
1549

1550

1591

1592

1617
1618

1620

1621

1622

16231624

1630

7-6

7-5

5-10

1633 1634

1635
1636

1637

1318

1319

1320

1321

C78

C79
C80

C84

C97

KK101

K47
K47-1

K55

K56

X20

T.1

NO.49-2

T.2

T.11

101

102

103

104

105

106 107

108

109
110

112

113

114

115

116

117 118
119

120

121

122

123

126
127

128
129130 131

132

133134

175
176

177

178

179

180
181

182

183

186
187

188
189
190 191

192
193

194

195

196
197 198

199

200
201

202
203

204
205
206

207

208

209

938

941
942

945

946
947

948

949
950

951
952

953

954
955

956

957

958

959

960
961

962
963

964

990

991

992
993

994

995

996

997

998

999
1000

1001

1016
1017

1018

1019

1020

1021

1022

1023

1024

1025

1026

1027

1028 1029
1030

1031

1032
1033

1034

1035
1036

1037

1059
1060

1061

1062

1063 1064

1065

1066
1067

1068

1069

1070

1071

1072

1073 1074

1213

1214

1215

1216

1217

1218

1219

Ｕ３６０

鹿島川

Ｕ２
４０

至佐倉市街

鹿
島
橋

江原２１

廃棄物保管所

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

鹿
島
橋
側
道
橋

Ｕ２
４０

Ｕ３６０Ｕ３６０Ｕ３６０Ｕ３６０

Ｕ１８０

塵芥貯留ホッパ

２号

Ｎｏ１

Ｎｏ２

Ｎｏ３

Ｎｏ４

監視カメラ

監視カメラ

特別管理産業

取水口

工

工

G
L
2
7
0

G
L
3
0
0

江原４

バルブ

バルブ

バルブ
W

ａ

G
P

G
R

分盤

U
1
8
0

2.05

1.75

-0.40

3.86

4.27

4.02

5.05

-0.98

4.08

4.02

4.21

7.29

3.26

3.92

4.57

4.31

3.49

3.67

4.54

2.98

4.18

3.93

4.23

4.22

4.10

4.24

4.05

3.36

4.31

4.26

3.33

3.73

4.02

3.68

2.93

3.63

3.12

4.07

7.33

2.50

1.23

2.88

3.82

6.00

7.19

6.65

6.07

T.11

T.1

ST.1

ST.3

ST.2

案内図

京成佐倉駅

佐倉市役所

佐倉浄水場

佐倉市角来２２２２

HH

樹木

樹木

H=5,000

H=5,000

取り
外し 式

E
P
S

1
231
1自家発電機室棟

地下タンク

地下タンク

地下タンク

駐
車

場

(a)

(a)

(a)

(a)

(a)

As

As

(g)

U=340

U=240

U=300

U=300

U=300

U=300

U=300

東

東東

東

東

東
東

東

東
東

東

U=300

U=240

U=240

U=240

U=240

U=300

NTT

NTT

東
電空
地(g)

(a)

U=240

東

水
道

東
電

ヒ
ュ

ー
ム

管

ヒ
ュ

ー
ム

管

ヒ
ュ

ー
ム

管

Ｈ
鋼

(Co)

Co

汚

止

仕

制

止

1513

1514

1515

1516

1527

1528

1551

1552

1553

1554

1555

1556

1557

1558

1559

1560
15611562

1563

1564

1565

1566

1567

1568 1569

1570

1571

1572

1573

1574

1575

1576

1577

1578

1579

1580

1581

1582

1583

1584
1585

1586

1587 1588

1589

1590

1619

1625 1626
1627

1628

1629

1631

1632

8-2

6-7

8-4

5-8

5-7

6-6

5-6

5-5
6-5

4-6

3-4

4-7

4-8

4-9

3-5

8-5

8-6

3-6

4-10

5-9

C.3

C.2

C.1

2-5
1-5

1-6

9-1

9-2

H

G

A

F

E

D
J

B

C
I

1638

1639

1640

1645

1646
1647

1648
1649

1650

1651

1652

1653

1654
1655

1656

1657

1658

1659

1660

1661

1662

1663

C36

C37

C38

C40

C43

C44

C45

C46

C48
C49

C50

C52

C58

C66

C67

C68

C82

C86

C87

C88 C89

C90

C91

C92
C93

C94
C95

C96

C98

C99

C100

K-9

K25
K26

K26-1

K26-2

K963

K968

K40

K41

K42
K46

K48
K49

K919-1

K922

X15

X17

X19

K-17

K-18

K954
K-8K7

K955

K-36

NO.49

NO.49-1

T.6

T.7

T.8

T.10

T.12

T.13

T.13-1

1
23

4

5
6

7
89

10

11

1213
1415

16
1718

19 20

2122

23

24
25

26
27

28

29

30 33

34
35

36

37

38 39

40

41

42

43

44
45

46

47

48

49

50

51

52

53

54 55

56

57

58

59

60

61

6263

64 65

66 67

68
69

70

71
72

73
7475

76 77

78

79

80

8182

83

84

85

86

87

88

89

90

91
92

93
94

95
96

97
98

99
100

111

135

136

137
138

139
140

142
143

144

145
146

147
148

149

150
151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162
163164

165
166

167

168

169 170
171172
173

174

210

211

212

216
217

227

228229

230

231 233

258

259

271

272

273

274
275

276

277
278

279
280

281
282

283284

285
286

287
288

289
290

291

292

293

294

295296
297

298
299

300
301 302

303
304 305

306

307
309
310
311

312313
314

315
316

317
318

319

320
321

322
323 324

325

326

327
328 329

330

331
332

333334

335
336

337
338

339

340

341

342

343
344

345

346

347

348

349

350

351

352

353 354

355

356

357
358

359

360

361

362

363

364 365
366

367368

369

370
371 372

373
374

375

376
377

378

379

380
381

382

383
384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396
397

398
399

400
401

402
403

404

405

406

407
408

409

410

411
412

414415

416

417
418

419

420

421
422

423424

425

426

427

428

429

430

431
432

433

434

435

436

437

438
439

440

441

442

443

444
445

446

447

448
449

450

451

452
453

454

455

456 457

458

459460

461

462
463

464

465

466467

468
469

470471
472

473
474

475476

477

478

479
480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493
494

495

496

497

498 499
500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511
512

513 514

515

516
517

518

519
520

521

522

523

524

525

526

527528

529

530

531

532

533

534

535 536
537

538

539
540

541
542 543

544

545

546

547

548

549

550

551
552

553

554

555

556
557

558

559

560
561

562

563

564
565

566

567

568

569

570

571

572

573

574

575

576

577

578 579

580 581
582

583

584

585

586

587

588

589

590
591

592 593

594

595

596

597

598

599
600

601

602

603

604

605

606

607

608

609

610

611

612

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

629

630

631

632

633

634

635

636637

638

639

640

641

642

643

644

645

646

647

648

649

650

651

652
653

654

655 656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

666

667

668

669
670

671 672

673

674 675

676

677

678

679

680

681

682

683

684

685

686

687

688

689

690

691

692

693

694

695

696

697

698

699

700

701
702

703

704

705

706

707

708

709

710

711

712

713

714

715

716
717

718
719

720

721

722

723

724

725

728

729

730
731

732

733

734
735

736
737

738

739

740
741

742

743

744
745

746
747

748

749

750
751

752
753754

755

756

757758

759
760

761

762

763

764

765

766
767768

769

770
771

772

773

774

775 776
777

778
779

780

781

782
783

784
785

786

787

788
789

790

791

792
793

794

795

796

797
798

799
800

801
802

803

804

805

806
807

808

809
810

811

812
813

814815816

817
818

819

820

821
822

823

824

825

826
827

828

829

830

831

832

833
834

835

836
837

838
839

840

841
842

843
844 845

846

847

848

849

850

851
852

853

854

855

856

857

858

859

860861
862 863

864
865

866

867

868
869

870
871

872
873

874

875
876

877

878

879
880

881
882883

884

885

886

887

888

889
890

891

892

893
894

895
896
897

898

899 900

901 902

903
904 905

906
907

908
909

910
911

912

913

914
915

916

917
918

919
920

921
922

923
924

925
926

927
928

929
930

931
932

933
934

935
936

937

939
940943

944965
966

967

968

969
970

971

972

973

974
975

976
977

978
979

980

981

982983

984

985
986

987

988
989

1002
1003

1004
1005

1006
1007

1008

1009

1010

1011

1012
1013

1014
1015

1038
1039

1040
1041

1042
1043

1044
1045

1046
1047

1048
1049

1050

1051

1052
1053

1054
1055

1056
1057

1058

1075

1076

1077

1078

1079

1080

1081

1082

1083

1084

1085

1086

1087

1088

1089 1090
1091 1092

1093

10941095
1096

1097

1098

1099

1100

1101
1102

1103
1104

11051106
1107

1108
1109 1110 1111

1112

1113

1114
1115

1116

1117

1118

1119

1120

1121

1122

1123

1124
1125

1126

1127 1128

1129

1130

1131

1132

1133

1134
1135

1136

1137
1138

1139
1140

1141

1142
1143

1144
1145 1146 11471149

1150
1151

1152

1153
11541155

1156

1157

1158

1159

1160

1161 1162

1163

1164

1165

1166

1167

1168

11691170

1171 1172

1173

1174

1175

1176

1177
1178

1179

1180

1181
1182

1183
1184

1185
1186

1187
1188

1189

1190

1191

1192

1193
1194

1195
1196

1197

1198

1199

1200

12011202

1203

1204

1205

1206

1207

1208

1209
1210

1211

1212

1220

1221

1222

1223

1224

1225
1226

1227

1228

1229
1230

1231
1232

1233

1234

1235

1236

1237

1238 1239
1240

1241

1242
1243

1244

1245

12461247

1248 1249

1250
1251

1252

1253

1254

1255

1256

1257

1258

1259

1260

1261

1262

1263
1264

1265

1266

1267

1268
1269

1270

1271

角　来

佐　倉　市

ケ ー ブル

バルブバルブバルブバルブ

ケーブル

U240

バルブ

U240

U
3
0
0

ケーブル

ケーブル

導水路

電
　
気
　
室

駐車場

（ビ）

Ｕ３６０

ケーブル

ケーブル

高沈

ケーブル

ケー
ブル

U
3
6
0

バルブ バルブ

高速沈殿池

ケーブル

U180

U
2
4
0

空地

佐倉浄水場

千葉県工業用水

国
道

２
９

６
号

4.33

ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ
ー
ン

操
作
盤

取
水
ポ
ン
プ
室

着　水　井

撹拌機

N
o
4

撹拌
機

N
o
2

ＨＰΦ３００

Ｕ１
８０

Ｕ１８０

Ｕ２
４０

Ｕ２
４０

Ｕ３６０

Ｕ３６０

Ｕ ４
５ ０

U
2
4
0

Ｕ２４０
Ｕ２４０

Ｕ２
４０

Ｕ２
４０

Ｕ２４０

Ｕ２４０

消石灰貯留槽

１号

ケーキホッパー

角来線２１

汚　泥　貯　留　槽

沈砂池

産業廃棄物中間処理場

原汚泥調整槽

１次シックナー

電気室

８号
７号６号５号

横　流　式　沈　殿　槽

濃　縮　槽

Ｎｏ１ Ｎｏ２

濃　縮　槽

ミーダー型クラリファイアー

風力計

雨量計

U240

U
3
0
0

G
L
3
0
0

工

工

工

工

４号３号

２号１号流水弁工

工

工

工

東

東

汚泥ポンプ室
G
P

G
F

用水ポンプ盤

No1

No2

浄

G
F

直送

横沈

G
U
3
0
0 バルブ

江原２４

量

２号

１号

ポンプ

ポンプ

G
R

G
R

G
R

GR

江原２２

江原２３

印旛郡市支部

取引業協会

千葉県宅地建物

（社）

H=4.950

KBM

送水ポンプ井送水ポンプ室
工事中

塩化アルミニュウム

No2

No1

塩化アルミニュウム

電気室

汚泥ポンプ室

ケー
ブル

ケーブル

ケーブル

ケーブル

U
1
8
0

薬注水ポンプ

オートストレーナー

ケーブル

U
2
4
0

U
2
4
0

L
0
.
3
5
0

GU300

G
U
3
0
0

撹拌
機

N
o
3

撹拌機

N
o
1

3.34

7.64

4.40

4.49

4.29

4.43

4.15

3.88

3.90

3.85

6.84
3.89

3.83

3.69

4.43

3.89

4.38

4.34

3.97

3.97

3.87

4.18

4.39

5.65

5.64

4.23

3.57

2.69

2.62

3.86

3.94

3.54

3.69

3.75

4.26

4.19
4.21

4.24
4.24

4.23

4.33

4.32

4.32

4.41

4.20

4.18

3.84

4.43

4.27

4.26

5.04

-0.94

工

4.12

7.63

7.44

7.55

7.55

4.19

4.17

4.21

3.783.763.68

3.803.80

4.40

4.37

3.95

4.39

4.40

4.54

4.03

4.01

3.993.99

3.78

4.174.37

3.99

3.98

3.96

4.21
4.02

3.98

4.21

3.99

3.35

3.00

4.15

4.19
4.32

4.17

4.05

4.05

3.90

3.90

4.24

4.28

4.19
4.16

4.09

4.06

4.20

4.22

4.23
4.22

4.43
4.42

5.93

5.92

4.41

4.37

4.35 4.29

4.16
4.18

4.19

4.31

4.31

4.20

4.29

4.05

4.27

4.24

4.25

4.34
4.31

4.22

6.97

4.394.24
4.40

4.17

4.44

4.37

4.03

4.02
4.04

4.09

4.17

3.73

4.17

5.77

3.62

3.68

4.44

5.60

4.08

3.81

5.57

5.66

7.41

4.18

3.79

3.81

8.04

7.57

7.81

4.00

5.62

3.86

4.18

4.13

4.32

4.27

7.64

7.64

5.64

5.58

4.13

3.91

4.35

4.15

3.69

3.66

3.71

4.15

3.86

4.14

3.87

5.60

4.05

3.76

3.78

3.87

3.69 3.68

3.68

5.63

3.71

4.03

4.07

3.56

4.144.07

4.07

4.27

4.00

2.72

3.52

6.25

4.18

6.05

4.12

5.85

5.905.71

5.36

4.94

5.55 5.19

5.12

5.91

T.8

T.4

T.7

T.6

T.5

T.13

T.12

ST.9

ST.8

NO.49

U
3
0
0

U
2
4
0

U300

U300

U
3
0
0

U
3
0
0

U
2
4
0

U
3
6
0

U
3
0
0

a

ヒューム管

ヒューム管

Ｈ鋼

ST.7

ST.6

ST.5

ST.4
ST.10

制水弁

特高受変電室棟

20
62

37
015
63

9
050

19
25
02891

6
900

5
960

51
21

5
8
1
2

5327

S=1/500佐倉浄水場場内平面図

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

仮設計画図（参考図）

１／５００ 図面番号

千葉県企業局工業用水部

※注記
　　　　部分は今回工事範囲とする。

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

仮設便所及び

仮設便所

仮設手洗い

簡易水洗式　洋式便器 2

1

名称 仕様 備考数

仮設機器

貯留式　手洗い場

仮設手洗い設置位置

AM-15

作成年度 令和８年度



○  箇所

完成時の提出図書等

○ 

本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

○ 図面(A1版)見開き製本

仕　　様

○　箇所

○　 版
サイズ

撮影箇所

部数

○　 部

○　 部

○　 部

　工事完成時の提出図書等は以下のものとする。

提出図書等

　4.「ガイドライン」の解釈に疑義がある場合は、監督職員と協議の上で決定すること。

　3.工事完成検査後は、速やかに電子媒体1部と「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」を

　2.工事完成検査時には、（公財）千葉県建設技術センター（以下、「センター」という。）

　　1月」（以下、「ガイドライン」という。）に基づいて行う。

　　電子納品は、「千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】令和4年

　　し、電子データに不備が確認された場合は、受注者は修正作業を行わなければならない。

　　から発行される「千葉県電子媒体(副本)納品事前受付書」を携行すること。

　　領書」を監督職員に提出すること。なお、電子成果品は工事請負契約書第45条の対象と

　　センターに送付すること。その後、センターから発行される「千葉県電子媒体(副本)受

　1.本工事は、電子納品の対象工事である。電子納品

　　　　地表面粗度区分　(○Ⅰ　○Ⅱ　●Ⅲ　○Ⅳ)

　　　施工すること。

ワンデーレスポンス 　　本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に、「その日の

　うち(24時間以内)」に回答するよう対応することである。

　　ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、

　回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

　　1)受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら

　　2)受注者は工事施行中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照

　　　査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて監

　　　督職員へ報告すること。

適用区分

　　　　建設省告示第1455号における区域　別表　(　　　　　)

　　　　風速　(Vo=　　　m/s)

　　○　積雪荷重

　　●　風圧力

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には、次の条件を用いる。

　（表記以外に品質等の確認が必要な機材がある場合は記載する。）

機　　　　　材　　　　　等

中央監視制御(監視制御装置)

監視カメラ装置

太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)

交流無停電電源装置

高圧変圧器(特定機器)

高圧負荷開閉器

高圧限流ヒューズ

高圧進相コンデンサ

高圧交流遮断器

高圧スイッチギア(PW形)

高圧スイッチギア(CW形)

キュービクル式配電盤

制御盤

分電盤

可変速運転用インバータ装置

照明制御装置

LED照明(一般屋内用に限る。)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

　　ているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

 ●

　　5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　2.下記の表に機材名が記載された製造業者等は、次の 1)から 6)までの全ての事項を満た

　　ことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者名等が記載され

　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価された

　　4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　3)安定的な供給が可能であること。

　　1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　（表）

　　○　内部足場等（○　　　種　○　　　種）

　　○　外部足場等（○　　　種　○　　　種）

足場その他

　○　本工事で設置する。

官公署等への手続

工事用仮設物

監督職員事務所

工事用電力

工事用水

　工事に必要な官公署への手続きは受注者が代行し、速やかに行う。
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●　

一
般
事
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　　留意事項
　　・受注者は、工事着手日を明らかにするため、契約締結後7日以内に工事着手日通知書(第1号様式)を発注者に届け出

　　・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設業法(昭和24年5月24日法律第100号)第26条に基づく主任技術者
　　　又は監理技術者の設置を要しない。

　　　なければならない。

　　・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設工事請負契約書第11条に基づく現場代理人の設置を要しない。

　　・前金払は、工事着手日の10日前までは請求できない。
　　・工事実績情報システムへの登録に際しては、主任（監理）技術者及び現場代理人の従事期間は、工事着手日をもっ

　フレックス工期契約制度
　○　適用する　工事着手期限日（　　年　　月　　日）　工期の終期日（　　年　　月　　日）　　　○　適用しない

　5.再生処理土

　　1)指定(A)(工事間利用)の場合

　　　本工事により再生処理した処理土のうち、下記に示す処理土については、工事間利用

　　を図るものとし、下記指定地に搬出すること。

　　　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　工事　　　市　　　　町地先

　　　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3

　　　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　　ライン」等に基づき、適正に処理すること。

　　っては、平成18年6月12日付国土交通事務次官通知「建設汚泥の再生利用に関するガイド

　　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。また、建設汚泥の再生利用にあた

　留意事項

　1.利用先の確保

　2.中間処理施設の選定

　　　中間処理施設の選定に当たっては、利用先の品質要件にあう発生処理土を確保するた

　　め、他の残土と混ざらないようにいかに再生処理できるかが大きな要素となる。このた

　　め、経済性を含めて総合的に判断する必要がある。

　3.品質・安全性の確保

　　　処理土の品質・安全性を確認するため、土質試験、土壌分析試験などを行う。

　4.一時保管

　　　利用先との工程調整のため一時保管する場合には、廃棄物処理法等の手続きが必要と

　　なるので注意する。

　　発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力

　すること。

　とする「工事関係者連絡会議」を設置すること。

　別表1による。他工事との取合い

　　6)以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

　　　を不当に害することのないようにすること。

　　5)建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたって、下請事業者及び骨材等納入者の利益

　　　土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

　　4)取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を

　　　を助長することのないようにすること。

　　3)過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受けるなど、過積載

　　2)さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。

　　1)積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。運行の防止

　受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。過積載による違法

　　　現場に立ち入らせないこと。

　　1)不法・違反無線局(不法パーソナル無線)を設置したトラック、ダンプカー等を工事

　受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。工事現場管理

　　受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全円滑に実施することを目的安全対策

　り提出することができる。

　への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の書式によ

　　受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目、又は地域社会創意工夫等の実施

環境対策 　　建設機械は、排出ガス対策型、低騒音型の建設機械を使用すること。

　　本工事については、工事目的物及び工事材料を次に示す内容で火災保険、組立保険その

　他の保険に附すること。

　　3)保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

　　2)保険金額　　請負代金全額

　　1)被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

　　なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に

　提示すること。

保険

　提出する。

　　本工事の最終請負代金(消費税込)が500万円以上となる場合には、工事実績情報システム

　　また、作成した内容について監督職員の確認を受けた後、以下に示す期間内に(一財)日

　本建設情報総合センターに所定の手続により登録するとともに、登録内容確認書の写しを

　　1)工事受注時　　　　　　契約締結後10日以内

　　2)登録内容の変更時　　　契約事項の確定日から10日以内

　　3)工事完成時　　　　　　工事完成後10日以内

工事実績情報の登録

　○　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　測定値が厚生労働省指針値を超えた場合は、換気後再測定し報告書を提出すること。

　測定はパッシブ型採集機器により行う。

　○　施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測定し、報告すること。化学物質の濃度測定

　○　パラジクロロベンゼン（用途が学校の場合、上記項目に追加する。）

　着工前の測定　　○　行わない　　　○　行う

　測定対象室　　　○　図示　　　　　○　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　測定個所数　　　○　図示　　　　　○　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　1.千葉県で定める「環境配慮物品調達方針」に基づき環境に配慮した物品を優先的に使用

　　する。

環境への配慮

　2.「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」の特定調達品目の判断基準は

　3.環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項(「資材(材料及

　　び機材を含む）の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃

　　棄時の負荷低減に配慮されていること。」)に留意すること。

　○　

建設発生土の処理

　　4)建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　3)建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　2)建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　1)建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒ

　　　ド発散建築材料以外の材料

　　材料を指す。

　　は、次の1)又は2)に該当する材料を指し、同区分｢第三種｣とは次の3)又は4)に該当する

　2.設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分においては、｢規制対象外｣と

　　　使用する。

　　2)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

　　　を使用したものとする。

　　　ルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料

　　4) 1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムア

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　3)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルへキシル等を

　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

 ●

 ○

 ●

させる建築材料等

化学物質を放散

電気工作物の種類

電気保安技術者

施工従事者

　　　を使用する。

　　　ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料

　　　塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少

　　1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

　　本工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第三条に定める

　　ると共に、次の1)から4)を満たすものとする。

　1.本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す

　　電気工作物においては法令で定める電気工事士とする。契約電力 500kW以上の電気工作

　　●　事業用電気工作物(自家用電気工作物)　　○　一般用電気工作物

　　章、項目及び特記事項共に、● 印の付いたものを適用し、○ 印のものは適用しない。

 Ⅱ．工事仕様

　　工事発注に関する説明事項書(質疑に対する回答書を含む)、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべ

　1.共通仕様

  2.提出様式

　て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)」(以下、「標準仕

　様書」という。)、「公共建築改修工事標準仕様書(電気工事編）(令和7年版)」(以下、「改修工事標準仕様書」とい

　う。）及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)」（以下、「標準図」という。）による。

　　本工事で用いる提出書類の様式は、県発注・営繕工事関連提出書類一覧(下記URL)によるほか、監督職員の指示による。

　　https://www.pref.chiba.lg.jp/eizen/jigyousha/kenchiku/teishutsu.html^$2

  3.特記仕様

　4.指定部分　　○　無　　　○　有　(対象部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

施設の分類

　3.工事種目( ● 印の付いたものを適用し、○ 印の付いたものは適用しない。)

 Ⅰ．工事概要

　2.建物概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指定部分工期　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　

中央制御監視設備

防犯・入退室管理設備

監視カメラ設備

誘導支援装置

映像・音響設備

情報表示設備

構内交換設備

構内情報通信網設備

一式○ ○ ○ ○一式 一式 一式 一式○

構内通信線路

構内配電線路

一式 一式 一式○ ○ ○ ○ ○一式

○ ○ ○ ○ 一式

○ ○ ○ ○ 一式

一式○ 一式 一式 一式

一式○ ○ ○ ○ ○ ○一式 一式 一式

火災報知設備 一式 一式 一式○ ○ ○ ○ ○一式

一式 一式 一式

○

○ ○ ○ ○ ○ ○一式

○

テレビ共同受信設備

拡声設備

発電設備

電力貯蔵設備

雷保護設備

動力設備

電灯設備

工　事　種　目

建物別及び屋外

一式

一式

一式

一式

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○ 受変電設備

工　　　　事　　　　種　　　　別

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式○

○

構　造 備　考消防法施行令別表第一延べ面積(㎡)階　数建　物　名　称

　1.工事場所

　　・工事着手日までの間は、工事の施工(現場事務所の設置、資機材等の発注及び工場製作を含む)を行ってはならない。

　　　て登録するものとする。（工事契約日から工事着手日の前日までを除くこととする。）

　　ⅰ）作業不能日数：◆日間（工期の始期は令和◆年◆月◆日【着手期限】で算定）

　　　律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７時の
　　　間にWBGT値が３１以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均したもの。

　　ⅲ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、
　　　環境省が公表する関東地方_千葉県_◆◆地点におけるWBGT値が３１以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全
　　　作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））
　　　がⅰ）の日数から著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

　　ⅱ）上記ⅰ）は、環境省が公表する関東地方_千葉県_◆◆地点におけるWBGT値（気温、湿度、日射・輻射を考慮し

　物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　〇　本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。
　猛暑による作業不能日数

事業者名

会社名

縮 尺 図面番号 AE-1

図面名

作成年月日

－

建築電気設備工事　特記仕様書（１）

一式○

一式○

○

○

一式

一式○

一式○

一式○

一式

一式

一式

一式

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○ 一式○一式○一式○一式○一式○一式○

● 撤去工事 ● ● ● ●

36

○ ○ 一式 ○ 一式 一式○ ○ 一式 ○ 一式 一式○

千葉県佐倉市角来2222　地内

特高受変電室

倉庫

車庫

危険物貯蔵所

ＲＣ造

ＲＣ造

　Ｓ造

　Ｓ造

　Ｓ造

地上４階建

平屋建 356.15

136.00

90.00

9.00

573.48 １５項

１５項

１５項

１５項

１５項

新設

平屋建

平屋建

平屋建

特高受変電室 特高受変電室 倉　　庫 車　　庫 危険物貯蔵所 屋　　外

解体・撤去

解体・撤去

解体・撤去

解体・撤去

特定の施設

　手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

総合試運転調整

　　調整項目（確認方法等は監督職員の指示による。）

　　用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を同システムに

　　◎作成対象工事

　　　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源

　　利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工

　2)　「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」に基づき、建設副産物の処理に先

　　立ち、「建設副産物処理承認申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を1部

　　提出すること。なお、建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は処分について

　　許可業者と各々建設廃棄物処理契約を締結し、「建設廃棄物処理委託契約書」を監督職

　　員に提示するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。

　　　また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関す

　　る法律に基づき指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報を

　　事登録証明書」は最終請負金額が100万円以上の全ての工事について建設資材の利用、建

　　設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず作成する。

　　より作成し、各1部提出するとともに、これらの記録を工事完成後一年間保存しておくこ

　　と。

　　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換シス

　　　建設副産物の処理完了後速やかに、「建設副産物処理調書」を作成し、1部提出すると

　　し確認を受けること。

　3)　建設副産物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式に

　　ともに、実際に要した処理費等を証明する資料（受入伝票、写真等）を監督職員に提示

　　よる場合は、原則として複写式伝票のＤ票及びＥ票を提示すること。

　　提示すること。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　7）         （   　 　　）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　6）         （   　 　　）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　5）         （　　　　　）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　4)建設汚泥（　　　　　 t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　3)建設発生木材（　　　 t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　2)コンクリート塊（　 　t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　1)アスコン塊（　　　　 t）は　　　　　市　　　　　町地先、片道運搬距離　　kmの

　　本工事により発生する

　4.建設廃棄物

　　本工事により発生する

　　路盤廃材(　　　　　t)は　　　　市　　　　　　町地先、片道運搬距離　　　kmの

　　　　　　　　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　3.路盤廃材

　　建設発生土(　　　　　m3)は、片道運搬距離　　　　kmに搬出するものとする。

　3)指定(B)の場合

　　なお、詳細については監督職員の指示によるものとすること。

　　建設発生土(　　　　　m3)は、　　　　　　　　　　地先に搬出するものとする。

　2)指定(A)(その他)の場合

　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。

　　　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　　　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3
　　　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　　工事　　　市　　　町地先

　　用を図るものとし、下記指定地に搬出すること。

　　本工事により発生する建設発生土のうち、下記に示す建設発生土については、工事間利

　1)指定(A)(工事間利用)の場合

　2.建設発生土

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　（※　中間処理場　・　最終処分場）　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

電子納品による
○　 部

○ 機器取扱い説明書

〇 建築物等の利用に関する説明書

〇 機器性能試験成績書

○ 官公署届出書類

〇 総合試運転調整報告書

 　　建築物等の利用に関する説明書は「建築物等の利

 　　用に関する説明書作成の手引き」に基づき作成す

 　　ること。

○　 部　 関する資料

　　テム（コブリス・プラス）」により作成し、施工計画書に含め各1部提出すること。

　　　建設発生土情報交換システム（コブリス・プラス）を活用して、建設発生土と同様、

　　積極的に工事間流用により利用先の確保に努める。

　　　また、リサイクル原則化ルールに基づき、建設副産物情報交換システム(コブリス・

　　プラス)の登録処理業者を活用して、50km範囲で検索する。

　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」(令和7年1月28日変更閣議決定)による。

　(コリンズ)に基づき、工事実績データを作成する。

工事写真

設計図CADデータ

　　貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用して

　　はならない。

　国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事写真撮影要領(令和5年版)」による。

　　とする。

　　　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するもの

　　　なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引き渡す。

　特別管理産業廃棄物　○　なし　　○　あり(PCB使用機器:　　　　　　　　)

　○　　なし　　○　　あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)引渡しを要するもの

　1)　「千葉県建設リサイクル推進計画２０１６ガイドライン」に基づき、本工事に係る

建設副産物の処理等 　1.共通事項

　　　また、計画の実施状況(実績)については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源利

材料・機材の
品質等

　1.本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき

　　品質及び性能を有するものとする。

　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイド

　インの別紙１｢手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準｣における2の(1)

　行うものとする。

　工事管理者(　　　　　　)の任命する監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を

　

●　

一
般
事
項

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

　構内の既存施設　　○　利用できない　　　〇　利用できる(　〇　有償　　○　無償)

　構内の既存施設　　○　利用できない　　　〇　利用できる(　〇　有償　　○　無償)

 ※ 　○　設ける　　　　〇　設けない

 ※ 　構内につくることが　　　〇　できる　　　○　できない

 ※

 ※

　　（　○　機械設備工事　　〇　建築工事　　で設置する。）

　　〇　受変電設備及び発電設備の停復電による連動動作等の確認

　　〇　火災報知設備と連動する防火戸、ダンパー等の連動動作等の確認

　〇　本工事　　○　別途

 ※

 ※ 　設計図CADデータ 　：　〇　貸与する　　○　貸与しない

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

　〇　埋め戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

特高受変電棟

　〇　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

 ※

〇 完成図面

〇 工事関係図書

〇 完成写真

〇 保全に

〇 電子成果品

〇 図面(A1版)折りたたみ製本

〇 キャビネ版

〇 1 部

〇 1 部

〇 1 部

〇 2 部

〇 2 部

〇 A4版

　　　た暑さ指数）過去５年分（2021年～2025年）について、本工事の工期に対応する期間（行政機関の休日に関する法

　　（※印は建築工事特記仕様書に準ずる。）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

千葉県企業局工業用水部

工事名



　幹線　　●　三相3線式　200V　　　　　○　　相　　線式　　　　V

　分岐　　●　三相3線式　200V　　　　　○　　相　　線式　　　　V

電気方式

機器への接続 　本工事制御盤より別途電動機等への配線接続は　　●　本工事　　　○　別途工事 ●

 ●

　

●　

動
力
設
備

　●　電池内蔵形　　　　　　　　　　　　　○　電池別置形

　幹線　　●　単相3線式　　200V/100V　　　　　○　直流2線式　　100V

　分岐　　●　単相2線式　　　 　100V　　　　　○　直流2線式　　100V

　　　　　●　単相2線式　　　 　200V　

　○　外部固定式　　　○　内部固定式　　　○　回転形又は上下動形　　○　アップ形

電気方式

ハイテンション

アウトレット

非常照明器具

 ●

 ○

 ●

　●　タンブラスイッチは　　　　　　　　　○　ワイド形　　　　　　　●　大角形

　●　壁付コンセントは(2口は複式で可)　　 ○　ワイド形　　　　　　　●　大角形

配線器具 ●

　測定数　:　監督職員の指示による。非常用の照明装置

の照度測定箇所数

 ●

　

●　

電
灯
設
備

　

○　

受
変
電
設
備

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○ 電気方式

絶縁ゴムマット

その他

配電盤

進相コンデンサ

設備容量

主遮断機

　変圧器総容量　　　　kVA　　(うち本工事に係るもの　　　　　　　　　　　kVA)

　　　　　○　CB形(5サイクル以内)　　　　　　 ○　PF-S形

　　1)変圧器は　　○　油入形　　　　　○　モールド形　　　変圧器とする。

　W1000×10t×L

　　○　屋内形　　　　　　○　屋外形

　　○　高圧　　kVar　　　○　低圧　　自動力率制御(　　○　あり　　○　なし)

　　2)高圧交流負荷開閉器(LBS)はストライカ式とする。

　　3)変圧器のB種接地線には、漏電警報器(ELR)を設置する。

　　4)DS・LBS等の充電部が露出する機器には、十分な強度を有する透明アクリル板保護扉

　　　を設ける。

　　　　　○　単相3線式　　　200V/100V　　　　○　単相　　線式　　　V

　低圧　　○　三相3線式　　　200V　　　　　　 ○　三相　　線式　　　V

　高圧　　○　三相3線式　　　6kV

　

●　

構
内
通
信
線
路

 ○

 ○

 ●

 ○ その他

地中管の材質

地中線路の余長

配線方式

　　　を行う。

　　※防食テープはJIS　Z-1901を使用し、地上立ち上がり部分はGL+300mmまでテープ巻き

　○　防水鋳鉄管

　地中線には、ケーブル埋設標及び埋設標識シートを設ける。

　埋設標　　　　　○　鉄製　　　　　　○　コンクリート製

　標識シート　　　○　(GL-300　　　　 ○　2倍折り)

　○　厚鋼電線管(防食テープ1/2重ね2回巻き、4層)　　　 ○　波付硬質ポリエチレン管

　●　地中線式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　架空線式

　マンホール、ハンドホール内で各系統2箇所以上(1巻程度)ケーブルの余長を設ける。

　●　低圧　　　○　三相3線式　200V　　　　　　 ○　三相　　線式　　　V

　　　　　　　　○　単相3線式　200V/100V 　　　 ○　単相　　線式　　　V

　　　　　　　　●　単相2線式　100V

　●　地中線式　　　　　　　　　　　　　　　　　○　架空線式

　○　高圧　　　　　三相3線式　6kV電気方式

電線方式

 ●

 ●

　1)架空引込　高圧気中負荷開閉器(PAS)、(SOG+DGR)付収納箱(ステンレス製)

　マンホール、ハンドホール内で各系統2箇所以上(1巻程度)ケーブルの余長を設ける。

　○　厚鋼電線管(防食テープ1/2重ね2回巻き、4層)　　　　●　波付硬質ポリエチレン管

　○　1基毎単独　　　　　　　　　　　　　 　○　共用(ケーブル1芯使用)

　○　耐塩形(ケーブル端末処理材とも)　　　　○　重耐塩形

　　　を行う。

　　※防食テープはJIS　Z-1901を使用し、地上立ち上がり部分はGL+300mmまでテープ巻き

　○　防水鋳鉄管

地中線路の余長

装柱機材

外灯接地

区分開閉器等

地中管の材質

 ○

 ●

 ○

 ○

 ○

　標識シート　　　●　(GL-300　　　　 ●　2倍折り)

　埋設標　　　　　●　鉄製　　　　　　○　コンクリート製

　地中線には、ケーブル埋設標及び埋設標識シート(高圧は管理者名入り)を設ける。その他 ●

　2)地中引込  高圧引込用気中負荷開閉器(地中引込用)(UAS)(SOG+DGR)付

　

●　

構
内
配
電
線
路

　

○　

そ　

の　

他

　　　○　自然換気口　　○　ガス抜き管　　○　強制換気装置　　○　ガス検知器

　○　施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

　　　○　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 

　○　なし

　○　あり(下記による)

上ガス対策 ○

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目

基　

礎

開　

口　

部

そ
の
他

配
管
配
線

　施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

点
検
口

配電盤、制御盤、キュービクル

配電盤、制御盤、発電機、キュービクル

受水槽、サービスタンク

高架水槽、クーリングタワー、消火栓補給水槽

テレビアンテナ、避雷針

受水槽、消化水槽

外部取り付けギャラリー

換気扇枠

インサート、吊りボルト

防油提

(ダクト、チャンバー接続フランジを含む)

天井吊り型FCU及び全熱交換形換気(接地共)

制御盤と動力盤の間(接地共)

機器付属の制御盤(接地共)

配線ピット、トレンチピット

床、天井、壁

架台、アンカーボルト

屋　上

屋　外

屋　内

鉄骨、PC板等への穴開け、補強、スリーブ入れ(工場加工)

スリーブ穴埋め、型枠穴埋め

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類の切り込み

換気扇、大便器等

風道、埋込形消火栓ボックス、吹出口、吸込口

埋込形(分電盤、端子盤、プルボックス)

はり、床、壁貫通部

工事内容
施工区分

電気建築 機械

配管

配線(　)

配管

配線(　)回路

操作

電源供給

回路

操作

電源供給

一次側

ニ次側

躯体と一体のもの

上記以外

鉄筋基礎

無筋基礎

躯体と一体のもの

上記以外

補強のない場合

補強とも

スリーブ、型枠

鉄筋補強

スリーブ、型枠

鉄筋補強 ● ○ ○

○ ● ●

● ○ ○

● ●

● ○ ○

● ●

○

○

● ● ●

○○●

●

○ ● ●

○ ● ●

○○○

● ○ ○

○ ● ●

○ ● ●

●

●

○

○ ○

○

○ ● ○

● ● ●

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○○

○

●

○

○

●

○

● ○ ○

○○○

● ● ●

○ ○●

○ ○●煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配管配線

接地極 　　図面に記載のなき場合、各工事との取り合いは原則として下記による。 ● 工事区分表

施工図等の取扱い

　

●　

別
表
１

　

●　

別
表
１(

つ
づ
き)

　　接地極の材料は原則として下記による。

重要機器

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5 1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

一般機器 重要機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0 0.6

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

一般機器

2.0

設置場所 機器種別

中　間　階

屋上及び塔屋
防振支持の機器

防振支持の機器

防振支持の機器

　設計用標準水平震度

地階・1階

上層階、
機器

水槽類

機器

水槽類

機器

水槽類

　【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階縦の場合は上層2階、10～12階建

　　　　　　の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

　　　　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　　　　・水槽類に燃料小出槽を含む。

　　　　重要機器は次のものを示す。

　　　　●　配電盤　　　　　　　　○　発電装置(防災用)　　○　直流電源装置

　　　　○　交流無停電電源装置　　○　交換機　　　　　　　○　自動火災報知受信機

　　2)設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　　　○　中央監視装置　　　　　○

 一般の施設 特定の施設

　特記あるもの及び特殊なものを除き　○　樹脂製　●　アルミ合金製　○　ステンレス製

(亜鉛メッキ面)の塗装

金属製露出管路 ●

及び同附属品

厚鋼電線管

　合成樹脂製可とう電線管(PF)は、一重管とする。

　○　溶融亜鉛メッキ製　　●　ステンレス製　　　　防水形とする。

　結露防止処理を行う。

　既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッタ

　による。

再使用機器

はつり

屋外プルボックス

合成樹脂製可とう

電線管

呼び線

保温・結露防止

　　取り外し再使用機器は、清掃および絶縁抵抗測定のうえ取り付けを行う。ただし、絶縁

　劣化等により再使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

フラッシュプレート

フロアーカバー

フロアープレート

　OA用インナーコンセント　　　　　　○　樹脂製　○　アルミ合金製

　　　　　　　　〃　　　　　　　　　○　水平高低調整式(空転防止リング付)

　特記あるもの及び特殊なものを除き　○　砲金製　○　アルミ合金製　○　ステンレス製

　長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニ－ル被覆鉄線を挿入する。

 ●

 ○

 ●

 ●

 ○

 ○

 ●

 ●

 ●

 ○

　　設備機器の固定は、次に示す事項を除き「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」(独

　立行政法人建築研究所監修)による。

　　1)設計用水平地震力

耐震措置 ●

　　　機器の重量(kN)に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、

　　設計用標準水平震度は、次による。

　建築工事にてFP板(スタイロホーム等)打ち込みの箇所に取付ける位置ボックス等は、保温、

　●すべて下地処理の後、塗装(調合ペイント2回塗り)を行う。

　○配線室以外の管路は、すべて下地処理の後、塗装(調合ペイント2回塗り）を行う。

　○

　

●　

共
通
事
項

既存躯体への穿孔 　穿孔機械を使用し既存躯体に穿孔する場合は、金属の探知により電源供給が停止できる付

　付属装置等を用いて施工する。

　

●　

一
般
事
項

　

●　

共
通
事
項

工事前の絶縁抵抗

測定

　　改修する回路の絶縁抵抗は、比較のため工事の前後で測定すること。

施工調査

　○　はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

　　　　調査項目　○　既存資料調査　　　○

　　事前調査　　　●　本工事　　　　　　○　別途

　　　　調査範囲　○　図示　　　　　　　○

　　　　調査方法　○　図示　　　　　　　○

 ○

 ●

　　　　　月　　日～　　月　　日（期間中も行事等により、短期の施工不能日あり）

　部分使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　○　施工可能期間

　　　　　月　　日までに下記部分について、部分使用するので協力すること。

　○　改修工事の部分使用

条件明示項目

　　　が、給付の対象としない。

　実施区分を規定)の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間検査を実施する。

　　本工事が、低入札価格調査制度調査対象工事(以下「調査対象工事」という。)に該当し

　た場合は、千葉県建設工事検査要綱(検査の区分を規定)及び中間検査実施細則(中間検査

　　1)調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として2ケ

　　　月に1回、隔月ごと、及び主要工種を考慮し施工上の変化点等で行うが、実施時期は

　　　監督職員が指定する。なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。

　　2)中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を行う

中間検査の対象工事

中間検査 　○中間検査を実施する。

　　(回数　　　回、　　実施時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事完了時)

　　中間検査の範囲

　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

施設点検

事業者名

会社名

縮 尺 図面番号 AE-2

図面名

作成年月日

－

建築電気設備工事　特記仕様書（２）

○

　　L=1,200mmとしても差し支えない。

接地の種類

○

○

○

○

○

　　なお、接地棒EB(14φ)の長さは1,500mm以上とする。

　　接地棒EB(10φ)はW=30㎜、L=900(測定用は、L=1,000mm)、接地棒EB(14φ)は、W=40mm、

10Ω以下

○　高圧避雷器用 E  10Ω以下

○

　交換装置用 E t  10Ω以下○

○　通信用(10Ω) E At  10Ω以下

○
　電話引込口

　の保安器用
E Lt  100Ω以下

○　通信用(100Ω) E Dt 100Ω以下

　測定用 E O

150/IΩ以下※

接地極の規格・数量

　Ｄ種接地 E

EB(14φ)×3連-2組

EB(14φ)×3連-2組

EB(14φ)×3連-2組

EB(14φ)×3連-1組

EB(14φ)×3連-2組

EB(10φ)×1(L=1,000mm)

EB(10φ)×1(L=1,000mm)D(ELB) 100Ω以下

LA EB(14φ)×3連-2組

EB(14φ)×3連-2組

EB(14φ)×3連-2組

EB(10φ)×1(L=1,000mm)

EB(10φ)×1(L=1,000mm)

EB(10φ)×1(L=1,000mm)

又は(L=900mm、W=30mm)

　　※　接地抵抗値は、電気事業者と協議のうえ決定すること。

　　図面に記載のなき場合、機器の取付高さは原則として下記による。機器取付高

取付高(mm)測　　点名　　称

〃

〃 1,100

1,300

  300

床上～中心

〃

 ●

ブランケット（一般） 床上～中心 　　2,100

　　〃　　　（踊場） 　　〃 　　2,500

　　〃　　　（鏡上） 　150鏡上端～中心

避難口誘導灯 床上～下端 　　1,500以上

廊下通路誘導灯 床上～下端 　　1,500以上

スイッチ（一般）

　〃　(バリアフリートイレ)

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ

ﾃﾚﾋﾞ端子（一般）

　　　〃　　　　　　(和室)

　　　〃　　　　　　(台上)

　　〃   150

  150台上～中心

コンセント（車庫） 床上～中心 　800～1,300

コンセント（車椅子用）   900

取引用計器 地上～窓中心 　1800～2,000

引込開閉器箱（低圧） 地上～中心 　1800～2,000

分電盤、OA盤、制御盤、実験盤 床上～中心 1,500

開閉器箱 〃 1,500（上端1,900以下）

電磁開閉器用押しボタン 〃 1,500

接地用端子箱 地上、床上～中心   500

　Ｄ種接地

　Ｃ種接地

　Ｂ種接地

　Ａ種接地

　共同接地

　共同接地 A,D

A,C,D

A

B

C

D

E

E

E

E

E

E

記号 接地抵抗値

100Ω以下

 10Ω以下

 10Ω以下

10Ω以下

  800雷保護用接地端子箱 床上～下端

出退表示盤 〃 （天井高）×0.9

発信機（出退表示用） 〃 1,300

インターホン 〃 1,300

外部受付用インターホン子機 〃 標準図による

呼出ﾎﾞﾀﾝ（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ） 〃 900、(400)

復帰ﾎﾞﾀﾝ（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ） 〃 1,300

廊下表示灯（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ） 〃 2,000

〃 1,300テレビ機器収容箱（EPS）

暗証番号入力装置

バイオメトリクス照合装置）

入退室管理装置（カードリーダ、

〃 1,300

床上～操作部 　800～1,500火報受信機(複合盤)、副受信機

機器収容箱 〃 　800～1,500

発信機 〃 　800～1,500

警報ベル 〃 （天井高）×0.9

表示灯 〃 （天井高）×0.8

連動制御器 〃 1,500

自動閉鎖装置（防火戸用） 床上～中心 1,500

ガス漏れ検知器（液化石油ガス） 〃   300

　　　〃　　　（都市ガス） 天井面～中心 （天井面）－200（壁面取付
　の場合）

  　監督職員と協議する。

　注）天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、　

　(備考) (天井高)×0.9及び(天井高)×0.8は天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。

　　　呼出ボタン(バリアフリートイレ)の取付高さ(400)は床に転倒した時を考慮した高さ

　　を示す。

接地極埋設標 地上～中心   600

給油ボックス（壁掛形） 地上～給油口 1,000

端子盤（EPS・電気室） 床上～中心 1,500

壁付電話機 床上～中心 1,300

親時計 〃 1,500

子時計、スピーカ 〃 （天井高）×0.9

アッテネータ 〃 1,300

 ※

 ※

 ※

 ※

 ※

　電線管外面の仕上げは、　　●　溶融亜鉛メッキ　　〇　製造者標準　とする。

　電線管内面の仕上げは、　　●　溶融亜鉛メッキ　　〇　製造者標準　とする。

　電線管付属品は、　●　上記と同等の防食性能を有する防水形　　〇　標準品　とする。

〇

 〇

　　本工事完成(「工事目的物の引渡し」を行った日)後、1年目及び2年目に関係者(千葉工

　業用水道事務所、工事監理事務所、施設管理者、受注者)による施設点検(不具合の有無を

　　本工事に含まれる建築工事、機械設備工事は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　情報システム課が設置した機器(アクセスポイント、サーバラック等)がある場合は、

　取扱いを監督職員と協議すること。

その他

　4)小黒板情報の電子的記入を行った写真の納品

　　　受注者は、2)に示す小黒板情報の電子的記入を行った写真(以下、「小黒板情報電子化

　　写真」と称する。)を、工事完成時に監督職員へ納品するものとする。

　　　なお納品時に、受注者は

　　　URL(http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html)のチェックシステム

　　(信憑性チェックツール)又はチェックシステム(信憑性チェックツール)を搭載した写真

　　管理ソフトウェアや工事写真ビューアソフトを用いて、小黒板情報電子化写真の信憑性

　　確認を行い、その結果を併せて監督職員へ「工事打合せ簿」等により提出するものとす

　　る。なお、提出された信憑性確認の結果を、監督職員が確認することがある。

　3)小黒板情報の電子的記入の取扱い

　　　本工事の工事写真の取扱いは、営繕工事写真撮影要領に準ずるが、2)に示す小黒板情

　　報の電子的記入については、同要領４．で規定されている写真編集には該当しない。

　2)デジタル工事写真における小黒板情報の電子的記入

　　　受注者は、1)の使用機器を用いてデジタル工事写真を撮影する場合は、被写体と小黒

　　営繕工事撮影要領２．(３)撮影方法」による。

　　　ただし、対象工事において、高温多湿、粉じん等の現場条件の影響により、対象機器

　　の使用が困難な工種については、使用機器の利用を限定するものではない。

　1)対象機器の導入

　　　受注者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の導入に必要な機器・ソフトウェア

　　等(以降「使用機器」と称する)については、営繕工事写真撮影要領２．(３)に示す項目

　　の電子的記入ができること、かつ信憑性確認(改ざん検知機能)を有するものを使用する

　　こととする。なお、信憑性確認(改ざん検知機能)は、「電子政府における調達のために

　　参照すべき暗号のリスト(CRYPTREC 暗号リスト)」

　　　URL「https://www.cryptrec.go.jp/list.html」に記載している技術を使用している

　　こと。また、受注者は監督職員に対し、工事着手前に本工事での使用機器について提示

　　するものとする。

　　　なお、使用機器の事例として、

　　　URL「http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html」記載の「デジタル工事

　　写真の小黒板情報電子化対応ソフトウェア」を参照されたい。ただし、この使用機器の

　　事例からの選定に限定するものではない。

デジタル工事写真 　　デジタル工事写真の小黒板情報電子化は、受発注者双方の業務効率化を目的に、被写体

　画像の撮影と同時に工事写真における小黒板の記載情報の電子的記入および、工事写真の

　信憑性確認を行うことにより、現場撮影の省力化、写真整理の効率化、工事写真の改ざん

　防止を図るものである。

　　本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の

　承諾を得たうえでデジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事(以降、「対象工事」と称

　する)とすることができる。対象工事では、以下の1)から4)の全てを実施することとする。

の小黒板情報電子化

　　板情報を電子画像として同時に記録してもよい。小黒板情報の電子的記入を行う項目は、

　標準仕様書(令和4年版)に準拠して行う。

 ※

 ※

　確認し、その処理について協議)を行うので、当課からの依頼により施設点検に立会い協

　力するものとする。

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



取
水
ポ
ン
プ
室

EP
S

特高受変電棟

汚泥処理棟

着水井

汚泥貯留槽 沈砂池

濃縮槽
Ｎｏ１ Ｎｏ２

送水ポンプ井送水ポンプ室

横流式沈殿池

高速凝集沈殿池

管理棟

濃縮槽

原汚泥調整槽

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

１／５００ 図面番号 AE-3

以降平面図参照

Ｈ

Ｈ

以降平面図参照

記　号 名　　称

凡　例

ハンドホール

摘　　　　要

Ｈ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

凡　例

：今回対象（新設）範囲を示す

構内配電線路・通信線路図

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

Ｄ

２Ｔ－１

Ｄ

浄化槽制御盤
（ＡＭ工事）

２．図中特記なき配管配線は下記とする

特　記　事　項

（ＦＥＰ３０）：地中ＥＭ－ＣＥ　３.５°－２ＣＥ２.０

１．図中特記なき地中埋設深さはＧＬ（舗装下）－６００以上とする。

　　また、ＧＬ（舗装下）－３００の位置には、埋設表示シートを布設すること。

壁面立上げ部：　（Ｇ２８）※溶融亜鉛メッキ：露出

　新設特高受変電棟－内線電話機（多機能：２台・一般：３台）増設

　　・管理棟－既設電話主装置（多機能内線３２回線・一般内線：４回線）

注　記

　　　新設特高受変電棟の内線電話増設に伴い、予備回線への結線・調整を行う。

構内通信線路

新設

１２００×１２００×１２００

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名

（ＦＥＰ１５０）

Ｈ



倉庫

配線ピット

ＥＰＳ

ＥＰＳ

ＥＰＳ

ＥＰＳ

ＥＰＳ

特高設備電気室Ａ

特高設備電気室Ｂ

特高設備監視室

特高設備電気室Ｃ

シャフト部

配線室
ホイストレール

可動クレーン

配線ピット

特高設備電気室Ａ

特高設備電気室Ｂ

特高設備電気室Ｃ

配線室

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

断面図（参考）

１／１００ 図面番号 AE-4

△設計GL TP+4.00

▽2FL TP+10.20m

▽RFL TP+24.60m

▽パラペット天端 TP+25.30m

▽3FL TP+15.10m

▽4FL TP+20.70m

2
,
4
0
0

2
1
,
3
0
0

5
,
9
0
0

4
,
9
0
0

5
,
6
0
0

4
,
2
0
0

7
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

2
,
9
0
0

▽1FL上部 TP+7.00m

1
0
0

▽1FL TP+4.10

▽B1FL TP+4.10

15,500 3,200 8,1502,450

5,050 5,0505,400

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｙ１ Ｙ２

Ａ－Ａ断面図　1/100 Ｃ－Ｃ断面図　1/100

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

２
８

０
０

１
３

０
０

２
０

０
０

ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

３
０

０
０

１
３

０
０

ＬＳＳ１－４－３７

２
８

０
０

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＬＳＳ１－４－４８

１
３

０
０２
０

０
０

ＬＳＳ１－４－６５

ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７

ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７

ＬＳＳ１－４－６５

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

１
３

０
０

３

１
３

０
０

２
８

０
０

倉庫

特高設備電気室Ａ

特高設備電気室Ｂ

特高設備監視室

特高設備電気室Ｃ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

5,050 5,400 5,050

15,500 3,200

1,7751,425

Ｂ－Ｂ断面図　1/100

ＬＳＳ１－４－４８ ＬＳＳ１－４－４８

３

ＬＳＳ１－４－４８

ＬＳＳ１－４－６５
倉庫

ＬＳＳ１－４－６５

２
０

０
０

３
０

０

２

３
０

０

２

２
８

０
０

２
０

０
０

３
０

０

２ ３
０

０

２

ＬＳＳ１－４－３７

２
０

０
０

２
０

０
０

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２
ＬＳＳ１－４－３７

ＬＳＲ２Ｗ－２００ ＬＳＲ２Ｗ－２００

２
５

０
０

ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＳＰ－１

１
３

０
０

主幹盤　４ＬＰ－１

端子盤　４Ｔ－１

ＳＰ－１ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

１
３

０
０

端子盤　３Ｔ－１

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

１
３

０
０

分電盤　３Ｌ－１

制御盤　３Ｍ－１

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＬＳＲ２Ｗ－２００ ＬＳＲ２Ｗ－２００

ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７

１
３

０
０

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ ＳＰ－１

分電盤　２Ｌ－１

制御盤　２Ｍ－１

端子盤　２Ｔ－１

ＳＰ－１
Ｋ１－ＬＳＳ１１－２Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＳＰ－１

ＬＳＳ１－４－６５

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

ＬＳＳ１－４－６５

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

分電盤　１Ｌ－１ Ｓ

開閉器盤　１Ｓ－１

Ｓ 開閉器盤　ＲＳ－１

ＬＳＳ１ＭＰ/ＲＰ
　　　　　－４－４６

ＬＳＳ１ＭＰ/ＲＰ
　　　　　－４－４６

ＬＳＳ１ＭＰ/ＲＰ
　　　　　－４－４６

２
０

０
０

ＬＳＳ１ＭＰ/ＲＰ
　　　　　－４－４６

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

２
８

０
０

ＬＳＳ１－４－３７ＬＳＳ１－４－３７ＬＳＳ１－４－３７

２種金属線ぴ４０×３０
　（振れ止め施工）

２種金属線ぴ４０×３０
　（振れ止め施工）

２種金属線ぴ４０×３０
　（振れ止め施工）

Ｔ

１
３

０
０

Ｔ

ＬＳＳ１－４－６５

ＬＳＳ１－４－６５

２
０

０
０

２種金属線ぴ４０×３０
　（振れ止め施工）

２種金属線ぴ４０×３０
　（振れ止め施工）

ＬＳＳ１－４－３７
ＬＳＳ１－４－３７

ＬＳＳ１－４－３７ ＬＳＳ１－４－３７

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ

２種金属線ぴ４０×３０
　（振れ止め施工）

３
０

０

２

３
０

０

２３
０

０

２

３
０

０

２

Ｔ

注記）
　照明器具は空調吹出口から４５０ｍｍ以上の離隔をとる

ＬＳＳ１－４－６５

ＬＳＳ１－４－６５

３
０

０
０

FS-2 FS-2ACP-1

　（振れ止め施工）
２種金属線ぴ４０×３０

ACP-1

　（振れ止め施工）
２種金属線ぴ４０×３０

FS-1

FE-5

FS-3

FE-2

FE-1

FE-3

制御盤　４Ｍ－１

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



電圧 記　　　　事器　具　名　称

公

照明器具参考姿図 ：公共施設用照明器具の型番を示す

制御
装置 電圧 記　　　　事器　具　名　称

公

制御
装置

公

電圧 記　　　　事器　具　名　称 制御
装置

公

電圧 記　　　　事器　具　名　称 制御
装置

光束：２００００ｌｍ以上 ２００ ＬＪＬＳＲ２Ｗ－２００

電圧 記　　　　事器　具　名　称 制御
装置

公 ＬＥＤ非常灯 ２００／
１００ＶＫ１－ＬＳＳ１１－２ 電池内蔵形

防湿防雨形

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－４－３０ 光束：３０００ｌｍ以上２００／
１００Ｖ ＬＮ 光束：２００ｌｍ以上 １００Ｖ ＬＮＳＰ－１

ＬＥＤ屋外照明

人感･明るさセンサ付

防雨形(白熱灯４０Ｗ相当)

本　体:アルミダイカスト
カバー:ガラス　　　　　

(製造者標準品)

落下防止ワイヤー付

取付金物
（ダクターチャンネル等）

Ｆ
Ｌ

＋
２

,０
０

０
～

２
,５

０
０

プルボックス
ＳＳ２５０×２５０×２５０

（鋼板製）

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＬＳＳ１－４－３７ 光束：３７００ｌｍ以上２００／
１００Ｖ ＬＮ

ＬＳＳ１－４－６５ 光束：６５００ｌｍ以上２００／
１００Ｖ ＬＮ

公 ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ ＬＥＤ誘導灯　　Ｃ級 １００Ｖ 避難口誘導灯　電池内蔵形

電圧器　具　名　称 制御
装置 記　　　　事 電圧器　具　名　称 制御

装置 記　　　　事

公 ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ ＬＥＤ誘導灯　ＢＬ級 １００Ｖ 避難口誘導灯　電池内蔵形

分電盤

１．図中特記なき配管配線は下記とする

特　記　事　項

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

　　※地上階

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

ＥＭ－ＩＥ　２.０×５

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

　　※地下階

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×５Ｅ２.０

（ＨＩＶＥ１６）ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０

★

２．防火区画貫通措置

：防火区画の貫通部を示す

電池内蔵型

ＬＥＤ灯　天井付

ＬＥＤ灯　壁付

ＬＥＤ灯　壁付

ＬＥＤ誘導灯

タンブラスイッチ

タンブラスイッチ

３ ３Ｗ１５Ａ

１Ｐ１５Ａ ＷＰ：防滴プレート付

ＷＰ：防滴プレート付

ＬＥＤ灯　壁付

ＬＥＤ灯　天井付

電池内蔵型

電池内蔵型ＬＥＤ非常用照明（保安用）

プルボックス

露出丸形ボックス

形式・寸法は傍記による

記　号 名　　称 摘　　　　要

凡　例

（Ｖ）

（Ｅ１９）ＥＭ－ＩＥ　２.０×２

（Ｅ２５）ＥＭ－ＩＥ　２.０×４

８ ＥＭ－ＩＥ　２.０×８ （Ｅ３１）

公

公 ＬＳＳ１－４－４８ 光束：４８００ｌｍ以上２００／
１００Ｖ ＬＮ

７ ＥＭ－ＩＥ　２.０×７ （Ｅ３１）

公 ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－４－４６ 光束：４６００ｌｍ以上２００／
１００Ｖ ＬＮ

事業者名

会社名

縮 尺

作成年月日

図面名

図面番号 AE-5

照明器具参考姿図

－

高天井用

ＬＥＤ灯　壁付 縦付

横付

（線ぴ内配線）ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０ （線ぴ内配線）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ａ

Ｂ１Ｆ平面図　1/100

配線ﾋﾟｯﾄ

ＥＰＳ

倉庫

配線室

ＥＰＳ

１Ｆ平面図（下部）　1/100

１Ｆ平面図（上部）　1/100

２Ｆ平面図　1/100

AA

C

C

AA

AA

C

C

AA

可動クレーン

ホイストレール

ホイストレール

倉庫

シャフト部
ＥＰＳ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

8
,
1
5
0

15,500

5,050 5,0505,400

15,500

5,050 5,0505,400

3,3003,300

15,500

5,050 5,0505,400

8
,
1
5
0

3
,
9
2
5

4
,
2
2
5

8
,
1
5
0

2
,
9
0
0

15,500

5,050 5,0505,400

3,300

8
,
1
5
0

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

特高受変電室棟　電灯設備（照明）配線図（１）

１／１００ 図面番号 AE-6

ＥＰＳ

１ＬＳＳ１ＭＰ/ＲＰ－４－３０

リ

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０（ＨＩＶＥ１６） １ リ １Ｌ－１

シャフト部

１ＬＳＳ１－４－３７

倉　庫

３

２

８

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

ＬＳＳ１－４－６５

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＥＰＳ

１ＬＳＳ１－４－３７

３
３ロ

イ

ハ

ハ

７

※１

ロ
ニ

イ３
３

ニ

※３

８

チ
リ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロイ

ロ

ホ チ

※２

※５

※５

※３

分電盤　１Ｌ－１

１ １

誘 誘

ＳＳ２５０×２５０×２５０
ＳＳ２５０×２５０×２５０

※３
※３

ＳＳ２５０×２５０×２５０ＳＳ２５０×２５０×２５０

ＳＳ４００×４００×４００

ＳＳ４００×４００×４００

★

★

３ＬＳＳ１－４－４８

配線室

※４

特高設備電気室Ａ

３

１

１５

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ

ＬＳＳ１－４－３７

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＥＰＳ

１ＬＳＳ１－４－３７

１ＳＰ－１

外　壁

　（振れ止め施工）
２種金属線ぴ４０×３０

※６

※８

※７

分電盤　２Ｌ－１

※６

イ イ イ イ イ

ロ ロ ロ ロ ロ

ハ ハ ハ ハ

ニ

ハ

１

誘

ロイ
ニハ

ＳＳ２５０×２５０×２５０

ＳＳ４００×４００×４００

★

※１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×６Ｅ２.０ （Ｅ３１） １ １ 誘

※２

ＥＭ－ＩＥ　２.０×８Ｅ２.０ （Ｅ３１） １

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４Ｅ２.０ （Ｅ２５）

イロ

※３

１ イロ

ＥＭ－ＩＥ　２.０×６Ｅ２.０ １

※５

※４

※６

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４Ｅ２.０ （Ｅ２５）

１Ｌ－１

１Ｌ－１

１Ｌ－１

※７

ＥＭ－ＩＥ　２.０×６Ｅ２.０ （Ｅ３１） １ １ 誘

※８

１ イロハＥＭ－ＩＥ　２.０×４
２Ｌ－１

１

１ イロハ
（Ｅ３１） ２Ｌ－１

１ 誘

１Ｌ－１

２Ｌ－１

１Ｌ－１

１ 誘

１ 誘

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４

ＥＭ－ＩＥ　２.０×５Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０
（Ｅ３１）

C

C

C

C

（Ｅ３１）

B B

B B B B

ＥＭ－ＩＥ　２.０×８Ｅ２.０ （Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０ １ ヘ １Ｌ－１

ＳＳ２００×２００×２００－Ｖ
★

ヘ ヘ ヘ

３ＬＳＳ１ＭＰ/ＲＰ－４－４６

配線ピット

ト ト ト

トヘホ

イロヘト

（Ｖ）（Ｖ）（Ｖ）

（Ｖ）

（Ｖ）

ＳＳ５００×５００×５００

ＳＳ２００×２００×２００
ＳＳ２００×２００×２００

（Ｖ） ★

ＳＳ２００×２００×２００

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０ （Ｅ１９） ト １Ｌ－１１

２ＳＰ－１

外　壁

ＳＳ２００×２００×２００

（Ｖ）

（Ｅ１９）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ｃ

ＥＰＳ

３Ｆ平面図　1/100

４Ｆ平面図　1/100 ＲＦ平面図　1/100

ハト小屋

梯子タラップ

特高設備電気室Ｂ
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1,90015,500

5,050 5,400 5,050

特高設備監視室

２

１

１０ＬＳＳ１－４－６５

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

３

１

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

特高設備電気室Ｂ

ＬＳＳ１－４－３７

ＬＳＲ２Ｗ－２００ ２

６

ＥＰＳ

１ＬＳＳ１－４－３７

１ＳＰ－１

外　壁

　（振れ止め施工）
２種金属線ぴ４０×３０

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ

※１１

分電盤　３Ｌ－１

イ

イ

イ

イ ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

イロ

ハ

誘

１

誘 イ

ハ

※１２

※１０

※９

イ ロ

ロ

イ ロ

イ

ハ

ハ
ロイ ハ

ＳＳ２５０×２５０×２５０

ＳＳ４００×４００×４００ ＳＳ３００×３００×３００

★

★

特高設備電気室Ｃ

３

１

１５

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ

ＬＳＳ１－４－３７

Ｋ１－ＬＳＳ１１－２

ＥＰＳ

１ＬＳＳ１－４－３７

外　壁

１ＳＰ－１

※１４

※１３

※１３

イ イ イ イ イ

ハ ハハ

主幹盤　４ＬＰ－１

※１５

ロ ロ ロ ロ ロ

ＳＳ２５０×２５０×２５０

誘

１ニ

ハ
イロ

ニ

ＳＳ５００×５００×５００－２

ＳＳ４００×４００×４００－２

★

ハハ

踏み段

※１２

※１０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×６Ｅ２.０ （Ｅ３１） １ １ 誘

１ イロハ
（Ｅ３１） ４ＬＰ－１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４ １ 誘

４ＬＰ－１

※１３

※１４

※１５

１ イロハ
（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４
４ＬＰ－１

１ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×６Ｅ２.０ （Ｅ３１） ３Ｌ－１

※９

※１１

イロ
（Ｅ３１） ３Ｌ－１

１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×６Ｅ２.０ （Ｅ３１） １ 誘 ３Ｌ－１

誘ＥＭ－ＩＥ　２.０×４

イロ
（Ｅ２５）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
３Ｌ－１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２Ｅ２.０ １

ＥＭ－ＩＥ　２.０×５Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４Ｅ２.０

１ １ 誘

１

１

１

２種金属線ぴ４０×３０
　（振れ止め施工）

B B

B B

B B

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

特高受変電室棟　電灯設備（照明）配線図（２）

１／１００ 図面番号 AE-7

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ａ

Ｂ１Ｆ平面図　1/100

配線ﾋﾟｯﾄ

ＥＰＳ

倉庫

配線室

ＥＰＳ

１Ｆ平面図（下部）　1/100

１Ｆ平面図（上部）　1/100

２Ｆ平面図　1/100
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可動クレーン

ホイストレール
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シャフト部
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8
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0

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

１／１００ 図面番号 AE-8

分電盤　１Ｌ－１

２２

※１ ※１ Ａ

Ａ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ 電灯幹線（Ｅ３１）
１Ｌ－１

（Ｅ１９）ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報

★

分電盤　２Ｌ－１

２

２

Ｃ１

※２

Ｂ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ １Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ
電灯幹線

２Ｌ－１

※２

Ｂ

（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ 警　報（Ｅ３１） １・２Ｌ－１

２

★

２

Ｃ１

※１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２ （Ｅ１９）
１Ｌ－１

Ｃ１

電灯幹線

※２

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

２Ｌ－１

Ｃ１

電灯幹線

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２ （Ｅ１９）

（Ｅ３１）

（Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報（Ｅ１９）

（Ｅ１９）ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報

電灯設備（幹線・コンセント）配線図（１）
特高受変電室棟

Ａ
B B

B B B B

Ｃ１

３.５°

以降配置図参照

ＳＳ２００×２００×２００ＷＰ－ＳＵＳ

ＳＳ２００×２００×２００

Ｃ２

Ｃ１

３.５°

Ｃ２

３.５°

Ｃ２（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥ　３.５°－２ＣＥ２.０

☆

☆

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ｃ

ＥＰＳ

３Ｆ平面図　1/100

４Ｆ平面図　1/100 ＲＦ平面図　1/100

ハト小屋

梯子タラップ

特高設備電気室Ｂ 特高設備監視室
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２
２

２

Ｃ１

※６ＳＳ４００×４００×４００－２ ※６

主幹盤　４ＬＰ－１

（フリーアクセスフロア内）

※警報用
（ＰＦ２８）×２

２

２

２

２

２

Ｃ２

分電盤　３Ｌ－１
※３

Ｃ１

Ｃ
※４

Ｃ

電灯幹線

１Ｌ－１

２Ｌ－１

３Ｌ－１

ＳＳ４００×４００×４００－２

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

ＳＳ４００×４００×４００－２

※５

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×３ 警　報（Ｅ３９） １～３Ｌ－１

★

☆

１．図中特記なき配管配線は下記とする

特　記　事　項

（Ｅ１９）ＥＭ－ＩＥ　２.０×２

記　号 名　　称

凡　例

分電盤

露出丸形ボックス

壁付コンセント ２Ｐ１５Ａ×２２　

摘　　　　要

★

２．防火区画貫通措置

：防火区画の貫通部を示す

プルボックス 形式・寸法は傍記による

踏み段

※３

ＥＭ－ＩＥ　２.０×４ （Ｅ２５）

３Ｌ－１

Ｃ１ Ｃ２

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ （Ｅ３１） 電灯幹線

※５

※６

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

Ｃ１ＥＭ－ＩＥ　２.０×２ （Ｅ１９）

電灯幹線（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

１Ｌ－１

２Ｌ－１

３Ｌ－１

４ＬＰ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

※４

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ 電灯幹線（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×２ （Ｅ１９） Ｃ１

３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

電灯幹線（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

１Ｌ－１

２Ｌ－１

３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×３ 警　報（Ｅ３９） １～３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×３ 警　報（Ｅ３９） １～３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報（Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報（Ｅ１９）

B B

B B B B

事業者名

会社名

縮 尺 １／１００ 図面番号 AE-9

作成年月日

図面名
特高受変電室棟
電灯設備（幹線・コンセント）配線図（２）

埋設標（地中線） 鉄製

（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥ　３.５°－２ＣＥ２.０３.５°

☆ ：防火区画の貫通部を示す（他の設備と共用）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ａ

Ｂ１Ｆ平面図　1/100

配線ﾋﾟｯﾄ

ＥＰＳ
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配線室

ＥＰＳ

１Ｆ平面図（下部）　1/100

１Ｆ平面図（上部）　1/100

２Ｆ平面図　1/100
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図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

１／１００ 図面番号 AE-10

FE-5

ＳＳ２００×２００×２００

Ｍ

FS-1

FE-1

制御盤　２Ｍ－１

Ｍ

（ＡＭ工事）
　サーモスタット

Ｔ
Ｍ

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００
ＳＳ２００×２００×２００

※２

※３

※４

Ｂ

ＳＳ４００×４００×４００

★

台数Ｎｏ 名　　　称 電圧Ｖ 容量ｋＷ相

２００

２００３

１

１

（制御盤　２Ｍ－１）

タイマー・サーモ運転

配線サイズ 備　　考

ＦＳ－１に連動

有圧換気扇　給気用

同上電動シャッター
ＦＳ－１

ＦＥ－１

１

２００

２００３

１

１

同上電動シャッター １

有圧換気扇　排気用 ０.２

０.２
（Ｅ２５）ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

（Ｅ２５）ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

動力配線リスト表

台数Ｎｏ 名　　　称 電圧Ｖ 容量ｋＷ相

２００

２００３

１

１

動力配線リスト表 （開閉器盤　１Ｓ－１）

タイマー運転

配線サイズ 備　　考

（Ｅ２５）
同上電動シャッター

ＦＥ－５
１

有圧換気扇　排気用
ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

０.４

開閉器盤　１Ｓ－１

Ｓ

★
Ａ

※１

ＥＭ－ⅠＥ　２.０×３Ｅ２.０ ＦＥ－５（Ｅ２５） ２Ｍ－１

Ａ

Ｂ

（Ｅ３１） 動力幹線

（Ｅ１９）ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２
２Ｍ－１

※１

ＥＭ－ⅠＥ　２.０×３Ｅ２.０ ＦＥ－５（Ｅ２５） ２Ｍ－１

※２

２Ｍ－１

動力幹線

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

（Ｅ３１）

ＦＳ－１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

（Ｅ３１） ＦＥ－１

ＦＥ－５

サーモ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ
（Ｅ３１）

警　報

※３

２Ｍ－１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０ ＦＥ－１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３ ＦＥ－５
（Ｅ３１）

※４

ＥＭ－ⅠＥ　２.０×３Ｅ２.０ ＦＥ－１（Ｅ２５）
２Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ サーモ（Ｅ２５）

動力幹線（Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ

サーモ
（Ｅ３１）

警　報

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

特高受変電室棟　動力設備配線図（１）

B B

B B B B

０.１ ０.１

０.１

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ｃ

ＥＰＳ

３Ｆ平面図　1/100

４Ｆ平面図　1/100 ＲＦ平面図　1/100

ハト小屋

踏み段

梯子タラップ

特高設備電気室Ｂ 特高設備監視室
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※５

動力幹線

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×９Ｅ２.０
ＦＳ－２

ＥＭ－ＩＥ　２.０×９
（Ｅ５１）

ＥＭ－ⅠＥ　２.０×３Ｅ２.０ ＦＳ－４
（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

サーモ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ
（Ｅ３１）

３Ｍ－１

※６

３Ｍ－１

※１１

２Ｍ－１（Ｅ３１）

ＦＥ－２
ＥＭ－ＩＥ　２.０×９

（Ｅ５１）

警　報

ＦＳ－２
ＥＭ－ＩＥ　２.０×９

（Ｅ５１）

サーモ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ
（Ｅ３１）

警　報

３Ｍ－１

※８

ＦＳ－２
ＥＭ－ＩＥ　２.０×９

（Ｅ５１） ３Ｍ－１

※９

ＦＥ－２
ＥＭ－ＩＥ　２.０×９

（Ｅ５１） ３Ｍ－１

ＥＭ－ⅠＥ　２.０×３Ｅ２.０ ＦＳ－４

ＦＥ－４
（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
３Ｍ－１

※１０

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ 警　報

４ＬＰ－１ＡＣＰ－１

※１３

４ＬＰ－１ＡＣＰ－１

※７

ＦＳ－２
ＥＭ－ＩＥ　２.０×９

（Ｅ５１）
３Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ （Ｅ２５） サーモ

※１６

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ 警　報（Ｅ３１）

４Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ

警　報

サーモ
（Ｅ３９）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ ２・３Ｍ－１

２・３Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２ （Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥＴ２２° （Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）
３Ｍ－１

Ｎｏ

ＦＳ－３

ＦＥ－３

名　　　称

動力配線リスト表

有圧換気扇　給気用

同上電動シャッター

同上電動シャッター

有圧換気扇　排気用

台数電圧Ｖ 容量ｋＷ相

２００

２００３

１

１

（制御盤　４Ｍ－１）

１

２００

２００３

１

１

１

３.７

配線サイズ

タイマー・サーモ運転

備　　考

ＦＳ－３に連動３.７

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０
（Ｅ３１）

Ｎｏ

ＡＣＰ－１

名　　　称

動力配線リスト表

空冷ヒートポンプエアコン

台数電圧Ｖ 容量ｋＷ相

２００３ ２

（開閉器盤　ＲＳ－１）

ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ１.２

配線サイズ

（Ｇ２２） ３Ｆ特高設備監視室系統

備　　考

Ｎｏ

ＦＳ－２

ＦＥ－２

名　　　称

動力配線リスト表

有圧換気扇　給気用

同上電動シャッター

同上電動シャッター

有圧換気扇　排気用

台数電圧Ｖ 容量ｋＷ相

２００

２００３

（制御盤　３Ｍ－１）

１

２００

２００３

３１

１１.０

１１.０ ３

３

３

ＦＥ－４
同上電動シャッター

有圧換気扇　排気用

１

３

２００

２００

１

１

ＦＳ－４
有圧換気扇　給気用

同上電動シャッター １

３

２００

２００

１

１

０.１

０.１

１

１

１

１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×３Ｅ２.０

配線サイズ

（Ｅ３１）
タイマー・サーモ運転

備　　考

ＦＳ－２に連動

ＦＳ－４に連動

タイマー運転

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０ （Ｅ２５）

開閉器盤　ＲＳ－１

ACP-1ACP-1

FS-3

FE-3

Ｍ
Ｔ

（ＡＭ工事）
　サーモスタット

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２５０×２５０×２５０

※１３

ＳＳ３００×３００×３００

Ｍ

※１８

主幹盤　４ＬＰ－１

（フリーアクセスフロア内）

FS-2

FS-2

FS-2

FE-2 FE-4

FS-4

制御盤　３Ｍ－１

（ＡＭ工事）
　サーモスタット

Ｔ

FE-2 FE-2

ＳＳ２００×２００×２００ ＳＳ２００×２００×２００
ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００

※８
※７

※６

※５

※１０

Ｃ

ＳＳ３００×３００×３００

ＳＳ４００×４００×４００－２

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

※９

ＳＳ３００×３００×３００

Ｄ

★ ★

★

Ｓ

　溶融亜鉛メッキ製ダクター・ゴムベース付
（Ｌ＝１５０　Ｈ＝１３０）

コンクリート製支持ブロック　×３

２Ｍ－１

Ｃ

（Ｅ３１）

動力幹線
３Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ 警　報（Ｅ３１） ２・３Ｍ－１

Ｄ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ （Ｅ２５）
ＡＣＰ－１ ４ＬＰ－１

Ｅ

Ｅ

ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ （Ｅ２５）

※１４

４ＬＰ－１
ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ

ＡＣＰ－１
ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ （Ｅ２５）

（Ｅ２５）

※１４

B B

B B

ＦＥ－４

B B

ＥＭ－ＣＥＴ２２°

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２
動力幹線

動力幹線

ＥＭ－ＣＥＴ２２°

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２

ＥＭ－ＣＥＴ２２°

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２

ＥＭ－ＣＥＴ２２°

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×３Ｅ２.０
（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×９Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×９Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×９Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×９Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　５.５°×９Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０
（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３

ＦＥ－３

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
ＦＳ－３（Ｅ３１）

動力幹線

事業者名

会社名

AE-11図面番号１／１００縮 尺

作成年月日

図面名 特高受変電室棟　動力設備配線図（２）

ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ （Ｅ２５）

（Ｅ２５）

０.１

０.１

０.１

０.１

０.１

０.１

制御盤　４Ｍ－１
ＳＳ４００×４００×４００

（Ｅ３１）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
（Ｅ３１）

４Ｍ－１

４ＬＰ－１ＡＣＰ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ （Ｅ２５） サーモ

ＦＥ－３

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　３.５°－４Ｃ

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
（Ｅ３１）

４Ｍ－１

※１６

４Ｍ－１
（Ｅ３１）ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ 動力幹線

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ 警　報 ２・３Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ サーモ
（Ｅ３９）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
（Ｅ３１） ＦＥ－３

４Ｍ－１

１．図中特記なき配管配線は下記とする

特　記　事　項

（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥＥ　２°－３Ｃ

★

２．防火区画貫通措置

：防火区画の貫通部を示す

記　号 名　　称

凡　例

制御盤

露出丸形ボックス

摘　　　　要

開閉器盤

電動機 ＡＭ工事Ｍ

プルボックス 形式・寸法は傍記による

Ｓ

※１２

※１７

※１７

４Ｍ－１

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０
ＦＳ－３

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　２.０×３
ＦＥ－３（Ｅ３１）

※１８

２Ｍ－１

※溶融亜鉛メッキ

※１５ ※１１

※１２

※警報用
（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－３Ｃ （Ｅ２５） サーモ

※１５

（Ｅ１９）ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報

（Ｅ３１）

２・３Ｍ－１

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



－

分電盤　１Ｌ－１

特高設備電気室Ａ

倉　庫

★

１階

２階

４
９

０
０

５
９

０
０

（フリーアクセス内）

（ＰＦ２８）×３：警報用

５
６

０
０

３階

４
２

０
０

４階

制御盤　２Ｍ－１分電盤　２Ｌ－１

特高設備電気室Ｂ

制御盤　３Ｍ－１分電盤　３Ｌ－１

特高設備電気室Ｃ

主幹盤　４ＬＰ－１

Ｆ

Ｈ

Ⅰ

Ｇ

Ｇ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

★

★

　幹　線　設　備　系　統　図　

★

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

電灯幹線（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

１Ｌ－１

２Ｌ－１

３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×３ １～３Ｌ－１

２Ｍ－１

動力幹線
３Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２
警　報

２・３Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

Ａ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

電灯幹線（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

１Ｌ－１

２Ｌ－１

３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×３ １～３Ｌ－１

Ｆ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ ２・３Ｍ－１

Ｇ

２Ｍ－１（Ｅ３１）

動力幹線
３Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

Ｈ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ 電灯幹線
３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報（Ｅ１９）

（Ｅ３１）

動力幹線

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ （Ｅ３１） 警　報

３Ｍ－１

Ⅰ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ １Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ
電灯幹線

２Ｌ－１
（Ｅ５１）

（Ｅ３１） 動力幹線ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

Ｊ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ １・２Ｌ－１

２Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ
警　報

２Ｍ－１

Ｋ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２
２Ｌ－１

電灯幹線（Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報（Ｅ１９）

Ｌ

２Ｍ－１
動力幹線（Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

（Ｅ３１）

Ｍ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２
１Ｌ－１

電灯幹線（Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報（Ｅ１９）

ＳＳ５００×５００×５００－２

ＳＳ４００×４００×４００－２ＳＳ４００×４００×４００－２

ＳＳ４００×４００×４００－２

ＳＳ４００×４００×４００

ＳＳ４００×４００×４００－２

ＳＳ４００×４００×４００

ＳＳ４００×４００×４００

ＳＳ４００×４００×４００ＳＳ４００×４００×４００

（Ｅ３１）

（Ｅ３９）

（Ｅ３１）

（Ｅ３９）

（Ｅ１９）

（Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥＴ２２° （Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２ （Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

（Ｅ５１）

警　報

ＳＳ５００×５００×５００

ＳＳ４００×４００×４００－２

ＥＭ－ＣＥＴ２２°

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２

ＥＭ－ＣＥＴ３８°Ｅ８°×２

ＥＭ－ＣＥＴ２２°

事業者名

会社名

縮 尺

作成年月日

図面名

図面番号 AE-12

幹線設備系統図

Ａ

ＳＳ４００×４００×４００

Ｆ

Ｅ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２

電灯幹線（Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

１Ｌ－１

２Ｌ－１

３Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３Ｃ

Ｂ

Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　５.５°－３ＣＥ２.０×２ 動力幹線
４Ｍ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ 警　報（Ｅ１９）

（Ｅ３１）

制御盤　４Ｍ－１

Ｂ

Ｃ

Ｄ

（Ｅ３１）

Ｄ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ ２・３Ｍ－１（Ｅ３９） 警　報

Ｅ

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×２ ２・３Ｍ－１（Ｅ３１） 警　報

ＥＭ－ＣＥＥ　２゜－２Ｃ　×３ （Ｅ３９） 警　報 １～３Ｌ－１

Ｍ

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



分岐開閉器

２００Ｖ
電　灯

備　　考
コンセント

１

負荷容量（ＶＡ） 回路
番号

ＷＬ

５００

１０２５

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０ＡＦ３０ＡＴ
（中性線欠相保護付）

キャビネット形式

負荷容量

種別

相線

電圧

電気方式

主幹
器具

定格電流

定格遮断電流

盤　名　称

常用回路

主幹盤４ＬＰ－１

Ｖ

１φ３Ｗ

２００／１００Ｖ
２.３２５ｋＶＡ

３０Ａ

１０ｋＡ以上

回路
番号 分岐開閉器

負荷容量（ＶＡ）

電　灯 コンセント
備　　考

５１１

５２５ １３００

１３００

２００Ｖ

ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

Ｃ１

予備

スペース スペース

スペース スペース

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０誘導灯 誘６

一次側幹線：ＰＥ工事

１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ

３００

トリップ接点付

（５００）

８外壁 １ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

（５００） ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０ 予備

予備 ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０ （５００）

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０特高設備電気室Ｃ

特高設備電気室Ｃ

・遮断器トリップ警報用の故障出力端子の取付を行う。

・配線用遮断器は１Ｐサイズ協約型とする。

特記事項

：

：

：

直入起動

トリップ接点付遮断器（警報表示付）

手動－自動：

試験－自動

： タイムスイッチ

連動スイッチ：

：

：

運転－停止－故障

手動－自動

： 遅延タイマー　６０秒　（電動ＳＳ制御用）

１．凡例 ２．特記事項

・制御盤の警報はブザーとし、停止用タイマーを設ける。

・全てのＭＣＣＢ及びＥＬＣＢは警報スイッチ（ＡＬ）付とし

　盤毎の一括警報に含むものとする。

・分岐遮断器のトリップは２Ｅ故障表示と同一とする。

・自動時に他の機器を連動させる場合は試験運転時には

　連動させない。

・接地端子はＥＤ，ＥＤ（ＥＬＣＢ）を設ける。

Ｌ

ＡＢ

３

４－１

Ｔｉ

Ｉ

表示

ＣＯＳ

ＤＴｉ

ＭＣＣＢ３Ｐ５０／３０（※）１Ｌ－１ ３.５０８ｋＶＡ

Ｌ

操作・制御スイッチ

操作・制御方式

始動方式単
位
装
置

連　　動

負荷名称

記　　号

容量（ｋＷ）

系統（設置場所）

○（一括）故障出力

インターロック

５０ＡＦ１５ＡＴ
ＭＣＣＢ　２Ｐ

警報用

ＥＬＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付
５０ＡＦ２０ＡＴ

スペース スペース

ＷＬ

パッケージ形空調機
空冷ヒートポンプ

ＡＣＰ－１

１.２１.２

ＡＣＰ－１

パッケージ形空調機
空冷ヒートポンプ

３Ｆ特高設備監視室
（屋上）（屋上）

３Ｆ特高設備監視室

Ｌ

－ －

ＡＢ ＡＢ

５０ＡＦ２０ＡＴ
ＥＬＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付
５０ＡＦ２０ＡＴ １００ＡＦ１００ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付
１００ＡＦ７５ＡＴ
ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

制御盤　２Ｍ－１

１.１

２Ｆ特高設備電気室Ａ

４４.４

制御盤　３Ｍ－１（１）

３Ｆ特高設備電気室Ｂ

２２.６

３Ｆ特高設備電気室Ｂ

制御盤　３Ｍ－１（２）

一次側幹線：ＰＥ工事

３φ３Ｗ　２００Ｖ

セ
パ

レ
ー

タ

－

－

７８.１ｋＷ

２００Ｖ

３φ３Ｗ

常用回路

３Ｌ－１ ２.７０４ｋＶＡ

２Ｌ－１２.３２５ｋＶＡ

警報出力

１Ｌ－１ ２Ｌ－１ ３Ｌ－１ ４ＬＰ－１

一括警報出力

スペース

（制御盤）

（分電盤）

主幹盤　単線結線図

ＭＣＣＢ３Ｐ５０／３０（※）

ＭＣＣＢ３Ｐ５０／３０（※）

（※）トリップ接点付とする。

負荷容量：２.３２５ｋＶＡ

７.６３７ｋＶＡ負荷容量：

８.５３７ｋＶＡ
＋

・盤一括警報用の出力端子の取付を行う。

※制御盤２Ｍ－１・３Ｍ－１・４Ｍ－１　３点含む

事業者名

会社名

AE-13図面番号－縮 尺

作成年月日

図面名

４Ｆ特高設備電気室Ｃ

７.６

制御盤　４Ｍ－１

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付
５０ＡＦ３０ＡＴ

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



分岐開閉器

２００Ｖ
電　灯

備　　考
コンセント

１

負荷容量（ＶＡ） 回路
番号

ＷＬ

８００

１６０８

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０ＡＦ３０ＡＴ
（中性線欠相保護付）

キャビネット形式

負荷容量

種別

相線

電圧

電気方式

主幹
器具

定格電流

定格遮断電流

盤　名　称

常用回路

１Ｌ－１

Ｔ

１φ３Ｗ

２００／１００Ｖ

３.５０８ｋＶＡ

３０Ａ

１０ｋＡ以上

回路
番号 分岐開閉器

負荷容量（ＶＡ）

電　灯 コンセント
備　　考

７８２

８０８ １９００

１９００

２００Ｖ

Ｃ２

予備

スペース スペース

スペース スペース

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０誘導灯 誘１０

倉庫・配線室 ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ

３００

（５００）

１６外壁 １ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

（５００） ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０ 予備

予備 ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０ （５００）

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

倉庫

－

分岐開閉器

２００Ｖ
電　灯

備　　考
コンセント

１

負荷容量（ＶＡ） 回路
番号

ＷＬ

５００

１０２５

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０ＡＦ３０ＡＴ
（中性線欠相保護付）

キャビネット形式

負荷容量

種別

相線

電圧

電気方式

主幹
器具

定格電流

定格遮断電流

盤　名　称

常用回路

２Ｌ－１

Ｔ

１φ３Ｗ

２００／１００Ｖ

２.３２５ｋＶＡ

３０Ａ

１０ｋＡ以上

回路
番号 分岐開閉器

負荷容量（ＶＡ）

電　灯 コンセント
備　　考

５１１

５２５ １３００

１３００

２００Ｖ

Ｃ１

予備

スペース スペース

スペース スペース

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０誘導灯 誘６

特高設備電気室Ａ

３００

（５００）

８外壁 １ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

（５００） ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０ 予備

予備 ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０ （５００）

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

分岐開閉器

２００Ｖ
電　灯

備　　考
コンセント

１

負荷容量（ＶＡ） 回路
番号

ＷＬ

３００

１４０４

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０ＡＦ３０ＡＴ
（中性線欠相保護付）

キャビネット形式

負荷容量

種別

相線

電圧

電気方式

主幹
器具

定格電流

定格遮断電流

盤　名　称

常用回路

３Ｌ－１

Ｔ

１φ３Ｗ

２００／１００Ｖ

２.７０４ｋＶＡ

３０Ａ

１０ｋＡ以上

回路
番号 分岐開閉器

負荷容量（ＶＡ）

電　灯 コンセント
備　　考

１０８６

１１０４ １３００

１３００

２００Ｖ

Ｃ１

予備

スペース スペース

スペース スペース

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０誘導灯 誘１０

３００ （５００）

８外壁 １ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

予備 ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０ （５００）

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

３００

Ｃ２

特高設備電気室Ａ

特高設備電気室Ｂ
特高設備監視室

特高設備電気室Ｂ

特高設備監視室

（主幹盤４ＬＰ－１より）

ＥＭ－ＣＥ５.５゜－３ＣＥ２.０×２

１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ
（主幹盤４ＬＰ－１より）

ＥＭ－ＣＥ５.５゜－３ＣＥ２.０×２

１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ５.５゜－３ＣＥ２.０×２

警報出力 警報出力

警報出力

・遮断器トリップ警報用の故障出力端子の取付を行う。

・配線用遮断器は１Ｐサイズ協約型とする。

特記事項

（分電盤）

分電盤　単線結線図

（主幹盤４ＬＰ－１より）

Ｎ　Ｐ

６
０

０

５００ ２００

メラミン焼付　指定色

屋内露出形

鋼板製

設置場所

形式

箱体

塗装

※形状及び寸法は参考とする

備考

２Ｌ－１：
　２Ｆ　特高設備電気室Ａ

１Ｌ－１：
　１Ｆ　倉庫

３Ｌ－１：
　３Ｆ　特高設備電気室Ｂ

事業者名

会社名

縮 尺

作成年月日

図面名

AE-14図面番号－

Ｃ１ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０

予備 （５００）

ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０ ４００ 浄化槽制御盤

ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

ＥＬＣＢ２Ｐ５０／２０

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



Ｌ

有圧換気扇（給気用）

Ｌ

４－１ＡＢ

Ｌ

Ｔｉ・Ｔｈ

３ＡＢ

ＦＳ－１

２Ｆ特高設備電気室Ａ

３ＡＢ

Ｉ

０.３ ０.５

有圧換気扇（排気用）

操作・制御スイッチ

操作・制御方式

始動方式単
位
装
置

連　　動

５２５２

２Ｅ

負荷名称

記　　号

容量（ｋＷ）

Ａ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

５２

系統（設置場所）

○（一括）

インターロック

Ａ Ａ

２Ｅ ２Ｅ

５０ＡＦ１５ＡＴ
ＭＣＣＢ　２Ｐ

警報用

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付
５０ＡＦ１５ＡＴ

スペース スペース

ＥＭ－ＣＥ５.５゜－３ＣＥ２.０×２

３φ３Ｗ　２００Ｖ

ＷＬ

ＦＥ－１ ＦＥ－５

（２Ｆ特高設備電気室Ａ）

キャビネット形式

負荷容量

種別

相線

電圧

電気方式

主幹
器具

定格電流

定格遮断電流

盤　名　称

常用回路

制御盤　２Ｍ－１

Ｗ

３φ３Ｗ

２００Ｖ

１.１ｋＷ

－

－

（２Ｆ特高設備電気室Ａ）
２Ｆ特高設備電気室Ａ

Ｔｉ

有圧換気扇（排気用）

０.３
１Ｆ倉庫

（１Ｆ倉庫）

５０ＡＦ１５ＡＴ ５０ＡＦ１５ＡＴ

ＬＬ ＬＬ

４－１ＡＢ

Ｔｉ・Ｔｈ

３ＡＢ

１１.１

操作・制御スイッチ

操作・制御方式

始動方式単
位
装
置

連　　動

５２５２

２Ｅ

負荷名称

記　　号

容量（ｋＷ）

Ａ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

５２ ５２５２

系統（設置場所）

○（一括）

インターロック

Ａ ＡＡＡ

２Ｅ ２Ｅ２Ｅ２Ｅ

５０ＡＦ１５ＡＴ
ＭＣＣＢ　２Ｐ

警報用

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

スペース スペース

ＦＥ－２

Ｉ

ＥＭ－ＣＥＴ２２゜

３φ３Ｗ　２００Ｖ

ＷＬ

５２ ５２

Ａ Ａ

２Ｅ ２Ｅ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付
５０ＡＦ１５ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付
５０ＡＦ１５ＡＴ

（３Ｆ特高設備監視室）
３Ｆ特高設備監視室 ３Ｆ特高設備監視室

（３Ｆ特高設備監視室）

ＦＳ－４ ＦＥ－４

０.２ ０.２

Ｌ

３ＡＢ

Ｔｉ Ｉ

４－１ＡＢ

Ｌ

有圧換気扇（給気用） 有圧換気扇（排気用）有圧換気扇（給気用） 有圧換気扇（排気用） 有圧換気扇（排気用）

ＦＳ－２ ＦＥ－２ＦＳ－２

有圧換気扇（給気用）

ＦＥ－２

有圧換気扇（排気用）

Ｔｉ・Ｔｈ

３ＡＢ

Ｉ

４－１ＡＢ

Ｉ

４－１ＡＢ

３Ｆ特高設備電気室Ｂ
（３Ｆ特高設備電気室Ｂ） （３Ｆ特高設備電気室Ｂ）

３Ｆ特高設備電気室Ｂ
（３Ｆ特高設備電気室Ｂ）
３Ｆ特高設備電気室Ｂ

（３Ｆ特高設備電気室Ｂ）
３Ｆ特高設備電気室Ｂ

（３Ｆ特高設備電気室Ｂ）
３Ｆ特高設備電気室Ｂ

Ｌ

５２

Ａ

２Ｅ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

キャビネット形式

負荷容量

種別

相線

電圧

電気方式

主幹
器具

定格電流

定格遮断電流

盤　名　称

常用回路

制御盤　３Ｍ－１

Ｖ

３φ３Ｗ

２００Ｖ

６７.０ｋＷ

－

－

負荷名称

記　　号

容量（ｋＷ）

系　　統

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０Ａ
（ノントリップ）

３φ３Ｗ　２００Ｖ
（動力盤２Ｍ－１より）

キャビネット形式

盤　名　称 開閉器盤　１Ｓ－１

Ｅ
Ｍ

－
Ⅰ

Ｅ
２

.０
×

３
Ｅ

２
.０

Ｔ

有圧換気扇（排気用）

ＦＥ－５

０.４

負荷名称

記　　号

容量（ｋＷ）

系　　統

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０Ａ
（ノントリップ） （ノントリップ）

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０Ａ

３φ３Ｗ　２００Ｖ
（主幹盤４ＬＰ－１より）

キャビネット形式

盤　名　称 開閉器盤　ＲＳ－１

ステンレス製

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
３

.５
゜

－
４

Ｃ

Ｔ（ＷＰ）

空冷ヒートポンプ
パッケージ形空調機

ＡＣＰ－１

１.２

空冷ヒートポンプ
パッケージ形空調機

ＡＣＰ－１

１.２

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
３

.５
゜

－
４

Ｃ

３Ｆ特高設備監視室３Ｆ特高設備監視室１Ｆ倉庫

※ＣＥ－４Ｃ→１Ｃ：接地線

制御盤　単線結線図

ＤＴｉ ＤＴｉ ＤＴｉ

３φ３Ｗ　２００Ｖ

ＷＬ

Ｔｉ・Ｔｈ

３ＡＢ

Ｌ

（３Ｆ特高設備電気室Ｂ）
３Ｆ特高設備電気室Ｂ

ＦＳ－２

有圧換気扇（給気用）

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

電動シャッター出力

運転指令：

換気扇出力

（制御盤内Ｔｉ・Ｔｈより）
遅延タイマー

約８秒

遅延タイマー

約３０秒

給気用換気扇及び電動シャッター運転フロー

：

：

：

直入起動

トリップ接点付遮断器（警報表示付）

手動－自動：

試験－自動

： タイムスイッチ

連動スイッチ：

：

：

運転－停止－故障

手動－自動

： 遅延タイマー　６０秒　（電動ＳＳ制御用）

１．凡例 ２．特記事項

Ｌ

ＡＢ

３

４－１

Ｔｉ

Ｉ

表示

ＣＯＳ

ＤＴｉ

（制御盤）

・接地端子はＥＤ，ＥＤ（ＥＬＣＢ）を設ける。

・制御盤の警報はブザーとし、停止用タイマーを設ける。

・全てのＭＣＣＢ及びＥＬＣＢは警報スイッチ（ＡＬ）付とし

　盤毎の一括警報に含むものとする。

・分岐遮断器のトリップは２Ｅ故障表示と同一とする。

・自動時に他の機器を連動させる場合は試験運転時には

　連動させない。

（主幹盤４ＬＰ－１より） （主幹盤４ＬＰ－１より） （主幹盤４ＬＰ－１より）

故障出力 故障出力

・盤一括警報用の出力端子の取付を行う。

ＥＭ－ＣＥＴ３８゜Ｅ８°×２

５０ＡＦ３０ＡＴ ５０ＡＦ３０ＡＴ ５０ＡＦ３０ＡＴ ５０ＡＦ３０ＡＴ ５０ＡＦ３０ＡＴ ５０ＡＦ３０ＡＴ

事業者名

図面番号 AE-15－縮 尺

作成年月日

図面名

会社名

操作・制御スイッチ

操作・制御方式

始動方式単
位
装
置

連　　動

５２５２

２Ｅ

負荷名称

記　　号

容量（ｋＷ）

Ａ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

系統（設置場所）

○（一括）故障出力

インターロック

Ａ

２Ｅ

５０ＡＦ１５ＡＴ
ＭＣＣＢ　２Ｐ

警報用

ＭＣＣＢ　３Ｐ

トリップ接点付

スペース スペース

ＤＴｉ

５０ＡＦ２０ＡＴ ５０ＡＦ２０ＡＴ

１１.１ １１.１ １１.１ １１.１ １１.１

ＷＬ

キャビネット形式

負荷容量

種別

相線

電圧

電気方式

主幹
器具

定格電流

定格遮断電流

盤　名　称

常用回路

制御盤　４Ｍ－１

Ｗ

３φ３Ｗ

２００Ｖ

７.６ｋＷ

－

－

有圧換気扇（給気用） 有圧換気扇（排気用）

ＦＥ－３ＦＳ－３

３.８
４Ｆ特高設備電気室Ｃ

（４Ｆ特高設備電気室Ｃ）（４Ｆ特高設備電気室Ｃ）
４Ｆ特高設備電気室Ｃ

Ｌ Ｌ

４－１ＡＢ３ＡＢ

Ｔｉ・Ｔｈ Ｉ

３.８

ＥＭ－ＣＥ５.５゜－３ＣＥ２.０×２

３φ３Ｗ　２００Ｖ
（主幹盤４ＬＰ－１より）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



主幹盤・制御盤　参考姿図

－

Ｎ　Ｐ

５００６００

１,２００
１

,８
０

０

Ｎ　Ｐ

４００

屋外露出防水形

ステンレス製

屋　上

メラミン焼付　指定色

設置場所

形式

箱体

塗装

２５０

※形状及び寸法は参考とする

備考 ハト小屋壁面取付

５
０

０

開閉器盤　１Ｓ－１　参考姿図

制御盤　２Ｍ－１・４Ｍ－１　参考姿図

Ｎ　Ｐ

９
０

０

２００５００

メラミン焼付　指定色

屋内露出形

鋼板製

設置場所

形式

箱体

塗装

※形状及び寸法は参考とする

備考

制御盤　３Ｍ－１　参考姿図

メラミン焼付　指定色

屋内自立形

鋼板製

３Ｆ　特高設備電気室Ｂ設置場所

形式

箱体

塗装

※形状及び寸法は参考とする

備考

Ｎ　Ｐ

４００ １５０

５
０

０

メラミン焼付　指定色

屋内露出形

鋼板製

設置場所

形式

箱体

塗装

※形状及び寸法は参考とする

備考

開閉器盤　ＲＳ－１　参考姿図

１Ｆ　倉庫

Ｎ　Ｐ

３００５００

１,０００

１
,８

０
０

主幹盤　４ＬＰ－１　参考姿図

メラミン焼付　指定色

屋内自立形

鋼板製

４Ｆ　特高設備電気室Ｃ設置場所

形式

箱体

塗装

※形状及び寸法は参考とする

備考

取付架台（本工事）

フリーアクセス

（電灯分電盤） （動力制御盤）

▽ＦＬ

フリーアクセス

取付架台（本工事）

▽ＦＬ▽ＦＬ ▽ＦＬ

５００

事業者名

図面番号－縮 尺

作成年月日

図面名

会社名

AE-16

４Ｍ－１：
　４Ｆ　特高設備電気室Ｃ

２Ｍ－１：
　２Ｆ　特高設備電気室Ａ

Ｎ　Ｐ

６００

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



１Ｆ平面図（下部）　1/100

AA

BB

C

C

倉庫

シャフト部

ＥＰＳ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２
8
,
1
5
0

15,500

5,050 5,0505,400

3,300

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

特高受変電室棟　雷保護設備配線図

１／１００ 図面番号 AE-17

Ｒ
＝
４
５
ｍＲ

＝
４
５
ｍ

Ｒ
＝
４
５
ｍ

Ｒ
＝
４
５
ｍ

▽ＧＬ＋２００００

※　ＪＩＳ　Ｚ　９２９０－３：２０１９規定に基づく。

※　接地極：構造体利用接地極

※　受雷部導体の突角部は３０ｍｍ以上突出させること。

※　３電極法又はＷｅｎｎｅｒの4電極法により大地抵抗率を測定する。

１０
１１

突針　　ＯＴ型
支持管　鋼管（ＳＴＫ４００）　溶融亜鉛めっき

番号 記号 名　　　　　　　　　　　　称

避雷設備凡例

１
２

３

７
８

４

９

６
５

接続端子（外部階段・手摺：受雷部代用）

Ｔ型クランプ
水切端子
銅線２.０×１３本（ＰＦ２２）　埋込配管

アルミ線　　２.０　×　１９本　
アルミ線取付金物　　水平＠６００　垂直＠１０００

４８.６φ（３.２ｔ）３ｍ

接着用・床用

支持管取付台　　（基礎：建築工事）

鉄筋接続クランプ（２条に接続）

接地棒　　１４φ　×　１５００　×　１本
端子ボックス　　露出用　　１端子　　（ステンレス製）　ＴＢ-ＳＳ1Ａ

測定用リード線　　ＩＥ　５.５ｍｍ２

測定用アース棒　　１４φ　×　３００
１２
１３

LPSクラスに応じた引下げ導線の必要箇所数

LPSクラス 平均間隔（ｍ） 今回建物の場合

１５
外周長（ｍ） 引下げ導線（箇所数）平均間隔（ｍ）
５７ ３.８１５÷ ＝

必要数

≦ ４

LPS
クラス

回転球体法
Ｒ（ｍ）

メッシュ法幅
（ｍ）

４５ １５×１５

※　備考１．Ｒは、回転球体法の球体半径。

LPSクラスに応じた受雷部の配置

※　回転球体法を適用する。

構造体受雷部利用の材料及び使用条件

材料 厚さｔ（ｍｍ） 厚さｔ’（ｍｍ） 断面積（ｍｍ２）

鉄

銅

アルミニウム合金

被保護物等を覆う金属板として、１）及び４）を満足し、かつ、２）又は３）を満足しなければならない。

４

５

７

０.５

０.５

０.６５

５０

５０

５０

（ステンレス・亜鉛めっき鋼）

　１）種々の部品間の電気的連続性が、恒久的であるもの（例　黄銅ろう付、溶接、クランプ、圧着、縫

　　　い合せ、ねじ止め又はボルト締め）

　２）金属板が雷放電によって穴があいても差し支えない構造の場合、又は金属板の下部に着火する可燃

　　　物がない場合、金属板の厚さがｔ’の値以上のもの

　３）雷放電による開孔及び局所加熱（ホットスポット）を懸念する場合、金属板の厚さが

　　　ｔの値以上のもの

　４）絶縁物で覆われていない

構造体利用接地極

ＪＩＳ　Ｚ　９２９０－３：２０１９　５．４．４　引用

　　コンクリート基礎内の相互接続した鉄筋、又は他の適切な埋設金属構造物は、接地極として

　　利用することが望ましい。

ＪＩＳ　Ｚ　９２９０－３：２０１９　解説４．６．３　引用

　　構造体利用接地極では、建築物等の地下部分構造体の鉄筋又は鉄骨を接地極とし、地上部分

　　の鉄筋又は鉄骨を引下げ導線に利用する方法が最も望ましい。

　　構造体利用接地極と構造体利用引下げ導線の接続部分で、金属製構成部材相互の電気的接続

　　が不十分な場合があるので建築物の建設時に相互の電気的連続性を確認する必要がある。

Ｐ Ｃ
８

８

８

８

８

８

８

８

１１ １２ １３

１０

ハト小屋

梯子タラップ

AA

BB

C

C

Ｙ１

Ｙ２

8
,
1
5
0

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

1,90015,500

5,050 5,400 5,050

ＲＦ平面図　1/100

６

６

６

６

４

４

４

７ ８

７ ８ ７ ８

７ ８

５

９

１ ２ ３

▽設計GL TP+4.00▼
▽

▽
▽

▽

▽
▽

▽
▽

▼

▽2SL TP+9.90m

▽RSL TP+24.60m

▽パラペット天端 TP+25.30m

▽3SL TP+14.80m

▽4SL TP+20.40m

▽1SL TP+4.00

2
1
,
3
0
0

5
,
9
0
0

4
,
9
0
0

5
,
6
0
0

4
,
2
0
0

7
0
0

▽2SL TP+9.90m

▽RSL TP+24.60m

▽パラペット天端 TP+25.30m

▽3SL TP+14.80m

▽4SL TP+20.40m

5
,
9
0
0

4
,
9
0
0

4
,
2
0
0

7
0
0

▽1SL TP+4.00

2
1
,
3
0
0

5
,
6
0
0

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｙ１ Ｙ２

15,500

5,050 5,0505,400

3,300

1,775 1,525

8,150

東側立面図　　　1/100 北側立面図　　　1/100

７ ８ ７ ８ ７ ８ ７ ８

１ ２ ３

１ ２ ３

６

６ ６ ６

９ ９

８

８

８

８

８

８

８

８

４ ４

踏み段

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



水切端子（片側アルミ線用端子） 鉄筋接続クランプ

　　品　　名　　

鉄筋接続クランプ

銅導線

ＩＶ２２ｍｍ２鉄ユニクロめっき・銅スズめっき

　　材　　質　　

圧着端子（銅スズめっき）

鉄・ユニクロめっき

Ｍ８×２５

ワッシャ付六角ボルト 六角ボルト　Ｍ８×６０（鉄・ユニクロめっき）

鉄・ユニクロめっき

主
筋
２
１
φ
～
３
６
φ
迄

３
.２

６

４２.４

５
０

アルミ線取付金物（接着用）

アルミ台
１.５ｔ

Ｍ６×１６
（ステンレス）

Ｍ６　並ナット
（ステンレス）

２０

３
５

４
５

１
０

３０φ

φ７０

４ｔ×２５×２５０
（クロムめっき）
銅帯

Ｍ１０ナット、ワッシャ付
（黄銅ニッケルめっき）

３３０

５０
８０

３０５０
１００

５０

２５０

Ｍ１０ナット、ワッシャ付
（アルミ合金）

端子（アルミ合金）端子（黄銅ニッケルめっき）

Ｍ６（黄銅ニッケルめっき）

避雷突針　ＯＴ型　　（銅製）　　クロムめっき 支持管自立型　ＳＴＫ（溶融亜鉛めっき）

取付ボルトＭ１０

支持管 ＳＴＫ４００

４８.６φ（３.２ｔ）

９０

１２０

６
５

７
０

３
０
０

２
３

０

１６φ

銅　クロムめっき

黄銅　クロムめっき

Ｄ１

Ｓ

ｔ
２

Ｗ

５
０

Ｐ
５
０

Ｗ

５０Ｐ５０

水抜キ穴
（２ヶ所）

φ

ｔ
１

５
０

０

４
０
０

１
０

０

７
５

２
５
０

７
５

アンカーボルトφｄＰＷ ｔ２ｔ１支持管外径 サヤ管外径Ｄ１ Ｓ

（クロームメッキ）

４
０

０

ＳＵＳプレート　２.０

（ヘアーライン仕上）

ＣＰ

２００

端子、黄銅

（２０×１１０×ｔ１０）

（圧着　５.５°用）

ゴムパッキング

測定用端子

（１２０×１１０×ｔ１０）
ベークプレート

銅プレート　１２０×２５×ｔ４

合成樹脂プレート

８０

国土交通省仕様　接地測定用端子ボックス（露出用・ＳＵＳ製）

打込用鉄ピン

銅

リード線　２２ｍｍ２×５００

φ
１

４

１５００

８０

７５

φ
１

４

接地棒

ＴＢ－ＳＳ１Ａタイプ

ＬＲ-1

ｄ

２００３００ １２ ９ Ｍ１２ ２２φ　４８．６φ 　８９.１φ ９０Ｍ１６×４本使用

φ４８.６（ｔ３.２）

３
０

０
０

導線接続端子

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

特高受変電室棟　雷保護設備　機器詳細図

－ 図面番号 AE-18

Ｍ６×１２
（ステンレス）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



構内交換設備系統図

－

特高設備電気室Ａ

倉　庫１階

２階

４
９

０
０

５
９

０
０

５
６

０
０

３階

４
２

０
０

４階

端子盤　２Ｔ－１

特高設備電気室Ｃ

　構　内　交　換　設　備　系　統　図　

ＳＳ２５０×２５０×２５０

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｂ１階

２
４

０
０

ハンドホール
×３

Ｈ

ＳＳ２００×２００×２００

特高受変電棟

管理棟

既設電話主装置

新設特高受変電棟の内線電話（多機能：２台・一般３台）増設に伴い、

１階

２階

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＤＥ

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ３００×３００×３００

特高設備電気室Ａ

端子盤　３Ｔ－１

特高設備監視室特高設備電気室Ｂ

端子盤　４Ｔ－１

ＳＳ２５０×２５０×２５０

ＳＳ２５０×２５０×２５０

特高設備電気室Ｃ

Ｇ

ＳＳ２００×２００×２００

ＳＳ２００×２００×２００★

★

※１

※１

Ｈ

※２

※３

※４

※４

Ｅ

ＳＳ２００×２００×２００－Ｖ

Ｄ

Ａ

ＳＳ３００×３００×３００

ＳＳ２５０×２５０×２５０

Ａ

Ａ

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５） ３・４Ｔ－１

（ＨＩＶＥ２２）

Ｅ

２Ｔ－１

（Ｅ２５）

Ａ

２Ｔ－１ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

Ｆ

２Ｔ－１ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ （Ｅ１９）

Ｇ

★

★ （既設ダクト内）

（既設ラック内）ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

Ｂ

Ｃ

２Ｔ－１

２Ｔ－１

（ＦＥＰ１５０：ＰＥ工事）

Ｄ

２Ｔ－１

Ａ

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）

Ｈ

４Ｔ－１

２Ｔ－１
ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ×２ （Ｅ２５）

※１

（Ｅ２５）

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５） ３・４Ｔ－１

※３

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ×２ （Ｅ２５）

※２

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）
４Ｔ－１

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ （Ｅ１９）

※４

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ （Ｅ１９）

３Ｔ－１

３Ｔ－１

★

形　状盤名称

１０Ｐ実装

電　話

２～４Ｔ－１

１．図中特記なき配管配線は下記とする

特　記　事　項

（Ｅ１９）ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ

★

２．防火区画貫通措置

：防火区画の貫通部を示す

（鋼板製屋内露出形）
キャビネット形式：Ｔ

端子盤リスト

Ｎ　Ｐ

４
０

０

３００ １５０

メラミン焼付　指定色

屋内露出形

鋼板製

設置場所

形式

箱体

塗装

備考

４Ｔ－１：
　４Ｆ　特高設備電気室Ｃ

（内部木板付）

３００ ２００

４
０

０

本　体 合成樹脂製

アクリル製
合成樹脂製

保護構造 ＩＰ２４Ｃ以上

扉
窓

形　状

備　考

壁掛形

・形状は参考とする
・壁掛形で設置する場合、落下防止チェーン付とする

ボタン電話機（多機能電話機）　２台

日時・ダイヤルモニタ・通話時間等を表示ディスプレイ

機　能
サービスクラス等
オンフックダイヤル、保留、転送、再呼

ボタン電話機　仕様・参考姿図

ボタン電話機収納箱　　　１面Ｔ

ボタン電話機（一般電話機）　　３台Ｔ

Ｔ

２Ｔ－１：
　２Ｆ　特高設備電気室Ａ
３Ｔ－１：
　３Ｆ　特高設備監視室

端子盤　参考姿図

端子盤　　３面

Ｔ

（多機能：３２回線・一般：４回線）

予備回線への結線・調整を行う。

Ｔ

Ｆ

★

新設特高受変電棟－内線電話機（多機能：２台・一般：３台）増設

　・管理棟－既設電話主装置（多機能内線３２回線・一般内線：４回線）

注　記

　　　新設特高受変電棟の内線電話増設に伴い、予備回線への結線・調整を行う。

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

事業者名

会社名

図面番号縮 尺

作成年月日

図面名

AE-19

記　号 名　　称

凡　例

摘　　　　要

形式・寸法は傍記によるプルボックス

Ｎ ジョイントボックス ノズルプレート付

露出丸形ボックス

Ｎ

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ａ

Ｂ１Ｆ平面図　1/100

配線ﾋﾟｯﾄ

ＥＰＳ

倉庫

配線室

ＥＰＳ

１Ｆ平面図（下部）　1/100

１Ｆ平面図（上部）　1/100

２Ｆ平面図　1/100

AA

C

C

A

C

C

AA

C

C

AA

C

C

可動クレーン

ホイストレール

ホイストレール

倉庫

シャフト部
ＥＰＳ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

8
,
1
5
0

15,500

5,050 5,0505,400

15,500

5,050 5,0505,400

3,3003,300

15,500

5,050 5,0505,400

8
,
1
5
0

3
,
9
2
5

4
,
2
2
5

8
,
1
5
0

2
,
9
0
0

15,500

5,050 5,0505,400

3,300

8
,
1
5
0

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

１／１００ 図面番号 AE-20

特高受変電室棟　構内交換設備配線図（１）

端子盤　２Ｔ－１
ＳＳ３００×３００×３００

※１

※１ Ｆ

★

ＳＳ３００×３００×３００

Ｔ

Ｈ

ＳＳ２００×２００×２００

Ｔ

２Ｔ－１
ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ×２ （Ｅ２５）

※１

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５） ３・４Ｔ－１

以降配置図参照

ＳＳ２００×２００×２００－Ｖ

Ｅ Ｅ

Ａ
Ａ

ＳＳ２００×２００×２００ ＳＳ２００×２００×２００

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５） ３・４Ｔ－１

（ＨＩＶＥ２２）

Ｅ

２Ｔ－１

（Ｅ２５）

Ａ

２Ｔ－１ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

Ａ

Ｈ

２Ｔ－１ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ （Ｅ１９）

Ｆ

★

Ａ
A

B B

ＴB B

B B

★

Ｈ

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



特高設備電気室Ｃ

ＥＰＳ

３Ｆ平面図　1/100

４Ｆ平面図　1/100 ＲＦ平面図　1/100

ハト小屋

梯子タラップ

特高設備電気室Ｂ 特高設備監視室

ＥＰＳ

AA

C

C

AA

C

C

AA

C

C

Ｙ１

Ｙ２

8
,
1
5
0

Ｙ１

Ｙ２

8
,
1
5
0

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

15,500

5,050 5,0505,400

3,300

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

15,500

5,050 5,0505,400

3,300

Ｙ１

Ｙ２

8
,
1
5
0

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

1,90015,500

5,050 5,400 5,050

踏み段

１．図中特記なき配管配線は下記とする

特　記　事　項

（Ｅ１９）ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ

★

２．防火区画貫通措置

：防火区画の貫通部を示す

記　号 名　　称

凡　例

端子盤

摘　　　　要

ボタン電話機（多機能）

電話用アウトレット ６極４芯

Ｔ

Ｔ

ボタン電話機（一般）

露出丸形ボックス

Ｔ ボタン電話機（一般） ボタン電話機収納箱付

形式・寸法は傍記によるプルボックス

※３

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ×２ （Ｅ２５）

※２

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）
４Ｔ－１

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ （Ｅ１９）

※４

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０.４－２Ｐ （Ｅ１９）

３Ｔ－１

３Ｔ－１

端子盤　４Ｔ－１
ＳＳ２５０×２５０×２５０

※４

※４

ＳＳ２５０×２５０×２５０ Ｔ

★

Ｇ

★

※２※３

Ｔ

端子盤　３Ｔ－１
ＳＳ２５０×２５０×２５０

特高受変電室棟　構内交換設備配線図（２）

ＥＭ－ＴＫＥＥ　０.５－１０Ｐ （Ｅ２５）

Ｇ

４Ｔ－１

ＳＳ２５０×２５０×２５０

B B

B B

Ｔ

事業者名

会社名

縮 尺 １／１００ 図面番号 AE-21

作成年月日

図面名

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



事務室

会議室

食堂
ＤＮ

ＵＰ

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

１／１００ 図面番号 AE-22

既設管理棟　構内交換設備配線図

(高圧･低圧セパレータ)
ケーブルダクト400Wx250D

アルミケーブルラック300W 

高圧ケーブル通線用歩廊200H

仮眠室 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(既設) 
アルミケーブルダクト 

電気室（Ｃ） 

電気室（Ａ） 

操作室 

(既設) 
アルミケーブルダクト 

電気室(Ｂ） 

(既設) 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1
2
0
0
0

1
6
0
0

5
9
0
0

650 400040004000400040004000 4000650

(既設) 
アルミケーブルラック 

(既設) 
アルミケーブルラック 

(既設) 
アルミケーブルラック 

仮眠室 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(高圧･低圧セパレータ)
ケーブルダクト400Wx250D

電気室（Ｃ） 

電気室（Ａ） 

(既設) 
アルミケーブルダクト 

(既設) 
アルミケーブルダクト 

(既設) 
アルミケーブルダクト アルミケーブルラック 

アルミケーブルラック 

(既設) 

(既設) 

Ａ

Ｂ

Ｃ

1
6
0
0

1
2
0
0
0

電気室(Ｂ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

Ｄ

650 400040004000400040004000 4000650

5
9
0
0

(既設) 
アルミケーブルダクト 

操作室 

管理棟１Ｆ平面図（下部）　1/100

管理棟１Ｆ平面図（上部）　1/100

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

1
2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
,
5
0
0

7
,
5
0
0

650 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

管理棟２Ｆ平面図　1/100

以降配置図参照

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

（既設ダクト内）

２Ｔ－１

（既設ラック内）ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

（Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＣＰ－Ｐ　０.６５－１０Ｐ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＳＳ２００×２００×２００

Ａ

Ｂ

Ｃ

２Ｔ－１

２Ｔ－１

既設電話主装置

新設特高受変電棟の内線電話（多機能：２台・一般３台）増設に伴い、

（多機能：３２回線・一般：４回線）

予備回線への結線・調整を行う。

記　号 名　　称

凡　例

摘　　　　要

形式・寸法は傍記によるプルボックス

はつり工事　機械貫通 （＊＊φ）：貫通サイズを示す

新設特高受変電棟－内線電話機（多機能：２台・一般：３台）増設

　・管理棟－既設電話主装置（多機能内線３２回線・一般内線：４回線）

注　記

　　　新設特高受変電棟の内線電話増設に伴い、予備回線への結線・調整を行う。

特　記　事　項

★

１．防火区画貫通措置

：防火区画の貫通部を示す

ジョイントボックス ノズルプレート付

Ａ

（３２φ）
★

Ｎ

露出丸形ボックス

Ｎ

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



取
水
ポ
ン
プ
室

汚泥処理棟

着水井

汚泥貯留槽 沈砂池

濃縮槽
Ｎｏ１ Ｎｏ２

送水ポンプ井送水ポンプ室

横流式沈殿池

高速凝集沈殿池

管理棟

濃縮槽

原汚泥調整槽

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

全体配置図（撤去・仮設工事）

１／５００ 図面番号 AE-23凡　例

：今回対象（撤去）範囲を示す

電気室

変電所

倉庫

車庫

貯蔵所
危険物屋内

分電盤　Ｌ－１
既設（※）

既設
　ＳＳ３００×３００×２００ＷＰ

浄化槽制御盤
（ＡＭ工事）

ＥＭ－ＣＥ　３.５゜－２ＣＥ２.０（ＦＥＰ３０）：露出 仮設工事

　倉庫既設分電盤Ｌ－１より新設浄化槽制御盤（ＡＭ工事）への仮設電源を新設とする。

　この仮設電源は、特高受変電室棟建設後の本設電源新設時に撤去とする。

注　記

　（※）新設浄化槽制御盤の仮設電源は倉庫既設分電盤Ｌ－１予備回路⑦（MCCB2P20A）への

仮設工事（浄化槽電源）

新設

　　　　接続とする。

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名

ＣＶ　１４゜－３Ｃ 撤去工事



特高変電所　電気設備配線図（撤去）

電気室

マンホール蓋

タラップ

下部ハンドホール

1
5
,
0
0
0

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

9,000 15,500

24,500

タラップ

タラップ

フェンス

電気室

マンホール蓋

下部ハンドホール

１ ２ ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

1
5
,
0
0
0

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

9,000 15,500

24,500

タラップ

タラップ

フェンス

照明灯

照明灯

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ３

２

２

Ｔ

電気室

マンホール蓋

タラップ

下部ハンドホール

1
5
,
0
0
0

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

9,000 15,500

24,500

タラップ

タラップ

フェンス

照明灯

照明灯

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ３

分電盤　Ｌ－ＫＥ
制御盤　Ｍ－ＫＥ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

安定器

安定器

安定器

電気室

５

ＬＳＳ９－４－４８ ７

Ｋ１－ＬＳＳ９－４－４８

トランスヤード

ＨＩＤ４００W ３

分電盤リスト

分電盤Ｌ－ＫＥ（鋼板製・露出形）

　主幹　ＥＬＣＢ３Ｐ５０Ａ　　×１

　分岐　ＭＣＣＢ２Ｐ２０Ａ　　×４

１
ｅ ｄ

１

ｃ
２

２

２

Ａ
ａ

ｂ

３

（２種金属線ぴ４０×３０）
１ ２

１

４

ａ

ＩＶ　２.０×６Ｅ２.０

ＩＶ　２.０×２

１ ２

ｂ

ＩＶ　１.６×４Ｅ１.６ （２種金属線ぴ４０×３０）

ｃ

（２種金属線ぴ４０×３０）
１

ＩＶ　１.６×５Ｅ１.６

ＩＶ　２.０×２

１ ４

ｄ

（２種金属線ぴ４０×３０）
１

ＩＶ　１.６×４Ｅ１.６

ＩＶ　２.０×２

１ ４

ｅ

（２種金属線ぴ４０×３０）
１

ＩＶ　１.６×２Ｅ１.６

ＩＶ　２.０×２

１

３Ｐ２０Ａ
Ｅ

３Ｐ２０Ａ
Ｅ

３Ｐ２０Ａ
Ｅ

３Ｐ２０Ａ
Ｅ

ＡＥ

ＡＥ

特　記　事　項

１．図中特記なき配管配線は下記とする。
　　電灯設備

ＩＶ　１.６×４
ＩＶ　１.６×２Ｅ１.６
ＩＶ　２.０×２

ＩＶ　２.０×２

（Ｅ１９）：露出

（Ｅ１９）：露出

ＩＶ　２.０×２ （Ｅ１９）：床隠ぺい

　　動力設備

ＩＶ　１.６×３

ＨＦ３００Ｗ
ポール：地上高５.０ｍ

２

（Ｅ１９）：露出

ＩＶ　１.６×２Ｅ１.６ （線ぴ内配線）
（線ぴ内配線）

ＩＶ　１.６×３Ｅ１.６
（Ｅ２５）：露出
（Ｅ１９）：露出
（Ｅ１９）：露出

ＩＶ　１.６×６Ｅ１.６

　　火災報知設備

ＡＥ　１.２－２Ｃ （Ｅ１９）：露出ＡＥ

タンブラスイッチ

自動点滅器

壁付コンセント

１Ｐ１５Ａ×１

２

Ａ

２Ｐ１５Ａ×２

金属製プレート

　　　〃

記　号 名　　　　称

凡　例

摘　　　　要

天井付ＬＥＤ灯（露出形）

Ｔ ボタン電話機

電話用アウトレット 樹脂製プレート

有圧換気扇 ＡＭ工事

露出丸形ボックス

火災受信機 Ｐ型２級　３回線

煙感知器 ２種　露出形Ｓ

３Ｐ
２０ＡＥ 壁付コンセント ３Ｐ２０Ａ×１　接地極付 金属製プレート

　　　　ＭＣＣＢ１Ｐ２０Ａ　　×４

２種金属線ぴ４０×３０

サーモスタット

（構内交換）

床隠ぺい配線

露出配線

（配管配線）

（電灯）

ＬＥＤ灯（露出形） 天井付　電池内蔵型

（動力）

（火災報知）

制御盤リスト

分電盤Ｍ－ＫＥ（鋼板製・露出形）

　主幹　ＭＣＣＢ３Ｐ５０Ａ　　×１

　負荷　２.２ｋＷ以下　　　　　×４

　　　　ＭＣＣＢ２Ｐ２０Ａ　　×１

　分岐　ＭＣＣＢ３Ｐ２０Ａ　　×１

モジュラーケーブル６極４芯 （ＭＭ１－Ａ）

　（寸法：５００Ｗ×６００Ｈ×１５０Ｄ）

　（寸法：６００Ｗ×１１００Ｈ×２００Ｄ）

Ｍ

（水中ポンプ）

２

ＩＶ　５.５°×２ （Ｅ１９）：床隠ぺい５.５°

５.５°

５.５°

ｂ

ｂ

ｂ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

図中の器具類及び配管配線（コンクリート埋込部の電線管は除く）は全て撤去とする。

（Ｅ１９）×１
（Ｅ５１）×１

（Ｅ５１）×１
（Ｅ１９）×１

（Ｅ１９）×２ （Ｅ１９）

事業者名

会社名

縮 尺 図面番号 AE-24

作成年月日

図面名

１／１００

ＳＳ１００×１００×１００ＷＰ

モジュラージャック

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



倉庫　電気設備配線図（撤去）

Ｂ

木製棚-2面

Ａ
8
,
5
0
0

2
,
9
0
0

2
,
7
0
0

2
,
9
0
0

１ ２ ３ ４ ５

4,000

16,000

4,000 4,000 4,000

Ｂ

木製棚-2面

Ａ

8
,
5
0
0

2
,
9
0
0

2
,
7
0
0

2
,
9
0
0

１ ２ ３ ４ ５

4,000

16,000

4,000 4,000 4,000

Ａ

ＳＳ１５０×１５０×１００

木製棚-2面２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ２Ｅ
２

２

２ ２

１ ２ ３ ４ ５

4,000

16,000

4,000 4,000 4,000

ＳＳ１５０×１５０×１００

Ｍ

Ｍ

ＳＳ１００×１００×１００

８°

５.５°

倉　庫

３

１２吊下ＦＬ４０Ｗ－２

直付ＦＬ２０Ｗ－１

分電盤　Ｌ－１

タンブラスイッチ

自動点滅器

壁付コンセント

１Ｐ１５Ａ×１

壁付コンセント２Ｅ

２

Ａ

２Ｐ１５Ａ×２

２Ｐ１５Ａ×２Ｅ付

金属製プレート

　　　〃

　　　〃

記　号 名　　　　称

凡　例

摘　　　　要

蛍光灯（露出形） ＦＬ２０Ｗ×１灯　壁付

ＦＬ４０Ｗ×２灯　天井付蛍光灯（露出形）

特　記　事　項

ＩＶ　１.６×２ （Ｅ１９）：露出

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

分電盤リスト

分電盤Ｌ－１（鋼板製・露出形）

　主幹　ＥＬＣＢ３Ｐ５０Ａ　　×１

　分岐　ＭＣＣＢ１Ｐ２０Ａ　　×８

Ｔ

Ｔ ボタン電話機

電話用アウトレット 樹脂製プレート

電動機 ＡＭ工事Ｍ

プルボックス

露出丸形ボックス

形式・寸法は傍記による

　　電灯設備

ＩＶ　１.６×３
ＩＶ　１.６×４
ＩＶ　１.６×５ （Ｅ２５）：露出

ＩＶ　２.０×２
ＩＶ　２.０×２Ｅ２.０

（Ｅ１９）：露出
（Ｅ１９）：露出

（Ｅ１９）：露出
（Ｅ１９）：露出

ＩＶ　２.０×２
ＩＶ　２.０×２Ｅ２.０

（Ｅ１９）：床隠ぺい
（Ｅ１９）：床隠ぺい

　　動力設備

ＩＶ　２.０×４ （Ｅ２５）：露出
ＣＶ　５.５°-４Ｃ５.５°

８° ＣＶ　８°-４Ｃ

制御盤Ｐ－１（鋼板製・露出形）

　主幹　ＥＬＣＢ３Ｐ７５Ａ　　×１

　分岐　ＭＣＣＢ３Ｐ１５Ａ　　×１

制御盤リスト

１

３ ４

２

５

６

制御盤　Ｐ－１

　　　　ＭＣＣＢ３Ｐ２０Ａ　　×１

　　　　ＭＣＣＢ３Ｐ３０Ａ　　×１

　　　　ＭＣＣＢ３Ｐ５０Ａ　　×１

露出配線

床隠ぺい配線

（配管配線）

（電灯）

（動力）

（構内交換）

（ホイスト）

（コンプレッサー）

（溶接機）

モジュラーケーブル６極４芯 （樹脂モール１号）

（露出）
（露出）

分電盤　Ｌ－１

　（寸法：６００Ｗ×６００Ｈ×１５０Ｄ）

　（寸法：６００Ｗ×６００Ｈ×１５０Ｄ）

図中の器具類及び配管配線（コンクリート埋込部の電線管は除く）は全て撤去とする。

（ＰＥ３６）×１
（ＰＥ４２）×１

ＳＳ３００×３００×２００ＷＰ

（ＰＥ４２）×２

ＳＳ３００×３００×２００ＷＰ

（ＰＥ２２）

ＳＳ１５０×１５０×１００ＷＰ

事業者名

会社名

縮 尺 １／５０ 図面番号 AE-25

作成年月日

図面名

モジュラージャック

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



車庫・危険物屋内貯蔵所　電気設備配線図（撤去）

Ｂ

車庫

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
,
2
0
0

Ａ

2,500 2,500 2,500 2,500

10,000

１ ２ ３

Ｓ

Ｓ

車　庫

３

吊下ＦＬ４０Ｗ－１

直付ＦＬ２０Ｗ－１

４

分電盤リスト

車庫分電盤（鋼板製・露出形）

　主幹　ＥＬＣＢ２Ｐ３０Ａ　　　×１

　（寸法：６００Ｗ×９００Ｈ×１５０Ｄ）

　分岐　ＭＣＣＢ１Ｐ２０Ａ　　　×４

２

1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

1
,
8
0
0

1,800 1,800

3,600

Ｂ

Ａ

Ｃ

１ ２ ３

危険物屋内貯蔵所

危険物屋内貯蔵所

直付ＦＬ４０Ｗ－１（防爆型） １

ＷＰ

ＳＳ２００×２００×２００－Ｖ

Ｂ

Ａ

車庫分電盤

Ｅ５.５°

ＥＤ

Ａ

ＤＶ　２.０－２Ｒ （架空）

Ｂ

ＣＥ　３.５°－４Ｃ （ＨＩＶＥ２８）

ＣＥＥ　２°－４Ｃ （ＨＩＶＥ２２）

電　灯

浄化槽ポンプ

浄化槽電極棒

タンブラスイッチ

壁付コンセント

１Ｐ１５Ａ×１

２

ＷＰ

２Ｐ１５Ａ×２

金属製プレート

記　号 名　　　　称

凡　例

摘　　　　要

蛍光灯（露出形） 壁付

天井付蛍光灯（露出形）

電話用アウトレット モジュラージャック 樹脂製プレート

プルボックス

露出丸形ボックス

形式・寸法は傍記による

露出配線

（配管配線）

（電灯）

（構内交換）

特　記　事　項

ＩＶ　２.０×２ （Ｅ１９）：露出

１．図中特記なき配管配線は下記とする。
　　電灯設備

（Ｅ１９）：露出
（Ｅ１９）：露出

　　動力設備

ＣＶ　３.５°-３Ｃ３．５°

浄化槽現場盤（鋼板製・露出形）

　（寸法：５００Ｗ×１３００Ｈ×２００Ｄ）

　負荷　２.２ｋＷ以下　　　　×１

開閉器盤（鋼板製・露出形）

　ＭＣＣＢ２Ｐ１５Ａ　　　　×１

防水スイッチ １Ｐ１５Ａ×１ 樹脂製プレート

金属製プレート

（動力）

開閉器盤Ｓ

(Ｇ)

(Ｇ)

(Ｇ)

ＩＶ　２.０×３
ＩＶ　２.０×４

ＣＶ　３.５°－３Ｃ×２３.５°

ＩＶ　２.０×２ （Ｇ１６）：露出（Ｇ）

　　　　ＭＣＣＢ３Ｐ１００Ａ　　×１

　　　　ＥＬＣＢ３Ｐ１０Ａ　　　×１

　　　　ＥＬＣＢ３Ｐ３０Ａ　　　×１

(Ｅ５１)

開閉器盤（樹脂製・露出形）

　露出コンセント２Ｐ１５Ａ　×１

　ＭＣＣＢ２Ｐ２０Ａ　　　　×１

ＳＳ２００×２００×１００ＳＳ２００×２００×１００

ＳＳ２００×２００×１００ ＳＳ２００×２００×１００

（ＦＥＰ３０）

（Ｇ２２）立上げ露出部：

（露出）

（露出）

　（寸法：２００Ｗ×３００Ｈ×１５０Ｄ）　（寸法：２００Ｗ×４００Ｈ×１５０Ｄ）

ＳＳ３００×３００×２００

図中の器具類及び配管配線（コンクリート埋込部の電線管は除く）は全て撤去とする。

ＳＳ３００×３００×２００ＷＰ－ＳＵＳ

(Ｇ７０)

(Ｇ２２)

(Ｇ７０)

ＳＳ２００×２００×１００

事業者名

会社名

縮 尺 １／５０ 図面番号 AE-26

作成年月日

図面名

３.５°

３.５°

ＣＶ３８°－２Ｃ （Ｅ５１）

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

令和８年度

千葉県企業局工業用水部

工事名



GL

1

（NTT用）

2

4

3

2

鋼管柱装柱図　S=NONE

NTT

1
0
0
0

6
0
0
0

特高受変電棟

EP
S

備考サイズ

1200x1200xH1200

1200x1200xH1200

HH-2

HH-1

NO.

1200x1200xH1200

900x900xH900HH-4

HH-3

HH-6

HH-5

HH一覧表

900x900xH900

900x900xH900

900x900xH900

900x900xH900

HH-8

HH-7

支

東

東東

東

東

東

東

東

東
東

東

看
板

東

Ｈ
鋼

汚

止

仕

制

制

制

止

仕

F

E

J

1

2

3
4

5
6

7
89

電

気

室

へ

取

水

ポ

ン

プ

室

汚泥処理棟

汚泥処理棟電気室へ

着水井

汚泥貯留槽 沈砂池

濃縮槽

Ｎｏ１ Ｎｏ２

送水ポンプ井送水ポンプ室

横流式沈殿池

高速凝集沈殿池

管理棟1階電気室へ

濃縮槽

原汚泥調整槽

(今回)

全体平面図 S=1/500

注 記

1 特に明記なきものは既設を示す。

2 は、今回を示す。

3 は、今回ケーブルを示す。

既設埋設管流用

既設カルバート

P.B 600x1000xH500

(SUS･WP)

HH-8

HH-7

HH-6

HH-5

HH-4

HH-3

HH-2
HH-1

FEP150x4

FEP150x4

FEP150x4

FEP150x4

GL-600

GL-600

GL-600

GL-600

GL-1200

引込柱

（通信線用）

ET1

ET2

(高圧)

EA(LA)

EB

EC

ED

FEP50x1

GL-600

SGP150x4

小口径管推進工法

(高圧)

EA

(特高)

EA

(特高)

EA(LA)

HH

配線用トラフ

400A

配線用トラフ

400A

配線用トラフ

400A

FEP150x2

GL-600

PFP150x4

GL-1200

コア抜き

φ100x1

FEP150x5

FEP 50x1
FEP100x1

GL-1200

FEP 50x1
FEP100x1
FEP150x9

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

S=1/500 図面番号

千葉県企業局工業用水部

令和８年度

AE-27

工事名

全体平面図 仮設電源・NTT移設（今回）

鋼管柱

FEP50x1

GL-600

NTT用

SUDクロージャ取付金具

FB 19×6t×500mm

規格番号 品名 備考数量

装柱材一覧表（鋼管柱6m）

1個エントランスキャップ

4個

1式厚鋼（防食テープ巻き）ケーブル保護管

自在バンド

6m鋼管柱

4

3

2

1 1本

配線番号

1101～1103

配線番号
自 至 配　線　仕　様 端　末 接地線 電　線　管

記　号 名　　称 記　号 名　　称 種別、サイズ、芯数、本数 屋外屋内 種別、サイズ 種別、サイズ、本数
備　　考

配線表

 1101 N1 照明分電盤 特高棟建築付帯動力盤 600v-CVT 100
□

2

 1102 CC11-F1,2 No.1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ補機C/C 　〃 　〃 600v-CVT 60
□

2

 1103 E 接地端子箱 　〃 　〃 IV 100
□

4LP-1

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事

注　記

・管理棟から新設特高受変電棟へ仮設電源を敷設する（別途工事で撤去）。

・NTT回線用の配管敷設を行う（ケーブル切り回しは別途工事）。



B

B

B

B

B

B

B

B

AAAA

AAAA

1 2 3

4 5

6 7 8

3
4
5
0

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

特高変電所平・断面図(1)（今回）

S=1/100 図面番号

令和８年度

AE-28

千葉県企業局工業用水部

工事名

倉庫

EPS

取り外し式

可動クレーン

ホイストレール

ホイストレール

PFP管　φ150×2段2列

アルミケーブルラック

W500xH100×1（特高）

倉庫

EPSシャフト部

ケーブル用開口

1600×400

配線ピットB

アルミケーブルラック

W500xH100×1（特高）

点検口

750×750

EPS

昇降用タラップ

ケーブル用開口

1600×1000

昇降用タラップ

点検口

750×750

ケーブル引入口

φ750

防水管　φ150×4本

ガ
ラ

リ
開

口
（

建
築

）

有
効

開
口

率
：

0
.
3
の

場
合

　
開

口
1
.
2
4
m
2
以

上

昇降用タラップ

昇降用タラップ

昇降用タラップ

点検口

750×750

安全柵

点検口

750×750

安全柵

特高変電所2階 平面図 S=1/100

（今回）

特高変電所1階（下部） 平面図 S=1/100

（今回）

特高変電所1階（上部） 平面図 S=1/100

（今回）

特高変電所地下1階 平面図 S=1/100

（今回）

以降別図参照

EPS

2階へ

1階上部へ

1階下部へ

1階下部へ

地下1階へ

3階へ

1階上部へ

3階へ

NO. 盤名称 盤記号 備　考

HC1-3

特高設備電気室 盤名称一覧表

8

6

7

4

5

1

2

3

NO.1主変圧器一次盤

HC1-1NO.1受電盤

HC1-2VCT盤

HC1-BNO.1母線連絡盤

HC2-BNO.2母線連絡盤

バイパスDS盤 HC2-2

HC2-1NO.2受電盤

HC2-3NO.2主変圧器一次盤

今　回
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〃

〃

アルミケーブルダクト

W600xD600

アルミケーブルダクト

W600xD600

特高受電室

配線ピットA

グレーチング蓋グレーチング蓋

アルミケーブルラック

W600xH100×2（高圧）

W300xH100×1（低圧･制御･計装）

アルミケーブルラック

W600xH100×2（高圧）

W300xH100×1（低圧･制御･計装）

防火区画処理（壁）

W1000xH300

防火区画処理（床）

W1600xD1000

ケーブル引入用フック

ケーブル引入用フック
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鍵付きMH蓋φ600

点検口
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佐倉浄水場特高受変電棟建築工事
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図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

特高変電所平・断面図(2)（今回）

S=1/100 図面番号

令和８年度

AE-29

千葉県企業局工業用水部

工事名

注 記

1 特に明記なきものは既設を示す。

2 は、今回を示す。

3 は、今回ケーブルを示す。

取り外し式

取り外し式

EPS

特高設備監視室

取り外し式

特高変電所4階 平面図 S=1/100

（今回）

特高変電所3階 平面図 S=1/100

（今回）

EPS

4階へ

2階へ

アルミケーブルダクト

600W×600D

3M-1

バスダクト

バスダクト

高圧電気室

特高変圧器室

特高変電所RF階 平面図 S=1/100

（今回）

グレーチング蓋

太陽光パネル 太陽光パネル

日射計

気温計

パワーコンディショナー

太陽光発電用計測監視装置

アルミケーブルラック

W600xH100×2（高圧）

W300xH100×1（低圧･制御･計装）

アルミケーブルラック

W600xH100×2（高圧）

W300xH100×1（低圧･制御･計装）

グレーチング蓋

防火区画処理（壁）

W1000xH300

防火区画処理（壁）

W1000xH300

防火区画処理（床）

W600xD600

防火区画処理（床）

W600xD600

NO. 盤名称 盤記号 備　考

特高設備電気室・監視室 盤名称一覧表

15

13

14

12

11

〃

25

23

24

20

22

21

18

19

16

17

28

29

26

27

NO.1主変圧器二次遮断器盤

MC1-6A,B

汚泥処理設備(1)/NO.1所内変圧器一次盤

MC1-1

本館電気室(1)/取水ポンプ設備(1)盤 MC1-5A,B

沈殿池設備(1)盤/送水ポンプ設備(1)盤

NO.1コンデンサ盤

MC1-2

NO.1接地変圧器盤 MC1-4

MC1-BNO.1母線連絡/NO.1EVT盤

MC2-BNO.2母線連絡/NO.2EVT盤

MC2-6A,B

汚泥処理設備(2)/NO.2所内変圧器一次盤

MC2-5A,B

沈殿池設備(2)盤/送水ポンプ設備(2)盤

本館電気室(2)/取水ポンプ設備(2)盤

NO.2接地変圧器盤 MC2-4

NO.2コンデンサ盤

MC2-2NO.2主変圧器二次遮断器盤

MC2-1

〃

〃

〃

〃

将　来

〃

〃

〃

〃

〃

〃

将　来

〃

〃

〃

〃

NO.2所内変圧器盤 MC2-8

NO.2低圧配電盤 LC2-1

NO.1低圧配電盤 LC1-1

NO.1所内変圧器盤 MC1-8

特高設備直流電源装置 HC-DC1～3 〃

HCR特高保護継電器盤

特高監視盤 HCLK

特高設備コントローラ盤 HC-RIO

〃

〃

〃

30

31

32

33

34

35

MC1-3

NO.1自家発連絡盤

MC2-3

NO.2自家発連絡盤

MC2-7A,B

MC1-7A,B

36

37

38

総合計器箱（電力会社）

通信用端子箱（電力会社） 〃

受電状態自動伝達装置（電力会社） 〃

〃

10

9 NO.1主変圧器

NO.2主変圧器 〃

接地端子箱 〃

配線番号

1101～1103

別途工事

別途工事

別途工事

〃

4LP-1

Y1

X1

Y2

16400 2850

5050450 5050 450
9
0
5
0

8
1
5
0

4
5
0

4
5
0

Y1

X1

Y2

16400 2850

450 450

9
0
5
0

8
1
5
0

4
5
0

4
5
0

2
0
0
0

2
0
0
0

5050 50505400

X2 X4X3

5400

X2 X4X3

Y1

X1

Y2

16400

5050450 5050 450

9
0
5
0

8
1
5
0

4
5
0

4
5
0

X2 X4X3

5400

3
5
4
5

3878

3
5
4
5

3878

配線番号
自 至 配　線　仕　様 端　末 接地線 電　線　管

記　号 名　　称 記　号 名　　称 種別、サイズ、芯数、本数 屋外 屋内 種別、サイズ 種別、サイズ、本数
備　　考

配線表

 1101 N1 照明分電盤 特高棟建築付帯動力盤 600v-CVT 100
□

2

 1102 CC11-F1,2 No.1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ補機C/C 　〃 　〃 600v-CVT 60
□

2

 1103 E 接地端子箱 　〃 　〃 IV 100
□

4LP-1

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事



以降別図参照

C

C

B

B

A

A

手元開閉器盤C

空調機(室外機)

空調機(室内機)A

B

62

61

(高圧･低圧セパレータ)
ケーブルダクト400Wx250D

アルミケーブルラック300W 

PB250 x250

高圧ケーブル通線用歩廊200H

321

456

3号送水ポンプインバータ装置 制御･出力盤    

3号送水ポンプインバータ装置 変換器盤 

3号送水ポンプインバータ装置 入力･変圧器盤  

1号送水ポンプインバータ装置 制御･出力盤    

1号送水ポンプインバータ装置 変換器盤  

1号送水ポンプインバータ装置 入力･変圧器盤  

4号送水ポンプインバータ装置 制御･出力盤    

4号送水ポンプインバータ装置 変換器盤 

4号送水ポンプインバータ装置 入力･変圧器盤 

45

M-P-1-2

C電気室空調機NFB

空調機電源

(既設) 

アルミケーブルラック 

(既設) 

アルミケーブルラック 

(既設) 

アルミケーブルラック 

仮眠室 

（今回）

S=1/100管理棟1階上部平面図 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(高圧･低圧セパレータ)

ケーブルダクト400Wx250D

(既設) 

アルミケーブルダクト 

電気室(C) 

電気室(A) 

操作室 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

電気室(B) 

VVVF-4C

VVVF-4B

VVVF-4A

VVVF-3C

VVVF-3B

VVVF-3A

VVVF-1C

VVVF-1B

VVVF-1A

仮眠室 

（今回）

S=1/100管理棟1階下部平面図 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

(既設) 

アルミケーブルダクト 

接地端子箱-2

7

1

3

4

2

5

8

9

6

10

No. 盤  名  称 備 考盤記号No. 盤  名  称 備 考盤記号 No. 盤  名  称 備 考盤記号

LCD-3/HIS-3

ITV-CTRITV制御盤 

3

PCS-6場外設備プロセスコントローラ 

DSP-CTR大形ディスプレイコントローラ 

PCS-3A,B本館送水ポンプ設備プロセスコントローラ (1)(2)

SVRデータサーバ 

11

10

9

8

7

6

5

4

2

2

1

TC/TM21遠方監視制御装置盤(1) 

TC/TM22遠方監視制御装置盤(2) 

RS11送水ポンプ設備補助継電器盤(1)

RS12送水ポンプ設備補助継電器盤(2)

SCR-PC/PC-1大形ディスプレイ画像切換装置/帳票管理用パソコン 

ITVITV操作卓 

HCハードコピー用プリンタ 

LCD監視制御装置x1/中央監視制御装置(3)

PRT-1帳票･メッセージ一覧用プリンタ 

LCD-1,2/HIS-1,2LCD監視制御装置x2/中央監視制御装置(1)(2)

SCR大形ディスプレイ 

CCBTデータ入出力装置 

TB2中継端子盤 

LK2送水ポンプ設備現場監視盤 

TC/TM23遠方監視制御装置盤(3) 

85

83

84

81

82

79

80

77

78

75

76

73

74

CC12-F2

CC12-F1

CC11-F2

－

MC21

MC22

MC23

MC24

MC25

MC26

MC27

MC28

DC21

N1

PR10

MC29

MC80

MC40A,B

MC50

LC10

MC70

NO.1送水ポンプ補機コントロールセンタ 

NO.2送水ポンプ補機コントロールセンタ 

NO.2送水ポンプ補機コントロールセンタ 

NO.2沈澱池変圧器主幹盤 

2号直流電源装置 

NO.2本館高圧幹線盤 

5号進相コンデンサ盤 

4号進相コンデンサ盤 

4号送水ポンプ盤/5号送水ポンプ盤 

NO.2送水ポンプ幹線盤 

MP12

MP11

MP10A,B

MP8

MP7

MP9A,B

MP6

MP5A,B

MP3

MP2

3号進相コンデンサ盤 

2号進相コンデンサ盤 

RS13

55

56

No. 盤  名  称 備 考盤記号

佐倉浄水場　無線テレメータ装置 

送水ポンプ設備補助継電器盤(3)

蓄電池(1)(2)

無停電電源装置 

CVCF分電盤 

無線電話装置 

62

60

59

58

57

MCT4

MCT3NO.1沈澱池変圧器主幹盤 

DC22直流制御電源分割盤 

DC21

照明分電盤 

50

49

48

43

照明切換

NO.2 200kVA変圧器(補機) 

－

－　/NO.2補機電源

NO.2照明電源/予備 

計器用変圧器/予備 

NO.1本館高圧幹線盤 

NO.1補機電源1次盤/NO.1照明電源1次盤 

NO.1 200kVA変圧器盤 

MP4A,B

GPT盤/NO.2予備

NO.1予備/1号送水ポンプ盤 

47

46

45

44

42

41

40

39

38

37

36

35

CC11-F1NO.1送水ポンプ補機コントロールセンタ 

34

33

1号直流電源装置 

32

本館設備保護継電器盤

31

NO.2 150kVA変圧器(照明) 

30

29

28

本館動力補機主幹盤 27

26

25

24

23

7

連結断路器盤 

NO.1送水ポンプ幹線盤 

2号送水ポンプ盤/3号送水ポンプ盤 

MP11号進相コンデンサ盤 

11

12

1

3

4

2

5

8

9

6

10

61

71

72

54

53

52

51

接地端子箱(5P) 

空調機 

22

NO.1 150kVA変圧器盤 

21

20

19

18

17

16

15

13

盤名称一覧表

14

No. 盤  名  称 備 考盤記号

(既設) 

アルミケーブルダクト 

電気室(C) 

10

電気室(A) 

操作室 

85

72

1

(既設) 

アルミケーブルダクト 

電気室(B) 

12345691011121314

1

65422233

73

71

7475

767778
79

80

81

82

84 83 7 9 11 8 8
41

2627282930313233343536373839
40

789

56575859

10

60

42434446

(既設) 

アルミケーブルダクト 
(既設) 

アルミケーブルダクト 

PAC-1,2

SB1,2

CVCF

DP-CVCF

86

L-1B電灯分電盤86

IF-SK集中監視システムインターフェース盤12

12

LCB-K送水圧力87

87

集中監視システムデータサーバ13

13

(既設) 

アルミケーブルラック 

アルミケーブルラック 

(既設) 

(既設) 

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

注 記

1 特に明記なきものは既設を示す。

2

〃

は、機能増設を示す。

は、今回ケーブルを示す。3

〃

〃

〃

〃

〃

配線番号:1103

配線番号:1101

配線番号:1102
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図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

管理棟1階平面図（今回）

S=1/100 図面番号

令和８年度

AE-30

千葉県企業局工業用水部

工事名

配線番号
自 至 配　線　仕　様 端　末 接地線 電　線　管

記　号 名　　称 記　号 名　　称 種別、サイズ、芯数、本数 屋外屋内 種別、サイズ 種別、サイズ、本数
備　　考

配線表

 1101 N1 照明分電盤 特高棟建築付帯動力盤 600v-CVT 100
□

2

 1102 CC11-F1,2 No.1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ補機C/C 　〃 　〃 600v-CVT 60
□

2

 1103 E 接地端子箱 　〃 　〃 IV 100
□

4LP-1

佐倉浄水場特高受変電棟建築工事
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